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研究主題  「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための教材開発」 

研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究の目的 

高校教育の質保証・向上が求められる中、中央教育審議会初等中等教育分科会は、平成 23 年９月に高

等学校教育部会を設置し、生徒の学習進度・理解等に応じた学びのシステムの構築等について審議を積

み重ねてきた。また、「高大接続システム改革会議『中間まとめ』」（高大接続システム改革会議 平成

27 年９月）には、「高校生が身に付けるべき基礎学力の確実な育成に向けて、高等学校段階における生

徒の基礎学力の定着度を把握及び提示できる仕組みを設けることにより、生徒の学習意欲の喚起、学習

改善を図るとともに、その結果を指導改善等にも生かすことにより、高等学校教育の質の確保・向上を

図ること」を提言するなど、高等学校教育の質を確保し、その向上を図るための学習成果の把握・検証

の方法について検討が進められてきた。 

東京都教育委員会は、国の動向を注視しながら、都独自の学力向上施策として、平成 24 年２月に新た

に策定した「都立高校改革推進計画 第一次実施計画」の中で、「都立高校学力スタンダード」事業を掲

げ、平成 25年３月には「基礎」「応用」「発展」の三段階で具体的な学習目標を示した「都立高校学力ス

タンダード」を作成した。そして、現在、各都立高校では「都立高校学力スタンダード」に基づいて自

校の学力スタンダードを策定し、具体的な学習目標を定め、組織的・効果的な学習指導に取り組むとと

もに、生徒の学力の定着状況の把握や学習指導法の検証を行い、指導方法・指導内容の改善や繰り返し

指導により生徒の学力の定着を図っている。 
しかし、多様な生徒が入学してくる今日、特に「都立高校学力スタンダード」の「基礎」を参考に自

校の学力スタンダードを作成した学校においては、小・中学校での学習内容が十分に身に付いていない

生徒も少なからず存在するという実態がある。このような学校では、義務教育段階の学習内容まで立ち

返って、高校卒業時までに必要な最低限の学力を身に付けさせる必要が生じている。 
こうした背景を踏まえ、平成 26年度高等学校研究開発委員会では、中学校段階の学習内容の定着が不

十分なために学習意欲が高まらない、あるいは、高校での学習内容が理解できないといった生徒の実態

本研究では、昨年度の国語、地理歴史・公民、数学、理科、外国語（英語）の各委員会における高

等学校研究開発委員会の研究成果である「学び直しスタンダード」を踏まえ、「都立高校学力スタン

ダード」の基礎段階を十分に理解し、学力の定着につなげるため、義務教育段階までのどの段階にお

いて学習が身に付いていないのかを把握するための教材の開発を行った。 
開発した教材は、「基礎学力診断を行うための単元指導計画」を作成するとともに、その内容を理

解する基となる義務教育段階の学習内容を精査・検討し、「学び直しを含む学習内容の定着状況を把

握するための診断項目リスト」（以下「カルテ」という。）を作成した。カルテにおける各項目で生徒

の理解度を診断するため、「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」を

作成し、生徒の学習定着状況を把握した上で、学び直しの教材である「基礎学力強化問題」を活用し

た指導を行うこととした。 

＜高等学校研究開発委員会＞ 

（国語、地理歴史・公民、数学、理科、外国語） 
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を踏まえ、「学び直しスタンダード」を作成し、学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を確実

に定着させるための教材を開発した。 
今年度の研究では、その学習の土台となる基礎的・基本的な知識・技能等が身に付いているのかを確

認する基礎学力診断を行うための教材開発及び学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に

付けるための教材開発を行う試みを行った。 
まず、基礎学力診断を行うための教材開発については、各教科における任意の単元を設置した上で、

「基礎学力診断を行うための単元指導計画」を作成し、その内容を理解する基になる義務教育段階の学

習内容を精査・検討した。そして、その内容をカルテとして作成した。また、カルテの各項目を実際に

診断するための材料として「学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」を該当単元において

作成し、この問題の解答状況をカルテに記載することで、生徒の学習定着状況が把握できる教材を研究・

開発した。指導者は把握した生徒の学力の特徴から、生徒の学習のつまずきが義務教育段階のどこにお

いて発生したものかを把握できるようになり、その後の補充学習へとつないでいくことが可能になる。 
また、学習内容が十分に理解できていないと判断された場合には、診断用の学力調査問題の各設問に

おけるねらい及び高等学校教育段階の学習に必要な、義務教育段階の内容を含む基礎的・基本的な知識

を明示した補充教材を活用して学習内容を理解させるとともに、補充教材の学習状況を確認した類似問

題を実施することにより、学力の定着を図ることができると考え、研究を行った。 
 

Ⅱ 研究の方法 

今年度の研究開発委員会では、「『基礎学力診断を行うための単元指導計画』・『学び直しを含む学習内

容の定着状況を把握するための診断項目リスト』・『学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するため

の学力調査問題』・『学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材』の作成」

を柱に、以下の手順で研究を進めた。 

１ 「基礎学力診断を行うための単元指導計画」の作成 

  「基礎学力診断を行うための単元指導計画」の作成に当たっては、以下の条件に基づいて、教科ご

とに任意の単元設定を行った。 

(1) 高等学校での学習の土台となる義務教育段階の学習状況において、重点的に学習されており、そ

の観点から、基礎的・基本的な知識の理解を確認するのに適している単元 

単元設定を行う際には、義務教育段階からの学び直しという本研究の趣旨を踏まえ、学習する単

元の内容が義務教育段階において重点的に学習された内容の上に発展したものとなっており、継続

性の観点から、高等学校における学習内容の基礎的・基本的な知識の理解が、義務教育段階におけ

る基礎的・基本的な知識と比して確認しやすい単元であることが求められる。 

(2) 社会生活の中で最低限の学力が必要とされる場面の考察 

  設定を行う単元の学習内容が私たちの生活と密接に関連していることにより、基礎的・基本的な

知識が実体験により、確認しやすくなるような、生徒にとって身近な要素を多く含む単元であるこ

とが求められる。 

２ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」の作成 

  「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」の作成に当たっては、以

下の方法に基づいて、診断項目を作成した。 
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(1) 当該単元における、高等学校での学習の土台となる義務教育段階の学習内容の分析 

診断項目設定を行う際には、高等学校における学習内容の基礎的・基本的な知識と、義務教育段

階における基礎的・基本的な知識との継続性が確認できることを鑑み、義務教育段階の学習におい

て重点的に学習される基礎的・基本的な学習項目であることが求められる。 

(2) 「学力スタンダード基礎」を指導目標に設定 

  「学力スタンダード基礎」の到達目標を達成できるように「学び直しを含む学習内容の定着状況

を把握するための診断項目リスト」は構造化されることが求められる。 

３ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」の作成 

   「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」の作成に当たっては、以

下の方法に基づいて、教科ごとに学力調査問題の作成を行った。 

(1) 高等学校での学習を構造的に分析 

調査問題の作成を行う際には、高等学校教育の学習がどのような構造で構成されており、どの観

点から、学習することが望ましいのかを明らかにすることが必要である。平成 27年度研究開発委員

会が定める学習の構造とは、例えば、第一段階として学習対象の名称を知ること、第二段階にその

学習内容がどのように私たちの暮らしとつながっているかを認識すること、そして第三段階にその

学習対象が社会的にもつ意義等を学んで、実際の生活に生かしていくというような段階別学習活動

のことを意味している。指導者が生徒のつまずきを把握しながら生徒指導をする際に、各教科にお

ける学力の構造が可視化できれば、それに対応する形で実際の問題も作成することが可能となる。 

(2) （1）の学習構造をそれぞれ小問題に反映 

  教科毎に単元を設定し、その診断問題を作成する際に、各大問題の設定は、当該単元の構成要素

を一つ選択して作成することを基本とした。さらに、その大問中の小問を設定する際には、上記(1)

の学力の段階別構造にのっとって、設問することを基本とした。 

４ 「学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材」の作成 

  「学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材」の作成に当たっては、

以下の要素を内包する補充教材の作成を行った。 

(1) 診断テストの問題、解答、解説及びねらい 

上記３「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」の作成において示

したように、各教科の学力観や学習の構造を生徒に明確に示すことができれば、生徒はその教科学

習の要点を踏まえた上で、学習内容そのものに取り組むことができる。同じく、「学び直しを含む学

習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」が、当該教科指導の中でどのような出題意図か

ら生徒に示されたのかを生徒に把握させることは、補充学習の必要性や意義を学習活動全体の中に

構造的に位置付けるという意味で、非常に建設的な補充学習となる。よって、出題された内容の出

題意図を詳細に生徒に示すことが補充教材には必要である。 

(2) 生徒用個別カルテ（診断項目リスト） 

  上記２に示した「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」におい

ては、「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」の結果から、基礎的・

基本的な内容に生徒の理解が到達していないと判断されたときに、チェックボックスにレ点を打ち

込むという使い方を想定している。指導者は、この「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握す
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るための診断項目リスト」を目安として活用することによって、当該生徒にどのような補充学習を

させることが効果的であるのかを把握することが可能となる。 

(3) 補習状況を確認できる類似問題等 

(1)、(2)に示された、「診断テストの問題、解答、解説及びねらい」を補充学習の一環として生徒

に学習させ、生徒の「生徒用個別カルテ（診断項目リスト）」が記入された段階で、次の段階として、

一度再学習した内容が定着しているのかどうかを確認するために、「補習状況を確認できる類似問題

等」を再度、当該生徒に実施する。当該単元の中で、出題の意図が同一又は相似した別の出題を通

して、補充学習の状況が確認できることになる。これにより、補充学習の状況が明確なものとなり、

更なる補充が必要な生徒には、より理解しやすい形の補充学習が求められる。 

(4) 補充学習時間以外でも学習することができる参考文献や、問題集、インターネット上での学

習補助教材等の情報を知らせるもの 

指導者が対象生徒について、補充学習を行うことにより、生徒は学力を向上させ、自信を付けて

いく。また、それゆえ学力不足が原因で学校への足が遠のいていた一部の生徒に関しては、学校へ

の登校も促され、学力的な部分での改善が期待されるところではあるが、この(4)では、生徒自身が

更なる学習を行うために、今後の学習の参考になる内容を提示する。 
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Ⅲ 研究の内容 

１ 国語委員会の取組 

(1) 国語科における学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等について 

平成 25 年度、本委員会では、高等学校での学び直しを支援するため、義務教育段階でのつまず

きを探り、小・中学校の学習指導要領に基づいて学習の「項目」を細分化し、それぞれの学習内容

について「おおむね満足できる具体的な姿の例」を設定してデータベース化した。 

平成 26 年度は、これらの学習の「項目」から重要項目を抽出するとともに、中学校１学年程度

の発達段階を想定して各々の到達目標を定めて更に精査し、「学び直しスタンダード」として整理

した。 

学習の「項目」を精査する際、その判断基準として、社会生活で必要な言語（国語）処理能力を

設定するため、様々な先行研究を基に協議し、次の四項目に集約した。 

 ア 人間関係を構築するためのコミュニケーションに必要な国語の力 

イ 社会人としての自己を維持・管理するために必要な、様々な情報を集め、読み解き、整理・

活用する国語の力 

 ウ 社会人として生きる上で、課題を見いだし解決するために必要な、思考・判断・表現を行う

国語の力 

 エ 上記全ての力の基盤となる、国語に関する基礎的な知識・技能  

また、高等学校における国語の学び直しを、主に、共通必履修科目である国語総合の授業で行う

ことを想定し、指導案やワークシートなどを作成した。 

そして、今年度は、過去二年間の研究を踏まえつつ、基礎学力診断と診断結果に応じた基礎学力

強化のための教材作りを行うこととした。 

(2) 教材の概要 

特定の基礎的な学力に着目した単元指導計画を作成し、当該の単元指導計画を実施するに当たり、

最低限必要となる既習事項を抽出し、「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断

項目リスト」を作成した。単元指導計画は、学び直しである点を考慮し、「読むこと」の領域と「伝

統的な言語文化と国語の特質に関する事項」を中心としてねらいを定めるとともに、教材として、

古典を除く文学的な文章と説明的な文章、具体的には、小説と評論を扱うこととした。 

小説を読む際に必要な力として「語彙力」と「心情を読み取る力」、評論を読む際に必要な力と

して、「指示語を意識して読む力」と「キーワードや対比の文章構造を読み取る力」に焦点化した。

そして、多くの教科書に掲載され、昨年度の研究開発でも教材として取り上げた「羅生門」と「水

の東西」を教材とし、４種類の単元指導計画を作成した。 

診断項目リスト作成の際には、平成 25 年度に作成した学習の「項目」のデータベースを活用し、

小学校・中学校で学習する項目から２又は３項目に絞って抽出した。 

(3) 学習活動への位置付け 

  「診断項目リスト」作成後、リストに挙げた項目が定着しているかどうかを把握するための診断

問題を作成した。診断問題は、単元指導の導入として 10 分程度で実施できる分量で各項目の定着

状況を見取ることができる問題を作成した。さらに、定着していない場合の基礎学力強化問題を作

成した。強化問題は、放課後等の時間を活用した補習指導で活用できるものとし、１回 30 分の補

習指導５回分の強化問題を作成することとした。 
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(4) 指導資料Ⅰ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元名「小説を読む（語彙を豊かにする）」対象学年・科目・教材名 １学年・「国語総合」・「羅生門」 

(1) 単元設定のねらい 

小説の読みを通じて語彙を豊かにする。 

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」 

イ 言葉の特徴や決まりに関する事項  

(ｲ) 文や文章の組立て、語句の意味、用法及び表記の仕方などを理解し、語彙を豊かにすること。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

  比較的平易な文章について、語句の意味・用法を理解する。 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

 

指導計画 

１ 対象学年・科目・教材名 

１学年 国語総合 「羅生門」 

２ 単元指導計画概要 

次 目標 学習内容・学習活動 
１
次

物語の背景を知る。 ・「羅生門」の舞台となる平安時代について学ぶ。 
・通読 

２
次

下人の心情を理解する。 
（「ある日の暮れ方の～雨の降るのを眺めてい

た。」） 

・本文の記述から「羅生門」周辺の状況が具体的に理解で

きるよう便覧等の資料を活用した調べ学習を行う。 
・下人が置かれている状況と心情を、叙述を基に読み取る。

３
次 

下人の心情を理解する。 
（「作者はさっき、～下の段へふみかけた。」） 

・「適当」「手段を選ばない」「おそれ」「どうせ」の意味を

確認する。 
・下人の葛藤を読み取る。 

４
次 

下人の心情を理解する。 
（「それから、何分か～とうに忘れているのであ

る。」） 

・「好奇心」の意味の確認 
・下人と老婆とのやり取りと心情の変化を、叙述を基に読

み取る。 

５
次

下人の心情の変化を理解する。 
（「そこで、下人は～夜の底へかけ下りた。」） 

・「～べからざる」「得意」の意味の確認 
・下人と老婆とのやり取りと心情の変化を、叙述を基に読

み取る。 

６
次

物語のその後を予想するなど、更なる興味・関心

をもつ。 
（「しばらく、～誰も知らない。」） 

・下人のこれまでの心情を整理する。 
・下人がこの後どうなったか考える。 

 

単元名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断

可 不可
学年 内容 

診断

可 不可

小説を読む

（語彙を豊

かにする） 

１・２学年 

  

１学年 

語句の辞書的な意味と文脈上

の意味との関係に注意してい

る。 

□□

３・４学年 
語句を辞書で調べることが

できる。 
□□ ２学年 

多義的な意味を表す語を理解

している。 
□□

５・６学年   ３学年   

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

基
礎
学
力
診
断
問
題 

国
語 

単
元
名
「
小
説
を
読
む
（
語
彙
を
豊
か
に
す
る
）」 

 

一 

国
語
の
授
業
で
、
国
語
辞
典
の
引
き
方
を
学
ん
で
い
る
と
き
、
次
の
文
中
の
傍
線
部
に
つ

い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
〔
語
句
を
辞
書
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
〕 

 

「
こ
れ
ま
で
読
ん
で
き
た
本
を
ふ
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
読
書
計
画
を
ね
る
。
」 

 

「
ね
る
」
（
練
る
）
と
い
う
言
葉
を
辞
書
で
引
く
と
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
た
。 

 

①
（
火
に
か
け
て
）
む
ら
の
な
い
よ
う
に
こ
ね
固
め
る
。
ま
た
、
こ
ね
混
ぜ
て
粘
り
が
出
る

よ
う
に
す
る
。 

②
絹
を
灰
汁

あ

く

な
ど
で
煮
て
柔
ら
か
く
す
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
し
て
絹
製
品
を
作
る
。
精

練
す
る
。 

③
金
属
を
焼
い
て
純
度
の
高
い
も
の
に
す
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
し
て
鋼
や
刀
剣
を
作
る
。

④
皮
類
を
な
め
す
。
な
め
し
革
に
す
る
。
ま
た
、
な
め
し
革
を
作
る
。 

⑤
さ
ら
に
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
内
容
を
検
討
し
修
正
を
加
え
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に

し
て
最
終
案
な
ど
を
作
り
上
げ
る
。 

⑥
学
問
・
芸
術
に
関
す
る
技
術
な
ど
を
鍛
え
て
向
上
さ
せ
る
。
心
身
を
鍛
え
る
。 

 

問 

右
の
①
～
⑥
の
中
で
、
傍
線
部
の
「
ね
る
」
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
は
ど
れ
か
。
番
号

で
答
え
な
さ
い
。 

〔 
 

⑤ 
 

〕

 

二 

次
の
文
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
後
の
ア
～
オ
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。
〔
多
義
的
な
意
味
を
表
す
語
を
理
解
し
て
い
る
〕 

 

け
れ
ど
も
、
今
に
な
っ
て
み
る
と
、
私
は
王
の
言
う
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

 

〔 
 

オ 
 

〕

（
太
宰 

治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
よ
り
）

【
意
味
】 

ア 

感
覚
に
よ
っ
て
物
事
を
知
る
。 

イ 

イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
す
。 

ウ 

独
り
立
ち
が
困
難
な
人
の
世
話
を
す
る
。 

エ 

た
め
し
に
し
て
み
よ
う
と
思
う
。 

オ 

そ
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
。 

三 

「
得
意
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
次
の
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。〔
語
句
の
辞
書
的
な
意
味
と
文

脈
上
の
意
味
と
の
関
係
に
注
意
し
て
い
る
〕 

 ①
自
分
の
望
み
通
り
に
な
っ
て
満
足
し
て
い
る
こ
と
。 

②
じ
ょ
う
ず
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。 

③
い
つ
も
商
品
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
取
引
し
た
り
す
る
相
手
。 

 

問 

次
の
文
中
の
傍
線
部
の
意
味
は
、
右
の
①
～
③
の
ど
れ
に
当
て
は
ま
る
か
。
番
号
で
答

え
な
さ
い
。 

 

 

僕
の
両
親
は
、
立
派
な
道
具
な
ん
か
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
僕
は
、
自
分
の
収
集
を
、
古

い
つ
ぶ
れ
た
ボ
ー
ル
紙
の
箱
に
し
ま
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
瓶
の
栓
か
ら
切

り
抜
い
た
、
丸
い
コ
ル
ク
を
底
に
は
り
付
け
、
ピ
ン
を
そ
れ
に
留
め
た
。
こ
う
し
た
箱
の
つ

ぶ
れ
た
縁
の
間
に
、
僕
は
、
自
分
の
宝
物
を
し
ま
っ
て
い
た
。
初
め
の
う
ち
、
僕
は
、
自
分

の
収
集
を
喜
ん
で
た
び
た
び
仲
間
に
見
せ
た
が
、
他
の
者
は
、
ガ
ラ
ス
の
蓋
の
あ
る
木
箱
や
、

緑
色
の
ガ
ー
ゼ
を
は
っ
た
飼
育
箱
や
、
そ
の
他
ぜ
い
た
く
な
も
の
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
自

分
の
幼
稚
な
設
備
を
自
慢
す
る
こ
と
な
ん
か
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
重
大
で
、

評
判
に
な
る
よ
う
な
発
見
物
や
獲
物
が
あ
っ
て
も
、
な
い
し
ょ
に
し
、
自
分
の
妹
た
ち
だ
け

に
見
せ
る
習
慣
に
な
っ
た
。
あ
る
と
き
、
僕
は
、
僕
ら
の
と
こ
ろ
で
は
珍
し
い
、
青
い
コ
ム

ラ
サ
キ
を
捕
ら
え
た
。
そ
れ
を
展
翅

て
ん
し

し
、
乾
い
た
と
き
に
、
得
意
の
あ
ま
り
、
せ
め
て
隣
の

子
供
に
だ
け
は
見
せ
よ
う
、
と
い
う
気
に
な
っ
た
。 

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ 

高
橋 

健
二 

訳
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
よ
り
）  

〔 
 

① 
 

〕  
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
一
回 

            

問
一 

次
の
傍
線
部
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
、
全
て
の
意
味
を
書
き
出
し
な
さ
い
。 

 

（
１
）
あ
わ
れ 

            

（
２
）
い
ま
い
ま
し
い 

     

□ 
単
元
名 

「
小
説
を
読
む
（
語
彙
を
豊
か
に
す
る
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

自
力
で
語
句
を
調
べ
、
文
脈
上
の
意
味
を
理
解
す
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

辞
書
で
語
句
の
意
味
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

新
出
単
語
に
つ
い
て
、
辞
書
で
調
べ
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。 

〔
解
答
例
〕 

① 

（
「
憐
れ
」
と
も
書
く
）
か
わ
い
そ
う
に
思
わ
れ
る
さ
ま
。
気
の
毒
だ
。
惨
め
だ
。 

② 

し
み
じ
み
と
も
の
悲
し
く
感
じ
る
さ
ま
。
は
か
な
く
、
ま
た
、
さ
び
し
く
思
わ
れ
る

さ
ま
。 

③ 

し
み
じ
み
と
心
を
打
つ
風
情
が
あ
る
さ
ま
。
趣
が
あ
る
さ
ま
。 

④ 

し
み
じ
み
と
心
に
染
み
て
愛
着
を
感
じ
る
さ
ま
。
い
と
し
い
さ
ま
。
か
わ
い
い
さ
ま
。

⑤ 

し
み
じ
み
と
し
た
愛
情
が
あ
る
さ
ま
。
優
し
い
さ
ま
。 

⑥ 

感
服
さ
せ
ら
れ
る
さ
ま
。
感
心
だ
。
殊
勝
だ
。 

⑦ 

尊
く
、
あ
り
が
た
い
さ
ま
。 

〔
解
答
例
〕 

① 

非
常
に
腹
立
た
し
く
感
じ
る
。
し
ゃ
く
に
さ
わ
る
。 

② 

け
が
れ
を
避
け
て
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
遠
慮
す
べ
き
で
あ
る
。 

③ 

不
吉
で
あ
る
。
縁
起
が
悪
い
。 

 

（
３
）
あ
ん
ば
い 

          

〔
解
答
例
〕 

① 

料
理
の
味
加
減
。  

② 

物
事
の
具
合
。
調
子
。
加
減
。 

③ 

か
ら
だ
の
具
合
。
健
康
状
態
。  

④ 

ほ
ど
よ
く
物
事
を
処
理
す
る
こ
と
。
ほ
ど
よ
く
物
を
並
べ
る
こ
と
。 
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ウ 

不
吉
で
あ
る
。 

〔 
 

ア 
 

〕 

 

（
３
） 大

造
じ
い
さ
ん
は
、
夏
の
う
ち
か
ら
こ
こ
ろ
が
け
て
、
タ
ニ
シ
を
五
俵
ば
か
り
集
め
て
お

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
、
ガ
ン
の
好
み
そ
う
な
場
所
に
ば
ら
ま
い
て
お
き
ま
し
た
。 

 
 

ど
ん
な
あ
ん
ば
い
だ
っ
た
か
な
、
と
そ
の
夜
行
っ
て
み
る
と
、
案
の
定
、
そ
こ
に
集
ま
っ

て
さ
か
ん
に
食
べ
た
形
跡
が
あ
り
ま
し
た
。 （

椋 

鳩
十
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
よ
り
） 

ア 

料
理
の
味
加
減
。  

イ 

物
事
の
具
合
。 

ウ 

か
ら
だ
の
具
合
。  

エ 

ほ
ど
よ
く
物
事
を
処
理
す
る
こ
と
。 

〔 
 

イ 
 

〕 

  

発
展
問
題 

（
余
裕
が
あ
っ
た
ら
や
っ
て
み
よ
う
） 

 

（
４
） そ

の
中
山
か
ら
、
少
し
は
な
れ
た
山
の
中
に
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
と
い
う
き
つ
ね
が
い
ま
し

た
。
ご
ん
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
小
ぎ
つ
ね
で
、
し
だ
の
い
っ
ぱ
い
し
げ
っ
た
森
の
中
に
あ

な
を
ほ
っ
て
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夜
で
も
昼
で
も
、
辺
り
の
村
へ
出
て
き
て
、
い

た
ず
ら
ば
か
り
し
ま
し
た
。
畑
へ
入
っ
て
い
も
を
ほ
り
散
ら
し
た
り
、
菜
種
が
ら
の
ほ
し
て

あ
る
の
へ
火
を
つ
け
た
り
、
百
姓

し
ょ
う

家
の
う
ら
手
に
つ
る
し
て
あ
る
と
ん
が
ら
し
を
む
し
り
取

っ
て
い
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。 

（
新
見 

南
吉
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
よ
り
） 

ア 

…
…
だ
け
。
…
…
の
み
。 

イ 

…
…
ほ
ど
。
…
…
く
ら
い
。 

〔 
 

ア 
 

〕 

 
（
５
） そ

こ
で
残
雪
が
や
っ
て
来
た
と
知
る
と
、
大
造
じ
い
さ
ん
は
、
今
年
こ
そ
は
と
、
か
ね
て

考
え
て
お
い
た
特
別
な
方
法
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。 

（
椋 

鳩
十
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
よ
り
） 

ア 

前
も
っ
て
。
以
前
よ
り
。
あ
ら
か
じ
め
。 

イ 

ふ
だ
ん
。
平
生
。 

〔 
 

ア 
 

〕 

 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
二
回 

            

問
一 

次
の
各
文
章
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
後
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
） 「

さ
っ
き
の
話
は
、
き
っ
と
、
そ
り
ゃ
あ
、
神
様
の
し
わ
ざ
だ
ぞ
」 

「
え
っ
。
」 

と
、
兵
十
は
び
っ
く
り
し
て
、
加
助

か
す
け

の
顔
を
見
ま
し
た
。 

「
お
れ
は
あ
れ
か
ら
ず
っ
と
考
え
て
い
た
が
、
ど
う
も
、
そ
り
ゃ
、
人
間
じ
ゃ
な
い
、
神

様
だ
。
神
様
が
、
お
ま
え
が
た
っ
た
一
人
に
な
っ
た
の
を
あ
わ
れ
に
思
わ
っ
し
ゃ
っ
て
、
い

ろ
ん
な
物
を
め
ぐ
ん
で
く
だ
さ
る
ん
だ
よ
。
」 

（
新
見 

南
吉
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
よ
り
）

ア 

し
み
じ
み
と
も
の
悲
し
く
感
じ
る
さ
ま
。 

イ 

し
み
じ
み
と
心
を
打
つ
様
子
。 

ウ 

し
み
じ
み
と
心
に
染
み
て
愛
着
を
感
じ
る
さ
ま
。 

エ 

か
わ
い
そ
う
に
思
わ
れ
る
さ
ま
。 

〔 
 

エ 
 

〕

 

（
２
） 大

造
じ
い
さ
ん
は
、
こ
の
ぬ
ま
地
を
か
り
場
に
し
て
い
た
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
、
こ
の

残
雪
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
羽
の
ガ
ン
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
、
い
ま
い
ま
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。 （

椋 

鳩
十
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
よ
り
）

ア 

非
常
に
腹
立
た
し
く
感
じ
る
。 

イ 

遠
慮
す
べ
き
で
あ
る
。 

□ 
単
元
名 

「
小
説
を
読
む
（
語
彙
を
豊
か
に
す
る
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

自
力
で
語
句
を
調
べ
、
文
脈
上
の
意
味
を
理
解
す
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

語
句
の
辞
書
的
な
意
味
と
文
脈
上
の
意
味
を
把
握
す
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

新
出
単
語
に
つ
い
て
辞
書
で
調
べ
、
複
数
の
意
味
か
ら
本
文
中
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も

の
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。 
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ア 

果
た
し
て
彼
は
本
当
に
来
る
の
だ
ろ
う
か
。 

イ 

果
た
し
て
先
生
の
予
測
し
た
通
り
に
な
っ
た
。 

ウ 

果
た
し
て
明
日
は
晴
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

エ 

果
た
し
て
弟
の
努
力
が
い
つ
ま
で
続
く
か
。 

〔 
 

イ 
 

〕 

 

問
三 

次
の
文
章
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
後
ア
～
ウ
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。 

 

そ
し
て
、
美
し
い
ち
ょ
う
を
見
つ
け
る
と
、
特
別
に
珍
し
い
の
で
な
く
っ
た
っ
て
か
ま
わ

な
い
、
ひ
な
た
の
花
に
止
ま
っ
て
、
色
の
つ
い
た
羽
を
呼
吸
と
と
も
に
上
げ
下
げ
し
て
い
る

の
を
見
つ
け
る
と
、
捕
ら
え
る
喜
び
に
息
も
つ
ま
り
そ
う
に
な
り
、
し
だ
い
に
忍
び
寄
っ
て
、

輝
い
て
い
る
色
の
斑
点
の
一
つ
一
つ
、
透
き
通
っ
た
羽
の
脈
の
一
つ
一
つ
、
触
角
の
細
い
と

び
色
の
毛
の
一
つ
一
つ
が
見
え
て
く
る
と
、
そ
の
緊
張
と
歓
喜
と
き
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
う

し
た
微
妙
な
喜
び
と
、
激
し
い
欲
望
と
の
入
り
交
じ
っ
た
気
持
ち
は
、
そ
の
後
、
そ
う
た
び

た
び
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ 

高
橋 

健
二 

訳
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
よ
り
） 

 

ア 

何
と
も
い
え
な
い
美
し
さ
や
味
わ
い
が
あ
る
こ
と
。 

イ 

一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
細
か
く
、
複
雑
な
さ
ま
。 

ウ 

少
々
。
や
や
。 

〔 
 

ア 
 

〕 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
三
回 

              

問
一 

次
の
文
章
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
後
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

僕
は
、
ピ
ン
を
そ
っ
と
引
っ
張
っ
た
。
ち
ょ
う
は
、
も
う
乾
い
て
い
た
の
で
、
形
は
崩
れ

な
か
っ
た
。
僕
は
、
そ
れ
を
て
の
ひ
ら
に
載
せ
て
、
エ
ー
ミ
ー
ル
の
部
屋
か
ら
持
ち
出
し
た
。

そ
の
と
き
、
さ
し
ず
め
僕
は
、
大
き
な
満
足
感
の
ほ
か
何
も
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。 

 
 

ち
ょ
う
を
右
手
に
隠
し
て
、
僕
は
階
段
を
下
り
た
。
そ
の
と
き
だ
。
下
の
方
か
ら
誰
か
僕

の
方
に
上
が
っ
て
く
る
の
が
聞
こ
え
た
。 

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ 

高
橋 

健
二 

訳
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
よ
り
）

 

ア 

だ
い
た
い 

 

イ 

そ
の
時
点
で 

 

ウ 

本
音
の
と
こ
ろ 

〔 
 

イ 
 

〕

 

問
二 

次
の
文
章
の
傍
線
部
と
同
じ
意
味
・
用
法
で
用
い
て
い
る
も
の
を
後
の
ア
～
エ
か
ら
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

せ
め
て
例
の
ち
ょ
う
を
見
た
い
と
、
僕
は
中
に
入
っ
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
、
エ
ー
ミ
ー
ル

が
収
集
を
し
ま
っ
て
い
る
二
つ
の
大
き
な
箱
を
手
に
取
っ
た
。
ど
ち
ら
の
箱
に
も
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
が
、
や
が
て
、
そ
の
ち
ょ
う
は
ま
だ
展
翅
版
に
載
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
つ
い
た
。
果
た
し
て
そ
こ
に
あ
っ
た
。 

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ 

高
橋 

健
二 

訳
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
よ
り
）

□ 

単
元
名 

「
小
説
を
読
む
（
語
彙
を
豊
か
に
す
る
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

自
力
で
語
句
を
調
べ
、
文
脈
上
の
意
味
を
理
解
す
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

語
句
の
辞
書
的
な
意
味
と
文
脈
上
の
意
味
を
把
握
す
る
力 

多
義
的
な
意
味
を
表
す
語
を
理
解
す
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

新
出
単
語
に
つ
い
て
辞
書
で
調
べ
、
複
数
の
意
味
か
ら
本
文
中
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も

の
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。 

− 10 −



- 7 - 
 

 

「
王
様
は
、
人
を
殺
し
ま
す
。
」 

「
な
ぜ
殺
す
の
だ
。
」 

「
悪
心
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
の
で
す
が
、
誰
も
そ
ん
な
、
悪
心
を
も
っ
て
は
お
り
ま
せ

ぬ
。
」 

（
太
宰 

治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
よ
り
） 

 

ア 

差
し
障
り
を
お
ぼ
え
て
た
め
ら
う
。
気
が
ね
す
る
。
遠
慮
す
る
。 

イ 

幅
を
き
か
す
。
増
長
す
る
。
い
ば
る
。 

ウ 

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。
は
び
こ
る
。 

〔 
 

ア 
 

〕 

  

問
三 

次
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
後
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。 

 

天
を
仰
い
で
、
悔
し
泣
き
に
泣
き
だ
し
た
。
あ
あ
、
あ
、
濁
流
を
泳
ぎ
切
り
、
山
賊
を
三

人
も
打
ち
倒
し
、
韋
駄
天

い

だ

て

ん

、
こ
こ
ま
で
突
破
し
て
来
た
メ
ロ
ス
よ
。
真
の
勇
者
、
メ
ロ
ス
よ
。

今
、
こ
こ
で
、
疲
れ
切
っ
て
動
け
な
く
な
る
と
は
情
け
な
い
。 

（
太
宰 

治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
）
よ
り
） 

 

ア 

最
後
ま
で
…
…
し
て 

 

イ 

ひ
ど
く
…
…
し
て 

 

ウ 

き
っ
ぱ
り
…
…
し
て 

〔 
 

イ 
 

〕 

 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
四
回 

              

問
一 

次
の
文
章
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
後
の
ア
～
エ
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

「
疑
う
の
が
正
当
の
心
構
え
な
の
だ
と
、
わ
し
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
お
ま
え
た
ち
だ
。

人
の
心
は
、
あ
て
に
な
ら
な
い
。
人
間
は
、
も
と
も
と
私
欲
の
塊
さ
。
信
じ
て
は
、
な
ら
ぬ
。
」

暴
君
は
落
ち
着
い
て
つ
ぶ
や
き
、
ほ
っ
と
た
め
息
を
つ
い
た
。「
わ
し
だ
っ
て
、
平
和
を
望
ん

で
い
る
の
だ
が
。
」 

「
何
の
た
め
の
平
和
だ
。
自
分
の
地
位
を
守
る
た
め
か
。
」
今
度
は
メ
ロ
ス
が
嘲
笑
し
た
。

「
罪
の
な
い
人
を
殺
し
て
、
何
が
平
和
だ
。
」 

「
黙
れ
。
」
王
は
、
さ
っ
と
顔
を
上
げ
て
報
い
た
。 （

太
宰 

治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
よ
り
）

 

ア 

謝
っ
た 

 

イ 

お
礼
を
言
っ
た 

 

ウ 

言
い
返
し
た 

 

エ 

考
え
込
ん
だ 

〔 
 

ウ 
 

〕

 

問
二 

次
の
文
章
中
の
傍
線
部
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
後
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

し
ば
ら
く
歩
い
て
老
爺

ろ

う

や

に
逢
い
、
今
度
は
も
っ
と
、
語
勢
を
強
く
し
て
質
問
し
た
。
老
爺

は
答
え
な
か
っ
た
。
メ
ロ
ス
は
両
手
で
老
爺
の
体
を
揺
す
ぶ
っ
て
質
問
を
重
ね
た
。
老
爺
は
、

辺
り
を
は
ば
か
る
低
声

こ

ご

え

で
、
僅
か
答
え
た
。 

□ 

単
元
名 

「
小
説
を
読
む
（
語
彙
を
豊
か
に
す
る
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

自
力
で
語
句
を
調
べ
、
文
脈
上
の
意
味
を
理
解
す
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

語
句
の
辞
書
的
な
意
味
と
文
脈
上
の
意
味
を
把
握
す
る
力 

多
義
的
な
意
味
を
表
す
語
を
理
解
す
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

新
出
単
語
に
つ
い
て
辞
書
で
調
べ
、
複
数
の
意
味
か
ら
本
文
中
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も

の
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。 
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基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
五
回 

              

一 

次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

問
一 

「
ど
う
せ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
次
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。 

 

①
経
過
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
結
果
は
明
ら
か
だ
と
認
め
る
気
持
ち
を
表
す
。 

②
あ
き
ら
め
や
、
す
て
ば
ち
な
気
持
ち
を
表
す
。 

 

次
の
二
つ
の
傍
線
部
の
言
葉
は
、
右
の
①
と
②
の
ど
ち
ら
の
意
味
が
適
切
か
。
番
号
で
答

え
な
さ
い
。 

 

（
１
）「
（
羅
生
門
の
）
上
な
ら
、
人
が
い
た
に
し
て
も
、
ど
う
せ
死
人
ば
か
り
で
あ
る
。
」 

〔 
 

① 
 

〕

（
２
）「
こ
の
雨
の
夜
に
、
こ
の
羅
生
門
の
上
で
、
火
を
と
も
し
て
い
る
か
ら
は
、
ど
う
せ
た

だ
の
者
で
は
な
い
。
」 

〔 
 

① 
 

〕

 

（
芥
川 

龍
之
介
「
羅
生
門
」
よ
り
）

 

□ 

単
元
名 

「
小
説
を
読
む
（
語
彙
を
豊
か
に
す
る
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

自
力
で
語
句
を
調
べ
、
文
脈
上
の
意
味
を
理
解
す
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

語
句
の
辞
書
的
な
意
味
と
文
脈
上
の
意
味
を
把
握
す
る
力 

多
義
的
な
意
味
を
表
す
語
を
理
解
す
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

新
出
単
語
に
つ
い
て
辞
書
で
調
べ
、
複
数
の
意
味
か
ら
本
文
中
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も

の
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。 

 

問
二 

次
の
ア
～
ウ
の
例
文
の
「
適
当
」
の
中
で
、
意
味
・
用
法
が
異
な
る
も
の
を
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  

ア 

工
場
の
建
設
に
適
当
な
土
地
を
見
つ
け
る
。 

 

イ 

適
当
な
材
料
が
そ
ろ
っ
た
の
で
始
め
ま
し
ょ
う
。 

 

ウ 

テ
ス
ト
の
解
答
を
適
当
に
書
い
た
ら
怒
ら
れ
た
。 

〔 
 

ウ 
 

〕 

 

問
三 

次
の
傍
線
部
の
語
句
の
意
味
を
言
い
換
え
た
も
の
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
後
の

ア
～
ウ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

目
的
の
た
め
な
ら
手
段
を
選
ば
な
い
。 

  

ア 

ど
の
よ
う
な
手
段
を
使
っ
て
で
も
行
う
。 

 

イ 

一
つ
だ
け
の
手
段
を
使
っ
て
行
う
。 

 

ウ 

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
行
う
。 

〔 
 

ア 
 

〕 

  

問
四 

次
の
傍
線
部
の
語
句
の
意
味
と
同
じ
も
の
を
後
か
ら
ア
・
イ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。 

  
 

「
他
人
に
見
つ
か
る
お
そ
れ
の
な
い
場
所
へ
隠
し
て
お
こ
う
。
」 

  

ア 

神
の
偉
大
さ
に
お
そ
れ
を
い
だ
く
。 

 

イ 

肺
炎
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。 

 
 

〔 
 

イ 
 

〕 
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(5) 指導資料Ⅱ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元名「小説を読む（心情を読み取る）」対象学年・科目・教材名 １学年・「国語総合」・「羅生門」 

(1) 単元設定のねらい 

  登場人物の心情を読み取る。 

Ｃ 読むこと  

ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。 
(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

  各場面での登場人物の言動や心情を読み取ることができる。 

 
指導計画 

１ 対象学年・科目・教材名 

１学年 国語総合 「羅生門」 
２ 単元指導計画概要 

次 目標 学習内容・学習活動 

１
次

小説の基本的な設定を捉える。 ・冒頭の一文から、５Ｗ１Ｈを読み取る。 
・門の下に下人以外に誰もいない理由を考える。 

２
次

下人が置かれた状況と、心情をつかむ。 ・門の下にいる下人の置かれた状況と心情を読み取る。 

３
次

第一段落の情景をつかむ。 ・「ある日の暮れ方」の場面を読み取り絵にする。 

４
次

下人の心情の変化を理解する。 ・門のはしごにいる下人が楼の内に見たものと、その心情

の変化を読み取る。 
５
次

第二段落の場面を絵にして、情景を理解する。 ・下人が楼の内に見たものと、楼の内をのぞいている下人

の様子を読み取り絵にする。 
６
次 

下人の言動と心情の変化を理解する。 ・楼の上での下人と老婆のやり取りと、下人の心情の変化

を読み取る。 

７
次

老婆の「哲学」と、下人の心情の変化を理解する。 ・老婆の言い訳に、二つの哲学が含まれていることを読み

取る。 
・下人の言動と心情の変化を読み取る。 

８
次

「羅生門」という題名の理由を考え、理解する。 ・「羅生門」という題名がつけられた理由を考える。 
・下人の考えに対する自分の意見をもつ。 

 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単元名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断

可 不可
学年 内容 

診断

可 不可

小説を読

む（心情

を読み取

る） 

１・２学年 

  
１学年

 

文学的な文章を読み、登場人物の

心情が分かる描写を指摘するこ

とができる。 

□□

３・４学年 

  
２学年

 

物語の登場人物の心情が分かる

語句を指摘できる。 
□□

５・６学年 
物語の登場人物の心情が分か

る描写を指摘できる。 
□□ ３学年

  

〔所見〕  
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

基
礎
学
力
診
断
問
題 

国
語 

 

単
元
名
「
小
説
を
読
む
（
心
情
を
読
み
取
る
）
」 

 

一 

次
の
文
章
は
「
か
り
ゅ
う
ど
」
の
「
大
造
じ
い
さ
ん
」
と
、
ガ
ン
の
群
れ
の
「
首
領
」
で

あ
る
「
残
雪
」
の
関
係
が
書
か
れ
た
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え

な
さ
い
。
〔
登
場
人
物
の
心
情
が
分
か
る
描
写
を
指
摘
で
き
る
。
〕 

 

大
造
じ
い
さ
ん
は
、
こ
の
ぬ
ま
地
を
か
り
場
に
し
て
い
た
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
、
こ
の

残
雪
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
羽
の
ガ
ン
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
、
い
ま
い
ま
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。 （

椋 

鳩
十
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
よ
り
）

 
 

問 

左
の
文
は
「
大
造
じ
い
さ
ん
」
の
気
持
ち
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
大
造
じ
い
さ
ん
」

の
気
持
ち
に
当
た
る
語
を
、
右
の
文
章
中
か
ら
指
定
の
字
数
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

 

ぬ
ま
地
に
残
雪
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
羽
の
ガ
ン
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
の
で
、（ 

 
 
 
 
 

）（
六
字
）
思
う
。 

〔 
い
ま
い
ま
し
く 

〕

  二 

次
の
文
章
は
、
ち
ょ
う
の
採
集
に
打
ち
込
ん
で
い
た
「
僕
」
が
「
青
い
コ
ム
ラ
サ
キ
」
を

見
つ
け
た
場
面
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。〔
登
場
人

物
の
心
情
が
分
か
る
描
写
を
指
摘
で
き
る
。
〕 

 

あ
る
と
き
、
僕
は
、
僕
ら
の
と
こ
ろ
で
は
珍
し
い
、
青
い
コ
ム
ラ
サ
キ
を
捕
ら
え
た
。
そ

れ
を
展
翅

て
ん
し

し
、
乾
い
た
と
き
に
、
得
意
の
あ
ま
り
、
せ
め
て
隣
の
子
供
に
だ
け
は
見
せ
よ
う
、

と
い
う
気
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
中
庭
の
向
こ
う
に
住
ん
で
い
る
先
生
の
息
子
だ
っ
た
。 

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ 

高
橋 

健
二 

訳
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
よ
り
）

 

 

問 

左
の
文
は
「
僕
」
の
心
情
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
僕
」
の
気
持
ち
に
当
た
る
語
又

は
箇
所
を
、
右
の
文
章
中
か
ら
指
定
の
字
数
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。〔
登
場
人
物
の

心
情
が
分
か
る
語
句
を
指
摘
で
き
る
。
〕 

 

青
い
コ
ム
ラ
サ
キ
を
捕
ら
え
、
乾
い
た
と
き
に
、
（ 

ア 

）
（
漢
字
二
字
）
な
気
持
ち

の
あ
ま
り
、（ 

 
 
 

イ 
 
 
 

）（
十
五
字
）
と
い
う
気
に
な
る
。 

〔
ア 

得
意 

 
 

〕 

〔
イ 

せ
め
て
隣
の
子
供
に
だ
け
は
見
せ
よ
う 

〕 

  

三 

次
の
文
章
は
、
主
人
公
「
メ
ロ
ス
」
が
「
妹
」
の
結
婚
式
に
参
列
し
た
場
面
の
一
部
で
あ

る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、「
メ
ロ
ス
」
の
心
情
を
十
二
字
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。 

  
 

祝
宴
は
、
夜
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
乱
れ
華
や
か
に
な
り
、
人
々
は
、
外
の
豪
雨
を
全
く
気

に
し
な
く
な
っ
た
。
メ
ロ
ス
は
、
一
生
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
た
い
、
と
思
っ
た
。 

（
太
宰 

治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
よ
り
） 

 

〔 

一
生
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
い
た
い 

〕 
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
一
回 

            

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

き
つ
ね
の
「
ご
ん
」
は
、
村
の
小
川
で
、
「

兵
ひ
ょ
う

十
じ
ゅ
う

」
が
魚
を
と
っ
て
い
る
の
を
見
る
。

兵
十
は
、
び
く
を
土
手
に
置
い
て
、
川
上
の
方
へ
か
け
て
い
く
。 

  
 

兵
十
が
い
な
く
な
る
と
、
ご
ん
は
、
ぴ
ょ
い
と
草
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
、
び
く
の
そ
ば

に
か
け
つ
け
ま
し
た
。
ち
ょ
い
と
、
い
た
ず
ら
が
し
た
く
な
っ
た
の
で
す
。
ご
ん
は
、
び
く

の
中
の
魚
を
つ
か
み
出
し
て
は
、
は
り
き
り
あ
み
の
か
か
っ
て
い
る
所
よ
り
下
手
の
川
の
中

を
目
が
け
て
、
ぽ
ん
ぽ
ん
投
げ
こ
み
ま
し
た
。
ど
の
魚
も
、
ど
ぼ
ん
と
音
を
立
て
な
が
ら
、

に
ご
っ
た
水
の
中
へ
も
ぐ
り
こ
み
ま
し
た
。 

い
ち
ば
ん
し
ま
い
に
、
太
い
う
な
ぎ
を
つ
か
み
に
か
か
り
ま
し
た
が
、
な
に
し
ろ
ぬ
る
ぬ

る
と
す
べ
り
ぬ
け
る
の
で
、
手
で
は
つ
か
め
ま
せ
ん
。
ご
ん
は
、
じ
れ
っ
た
く
な
っ
て
、
頭

を
び
く
の
中
に
つ
っ
こ
ん
で
、
う
な
ぎ
の
頭
を
口
に
く
わ
え
ま
し
た
。
う
な
ぎ
は
、
キ
ュ
ッ

と
い
っ
て
、
ご
ん
の
首
へ
ま
き
付
き
ま
し
た
。
そ
の
と
た
ん
に
兵
十
が
、
向
こ
う
か
ら
、 

「
う
わ
あ
、
ぬ
す
っ
と
ぎ
つ
ね
め
。
」 

と
ど
な
り
立
て
ま
し
た
。
ご
ん
は
、
び
っ
く
り
し
て
飛
び
上
が
り
ま
し
た
。
う
な
ぎ
を
ふ

り
す
て
て
に
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
う
な
ぎ
は
、
ご
ん
の
首
に
ま
き
付
い
た
ま
ま
は
な
れ

ま
せ
ん
。
ご
ん
は
、
そ
の
ま
ま
横
っ
飛
び
に
飛
び
出
し
て
、
一
生
け
ん
め
い
に
に
げ
て
い
き

ま
し
た
。 

ほ
ら
あ
な
の
近
く
の
は
ん
の
木
の
下
で
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
た
が
、
兵
十
は
追
っ
か
け
て

は
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ご
ん
は
ほ
っ
と
し
て
、
ウ
ナ
ギ
の
頭
を
か
み
く
だ
き
、
や
っ
と
外
し
て
、
あ
な
の
外
の
草

の
葉
の
上
に
の
せ
て
お
き
ま
し
た
。 

（
新
見 

南
吉
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
よ
り
） 

□ 
単
元
名
「
小
説
を
読
む
（
心
情
を
読
み
取
る
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

各
場
面
で
の
登
場
人
物
の
言
動
や
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

物
語
の
登
場
人
物
の
心
情
が
分
か
る
描
写
を
指
摘
で
き
る
。 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 
 

心
情
語
に
マ
ー
ク
し
な
が
ら
読
む
。 

 

「
ご
ん
」
の
気
持
ち
の
変
化
を
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

る
。「
ご
ん
」
の
気
持
ち
に
当
た
る
箇
所
を
、
文
章
中
か
ら
指
定
の
字
数
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

ア 
 
 
 
 
 
 
 

）（
十
六
字
）
の
で
、
び
く
の
そ
ば
に
か
け

つ
け
る
。 

↓ 

魚
を
川
の
中
へ
投
げ
込
み
、
最
後
に
太
い
う
な
ぎ
を
つ
か
も
う
と
す
る
が
、
手
で
は
つ
か

め
な
い
。 

（ 
 

イ 
 
 

）（
五
字
）
な
っ
て
、
う
な
ぎ
の
頭
を
口
に
く
わ
え
る
。 

↓ 

兵
十
に
ぬ
す
っ
と
ぎ
つ
ね
と
ど
な
ら
れ
、
（ 

 

ウ 
 

）
（
四
字
）
し
て
飛
び
上
が
り
、

一
生
け
ん
め
い
に
に
げ
て
い
く
。 

↓ 

は
ん
の
木
で
ふ
り
返
り
、
兵
十
が
追
っ
か
け
て
は
来
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
（ 

エ 
 

）

（
三
字
）
す
る
。 

〔
ア 

ち
ょ
い
と
、
い
た
ず
ら
が
し
た
く
な
っ
た 

〕 

〔
イ 

じ
れ
っ
た
く 

〕 

〔
ウ 

び
っ
く
り 

 

〕 

〔
エ 

ほ
っ
と 

 
 

〕 

− 15 −



- 12 - 
 

 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
二
回 

            

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

「
か
り
ゅ
う
ど
」
の
「
大
造
じ
い
さ
ん
」
は
、
あ
る
ぬ
ま
地
を
か
り
場
に
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ガ
ン
の
群
れ
の
首
領
の
「
残
雪
」
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
羽
の
ガ
ン

も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
い
ま
い
ま
し
く
思
っ
て
い
た
。 

 

そ
こ
で
、
残
雪
が
や
っ
て
来
た
と
知
る
と
、
大
造
じ
い
さ
ん
は
、
今
年
こ
そ
は
と
、
か
ね

て
考
え
て
お
い
た
特
別
な
方
法
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。 

 
 

そ
れ
は
、
い
つ
も
ガ
ン
の
え
を
あ
さ
る
辺
り
一
面
に
く
い
を
打
ち
こ
ん
で
、
タ
ニ
シ
を
付

け
た
ウ
ナ
ギ
つ
り
ば
り
を
、
た
た
み
糸
で
結
び
付
け
て
お
く
こ
と
で
し
た
。
じ
い
さ
ん
は
、

一
晩
じ
ゅ
う
か
か
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
ウ
ナ
ギ
つ
り
ば
り
を
し
か
け
て
お
き
ま
し
た
。
今
度

は
、
な
ん
だ
か
う
ま
く
い
き
そ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

翌
日
の
昼
近
く
、
じ
い
さ
ん
は
む
ね
を
わ
く
わ
く
さ
せ
な
が
ら
、
ぬ
ま
地
に
行
き
ま
し
た
。

昨
晩
つ
り
ば
り
を
し
か
け
て
お
い
た
辺
り
に
、
何
か
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
も
の
が
見
え
ま
し

た
。 

 
 

「
し
め
た
ぞ
。
」 

じ
い
さ
ん
は
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
夢
中
で
か
け
つ
け
ま
し
た
。 

 
 

「
ほ
ほ
う
、
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
。
」 

じ
い
さ
ん
は
、
思
わ
ず
子
供
の
よ
う
に
声
を
上
げ
て
喜
び
ま
し
た
。
一
羽
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
生
き
て
い
る
ガ
ン
が
う
ま
く
手
に
入
っ
た
の
で
、
じ
い
さ
ん
は
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
椋 

鳩
十
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
よ
り
） 

 
 

 
 

「
大
造
じ
い
さ
ん
」
の
気
持
ち
と
行
動
を
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。「
大
造
じ
い
さ
ん
」
の
気
持
ち
に
当
た
る
箇
所
を
、
文
章
中
か
ら
指
定
の
字
数

で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

□ 
単
元
名
「
小
説
を
読
む
（
心
情
を
読
み
取
る
」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

各
場
面
で
の
登
場
人
物
の
言
動
や
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

物
語
の
登
場
人
物
の
心
情
が
分
か
る
描
写
を
指
摘
で
き
る
。 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 
 

「
思
う
」
「
感
じ
る
」
「
気
が
す
る
」
と
い
っ
た
表
現
に
着
目
す
る
。 

 

残
雪
が
や
っ
て
来
る
と
、
（ 

 

ア 
 

）
（
五
字
）
ガ
ン
を
手
に
入
れ
た
い
と
、
特
別
な

方
法
に
取
り
か
か
る
。
今
度
は
、（ 

 
 

イ 
 

 
 

）（
十
二
字
）
気
が
す
る
。 

 
 

翌
日
の
昼
近
く
、
む
ね
を
（ 

 

ウ 
 

 

）（
四
字
）
さ
せ
な
が
ら
、
ぬ
ま
地
に
行
く
。

昨
晩
つ
り
ば
り
を
し
か
け
て
お
い
た
辺
り
に
、
何
か
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
も
の
が
見
え
た
の

で
、
夢
中
で
か
け
つ
け
る
。
一
羽
の
生
き
て
い
る
ガ
ン
が
手
に
入
り
、
（ 

エ 

）
（
四
字
）

思
う
。 

〔
ア 

今
年
こ
そ
は 

〕 

〔
イ 

な
ん
だ
か
う
ま
く
い
き
そ
う
な 

〕 

〔
ウ 

わ
く
わ
く 

 

〕 

〔
エ 

う
れ
し
く 

 

〕 

  

二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、「
大
造
じ
い
さ
ん
」
の
気
持
ち
に
当
た
る
箇
所
を
、
文
章
中
か
ら
指

定
の
字
数
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 

「
大
造
じ
い
さ
ん
」
は
、
ガ
ン
が
え
を
あ
さ
る
辺
り
に
、
タ
ニ
シ
を
付
け
た
つ
り
ば
り

を
し
か
け
た
と
こ
ろ
、
一
羽
の
ガ
ン
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
翌
日
も

同
じ
よ
う
に
つ
り
ば
り
を
し
か
け
た
。 

 

ガ
ン
は
、
昨
日
の
失
敗
に
こ
り
て
、
え
を
す
ぐ
に
は
飲
み
こ
ま
な
い
で
、
ま
ず
、
く
ち
ば

し
の
先
に
く
わ
え
て
、
ぐ
う
と
引
っ
張
っ
て
み
て
か
ら
、
い
じ
ょ
う
な
し
と
み
と
め
る
と
、

初
め
て
飲
み
こ
ん
だ
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
こ
れ
も
、
あ
の
残
雪
が
、
仲
間
を
指
導
し
て
や

っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
う
う
む
。
」 

大
造
じ
い
さ
ん
は
、
思
わ
ず
感
嘆
の
声
を
も
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

ガ
ン
と
か
カ
モ
と
か
い
う
鳥
は
、
鳥
類
の
中
で
、
あ
ま
り
り
こ
う
な
ほ
う
で
は
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
な
か
な
か
、
あ
の
小
さ
な
頭
の
中
に
、
た
い
し
た
ち
え
を
も

っ
て
い
る
も
の
だ
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
さ
ら
の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

（
椋 

鳩
十
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
よ
り
） 

 

ガ
ン
は
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）（
十
六
字
）
と

（ 
 

イ 
 

）（
漢
字
二
字
）
す
る
。 

〔
ア 

た
い
し
た
ち
え
を
も
っ
て
い
る
も
の
だ
な 

〕 

〔
イ 

感
嘆 

） 
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基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
二
回 

            

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

「
か
り
ゅ
う
ど
」
の
「
大
造
じ
い
さ
ん
」
は
、
あ
る
ぬ
ま
地
を
か
り
場
に
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ガ
ン
の
群
れ
の
首
領
の
「
残
雪
」
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
羽
の
ガ
ン

も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
い
ま
い
ま
し
く
思
っ
て
い
た
。 

 

そ
こ
で
、
残
雪
が
や
っ
て
来
た
と
知
る
と
、
大
造
じ
い
さ
ん
は
、
今
年
こ
そ
は
と
、
か
ね

て
考
え
て
お
い
た
特
別
な
方
法
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。 

 
 

そ
れ
は
、
い
つ
も
ガ
ン
の
え
を
あ
さ
る
辺
り
一
面
に
く
い
を
打
ち
こ
ん
で
、
タ
ニ
シ
を
付

け
た
ウ
ナ
ギ
つ
り
ば
り
を
、
た
た
み
糸
で
結
び
付
け
て
お
く
こ
と
で
し
た
。
じ
い
さ
ん
は
、

一
晩
じ
ゅ
う
か
か
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
ウ
ナ
ギ
つ
り
ば
り
を
し
か
け
て
お
き
ま
し
た
。
今
度

は
、
な
ん
だ
か
う
ま
く
い
き
そ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

翌
日
の
昼
近
く
、
じ
い
さ
ん
は
む
ね
を
わ
く
わ
く
さ
せ
な
が
ら
、
ぬ
ま
地
に
行
き
ま
し
た
。

昨
晩
つ
り
ば
り
を
し
か
け
て
お
い
た
辺
り
に
、
何
か
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
も
の
が
見
え
ま
し

た
。 

 
 

「
し
め
た
ぞ
。
」 

じ
い
さ
ん
は
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
夢
中
で
か
け
つ
け
ま
し
た
。 

 
 

「
ほ
ほ
う
、
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
。
」 

じ
い
さ
ん
は
、
思
わ
ず
子
供
の
よ
う
に
声
を
上
げ
て
喜
び
ま
し
た
。
一
羽
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
生
き
て
い
る
ガ
ン
が
う
ま
く
手
に
入
っ
た
の
で
、
じ
い
さ
ん
は
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
椋 

鳩
十
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
よ
り
） 

 
 

 
 

「
大
造
じ
い
さ
ん
」
の
気
持
ち
と
行
動
を
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。「
大
造
じ
い
さ
ん
」
の
気
持
ち
に
当
た
る
箇
所
を
、
文
章
中
か
ら
指
定
の
字
数

で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

□ 
単
元
名
「
小
説
を
読
む
（
心
情
を
読
み
取
る
」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

各
場
面
で
の
登
場
人
物
の
言
動
や
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

物
語
の
登
場
人
物
の
心
情
が
分
か
る
描
写
を
指
摘
で
き
る
。 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 
 

「
思
う
」
「
感
じ
る
」
「
気
が
す
る
」
と
い
っ
た
表
現
に
着
目
す
る
。 

 

残
雪
が
や
っ
て
来
る
と
、
（ 

 

ア 
 

）
（
五
字
）
ガ
ン
を
手
に
入
れ
た
い
と
、
特
別
な

方
法
に
取
り
か
か
る
。
今
度
は
、（ 

 
 

イ 
 

 
 

）（
十
二
字
）
気
が
す
る
。 

 
 

翌
日
の
昼
近
く
、
む
ね
を
（ 

 

ウ 
 

 

）（
四
字
）
さ
せ
な
が
ら
、
ぬ
ま
地
に
行
く
。

昨
晩
つ
り
ば
り
を
し
か
け
て
お
い
た
辺
り
に
、
何
か
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
も
の
が
見
え
た
の

で
、
夢
中
で
か
け
つ
け
る
。
一
羽
の
生
き
て
い
る
ガ
ン
が
手
に
入
り
、
（ 

エ 

）
（
四
字
）

思
う
。 

〔
ア 

今
年
こ
そ
は 

〕 

〔
イ 

な
ん
だ
か
う
ま
く
い
き
そ
う
な 

〕 

〔
ウ 

わ
く
わ
く 

 

〕 

〔
エ 

う
れ
し
く 

 

〕 

  

二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、「
大
造
じ
い
さ
ん
」
の
気
持
ち
に
当
た
る
箇
所
を
、
文
章
中
か
ら
指

定
の
字
数
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 

「
大
造
じ
い
さ
ん
」
は
、
ガ
ン
が
え
を
あ
さ
る
辺
り
に
、
タ
ニ
シ
を
付
け
た
つ
り
ば
り

を
し
か
け
た
と
こ
ろ
、
一
羽
の
ガ
ン
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
翌
日
も

同
じ
よ
う
に
つ
り
ば
り
を
し
か
け
た
。 

 

ガ
ン
は
、
昨
日
の
失
敗
に
こ
り
て
、
え
を
す
ぐ
に
は
飲
み
こ
ま
な
い
で
、
ま
ず
、
く
ち
ば

し
の
先
に
く
わ
え
て
、
ぐ
う
と
引
っ
張
っ
て
み
て
か
ら
、
い
じ
ょ
う
な
し
と
み
と
め
る
と
、

初
め
て
飲
み
こ
ん
だ
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
こ
れ
も
、
あ
の
残
雪
が
、
仲
間
を
指
導
し
て
や

っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
う
う
む
。
」 

大
造
じ
い
さ
ん
は
、
思
わ
ず
感
嘆
の
声
を
も
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

ガ
ン
と
か
カ
モ
と
か
い
う
鳥
は
、
鳥
類
の
中
で
、
あ
ま
り
り
こ
う
な
ほ
う
で
は
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
な
か
な
か
、
あ
の
小
さ
な
頭
の
中
に
、
た
い
し
た
ち
え
を
も

っ
て
い
る
も
の
だ
な
と
い
う
こ
と
を
、
今
さ
ら
の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

（
椋 

鳩
十
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
よ
り
） 

 

ガ
ン
は
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）（
十
六
字
）
と

（ 
 

イ 
 

）（
漢
字
二
字
）
す
る
。 

〔
ア 

た
い
し
た
ち
え
を
も
っ
て
い
る
も
の
だ
な 

〕 

〔
イ 

感
嘆 

） 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
三
回 

             

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
ち
ょ
う
の
採
集
に
打
ち
込
ん
で
い
た
「
僕
」
の
心
情
に
当
た
る
箇

所
を
、
指
定
の
字
数
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。 

 

そ
し
て
、
美
し
い
ち
ょ
う
を
見
つ
け
る
と
、
特
別
に
珍
し
い
の
で
な
く
っ
た
っ
て
か
ま
わ

な
い
、
ひ
な
た
の
花
に
と
ま
っ
て
、
色
の
つ
い
た
羽
を
呼
吸
と
と
も
に
上
げ
下
げ
し
て
い
る

の
を
見
つ
け
る
と
、
捕
ら
え
る
喜
び
に
息
も
つ
ま
り
そ
う
に
な
り
、
し
だ
い
に
忍
び
寄
っ
て
、

輝
い
て
い
る
色
の
斑
点
の
一
つ
一
つ
、
透
き
通
っ
た
羽
の
脈
の
一
つ
一
つ
、
触
覚
の
細
い
と

び
色
の
毛
の
一
つ
一
つ
が
見
え
て
く
る
と
、
そ
の
緊
張
と
歓
喜
と
き
た
ら
な
か
っ
た
。 

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ 

高
橋 

健
二 

訳
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
よ
り
） 

 

美
し
い
ち
ょ
う
を
見
つ
け
る
と
、
た
と
え
よ
う
の
な
い
（ 

ア 
）
（
二
字
）
と

（ 
 

イ 
 

）（
漢
字
二
字
）
を
感
じ
る
。 

〔
ア 
緊
張 

〕 

〔
イ 

歓
喜 
〕 

  

二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

 

少
年
の
「
僕
」
は
、
隣
に
住
む
少
年
、
エ
ー
ミ
ー
ル
が
珍
し
い
ち
ょ
う
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
隣
の
家
を
訪
問
す
る
。
エ
ー
ミ
ー
ル
の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
し
た
が
、

エ
ー
ミ
ー
ル
は
不
在
で
、
入
り
口
は
開
い
て
い
た
。
せ
め
て
例
の
ち
ょ
う
を
見
た
い
と
中

に
入
る
と
展
翅
版
に
留
め
ら
れ
て
い
る
例
の
ち
ょ
う
を
み
つ
け
る
。
し
か
し
、
羽
の
斑
点

だ
け
は
紙
切
れ
に
隠
れ
て
見
え
な
か
っ
た
。 

□ 
単
元
名
「
小
説
を
読
む
（
心
情
を
読
み
取
る
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

各
場
面
で
の
登
場
人
物
の
言
動
や
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

文
学
的
な
文
章
を
読
み
、
登
場
人
物
の
心
情
が
分
か
る
描
写
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 

① 

心
情
語
に
マ
ー
ク
し
な
が
ら
読
む
。 

 

②
「
感
じ
る
」
「
目
覚
め
る
」
「
悟
る
」
と
い
っ
た
表
現
に
着
目
す
る
。 

  
 

胸
を
ど
き
ど
き
さ
せ
な
が
ら
、
僕
は
紙
切
れ
を
取
り
の
け
た
い
と
い
う
誘
惑
に
負
け
て
、

留
め
針
を
抜
い
た
。
す
る
と
、
四
つ
の
大
き
な
不
思
議
な
斑
点
が
、
挿
絵
の
よ
り
は
ず
っ
と

美
し
く
、
ず
っ
と
す
ば
ら
し
く
、
僕
を
見
つ
め
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
宝
を
手
に
入
れ

た
い
と
い
う
、
逆
ら
い
が
た
い
欲
望
を
感
じ
て
、
僕
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
盗
み
を
犯
し
た
。

僕
は
、
ピ
ン
を
そ
っ
と
引
っ
張
っ
た
。
ち
ょ
う
は
、
も
う
乾
い
て
い
た
の
で
、
形
は
崩
れ
な

か
っ
た
。
僕
は
、
そ
れ
を
て
の
ひ
ら
に
の
せ
て
、
エ
ー
ミ
ー
ル
の
部
屋
か
ら
持
ち
出
し
た
。

そ
の
と
き
、
さ
し
ず
め
僕
は
、
大
き
な
満
足
感
の
ほ
か
何
も
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。 

 
 

ち
ょ
う
を
右
手
に
隠
し
て
、
僕
は
階
段
を
下
り
た
。
そ
の
と
き
だ
。
下
の
方
か
ら
誰
か
僕

の
方
に
上
が
っ
て
く
る
の
が
聞
え
た
。
そ
の
瞬
間
に
、
僕
の
良
心
は
目
覚
め
た
。
僕
は
突
然
、

自
分
は
盗
み
を
し
た
、
下
劣
な
や
つ
だ
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た
。
同
時
に
、
見
つ
か
り
は
し

な
い
か
、
と
い
う
恐
ろ
し
い
不
安
に
襲
わ
れ
て
、
僕
は
、
本
能
的
に
、
獲
物
を
隠
し
て
い
た

手
を
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
つ
っ
込
ん
だ
。 

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ 

高
橋 

健
二 

訳
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
よ
り
） 

 

「
僕
」
の
心
情
の
変
化
を
時
系
列
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
「
僕
」

の
気
持
ち
に
当
た
る
箇
所
を
、
文
章
中
か
ら
指
定
の
字
数
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

ち
ょ
う
の
ピ
ン
を
抜
い
て
、
美
し
い
斑
点
を
見
る
と
、
（ 

 
 

 
 

ア 
 

 
 

）
（
十

字
）
と
い
う
（ 

 
 

イ 
 

）（
八
字
）
を
感
じ
る
。 

↓ 

ち
ょ
う
を
エ
ー
ミ
ー
ル
の
部
屋
か
ら
持
ち
出
し
、（ 

ウ 

）（
六
字
）
を
感
じ
る
。 

↓ 

ち
ょ
う
を
隠
し
て
、
階
段
を
下
り
る
と
き
に
、
下
の
ほ
う
か
ら
だ
れ
か
上
が
っ
て
く
る
の

を
聞
い
て
、
（ 

エ 

）
（
二
字
）
が
目
覚
め
、
（ 

 
 

 
 

 
 

 

オ 
 

 
 

 
 

 

）

（
十
五
字
）
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た
。
同
時
に
、
（ 

 
 

カ 
 

 

）
（
九
字
）
と
い
う

（ 

キ 

）（
六
字
）
に
襲
わ
れ
る
。 〔

ア 

こ
の
宝
を
手
に
入
れ
た
い 

〕 

〔
イ 

逆
ら
い
が
た
い
欲
望 

〕 

〔
ウ 

大
き
な
満
足
感 

〕 

〔
エ 

良
心 

〕 

〔
オ 

自
分
は
盗
み
を
し
た
、
下
劣
な
や
つ
だ 

〕

 

〔
カ 

見
つ
か
り
は
し
な
い
か 

〕 

〔
キ 

恐
ろ
し
い
不
安 

〕 
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基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
四
回 

          

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
女
中
の
清き

よ

に
対
す
る
「
俺
」
の
心
情
に
当
た
る
箇
所
を
、
指
定
の

字
数
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。 

  
 

こ
の
ば
あ
さ
ん
が
ど
う
い
う
因
縁
か
、
俺
を
非
常
に
か
あ
い
が
っ
て
く
れ
た
。
ふ
し
ぎ
な

も
の
で
あ
る
。
母
も
死
ぬ
三
日
前
に
愛
想
を
つ
か
し
た

お
や
じ
も
年
中
持
て
余
し
て
い

る

町
内
で
は
乱
暴
者
の
悪
太
郎
と
爪
は
じ
き
を
す
る

こ
の
俺
を
む
や
み
に
珍
重
し

て
く
れ
た
。
俺
は
と
う
て
い
人
に
好
か
れ
る
た
ち
で
は
な
い
と
諦
め
て
い
た
か
ら
、
他
人
か

ら
木
の
端
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
は
何
と
も
思
わ
な
い
、
か
え
っ
て
こ
の
清
の
よ
う
に

ち
や
ほ
や
し
て
く
れ
る
の
を
不
審
に
考
え
た
。 

（
夏
目 

漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
よ
り
） 

 

清
が
自
分
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
る
の
を
（ 

 
 
 

）（
漢
字
二
字
）
に
考
え
る
。 

〔 

不
審 

〕 

 

二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、「
海
の
色
を
青
い
も
の
と
信
じ
て
い
た
」
主
人
公
の
「
彼
」
の
心
情

に
当
た
る
箇
所
を
、
指
定
の
字
数
で
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。 

 

し
か
し
目
前
の
海
の
色
は

な
る
ほ
ど
目
前
の
海
の
色
も
沖
だ
け
は
青
々
と
煙
っ
て
い

る
。
が
、
な
ぎ
さ
に
近
い
海
は
少
し
も
青
い
色
を
帯
び
て
い
な
い
。
ま
さ
に
ぬ
か
る
み
の
た

ま
り
水
と
選
ぶ
こ
と
の
な
い
泥
色
を
し
て
い
る
。
い
や
、
ぬ
か
る
み
の
た
ま
り
水
よ
り
も
い

っ
そ
う
鮮
や
か
な＊

代
赭

た
い
し
ゃ

色い
ろ

を
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
代
赭
色
の
海
に
予
期
を
裏
切
ら
れ
た
寂

し
さ
を
感
じ
た
。 

（
芥
川 

龍
之
介
「
少
年

海
」
よ
り
） 

代
赭
色

褐
色
を
帯
び
た
黄
色
又
は
赤
色 

 

代
赭
色
の
海
に
（ 

 
 
 
 
 
 

）（
十
一
字
）
を
感
じ
た
。 

〔 

予
期
を
裏
切
ら
れ
た
寂
し
さ 

〕 

□ 
単
元
名
「
小
説
を
読
む
（
心
情
を
読
み
取
る
）」 

□ 
単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

各
場
面
で
の
登
場
人
物
の
言
動
や
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

物
語
の
登
場
人
物
の
心
情
が
分
か
る
語
句
を
指
摘
で
き
る
。 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 
 

「
考
え
る
」
「
感
じ
る
」
と
い
っ
た
表
現
に
着
目
す
る
。 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
五
回 

            

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、「
メ
ロ
ス
」
の
心
情
を
、
時
系
列
に
沿
っ
て
指
定
の
字
数
で
抜
き
出

し
て
答
え
な
さ
い
。 

 

メ
ロ
ス
は
激
怒
し
た
。
必
ず
、
か
の
邪
知
暴
虐
の
王
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
決
意
し

た
。
メ
ロ
ス
に
は
政
治
が
わ
か
ら
ぬ
。
メ
ロ
ス
は
、
村
の
牧
人
で
あ
る
。
笛
を
吹
き
、
羊
と

遊
ん
で
暮
ら
し
て
き
た
。
け
れ
ど
も
邪
悪
に
対
し
て
は
、
人
一
倍
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
今
日

未
明
、
メ
ロ
ス
は
村
を
出
発
し
、
野
を
越
え
山
越
え
、
十
里
離
れ
た
こ
の
シ
ラ
ク
ス
の
町
に

や
っ
て
来
た
。
メ
ロ
ス
に
は
父
も
、
母
も
な
い
。
女

房

に
ょ
う
ぼ
う

も
な
い
。
十
六
の
、
内
気
な
妹
と

二
人
暮
ら
し
だ
。
こ
の
妹
は
、
村
の
あ
る
律
儀

り
ち
ぎ

な
一
牧
人
を
、
近
々
花
婿
と
し
て
迎
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
結
婚
式
も
間
近
な
の
で
あ
る
。
メ
ロ
ス
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
花
嫁
の
衣
裳

や
ら
祝
宴
の
ご
ち
そ
う
や
ら
を
買
い
に
、
は
る
ば
る
町
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。
ま
ず
、
そ
の

品
々
を
買
い
集
め
、
そ
れ
か
ら
都
の
大
路
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
。
メ
ロ
ス
に
は
竹
馬
の
友
が

あ
っ
た
。
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
で
あ
る
。
今
は
こ
の
シ
ラ
ク
ス
の
町
で
、
石
工
を
し
て
い
る
。

そ
の
友
を
、
こ
れ
か
ら
訪
ね
て
み
る
つ
も
り
な
の
だ
。
久
し
く
会
わ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、

訪
ね
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。
歩
い
て
い
る
う
ち
に
メ
ロ
ス
は
、
町
の
様
子
を
怪
し
く

思
っ
た
。
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
。
も
う
既
に
日
も
落
ち
て
、
町
の
暗
い
の
は
あ
た
り
ま
え
だ

が
、
け
れ
ど
も
、
な
ん
だ
か
、
夜
の
せ
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
町
全
体
が
、
や
け
に
寂
し
い
。

の
ん
き
な
メ
ロ
ス
も
、
だ
ん
だ
ん
不
安
に
な
っ
て
き
た
。
道
で
会
っ
た
若
い
衆し

ゅ

を
捕
ま
え
て
、

何
か
あ
っ
た
の
か
、
二
年
前
に
こ
の
町
に
来
た
と
き
は
、
夜
で
も
皆
が
歌
を
歌
っ
て
、
町
は

に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
と
質
問
し
た
。
若
い
衆
は
、
首
を
振
っ
て
答
え
な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
歩
い
て
老
爺

ろ
う
や

に
会
い
、
今
度
は
も
っ
と
語
勢
を
強
く
し
て
質
問
し
た
。
老
爺
は
答

え
な
か
っ
た
。
メ
ロ
ス
は
両
手
で
老
爺
の
体
を
揺
す
ぶ
っ
て
質
問
を
重
ね
た
。
老
爺
は
、
辺 

□ 

単
元
名
「
小
説
を
読
む
（
心
情
を
読
み
取
る
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

各
場
面
で
の
登
場
人
物
の
言
動
や
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

物
語
の
登
場
人
物
の
心
情
が
分
か
る
語
句
を
指
摘
で
き
る
。 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 

心
情
語
に
マ
ー
ク
し
な
が
ら
読
む
。 

 

「
気
が
す
る
」
と
い
っ
た
表
現
に
着
目
す
る
。 
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り
を
は
ば
か
る
低
声

こ
ご
え

で
、
僅
か
答
え
た
。 

「
王
様
は
、
人
を
殺
し
ま
す
。
」 

「
な
ぜ
殺
す
の
だ
。
」 

「
悪
心
を
抱
い
て
い
る
、
と
い
う
の
で
す
が
、
誰
も
そ
ん
な
、
悪
心
を
も
っ
て
は
お
り
ま

せ
ぬ
。
」 

 

「
た
く
さ
ん
の
人
を
殺
し
た
の
か
。
」 

 

「
は
い
、
初
め
は
王
様
の
妹
婿
様
を
。
そ
れ
か
ら
、
ご
自
身
の
お
世
継
ぎ
を
。
そ
れ
か 

ら
、

妹
様
を
。
そ
れ
か
ら
、
妹
様
の
お
子
様
を
。
そ
れ
か
ら
、
皇
后
様
を
。
そ
れ
か
ら
、
賢け

ん

臣し
ん

の

ア
レ
キ
ス
様
を
。
」 

 

「
驚
い
た
。
国
王
は
乱
心
か
。
」 

 

「
い
い
え
、
乱
心
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
人
を
、
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
ご
ろ
は
、
臣
下
の
心
を
も
お
疑
い
に
な
り
、
少
し
く
派
手
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
者
に

は
、
人
質
一
人
ず
つ
差
し
出
す
こ
と
を
命
じ
て
お
り
ま
す
。
ご
命
令
を
拒
め
ば
、
十
字
架
に

か
け
ら
れ
て
殺
さ
れ
ま
す
。
今
日
は
、
六
人
殺
さ
れ
ま
し
た
。
」 

 
 

聞
い
て
、
メ
ロ
ス
は
激
怒
し
た
。
「
あ
き
れ
た
王
だ
。
生
か
し
て
お
け
ぬ
。
」 

（
太
宰 

治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
よ
り
）

 

シ
ラ
ク
ス
の
町
の
様
子
を
怪
し
く
思
う 

↓ 

（ 
 

ア 
 

）（
漢
字
二
字
）
に
な
っ
て
く
る 

↓ 

老
爺
の
話
を
聞
い
て
（ 

 

イ 
 

）（
漢
字
二
字
）
す
る 

〔
ア 
不
安 

〕

〔
イ 

激
怒 
〕

 

二 

次
の
文
章
は
、
王
と
の
約
束
を
守
る
た
め
に
「
シ
ラ
ク
ス
」
に
戻
る
途
中
、
疲
れ
切
っ
て

動
け
な
く
な
っ
た
「
メ
ロ
ス
」
の
様
子
を
描
い
た
場
面
の
一
部
で
あ
る
。
文
章
を
読
ん
で
、

後
に
ま
と
め
た
「
メ
ロ
ス
」
の
心
情
を
、
時
系
列
に
沿
っ
て
指
定
の
字
数
で
抜
き
出
し
て
答

え
な
さ
い
。 

  
 

あ
あ
、
な
に
も
か
も
、
ば
か
ば
か
し
い
。
私
は
醜
い
裏
切
り
者
だ
。
ど
う
と
も
勝
手
に
す

る
が
よ
い
。
や
ん
ぬ
る
か
な
。
―
―
四
肢
を
投
げ
出
し
て
、
う
と
う
と
、
ま
ど
ろ
ん
で
し
ま

っ
た
。 

 

 
 

ふ
と
耳
に
、
せ
ん
せ
ん
、
水
の
流
れ
る
音
が
聞
え
た
。
そ
っ
と
頭
を
も
た
げ
、
息
を
の
ん

で
耳
を
澄
ま
し
た
た
。
す
ぐ
足
元
で
、
水
が
流
れ
て
い
る
ら
し
い
。
よ
ろ
よ
ろ
起
き
上
が
っ

て
、
見
る
と
、
岩
の
裂
け
目
か
ら
こ
ん
こ
ん
と
、
何
か
小
さ
く
さ
さ
や
き
な
が
ら
清
水
が
湧

き
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
泉
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
メ
ロ
ス
は
身
を
か
が
め
た
。
水

を
両
手
で
す
く
っ
て
、
一
口
飲
ん
だ
。
ほ
う
と
長
い
た
め
息
が
出
て
、
夢
か
ら
覚
め
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
歩
け
る
。
行
こ
う
。
肉
体
の
疲
労
回
復
と
と
も
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
希
望
が

生
ま
れ
た
。
義
務
遂
行
の
希
望
で
あ
る
。
我
が
身
を
殺
し
て
、
名
誉
を
守
る
希
望
で
あ
る
。 

（
太
宰 

治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
よ
り
） 

 

身
体
の
疲
労
か
ら
、（ 

 
 
 

ア 
 
 
 

）（
十
一
～
十
三
字
《
句
点
を
除
く
》
）
と
い

う
ふ
て
く
さ
れ
た
気
持
ち
が
生
ま
れ
る 

↓ 

清
水
を
飲
ん
で
、（ 

 
 

イ 
 
 

）（
六
字
）
よ
う
な
気
が
し
て
、（ 

 

ウ 
 

）（
漢

字
二
字
）
が
生
ま
れ
る 

 

〔
ア 

何
も
か
も
、
ば
か
ば
か
し
い 

〕 

（
又
は
「
ど
う
と
も
、
勝
手
に
す
る
が
よ
い
」
） 

〔
イ 

夢
か
ら
覚
め
た 

〕 

〔
ウ 

希
望 

〕 
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(6) 指導資料Ⅲ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元名「評論を読む（指示語の理解）」対象学年・科目・教材名 １学年・「国語総合」・「水の東西」 

(1) 単元設定のねらい 

  評論をよみ、指示語の働きを理解する。 

  Ｃ 読むこと 

イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をしたりすること。

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

  文章中の指示語を意識して読むことができる。 
 
指導計画 

１ 対象学年・科目・教材名 

１学年 国語総合 山崎 正和「水の東西」   
２ 単元指導計画概要 

 目標 学習内容・学習活動 
１
次

学習の目的を理解する。 
  

・通読し、語句の意味を調べるなどワークシート等を活用

して予習する。 

２
次

「鹿おどし」について理解する。 ・本文の記述から「鹿おどし」を具体的にイメージできる

よう、便覧等の資料を活用し調べ学習を行う。 
・指示語がそれぞれ何を指しているか確認する。 

３
次

「鹿おどし」と「噴水」の違いを理解する。 ・欧米における「鹿おどし」と噴水について書かれている

ことを読み取る。 
・指示語がそれぞれ何を指しているか確認する。 

４
次

日本人が噴水を作らなかった理由を理解する。 ・日本と欧米の風土の違いなど、筆者の主張を読み取る。

・指示語がそれぞれ何を指しているか確認する。 

５
次 

日本人の感性から「鹿おどし」がどういう仕掛け

であるのかを理解する。 
・「鹿おどし」を例にした、日本人の感性について、筆者の

主張を読み取る。 
・「そういう思想」の内容を考えさせる。 
・「それ」が指すものを考えさせる。 

 

 
イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単元名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断

可 不可
学年 内容 

診断

可 不可

評論を読む

（指示語の

理解） 

１・２学年 
  

１学年
指示語に注意し、読むことがで

きる。 
□□

３・４学年 
指示語の役割を理解し使うこ

とができる。 
□□ ２学年

 
 

５・６学年 
 

 

 
３学年

 
 

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

基
礎
学
力
診
断
問
題 

国
語 

 

単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
指
示
語
の
理
解
）」 

 

一 

「
こ
の
」「
そ
の
」「
あ
の
」「
ど
の
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
こ
・
そ
・
あ
・
ど
」
で
始
ま
り
、

「
も
の
」
「
人
」
「
場
所
」
な
ど
を
指
し
示
す
働
き
を
す
る
言
葉
を
「
こ
そ
あ
ど
言
葉
」
と
い

い
ま
す
。「
こ
そ
あ
ど
言
葉
」
の
「
こ
・
そ
・
あ
・
ど
」
の
使
い
分
け
に
合
う
も
の
を
後
の
ア

～
エ
か
ら
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。〔
指
示
語
の
役
割
を
理
解
し
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
〕

          

ア 

指
し
示
す
も
の
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合 

イ 

話
し
手
か
ら
も
聞
き
手
か
ら
も
遠
く
に
あ
る
も
の
を
指
し
示
す
場
合 

ウ 

話
し
手
の
近
く
に
あ
る
も
の
を
指
す
場
合 

エ 

聞
き
手
の
近
く
に
あ
る
も
の
を
指
す
場
合 

  

二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。〔
指
示
語
に
注
意
し
、
読
む
こ
と
が
で
き
る
。〕

  
 

水
田
は
周
囲
を
あ
ぜ
で
囲
み
、
深
さ
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
上
面
を
水
平
に
整
地
し
て
水

を
張
り
、
①
そ
の
中
に
稲
を
植
え
込
ん
で
作
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
土
を
掘
り
下
げ
た

だ
け
で
は
、
水
が
地
下
へ
と
し
み
込
ん
で
し
ま
う
の
で
、
②
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

水
田
を
縦
に
切
っ
て
み
る
と
、
水
の
下
の
土
壌
は
上
か
ら
順
に
、
作
土

さ

く

ど

層
、
鋤す

き

床ど
こ

層
、
心
土

し

ん

ど

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
作
土
層
は
稲
が
根
を
張
る
部
分
で
、
厚
さ
は
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
作
土
層
は
酸
化
層
と
還
元
層
と
い
う
二
つ
の
層
に

分
か
れ
て
い
て
、
③
こ
こ
で
栄
養
分
に
な
る
有
機
物
の
酸
化
分
解
と
還
元
が
行
わ
れ
ま
す
。 

④
そ
の
下
の
鋤
床
層
は
、
土
を
つ
き
固
め
て
作
ら
れ
た
水
を
通
し
に
く
い
層
で
、
⑤
こ
こ
に

水
を
た
め
る
と
と
も
に
、
農
作
業
を
す
る
人
や
農
機
具
が
土
の
中
に
潜
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
土
壌
の
底
部
に
は
土
を
緊
密
に
固
め
て
作
っ
た
心
土
が
あ
り
、 

⑥
こ
こ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
と
し
か
水
漏
れ
は
起
き
な
い
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

（
岡
崎 

稔
「
水
田
の
し
く
み
を
探
る
」
よ
り
）  

問
一 

傍
線
部
の
指
示
語
①
の
指
し
て
い
る
内
容
を
説
明
し
な
さ
い
。 

  
 

    

問
二 

傍
線
部
の
指
示
語
②
～
⑥
が
指
し
て
い
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

（
置
き
換
え
て
み
て
意
味
が
通
じ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
。
） 

 

〔
② 

水
田 

 
 
 
 
 

〕 

〔
③ 

酸
化
層
と
還
元
層 

〕 

〔
④ 

酸
化
層
と
還
元
層 

〕 

〔
⑤ 

鋤
床
層 

 
 
 
 

〕 

〔
⑥ 

心
土 

 
 
 
 
 

〕  

周
囲
を
あ
ぜ
で
囲
み
、
深
さ
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
上
面
を
水
平
に
整
地
し
て
水
を

張
っ
た 

ど あ そ こ

ア イ エ ウ

ど

の

よ

う

な

場

合

を

指

す

か
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
一
回 

           

一 

次
の
文
章
の
空
欄
【 

 
 

】
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
後
の
ア
～
ク
か
ら
選
ん
で
書
き
入

れ
な
さ
い
。 

 

「
こ
の
」「
そ
の
」「
あ
の
」「
ど
の
」
な
ど
の
よ
う
に
、「 

① 

」・「 

② 

」・「 

③ 

」・

「 

④ 

」
で
始
ま
り
、「 

⑤ 

」「 

⑥
」「 
⑦ 

」
な
ど
を
指
し
示
す
働
き
を
す
る
言

葉
を
「 

⑧ 

」
と
い
い
ま
す
。 

 

 

ア 

こ
そ
あ
ど
言
葉 

 

イ 

そ 
 

ウ 

人 
 

エ 

も
の 

 

オ 

ど 
 

カ 

こ 
 

キ 

あ 
 

ク 

場
所 

 

〔
① 

カ 

〕
〔
② 

イ 

〕
〔
③ 
キ 
〕
〔
④ 

オ 

〕 

〔
⑤ 

エ 

〕
〔
⑥ 

ウ 

〕
〔
⑦ 

ク 
〕
〔
⑧ 

ア 

〕 

 

二 

次
の
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

           

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
指
示
語
の
理
解
）」 

□ 
単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

文
章
中
の
指
示
語
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

指
示
語
の
役
割
を
理
解
し
使
う
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

指
示
語
が
何
を
指
す
の
か
、
考
え
な
が
ら
文
章
を
読
む
。 

 

〔
解
答
〕 

場

所

こ

う

こ

ん

な

こ
っ

ち

こ

ち

ら

こ

こ

こ

の

こ

れ
こ

そ

う

そ

ん

な

そ
っ

ち

そ

ち

ら

そ

こ

そ

の

そ

れ
そ

あ

あ

あ

ん

な

あ
っ

ち

あ

ち

ら

あ

そ

こ

あ

の

あ

れ
あ

ど

う

ど

ん

な

ど
っ

ち

ど

ち

ら

ど

こ

ど

の

ど

れ
ど

物

事

方

向

様

子

場

所

こ

そ

あ

ど

物

事

方

向

様

子
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基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
二
回 

             

一 

次
の
問
の
傍
線
部
①
か
ら
⑤
の
指
し
て
い
る
も
の
を
文
章
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

問
一 

昨
日
栗
ご
飯
を
作
っ
た
。
今
日
は
①
そ
れ
を
お
弁
当
箱
に
詰
め
て
き
た
。 

〔 

栗
ご
飯 

 
 

〕 

 

問
二 

デ
パ
ー
ト
の
中
の
手
芸
店
に
や
っ
て
き
た
。
②
こ
こ
で
手
袋
を
編
む
毛
糸
を
買
う
つ

も
り
だ
。 

〔 
手
芸
店 

 
 

〕 

 

問
三 

「
沖
縄
の
小
林
さ
ん
、
③
そ
ち
ら
の
お
天
気
は
い
か
が
で
す
か
。
」 

〔 

沖
縄 

 
 
 

〕 

 

問
四 

寝
具
店
の
店
先
に
大
き
く
て
柔
ら
か
そ
う
な
枕
が
飾
っ
て
あ
っ
た
。
④
あ
ん
な
枕
だ

っ
た
ら
気
持
ち
よ
く
眠
れ
る
だ
ろ
う
な
。 

〔 

大
き
く
て
柔
ら
か
そ
う
な 

 
 
 
 
 
 

〕 

 

問
五 

来
週
の
日
曜
日
に
皆
と
映
画
を
観
に
行
く
予
定
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
⑤
あ
の
話
は
ど

う
な
っ
た
か
な
。 

〔 

来
週
の
日
曜
日
に
皆
で
映
画
を
観
に
行
く 

〕 

 

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
指
示
語
の
理
解
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

文
章
中
の
指
示
語
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 

指
示
語
の
役
割
を
理
解
し
使
う
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 

指
示
語
が
指
す
言
葉
を
前
の
部
分
か
ら
探
し
て
み
る
。 

 

二 

次
の
傍
線
部
「
こ
れ
ら
」
が
指
し
て
い
る
も
の
を
文
章
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

昆
虫
を
食
べ
る
鳥
や
ト
カ
ゲ
な
ど
が
色
を
見
分
け
る
力
は
、
人
間
と
同
じ
く
ら
い
で
す
。

で
す
か
ら
、
昆
虫
の
保
護
色
は
、
人
間
の
目
を
だ
ま
す
の
と
同
じ
く
ら
い
に
、
こ
れ
ら
の
敵

の
目
を
だ
ま
し
て
身
を
か
く
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

（
矢
島 

稔
「
自
然
の
か
く
し
絵
」
よ
り
） 

 

〔 

鳥
や
ト
カ
ゲ
な
ど 

 
 

〕 
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- 20 - 
 

 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
二
回 

             

一 

次
の
問
の
傍
線
部
①
か
ら
⑤
の
指
し
て
い
る
も
の
を
文
章
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

問
一 

昨
日
栗
ご
飯
を
作
っ
た
。
今
日
は
①
そ
れ
を
お
弁
当
箱
に
詰
め
て
き
た
。 

〔 

栗
ご
飯 

 
 

〕 

 

問
二 

デ
パ
ー
ト
の
中
の
手
芸
店
に
や
っ
て
き
た
。
②
こ
こ
で
手
袋
を
編
む
毛
糸
を
買
う
つ

も
り
だ
。 

〔 
手
芸
店 

 
 

〕 

 

問
三 

「
沖
縄
の
小
林
さ
ん
、
③
そ
ち
ら
の
お
天
気
は
い
か
が
で
す
か
。
」 

〔 

沖
縄 

 
 
 

〕 

 

問
四 

寝
具
店
の
店
先
に
大
き
く
て
柔
ら
か
そ
う
な
枕
が
飾
っ
て
あ
っ
た
。
④
あ
ん
な
枕
だ

っ
た
ら
気
持
ち
よ
く
眠
れ
る
だ
ろ
う
な
。 

〔 

大
き
く
て
柔
ら
か
そ
う
な 

 
 
 
 
 
 

〕 

 

問
五 

来
週
の
日
曜
日
に
皆
と
映
画
を
観
に
行
く
予
定
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
⑤
あ
の
話
は
ど

う
な
っ
た
か
な
。 

〔 

来
週
の
日
曜
日
に
皆
で
映
画
を
観
に
行
く 

〕 

 

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
指
示
語
の
理
解
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

文
章
中
の
指
示
語
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 

指
示
語
の
役
割
を
理
解
し
使
う
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 

指
示
語
が
指
す
言
葉
を
前
の
部
分
か
ら
探
し
て
み
る
。 

 

二 

次
の
傍
線
部
「
こ
れ
ら
」
が
指
し
て
い
る
も
の
を
文
章
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

昆
虫
を
食
べ
る
鳥
や
ト
カ
ゲ
な
ど
が
色
を
見
分
け
る
力
は
、
人
間
と
同
じ
く
ら
い
で
す
。

で
す
か
ら
、
昆
虫
の
保
護
色
は
、
人
間
の
目
を
だ
ま
す
の
と
同
じ
く
ら
い
に
、
こ
れ
ら
の
敵

の
目
を
だ
ま
し
て
身
を
か
く
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

（
矢
島 

稔
「
自
然
の
か
く
し
絵
」
よ
り
） 

 

〔 

鳥
や
ト
カ
ゲ
な
ど 

 
 

〕 

 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
三
回 

             

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

盲
導
犬
に
な
る
た
め
の
訓
練
は
、
犬
が
一
歳
に
な
る
と
始
ま
り
ま
す
。 

最
初
は
、
人
間
の
言
う
こ
と
に
従
う
訓
練
で
す
。 

訓
練
を
す
る
人
は
、
「
カ
ム
」
（
来
い
）
、
「
ダ
ウ
ン
」
（
伏
せ
ろ
）
、「
シ
ッ
ト
」
（
座
れ
）
な

ど
の
よ
う
に
、
英
語
で
命
令
を
出
し
ま
す
。
犬
は
、
命
令
の
言
葉
を
少
し
ず
つ
お
ぼ
え
、
①

そ
の
と
お
り
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

一
番
難
し
い
の
は
、
「
ウ
エ
イ
ト
」
（
待
て
）
の
命
令
で
す
。
も
と
も
と
活
発
な
動
物
で
あ

る
犬
に
と
っ
て
、
次
の
命
令
が
あ
る
ま
で
動
か
な
い
で
い
る
の
は
、
つ
ら
い
こ
と
な
の
で
す
。

 

し
か
し
、
た
と
え
ば
、
駅
で
電
車
を
待
つ
と
き
に
、
盲
導
犬
が
勝
手
に
動
く
と
、
目
の
不

自
由
な
人
が
事
故
に
あ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
盲
導
犬
は
、
が
ま
ん
強
く
じ
っ

と
待
つ
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

次
は
、
人
を
安
全
に
導
く
訓
練
で
す
。 

②
こ
の
訓
練
が
始
ま
る
と
、「
ハ
ー
ネ
ス
」
と
い
う
器
具
が
犬
の
体
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

連
れ
て
い
る
人
が
ハ
ー
ネ
ス
を
握
る
と
、
犬
の
動
き
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

危
な
い
も
の
の
前
で
止
ま
っ
た
り
、
そ
れ
を
よ
け
て
進
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
、
繰
り
返
し

繰
り
返
し
教
え
込
ま
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
段
に
な
っ
て
い
る
所
で
は
、
必
ず
一
度
止
ま
り

ま
す
。
電
柱
が
あ
れ
ば
、
連
れ
て
い
る
人
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
上
手
に
よ
け
る
よ
う

に
し
ま
す
。 

 
 

（
吉
原 

順
平
「
も
う
ど
う
犬
の
訓
練
」
よ
り
） 

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
指
示
語
の
理
解
）」 

□ 
単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

文
章
中
の
指
示
語
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

指
示
語
の
役
割
を
理
解
し
使
う
こ
と
が
で
き
る
力
、
指
示
語
に
注
意
す
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 
 

指
示
語
に
注
意
し
て
文
章
を
読
む
。 

文
章
中
の
指
示
語
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
、
置
き
換
え
て
確
認
し
て
み
る
。 

 

問
一 

傍
線
部
①
「
そ
れ
」
が
指
し
て
い
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。（
置
き

換
え
て
み
て
意
味
が
通
じ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
。
） 

〔 

命
令
の
言
葉 

 
 

〕 

 

問
二 

傍
線
部
②
「
こ
の
訓
練
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
訓
練
か
。
本
文
中
か
ら
抜

き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。 

〔 

人
を
安
全
に
導
く
訓
練 

 
 

〕 
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- 21 - 
 

 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
四
回 

             

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

権
助
は
、
口
入
れ
屋
の
暖
簾

の

れ

ん

を
く
ぐ
る
と
、
煙
管

き

せ

る

を
啣く

わ

え
て
い
た
番
頭
に
、
こ
う
、
口
の

世
話
を
頼
み
ま
し
た
。 

 
 

「
番
頭
さ
ん
。
私
は
仙
人
に
な
り
た
い
の
だ
か
ら
、
そ
う
云い

う
所
へ
住
み
こ
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
」 

（
芥
川 
龍
之
介
「
仙
人
」
よ
り
） 

 

問
一 

傍
線
部
「
こ
う
」
が
指
し
て
い
る
内
容
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

      

二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

「
気
が
お
け
な
い
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
気
配
り
や
遠
慮
を
し
な
く
て
よ
い
相
手
」
と
、

「
気
配
り
や
遠
慮
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
相
手
」
の
両
方
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
本
来
の
意
味
は
①
前
者
で
あ
る
。
②
後
者
の
意
味
を
表
し
た
い
な
ら
、「
心
が
許
せ
な

い
」
な
ど
を
使
う
べ
き
だ
。 

 
 

（
三
省
堂
「
中
学
生
の
国
語 

一
年
」
よ
り
」
） 

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
指
示
語
の
理
解
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

文
章
中
の
指
示
語
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

指
示
語
に
注
意
す
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

後
に
出
て
く
る
言
葉
や
内
容
を
前
も
っ
て
示
す
指
示
語
に
も
注
意
す
る
。 

「
こ
そ
あ
ど
言
葉
」
以
外
の
指
示
語
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。 

問
一 

傍
線
部
①
「
前
者
」
が
指
し
て
い
る
内
容
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

〔 

「
気
配
り
や
遠
慮
を
し
な
く
て
よ
い
相
手
」 

〕 

 

問
二 

傍
線
部
②
「
後
者
」
が
指
し
て
い
る
内
容
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

〔 

「
気
配
り
や
遠
慮
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
相
手
」 

〕 

 

「
番
頭
さ
ん
。
私
は
仙
人
に
な
り
た
い
の
だ
か
ら
、
そ
う
云
う
所
へ
住
み
こ
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
」 
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- 22 - 
 

 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
五
回 

              

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

水
田
は
周
囲
を
あ
ぜ
で
囲
み
、
深
さ
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
上
面
を
水
平
に
整
地
し
て
水

を
張
り
、
そ
の
中
に
稲
を
植
え
込
ん
で
作
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
土
を
掘
り
下
げ
た
だ

け
で
は
、
水
が
地
下
へ
と
し
み
込
ん
で
し
ま
う
の
で
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

水
田
を
縦
に
切
っ
て
み
る
と
、
水
の
下
の
土
壌
は
上
か
ら
順
に
、
作
土
層
、
鋤
床
層
、
心

土
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
作
土
層
は
稲
が
根
を
張
る
部
分
で
、
厚
さ
は
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か

ら
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
作
土
層
は
酸
化
層
と
還
元
層
と
い
う
二
つ
の
層

に
分
か
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
栄
養
分
に
な
る
有
機
物
の
酸
化
分
解
と
還
元
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
下
の
鋤
床
層
は
、
土
を
つ
き
固
め
て
作
ら
れ
た
水
を
通
し
に
く
い
層
で
、
こ
こ
に
水
を

た
め
る
と
と
も
に
、
農
作
業
を
す
る
人
や
農
機
具
が
土
の
中
に
潜
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

土
壌
の
底
部
に
は
土
を
緊
密
に
固
め
て
作
っ
た
心
土
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
と
し

か
水
漏
れ
は
起
き
な
い
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

①
こ
ん
な
に
手
間
を
か
け
て
水
漏
れ
が
少
な
い
水
田
を
作
る
な
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
底
を
固
め
て
し
ま
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
水
田
は
今
で
も
土
を
固
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
②
そ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の

長
所
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 
 

（
岡
崎 

稔
「
水
田
の
し
く
み
を
探
る
」
よ
り
） 

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
指
示
語
の
理
解
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

文
章
中
の
指
示
語
を
意
識
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
力 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

指
示
語
に
注
意
す
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 
 

広
い
範
囲
を
示
す
指
示
語
に
注
意
す
る
。 

名
詞
で
終
わ
る
よ
う
に
語
句
の
順
序
を
入
れ
替
え
た
り
、
「
…
…
こ
と
」
「
…
…
も
の
」

な
ど
の
言
葉
を
付
け
加
え
た
り
す
る
な
ど
、
置
き
換
え
て
説
明
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。

 

問
一 

傍
線
部
①
「
こ
ん
な
」
が
指
し
て
い
る
の
は
本
文
の
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
で
す
か
。

最
初
と
最
後
の
七
文
字
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。
（
句
読
点
を
含
む
。
） 

〔
最
初 

水
田
は
周
囲
を
あ 

 

〕 

〔
最
後 

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

〕  

 

問
二 

傍
線
部
②
「
そ
れ
」
が
指
し
て
い
る
内
容
を
説
明
し
な
さ
い
。 

 

〔 

水
田
が
今
で
も
土
を
固
め
て
作
っ
て
い
る
こ
と 

〕 
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(7) 指導資料Ⅳ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元名「評論を読む（対比の構造の理解）」対象学年・科目・教材名 １学年・「国語総合」・「水の東西」 

(1) 単元設定のねらい 

  評論を読み、キーワードを読み取り、対比の構造を理解する。 

  Ｃ「読むこと」  

イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をしたりすること。

エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意図をとらえ

たりすること。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

  イ 読解に必要な文章中のキーワードを指摘することができる。 

エ 用いられる文体の効果や語句の工夫、対比・比喩などの表現技法を指摘することができる。 

 
指導計画 

１ 対象学年・科目・教材名 １学年 国語総合 「水の東西」   
２ 単元指導計画概要 

 目標 学習内容・学習活動 
１
次

段落のまとまりを推測できる。 ・東洋と西洋の大体の意味を確認する。 
・通読するとともに、漢字の読みを確認する。 

２
次

鹿おどしについて理解する。 
 

・「鹿おどし」の仕組みを理解する。 
・「けだるさ」「無限のくりかえし」「時間の長さ」などの「流

れる」につながるキーワードを探す。 

３
次

噴水について理解する ・「噴水」の仕組みを理解する。 
・「造形」「噴き上げる」など「静止」につながるキーワー

ドを探す。 

４
次 

鹿おどしと噴水の対比ができる。 ・「鹿おどし」→「時間の長さ」、「噴水」→「造形」→「空

間」につながる仕組みを読み取る。 

５
次 

水に関する東西の対比ができる。 ・「造形」⇔「自然」の対比を読み取る。 
・形なきものへの「恐れ」⇔「恐れない心」の対比を読み

取る。 
・見えないものへの「拒絶」⇔「愛好」の対比を読み取る。

６
次 

水に関する東西の対比を理解する。 
対比を使った評論文の読み方を理解する。 

・「西欧の美意識」⇔「日本の美意識」の対比を読み取る。

・その他の対比の関係について考える。 
食べ物  関東←→関西 
サッカー ヨーロッパ←→南米 
気候   オーストラリア←→日本 

 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単元名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断

可 不可
学年 内容 

診断

可 不可

評論を読む

（対比の構

造の理解） 

１・２学年   １学年   

３・４学年 
目的に相応しい語や文を指摘

することができる。 
□□ ２学年 

対義語を理解している。 
□□

５・６学年 
文章の中での語句と語句の関

係を理解している。 
□□ ３学年 

  

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

 

エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基
礎
学
力
診
断
問
題 

国
語 

 

単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
対
比
の
構
造
の
理
解
）
」 

 

一 

次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
は
、
双
葉
と
根
、
そ
の
間
に
伸
び
た
胚
軸

は
い
じ
く

と
よ
ば
れ
る
茎
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
根
の
部
分
に
は
、
種
か
ら
長
く
伸
び
た
主し

ゅ

根こ
ん

と
、
主
根
か
ら
生

え
て
い
る
細
い
ひ
げ
の
よ
う
な
側そ

っ

根こ
ん

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
食
べ
る
ダ
イ
コ
ン
を
よ

く
見
て
み
る
と
、
下
の
方
に
細
か
い
側
根
が
付
い
て
い
た
り
、
①
側
根
の
付
い
て
い
た

跡
に
穴
が
空
い
て
い
た
り
し
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
の
下
の
方
は
主
根
が
太
っ
て
で
き
て
い

る
の
で
す
。
一
方
、
ダ
イ
コ
ン
の
上
の
方
を
見
る
と
、
側
根
が
な
く
、
す
べ
す
べ
し
て

い
ま
す
。
こ
の
上
の
部
分
は
、
根
で
は
な
く
胚
軸
が
太
っ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ダ

イ
コ
ン
の
場
合
、
上
の
部
分
と
下
の
部
分
と
で
違
う
器
官
を
食
べ
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

②
器
官
が
違
う
こ
と
で
、
実
は
味
も
違
っ
て
き
ま
す
。
な
ぜ
違
っ
て
く
る
の
で
し
ょ

う
。 

 
 

胚
軸
の
部
分
は
水
分
が
多
く
、（ 

Ａ 

）
の
が
特
徴
で
す
。
胚
軸
は
、
根
で
吸
収

し
た
水
分
を
地
上
の
茎
や
葉
に
送
り
、
葉
で
作
ら
れ
た
糖
分
な
ど
の
栄
養
分
を
根
に
送

る
役
割
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 
 

一
方
、
根
の
部
分
は
辛
い
の
が
特
徴
で
す
。
ダ
イ
コ
ン
は
下
に
行
く
ほ
ど
辛
味
が
増

し
て
い
き
ま
す
。 

 

（
稲
垣 

栄
洋
「
ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？
」
よ
り
）

 

問
一 

―
線
①
と
対
立
す
る
内
容
の
部
分
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。〔
文
章

の
中
で
の
語
句
と
語
句
の
関
係
を
理
解
し
て
い
る
。
〕 

〔 

す
べ
す
べ
し
て
い
ま
す 

〕

 

問
二 

―
線
②
に
当
た
る
部
分
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。〔
目
的
に
ふ
さ
わ

し
い
語
や
文
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〕 

〔 

双
葉
・
根
・
胚
軸 

〕

問
三 

（
Ａ
）
に
入
る
適
当
な
語
句
を
答
え
な
さ
い
。〔
対
義
語
を
理
解
し
て
い
る
。
〕

〔 

甘
い 

 
 

〕

 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
一
回 

             

一 

次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

運
動
で
も
勉
強
で
も
、「
ま
ず
動
く
、
そ
し
て
考
え
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う
し
て
何

度
も
成
功
や
失
敗
を
く
り
返
し
な
が
ら
工
夫
を
重
ね
る
と
、
き
っ
と
、
自
分
に
と
っ
て
最
高

の
も
の
を
実
現
で
き
ま
す
。
私
は
、
か
つ
て
陸
上
四
百
メ
ー
ト
ル
走
の
選
手
で
あ
り
、
今
は

コ
ー
チ
と
し
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
、
最
高
の
走
り
方
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
長
年

の
経
験
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
高
野 

進
「
動
い
て
、
考
え
て
、
ま
た
動
く
」
よ
り
） 

 

問 

本
文
の
内
容
を
ま
と
め
た
次
の
文
の
（ 

 

）
に
本
文
中
か
ら
適
語
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

ま
ず
（ 

ア 

）
こ
と
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ふ
り
振
り
返
っ
て
（ 

イ 

）
こ
と
が
大
切

だ
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
と
最
高
の
も
の
が
実
現
で
き
る
。 

〔
ア 

動
く 

 
 

〕
〔
イ 

考
え
る 

 

〕 

 

二 

次
の
文
章
中
の
（ 

 

）
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
五
字
の
語
句
を
、
本
文
か
ら
抜
き
出
し

な
さ
い
。 

地
球
に
多
様
な
生
命
が
存
在
す
る
の
は
、
大
気
と
海
洋
の
お
か
げ
で
あ
る
。
大
気
は
地
球

を
ふ
わ
り
と
包
ん
で
、
ほ
ど
よ
く
温
め
る
。
一
方
、
水
は
温
ま
り
に
く
く
冷
め
に
く
い
の
で
、

莫
大
な
水
を
蓄
え
た
海
洋
は
気
温
の
急
変
を
お
さ
え
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

（ 
 
 
 
 

）
が
と
も
に
地
球
上
を
巡
り
巡
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

（
青
田 

昌
秋
「
流
氷
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
よ
り
）  

〔 

大
気
と
海
洋 

 
 

〕 

□ 

単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
対
比
の
構
造
の
理
解
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

読
解
に
必
要
な
文
章
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
指
摘
で
き
る
力 

文
体
の
効
果
や
語
句
の
工
夫
、
対
比
・
比
喩
な
ど
の
表
現
技
法
を
指
摘
で
き
る
力 

 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
探
し
出
す
力 

 
 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
マ
ー
ク
す
る
。 

「 
 
 

」
・
太
字
の
言
葉
に
注
意
す
る
。 
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基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
二
回 

             

一 

次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

日
本
の
住
宅
の
ド
ア
、
特
に
玄
関
の
ド
ア
の
あ
り
方
は
、
欧
米
と
か
な
り
違
っ
て
い
る
。

日
本
の
玄
関
の
ド
ア
は
た
い
て
い
外
に
開
く
の
に
対
し
、
欧
米
で
は
例
外
な
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
内
側
に
開
く
の
で
あ
る
。 

 
 

外
開
き
か
内
開
き
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
客
を
迎
え
る
際
に
は
ど
う
も
内
開
き
の
方

が
具
合
が
よ
さ
そ
う
だ
。
外
に
開
く
ド
ア
は
、
ド
ア
の
開
か
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
客
を
押

し
の
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
内
開
き
の
ド
ア
は
、
ち
ょ
う
ど
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
。」
と
で
も
い
う
よ
う
に
、
客
を
招
き
入
れ
る
よ
う
に
開
く
か
ら
は
る
か
に
感
じ
が
よ
い
。

 

（
渡
辺 

武
信
「
玄
関
扉
」
よ
り
） 

 
 

問
１ 

こ
の
文
章
は
何
（
テ
ー
マ
）
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
か
。
適
当
な
も
の
を
次
の
ア
～

ウ
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

ア 

玄
関
扉 

 

イ 

客
の
迎
え
方 

 

ウ 

日
本
の
住
宅 

 
 
 
 

〔 
 

ア 
 

〕
 

 

問
２ 

ど
こ
と
ど
こ
の
玄
関
扉
を
比
較
し
て
い
る
の
か
。
本
文
中
の
語
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 

〔
Ａ 

日
本 

 

〕
と
〔
Ｂ 

欧
米 

 

〕 

 
 

問
３ 

問
２
で
指
摘
し
た
Ａ
Ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
。
次
の
文
の

（ 
 

）
に
入
る
適
当
な
漢
字
一
字
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

Ａ
は
（ 

ア 

）
開
き
、
対
し
て
Ｂ
は
（ 

イ 

）
開
き
で
あ
る
。 

〔
ア 

外 
 

〕
〔
イ 

内 
 

〕 

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
対
比
の
構
造
の
理
解
）」 

□ 
単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 

読
解
に
必
要
な
文
章
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
指
摘
で
き
る
力 

文
体
の
効
果
や
語
句
の
工
夫
・
対
比
・
比
喩
な
ど
の
表
現
技
法
を
指
摘
で
き
る
力 

 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
て
対
比
の
構
造
に
気
付
く
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 
 

本
文
の
重
要
語
句
を
マ
ー
ク
し
な
が
ら
対
比
し
て
い
る
内
容
を
分
類
す
る
。 

 
 

「
そ
れ
に
比
べ
る
と
」
「
し
か
し
」
な
ど
の
接
続
詞
に
注
目
す
る
。 

基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
三
回 

              

一 

次
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
た
ち
の
方
言
だ
け
を
使
っ
て
い
た
の
で

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
話
が
通
じ
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
避
け

る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
共
通
語
で
す
。
今
で
は
、
共
通
語
は
、
全
国
的
に
広
が
り
、
話
し

言
葉
と
し
て
も
書
き
言
葉
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。 

 
 

ま
た
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
影
響
で
、
共
通
語
に
近
い
東
京
の
言
葉
が
全
国
各
地
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
方
言
は
地
域
に
暮
ら
す
人
々
と
今
で
も
深
く
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。
そ
の
土
地
に
育
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
方
言
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
一
番
素
直

に
表
現
で
き
る
、
身
近
で
愛
着
の
あ
る
言
葉
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。 

（
東
京
書
籍
「
新
し
い
国
語 

２
」
よ
り
） 

 

問
１ 

表
の
Ａ
Ｂ
に
本
文
で
対
比
さ
れ
て
い
る
語
句
を
入
れ
な
さ
い
。 

問
２ 

表
の
Ｃ
Ｄ
に
入
る
言
葉
を
本
文
を
参
考
に
し
て
対
比
す
る
形
で
入
れ
な
さ
い
。 

 
 
 

       

〔
Ａ 

方
言 

 

〕
〔
Ｂ 

共
通
語 

〕
〔
Ｃ 

に
く
い 

 

〕
〔
Ｄ 

や
す
い 

 

〕 

□ 

単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
対
比
の
構
造
の
理
解
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

読
解
に
必
要
な
文
章
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
指
摘
で
き
る
力 

文
体
の
効
果
や
語
句
の
工
夫
・
対
比
・
比
喩
な
ど
の
表
現
技
法
を
指
摘
で
き
る
力 

 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 

対
比
の
構
造
に
注
目
し
、
対
義
語
を
予
測
す
る
力 

 

対
比
さ
れ
て
い
る
内
容
を
読
み
取
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
に
注
目
し
、
対
比
し
て
い
る
も
の
を
見
つ
け
る
。 

 

色
や
記
号
を
使
い
視
覚
化
す
る
。 

（

　

Ｂ

　
）

（

　

Ａ

　
）

言

葉

の

種

類

全

国

地

方

　

使

わ

れ

て

い

る

　

場

所

　

い

ろ

い

ろ

な

地

域

の

人

と

　

話

が

通

じ
（

　

Ｄ

　
）

。

　

い

ろ

い

ろ

な

地

域

の

人

と

　

話

が

通

じ
（

　

Ｃ

　
）

。

比

較
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基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
四
回 

              

一 

次
の
Ⅰ
と
Ⅱ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

Ⅰ 

本
物
の
イ
ヌ
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
イ
ヌ
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
本
物
の
イ
ヌ
は
呼
吸
を
し
て

い
ま
す
。
呼
吸
は
、
空
気
中
の
酸
素
を
体
に
取
り
入
れ
、
二
酸
化
炭
素
を
体
か
ら
出
す
こ
と

で
す
。
え
さ
を
食
べ
、
水
を
飲
ん
で
、
尿
や
ふ
ん
を
体
か
ら
出
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生

き
物
は
、
体
外
か
ら
必
要
な
も
の
を
取
り
入
れ
、
体
内
か
ら
不
要
な
も
の
を
出
し
て
、

（ 

① 

）
と
外
と
で
物
質
の
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

動
く
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
か
ら
、
外
か
ら
電
池
を
入
れ
、
な
く
な
っ
た
ら
交

換
し
ま
す
。
生
き
物
と
同
じ
に
見
え
ま
す
ね
。
し
か
し
、
本
物
の
イ
ヌ
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
イ
ヌ

は
本
当
に
同
じ
で
し
ょ
う
か
。 

 

Ⅱ 

生
ま
れ
方
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
だ
れ
か
が
組
み
立
て
て
作
っ
た
も
の
で
す

が
、
本
物
の
イ
ヌ
を
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
イ
ヌ
は
母
イ
ヌ
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
あ
な

た
も
、
両
親
が
あ
り
、
お
母
さ
ん
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
両
親
も
そ
の
両
親
、
つ
ま

り
、
あ
な
た
の
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
い
た
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
こ
う
し

て
た
ど
っ
て
い
く
と
、
地
球
上
の
生
命
の
始
ま
り
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ま
す
。
チ
ロ
も
あ
な

た
も
、
長
い
長
い
生
命
の
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
や

未
来
の
生
き
物
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
生
き
物
の
特
徴
で
す
。
ど
ん
な
に
よ
く
で

き
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
、
こ
の
よ
う
に
子
孫
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

（
Ⅰ
・
Ⅱ
共
に 

中
村 

桂
子
「
生
き
物
は
つ
な
が
り
の
中
に
」
よ
り
） 

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
対
比
の
構
造
の
理
解
）」 

□ 
単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 

読
解
に
必
要
な
文
章
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
指
摘
で
き
る
力 

文
体
の
効
果
や
語
句
の
工
夫
・
対
比
・
比
喩
な
ど
の
表
現
技
法
を
指
摘
で
き
る
力 

 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 

対
比
の
構
造
を
使
っ
て
筆
者
の
主
張
を
的
確
に
読
み
取
る
力 

 

対
比
の
構
造
に
注
目
し
対
義
語
を
予
測
で
き
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 

言
い
換
え
を
し
て
い
る
部
分
を
同
じ
マ
ー
ク
（
①
）
で
統
一
す
る
。 

対
立
し
て
い
る
部
分
を
①
と
は
別
の
マ
ー
ク
で
統
一
す
る
。 

問
１
（
①
）
に
入
る
適
当
な
語
を
漢
字
一
字
で
答
え
な
さ
い
。 

〔 

内 
 

〕  

問
２ 

こ
の
文
章
で
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
対
比
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。
次
の
Ａ
・
Ｂ
に

入
る
語
を
、
本
文
中
の
語
を
用
い
て
答
え
な
さ
い
。 

  
 

（ 

Ａ 

）
の
イ
ヌ
と
（ 

Ｂ 

）
の
イ
ヌ 

〔
Ａ 

本
物 

 

〕
〔
Ｂ 

ロ
ボ
ッ
ト 

 

〕 

 

問
３ 

問
２
で
指
摘
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
本
文
か
ら
適
当
な
語
句
を
抜
き
出
し
、
次
の
表

の
（ 

Ｃ 

）（ 

Ｄ 

）
を
埋
め
な
さ
い
。 

        

〔
Ｃ 

必
要
な
も
の 

 

〕
〔
Ｄ 

過
去
や
未
来
の
生
き
物
た
ち 

〕 

　

体

外

か

ら
（

　

Ｃ

　
）

を

取

り

入

れ

る

こ

と
。

Ａ

Ｂ

で

共

通

な

こ

と

　

一

方

は
（

　

Ｄ

　
）

と

つ

な

が
っ

て

い

る

が
、

も

う

一

方

は

つ

な

が
っ

て

い

な

い

こ

と
。

Ａ

Ｂ

で

異

な

る

こ

と
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基
礎
学
力
強
化
問
題 

国
語 

第
五
回 

               

一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

バ
ッ
ハ
に
し
て
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
し
て
も
Ａ
西
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
①
次
か
ら
次

に
生
ま
れ
て
は
消
え
ゆ
く
さ
ま
ざ
ま
な
音
に
よ
っ
て
う
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
交
響
曲
二
十
五
番
」
な
ど
を
聞
い
て
い
る
と
、
息
を
継
ぐ
暇
も
な
く
、
と

き
に
は
息
苦
し
い
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
沈
黙
を
恐
れ
、
音
楽
家
で
あ
る
以
上
、
一
瞬
た
り
と

も
音
の
な
い
時
間
を
許
す
ま
い
と
す
る
衝
動
に
駆
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
る
。（
第
一

段
） 

 
 

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
日
本
古
来
の
音
曲
は
琴
で
あ
れ
笛
で
あ
れ
鼓
で
あ
れ
、
音
の
絶
え
間

と
い
う
も
の
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
の
ど
か
な
も
の
だ
。
そ
の
音
の
絶
え
間
で
は
松
林

を
吹
く
風
の
音
が
ふ
と
よ
ぎ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
き
に
は
、
こ
の
絶
え
間
が
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
て
、
一
曲
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
や
お
ら
次
の
節
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
そ

ん
な
ふ
う
に
、
い
く
つ
も
の
絶
え
間
に
断
ち
切
ら
れ
て
い
て
も
日
本
の
音
曲
は
成
り
立
つ
。

（
第
二
段
） 

（
長
谷
川 

櫂
「
間
の
文
化
」
よ
り
） 

 

問
１ 

Ａ
西
洋
と
対
義
的
に
使
っ
て
い
る
語
句
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

（ 

日
本 

 

） 

□ 
単
元
名
「
評
論
を
読
む
（
対
比
の
構
造
の
理
解
）」 

□ 

単
元
の
学
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
力 

 
 

読
解
に
必
要
な
文
章
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
指
摘
で
き
る
力 

文
体
の
効
果
や
語
句
の
工
夫
・
対
比
・
比
喩
な
ど
の
表
現
技
法
を
指
摘
で
き
る
力 

 

□ 

こ
の
問
題
で
強
化
す
る
力 

 
 

本
文
の
構
成
を
確
か
め
、
書
き
手
の
意
図
を
読
み
取
る
力 

 
 

対
比
の
構
造
を
読
み
取
る
た
め
に
対
義
的
な
語
句
に
注
目
す
る
力 

□ 

継
続
的
な
学
習
に
つ
い
て
（
自
学
自
習
に
必
要
な
情
報
） 

 
 

対
立
を
使
っ
て
語
句
を
整
理
し
内
容
を
分
類
す
る
。 

 
 

「
そ
れ
に
ひ
き
か
え
」
「
し
か
し
」
な
ど
に
注
目
す
る
。 

問
２ 

第
一
段
と
第
二
段
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
。
次
の
ア
～
ウ
か

ら
適
切
な
も
の
を
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

ア 

言
い
換
え 

 
 

イ 

対
比 

 

ウ 

主
張
と
補
足 

 
 
 
 
 
 
 

（ 

イ 

）

 

 

問
３ 

問
２
の
関
係
を
使
い
、（
Ⅰ
）
①
に
対
応
す
る
部
分
を
（
Ⅱ
）
か
ら
抜
き
出
せ
。 

   
 
 

 

問
４ 

「
間
の
文
化
」
を
特
徴
と
し
て
も
つ
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
の
ア
～
ウ
か
ら

選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

ア 

西
欧
文
化 

 

イ 

日
本
文
化 

 

ウ 

音
楽
文
化 

 
 
 
 
 
 
 

（ 

イ 

）

 

 
 
 

 

音
の
絶
え
間
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
の
ど
か
な
も
の
だ 
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２ 地理歴史・公民委員会の取組 

(1) 地理歴史・公民科における学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等について 

地理歴史・公民科における基礎的・基本的な知識については、平成 25 年度及び 26 年度

の研究開発委員会の研究成果として、「社会生活に必要な基礎学力」を支えるものとし、地

理については「地図を見て目的地周辺の情報を把握することができること」、歴史について

は「日本や世界の歴史や文化を外国人に説明できること」、公民については「新聞やニュー

スの内容を理解できること」と、それぞれ定めた。 

これらの研究成果を踏まえて、本年度の研究では高等学校の学習に必要な基礎的・基本

的な学力の不足が義務教育のどの段階で生じたものであるかを把握するとともに、理解で

きていない知識や内容を繰り返し学習することにより、基礎的・基本的な学力の定着が図

られると考え、研究を進めることとした。 

以上のことを具現化する方法として、各科目において任意の一単元について設定し、そ

の単元の学習内容が義務教育段階のどの学年で学習する内容かを教員や外部指導者に「学

び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」を用いて明示した上

で、その学習内容の理解を確認する診断用の学力調査問題を開発する。また、その診断結

果によって、高等学校の学習に必要な基礎的・基本的な学力の不足が、義務教育のどの段

階で生じたものであるかを授業者等が把握し、当該生徒一人一人に合わせた補充を丁寧に

行っていけるようにする。 

さらに、学習内容が十分に理解できていないと判断された場合には、診断用の学力調査

問題の各設問におけるねらい及び高等学校教育段階の学習に必要な、義務教育段階の内容

を含む基礎的・基本的な知識を明示した補充教材を活用して学習内容を理解させるととも

に、補充教材の学習状況を確認するための類似問題を実施することにより、学力の定着を

図れると考えた。 

(2) 教材の概要 

歴史については、診断用の学力調査問題の作成に当たり、以下の３段階の学力水準を設

定した。①歴史的事象の名称とその意味・内容を知る段階、②歴史的事象の流れの過程を

知る段階、③事象間の因果関係を認識する段階、である。診断用の学力調査問題による歴

史の基礎的・基本的な知識の把握には、①と②を重視した。 

世界史については、「帝国主義時代」を教材作成の対象単元として設定した。義務教育段

階の歴史学習は、日本に関する内容が中心であるが、科学技術の発展、企業・国家の巨大

化、帝国主義諸国の抗争など、日本と世界の歴史との関連に関する基礎的・基本的な知識

の定着を測りやすい単元であるからである。診断用の学力調査問題や補充教材の作成に当

たり、高等学校学習指導要領解説（世界史Ａ）に「日本に関しては、日清戦争、日露戦争

がこのような世界情勢の中で行われたことに着目させる」とあることから、日本の歴史と

の関連が理解できるよう工夫した。３段階の学力水準を明らかにした上で、日本の動向を

世界史的視野に立って理解するための基礎的・基本的な知識の習得を図る。 

日本史については、「開国から幕府の滅亡」を教材作成の対象単元として設定した。この

時代は近世日本史から近代日本史への転換期とされ、義務教育段階においても、その時代

の歴史意義について学習されている。その観点から、基礎的・基本的な知識の理解を確認
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するのに適している単元である。それは、開国によって日本が政治的かつ経済的な圧力を

受け、それまでの国内重視の方針を、世界に進出していく方針に変更する端緒となる事象

を基礎的・基本的な知識として設定しているからである。診断用の学力調査問題では開国

から武家政権の崩壊に至る歴史上の事象についての理解を問う出題内容とし、それらの基

礎的・基本的な知識の理解を確認することとした。補充教材では単元で必要な基礎的・基

本的な知識を示し、教材を活用することでより確実に定着させることとした。類似問題に

おいては、診断用の学力調査問題と同様に開国から幕府滅亡までの期間における日本の政

治、経済などの変化や影響についての基礎的・基本的な知識の理解を異なる観点から出題

した。 

地理については、「世界の気候」を教材作成の対象単元として設定した。気候は、自然環

境と人間生活の関わりを考察する上で重要な要素であり、地球的な規模で概観することが

必要となる。また、この単元は各地域の特色を理解することをねらいにしており、地理の

基礎的・基本的な知識を測る上で適していると考えた。診断用の学力調査問題では世界と

日本の気候の特色及び各地域の生活の特色の理解を問う出題内容とし、それらの基礎的・

基本的な知識の理解を測ることとした。補充教材では単元で必要な基礎的・基本的な知識

を示し、教材を活用することでより確実に定着させることとした。類似問題においては、

診断用の学力調査問題と同様に世界の気候についての基礎的・基本的な知識の理解を異な

る観点から出題し、特に、図版やグラフなどを読図する力を測る工夫を行うことで、知識

の理解を確認することができるようにした。 

公民については、科目として現代社会を取り上げ、政治分野から「地方自治」、経済分野

から「労働・社会保障」を単元として設定した。地方自治においては、身近な政治という

観点から、また社会保障においては、経済をより身近な事象で捉えるという観点から義務

教育段階で学習したことが高等学校段階まで継続している分野であるので、それぞれの制

度の仕組みや手続きなどの事象を基礎的・基本的な知識として設定した。診断用の学力調

査問題では、地方自治については地方公共団体の仕組みや職務、また、社会保障について

は日本における社会保障制度の仕組みや住民との関係性についての理解を問う問題とし、

それらの基礎的・基本的な知識の理解を確認することとした。補充教材では単元で必要な

基礎的・基本的な知識を示し、教材を活用することでより確実に定着させることとした。

類似問題においては診断用の学力調査問題と同様に、地方自治では住民投票などの直接請

求権、社会保障では労働･社会保障と私たちとの生活との影響についての基礎的・基本的な

知識の理解を異なる観点から出題し、特に、政治・経済の理解が人々の生活に密接に関連

していることが理解しやすくなるよう、生徒にとって身近な要素を出題に多く取り入れて

おく等の作問の工夫を行うことで、知識の理解の有無を確認することができるようにした。 

(3) 学習活動への位置付け 

学習活動における教材の取扱いについては、単元の導入で診断用の学力調査問題を行い、

義務教育段階で学習した基礎的・基本的な知識の理解についての到達度を把握する。 

その結果から、知識理解が一定の水準に達していない生徒を対象に補充教材を放課後や

長期休業中の講習などの場面で活用することで、基礎的・基本的な知識の定着を図ること

ができる。また、講習及び補習後に観点の異なった類似問題を行い、基礎的・基本的な知
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識の定着を把握する。 

 

(4) 地理歴史・公民科指導資料 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

 

単元名「帝国主義時代」対象学年・科目 １学年・「世界史Ａ」 

(1) 単元設定のねらい 

日本の動向を踏まえた上で、帝国主義諸国の抗争とアジア・アフリカの対応について

理解する。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

帝国主義諸国の抗争と日本を含むアジア・アフリカの対応について知る。  

単元指導計画概要 

 目標 学習内容・学習活動 

第
１
時

帝国主義とは、強国が植民地を広げよ

うとする対外膨張を競い、対立と戦争

が高まる状況であることを知る。 

・「世界分割と一体化の進展」 

・帝国主義諸国の植民地獲得の進展について

調べて、それぞれの国の様子を比較する。

第
２
時

19 世紀末から 20 世紀初頭にかけての

強国である欧米や日本の国際関係の

変化を知る。 

・「帝国主義の国際対立」 

・帝国主義諸国間の国際関係の変化について

考える。 

第
３
時

アフリカ・西アジア・インドなど植民

地や従属国での抵抗について知る。 

・「植民地・従属国での民衆の抵抗」 
・帝国主義諸国が獲得した植民地や従属国で

の抵抗について調べる。 

第
４
時

強国による対外膨張という世界情勢

の中で日露戦争がおこり、その後日本

が韓国を植民地にしたことを知る。 

・「日露戦争と韓国併合」 

・日露戦争の国際関係を理解した上で、日本

の植民地獲得について知る。 

第
５
時

強国の中国における勢力圏拡大に対

する中国及び民衆の対応や抵抗につ

いて知る。 

・「辛亥革命」 

・帝国主義諸国の中国進出を調べた上で、中

国の対応や民衆の抵抗について知る。 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単
元
名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可 分野 内容 
診断 

可 不可

帝
国
主
義
時
代 

１年  □□ 
地理

 
□□ 

２年  □□ 

３年  □□ 

歴史

・朝鮮をめぐる日本と清の

対立 

・日清戦争 

・三国干渉と日英同盟 

・日露戦争 

・韓国併合 

・中華民国の成立 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

４年  □□ 

５年  □□ 

６年 

・日清・日露の戦い 

・日露戦争後の日本と

世界 

□□ 

□□ 

公民  □□ 

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

(ｱ) 診断用の学力調査問題（世界史Ａ） 

 

１次の図を見て、以下の問いに答えなさい。 

 

図Ａ               図Ｂ 

 

 

 

 

 

 

問１ 図Ａはある戦争について表現している。ある戦争に当てはまるものを次のア～

エから一つ選び、記号で答えなさい。 

      ア 日清戦争  イ 日露戦争  ウ 西南戦争  エ 第一次世界大戦 

 

問２ 図Ａには、３人の人物と１匹の魚が描かれている。図Ａの状況について説明し

ている以下の文の空欄を【清・ロシア・朝鮮】の語句を使用して埋めなさい。 

（①）を釣り上げようとしているのは日本と（②）であり、橋の上から釣りの様

子を見ているのは（③）である。 

 

問３ 図Ｂで表現されている内容について、当てはまるものを次のア～エから一つ選

び、記号で答えなさい。 

ア この図は、戊辰戦争を表したものであり、イギリスが西郷隆盛と戦う日本政府

を支援している。 

イ この図は、征韓論を表したものであり、韓国を支配したいイギリスが日本に攻

めさせようとしている。 

ウ この図は、日英同盟を表したものであり、イギリスとアメリカ合衆国が日本に

ロシアの南下に対処させようとしている。 

エ この図は、ロシア革命を表したものであり、ロシアに近付こうとしている日本

をイギリスが止めている。 

 

問４ 図Ｂの出来事が当てはまる時期を下の年表中Ⅰ～Ⅳから一つ選び、記号で答え

なさい。 

1867 

 

1895 

 

1904 

 

1910 

 

1914 

大政奉還 

〔Ⅰ〕 

下関条約 

〔Ⅱ〕 

日露戦争 

〔Ⅲ〕 

韓国併合 

〔Ⅳ〕 

第一次世界大戦開始 

 

問５ 図Ｂの状況になった理由を日本の立場で説明しなさい。 
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(ｲ) 解答・解説 

１ 次の図を見て、以下の問いに答えなさい。 

 

図Ａ               図Ｂ 

 

 

 

 

 

問１ 図Ａはある戦争について表現している。ある戦争に当てはまるものを次のア～
エから一つ選び、記号で答えなさい。 

      ア 日清戦争  イ 日露戦争  ウ 西南戦争  エ 第一次世界大戦 
                                     〔正答 ア〕 

 

 

 

問２ 図Ａには、３人の人物と１匹の魚が描かれている。図Ａの状況について説明し

ている以下の文の空欄を【清・ロシア・朝鮮】の語句を使用して埋めなさい。 

（①）を釣り上げようとしているのは日本と（②）であり、橋の上から釣りの様

子を見ているのは（③）である。 

〔正答 ① 朝鮮  ② 清  ③ ロシア〕 

 

 

 

 

問３ 図Ｂで表現されている内容について、当てはまるものを次のア～エから一つ選
び、記号で答えなさい。 

ア この図は、戊辰戦争を表したものであり、イギリスが西郷隆盛と戦う日本政府
を支援している。 

イ この図は、征韓論を表したものであり、韓国を支配したいイギリスが日本に攻
めさせようとしている。 

ウ この図は、日英同盟を表したものであり、イギリスとアメリカ合衆国が日本に
ロシアの南下政策に対処させようとしている。 

エ この図は、ロシア革命を表したものであり、ロシアに近付こうとしている日本
をイギリスが止めている。               〔正答 ウ〕 

 

 

 

 

問４ 図Ｂの出来事が当てはまる時期を下の年表中Ⅰ～Ⅳから一つ選び、記号で答え

なさい。 

 

 

 

 

 

〔正答 Ⅱ〕 

1867 

 

1895 

 

1904 

 

1910 

 

1914 

大政奉還 

〔Ⅰ〕 

下関条約 

〔Ⅱ〕 

日露戦争 

〔Ⅲ〕 

韓国併合 

〔Ⅳ〕 

第一次世界大戦開始 

問１は風刺画から判断して、日清戦争という名称を答えさせる問題であり、歴
史的事象の名称について知識の定着がなされているかどうかを確認している。

問２は風刺画から判断して日英同盟の国際関係について答えさせる問題であり、
その事象に関する「いつ」「どこで」「誰が」について知識の定着がなされている

かどうかを確認している。  

問２は風刺画から判断して、日清戦争の国際関係について答えさせる問題であ
り、その事象の意味や内容について知識の定着がなされているかどうかを確認
している。  
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問５ 図Ｂの状況になった理由を日本の立場で説明しなさい。 

〔正答 ロシアが満州に大軍を送り込んだことから、イギリスと組んでロシアに対
抗しようとしたため〕 

 

 

 

 

エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

(ｱ) 単元別必要学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 補助教材の例 

次の図を見て、以下の問いに答えなさい。 

 

図Ｃ                  図Ｄ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 図Ｃは朝鮮総督府である。これに関係する出来事に当てはまるものを次のア～
エから一つ選び、記号で答えなさい。 

     ア 明治維新  イ 韓国併合  ウ 朝鮮出兵  エ 義和団事件 
 

□ 単元名「帝国主義時代」（全５時間） 

□ 単元の学習を行うために必要な力 

＜中学校学習指導要領 社会編 歴史的分野＞ 「２内容 (５) 近代の日本と

世界 ウ日清・日露戦争」においては、「自由民権運動、大日本帝国憲法の制定、

日清・日露戦争、条約改正などを通して、立憲制の国家が成立して議会政治が始

まるとともに、我が国の国際的地位が向上したことを理解させる。」とあり、こ

の内容を整理すると、 

ⅰ 自由民権運動、大日本帝国憲法、日清・日露戦争、条約改正等に関する歴史

的事象の名称及び意味・内容を理解する。 

ⅱ 自由民権運動、大日本帝国憲法の制定、日清・日露戦争、条約改正等に関す

る歴史的過程を理解する。 

ⅲ 自由民権運動、大日本帝国憲法の制定、日清・日露戦争、条約改正等に関す

る歴史的事象間の因果関係を理解する。 

の３段階に内容を整理できる。近代の日本と世界の学習においては、このように、

三点が求められる。 

問５は風刺画を参考にして日英同盟締結の理由について答えさせる問題であり、
歴史的事象間の因果関係について知識の定着がなされているかどうかを確認して
いる。  

問４は年表を活用して日英同盟に関わる歴史的過程について答えさせる問題であ
り、歴史的事象の流れについて知識の定着がなされているかどうかを確認してい
る。  
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問２ 図Ｃの朝鮮総督府について当てはまるものを次のア～エから一つ選び、記号で
答えなさい。 

ア セオドア=ルーズベルトの仲介により、ポーツマス講和会議が開かれた。 
イ ポーツマス条約調印の日に、東京の日比谷公園で暴動が起きた。 
ウ 下関条約を結んだあと、三国干渉により清へ返還した。 
エ 現在のソウルの朝鮮王宮前に建てられ、日本による朝鮮統治を進めた。 

 
問３ 図Ｃの朝鮮総督府に関係する出来事についてのＡ～Ｃを古い順に並べ替えなさ

い。 
     Ａ 朝鮮で日本語教育など同化政策が進められた。 
     Ｂ 伊藤博文が満州で暗殺された。 
     Ｃ ロシアは日本の韓国における保護権を認めた。 
 

問４ 図Ｄは孫文である。彼に関係する出来事について当てはまるものを次のア～エ
から一つ選び、記号で答えなさい。 

     ア 1840 年 ・・・ 清    ・・・ アヘン戦争 
イ 1868 年 ・・・ 日本   ・・・ 明治維新 

     ウ 1894 年 ・・・ 清    ・・・ 下関講和会議 
     エ 1911 年 ・・・ 中華民国 ・・・ 辛亥革命  
 

問５ 図Ｄの孫文が清に対して革命を起こした理由を答えなさい。 
 
 
(5) 地理歴史・公民科指導資料Ⅱ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元名「開国から幕府の滅亡」対象学年・科目 ２学年・「日本史Ａ」 

(1) 単元設定のねらい 

我が国における近代の端緒を確実に理解させることで、近現代史の学習に対する興

味・関心を高める。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

ペリー来航に始まり、開国・貿易開始から江戸幕府滅亡までの過程や歴史的諸事象

について知る。 

単元指導計画概要 

 目標 学習内容・学習活動 

第
１
時 

アメリカからの開国要求を契機に、江戸幕府が

開国したことを知る。 

・当時の日本の置かれた状況と、欧

米列強の動向を踏まえ、ペリーの来

航と幕府の対応とを理解する。 

第
２
時 

日米修好通商条約の締結によって、日本が欧米

の貿易市場として開かれたことを知る。また、

その内容が不平等な条約であったことを知る。

・日米修好通商条約の内容を知り、

開港後の貿易の特徴を理解する。

第
３
時

開国後の政治情勢の中で尊皇攘夷派と公武合

体派の対立があったことを知る。 

・「尊王攘夷」と「公武合体」の意

味を知り、対立の構図を理解する。

第
４
時 

開国後の政治情勢の中で尊皇攘夷派と公武合

体派の対立があったことを知る。 

・「中央集権」の意味を知り、大政

奉還・戊辰戦争が起こった要因や、

明治政府が行った政策の内容を理

解する。 
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イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単
元
名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可
分野 内容 

診断 

可 不可

開
国
か
ら
幕
府
の
滅
亡 

１年             地理            

２年   

歴史 

・欧米諸国のアジア進出 

・開国とその影響 

・武士の世の終わり 

□□

□□

□□

３年   

４年   

５年   

６年 ・黒船の来航を調べる □□ 公民   

〔所見〕 

 

 

 

 

ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

(ｱ) 診断用の学力調査問題（日本史Ａ） 

１ 次のＸ・Ｙの絵とＺの地図を見て、後の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 肖像画Ｘの人物はどこの国の誰か。正しい組み合わせを次のア～カから選びなさ

い。 

    ア 中国の鑑真       イ スペインのザビエル  ウ スペインのペリー 

    エ アメリカのマッカーサー オ アメリカのザビエル  カ アメリカのペリー 

 

問２ 肖像画Ｘの人物（以下「Ｘ」）は日本の歴史とどのような関係があるのか。次の文

章の空欄（ Ａ ）～（ Ｄ ）に適切な用語や数字を≪語群≫から選びなさい。 

  日本の（ Ａ ）時代は、幕府の政策によって外国と自由に交流することが禁止さ

れており、そのような幕府の政策は（ Ｂ ）と呼ばれていた。日本が（ Ｂ ）

を行っていた 200 年余りの間にヨーロッパでは産業革命が起こり、欧米諸国は貿易

などを求めてアジアに進出し、日本の近海にもしばしば来航するようになった。Ｘ

は、自国の大統領から日本を開国させる使命を受け、（ Ｃ ）年に「（ Ｄ ）」と

Ｚ

Ｙ 

Ｘ
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○Ｂ

○Ａ

○Ｄ  
○Ｃ  

○Ｅ  

呼ばれる軍艦４隻で浦賀に来航して、幕府に開国を要求した。Ｘの圧力に屈した幕

府は、翌年Ｙの場所で和親条約を結ぶこととなった。 

 

 

 

 

 

問３ 日米和親条約締結から４年後、幕府は新たに日米修 

好通商条約を結び、右の地図の○Ｂ ～○Ｅ の港を開いた。 

①何を目的としてこれらのそれまで外国に開かれてこ 

なかった港が開港したのか、その国が開港を日本に迫 

った理由を簡潔に答えなさい。 

②○Ａ ～○Ｅ の港の名前を選択肢ア～オより選びなさい。 

③Ｙの絵の場所を地図の○Ａ ～○Ｅ から選びなさい。 

     ア 神戸 イ 長崎 ウ 函館 エ 新潟 オ 横浜 

問４ Ｘの来航以降の出来事を起こった順に並べ替えなさい。 

ア 大正デモクラシー イ 徳川幕府滅亡 ウ 文明開化 エ 太平洋戦争 

(ｲ) 診断用学力調査問題の解答・解説 

１ 次のＸ・Ｙの絵とＺの地図を見て、後の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 肖像画Ｘの人物はどこの国の誰か。正しい組み合わせを次のア～カから選びなさ

い。  

    ア 中国の鑑真       イ スペインのザビエル ウ スペインのペリー 

    エ アメリカのマッカーサー オ アメリカのザビエル カ アメリカのペリー 

［問１正答 カ］ 

 

 

 

問２ 肖像画Ｘの人物（以下「Ｘ」）は日本の歴史とどのような関係があるのか。次の文

章の空欄（ Ａ ）～（ Ｄ ）に適切な用語や数字を≪語群≫から選びなさい。 

     日本の（ Ａ ）時代は、幕府の政策によって外国と自由に交流することが禁止さ

≪語群≫  ア 奈良   イ 室町   ウ 江戸   エ 昭和  
    オ 遣唐使  カ 倭寇   キ 鎖国   ク 帝国主義  
    ケ 894    コ 1549    サ 1853   シ 1945 
    ス 遣唐使船 セ 亀甲船  ソ 黒船   タ 駆逐艦  

Ｚ

Ｙ 

Ｘ 

問１はペリーの来航に関する基礎的・基本的な知識を答えさせる問題であり、歴

史的事象の名称についての知識の定着がなされているかどうかを確認している。  
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○Ｂ

○Ａ

○Ｄ  
○Ｃ  

○Ｅ  

れており、そのような幕府の政策は（ Ｂ ）と呼ばれていた。日本が（ Ｂ ）を

行っていた 200 年余りの間にヨーロッパでは産業革命が起こり、欧米諸国は貿易など

を求めてアジアに進出し、日本の近海にもしばしば来航するようになった。Ｘは、自

国の大統領から日本を開国させる使命を受け、（ Ｃ ）年に「（ Ｄ ）」と呼ばれる

軍艦４隻で浦賀に来航して、幕府に開国を要求した。Ｘの圧力に屈した幕府は、翌年

Ｙの場所で和親条約を結ぶこととなった。 

 

 

 

 

 

［問２正答 A…ウ、B…キ、C…サ、D…ソ］ 

 

 

 

問３ 日米和親条約締結から４年後、幕府は新たに日米修好 

  通商条約を結び、右の地図の○Ｂ ～○Ｅ の港を開いた。①何 

を目的としてこれらのそれまで外国に開かれてこなかっ 

た港が開港したのか、その国が開港を日本に迫った理由 

を簡潔に答えなさい。 

②○Ａ ～○Ｅ の港の名前を選択肢ア～オより選びなさい。 

③Ｙの絵の場所を地図の○Ａ ～○Ｅ より選びなさい。 

     ア 神戸 イ 長崎 ウ 函館 エ 新潟 オ 横浜 

 

 

［問３正答 ①貿易 ②A…ウ、B…オ、C…エ、D…ア、E…イ、 ③B ］ 

 

 

 

 

問４ Ｘの来航以降の出来事を起こった順に並べ替えなさい。 

ア 大正デモクラシー イ 徳川幕府滅亡 ウ 文明開化  エ 太平洋戦争 

［問４正答 イ→ウ→ア→エ］ 

 

 

 

 

≪語群≫  ア 奈良   イ 室町   ウ 江戸   エ 昭和  
    オ 遣唐使  カ 倭寇   キ 鎖国   ク 帝国主義  
    ケ 894    コ 1549    サ 1853   シ 1945 
    ス 遣唐使船 セ 亀甲船  ソ 黒船   タ 駆逐艦  

問２は鎖国から開国に至る経過を答えさせる問題であり、開国の経緯に関する「い

つ」「どこで」「誰が」についての知識の定着がなされているかどうかを確認している。

問３は日本修好通商条約により貿易港が開かれたことについて答えさせる問題で

あり、日米修好通商条約」の意味や内容についての知識の定着がなされているかどう

かを確認している。  

問４は開国によってもたらされた日本の近代化について、大局的な因果関係を答え

させる問題であり、歴史的事象の流れについて知識の定着がなされているかどうかを

確認している。  
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

(ｱ) 単元別必要学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 補助教材の例 

１ 次のＸ・Ｙの絵とＺの地図を見て、後の問いに答えなさい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 次のア～カの文章の中から正しいものを全て選びなさい。 

ア Ｘの人物はアメリカ人である。     イ Ｘは日本の将軍足利義満に開国を求めた。 

    ウ Ｙは日米和親条約の締結を描いている。 エ Ｙの時、初めてキリスト教が伝来した。 

 オ Ｘは太平洋を横断して日本に到達した。 カ Ｚの地図の★の場所はスペインである。 

 

問２ 肖像画Ｘの人物名と、Ｙの絵に描かれている時代・場所として正しいものを次の

選択肢から選びなさい。 

    人物名……ア 鑑真   イ ザビエル ウ ペリー  エ マッカーサー 

    時 代……ア 奈良時代 イ 室町時代 ウ 江戸時代 エ 昭和時代 

    場 所……ア 鹿児島  イ 長崎   ウ 横浜   エ 東京 

□ 単元名「開国から幕府の滅亡」（全４時間） 

□ 単元の学習を行うために必要な力 

＜中学校学習指導要領 社会編 歴史的分野＞ 「２内容 (５)近代の日本と世

界 イ 開国とその影響」においては、「開国とその影響、富国強兵・殖産興業政

策、文明開化などを通して、新政府による改革の特色を考えさせ、明治維新によっ

て近代国家の基礎が整えられて、人々の生活が大きく変化したことを理解させる。」

とあり、この内容を整理すると、 

ⅰ 開国とその影響、富国強兵・殖産興業政策、文明開化等に関する歴史的事象の

名称及び意味・内容を理解する。 

ⅱ 開国とその影響、富国強兵・殖産興業政策、文明開化等に関する歴史的過程を

理解する。 

ⅲ 開国とその影響、富国強兵・殖産興業政策、文明開化等に関する歴史的事象間

の因果関係を理解する。 

の３段階に内容を整理できる。近代の日本と世界の学習においては、このように、

三点が求められる。 

Ｘ

Ｙ 

Ｚ

★
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○Ｂ

○Ａ

○Ｄ  
○Ｃ  

○Ｅ  

問３ 右の地図を見て、次の文章の空欄①～④に適切な語句を 

 答えよ。 

Ｂの（ ① ）港は、（ ② ）条約により、イギリス 

などを相手とした貿易の中心地として発展し、日本と西洋 

文明との窓口の役割も果たした。 

 Ｄの（ ③ ）港は、平安時代末に平清盛が日宋貿易の 

拠点として整備した港である。 

 Ｅの（ ④ ）港では（ ② ）条約以前も、中国とオ 

ランダに限り窓口が開かれていた。 

 

問４ 次のア～カの出来事を、起こった順に並べ替えよ。 

 （ ① ）→（ ② ）→（ ③ ）→（ ④ ） 

→欧米列強との貿易開始（1859）→（ ⑤ ）→（ ⑥ ） 

ア 関ヶ原の戦い   イ 徳川幕府滅亡   ウ キリスト教の伝来 

エ 鎖国の開始    オ 大正デモクラシー カ 浦賀に黒船来航 

 

(ｳ) 補習時間以外でも学習することができる参考文献や、問題集、インターネット

上での学習補助教材等の情報を知らせるもの 

・東京都教育委員会『江戸から東京へ』・『江戸から東京へ～準拠版サブノート』 

・http://www.nhk.or.jp/school/ 

（NHK の学習動画～検索して様々なテーマの動画を視聴可） 

・http://www.kaikou.city.yokohama.jp/index.htm 

（横浜開港資料館～キッズページがお勧め） 

 

− 44 −



13 
 

(6) 指導資料Ⅲ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元名「世界の気候」対象学年・科目 １学年・「地理Ａ」 

(1) 単元設定のねらい 

  世界の気候の特徴と分布と人々の生活について理解する。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

世界の気候について、大気の大循環を踏まえ、熱帯、乾燥帯、温帯、亜寒帯（冷帯）、

寒帯の分布を知る。 

単元指導計画概要 

 目標 学習内容・学習活動 

第
１
時

気候の成り立ちについて知る。ケッペンの気候区分に

ついて知る。 

・気候の成り立ちについて

知る。ケッペンの気候区分

について知る。 

第
２
時

熱帯雨林気候・サバナ気候の特徴と人々の生活につい

て知る。 

・熱帯雨林気候・サバナ気

候の特徴と人々の生活につ

いて知る。 

第
３
時

砂漠気候・ステップ気候の特徴と人々の生活について

知る。 

・砂漠気候・ステップ気候

の特徴と人々の生活につい

て知る。 

第
４
時 

地中海性気候・西岸海洋性気候・温暖湿潤気候・温暖

冬季少雨気候の特徴と人々の生活について知る。 

・地中海性気候・西岸海洋

性気候・温暖湿潤気候・温

暖冬季少雨気候の特徴と

人々の生活について知る。

第
５
時 

亜寒帯湿潤気候・亜寒帯冬季少雨気候・ツンドラ気

候・氷雪気候の特徴と人々の生活について知る。 

・亜寒帯湿潤気候・亜寒帯

冬季少雨気候・ツンドラ気

候・氷雪気候の特徴と人々

の生活について知る。 
 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単
元
名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可 分野 内容 
診断 

可 不可

気
候 

１年   

地理

・緯度と経度 

・大陸と海洋の分布 

・主な国々の名称と位置 

・自然及び社会的条件と関

連した、世界の人々の生

活や環境の多様性 

・世界の気候帯について 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

 

 

□□ 

２年   

３年   

４年   

５年 

・自然条件から見て特色あ

る地域の人々の生活につ

いて 

□□

歴史
  

６年 
  

公民   

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

(ｱ) 診断用の学力調査問題（地理Ａ） 

１ 次の問いに答えなさい。 

問１ 砂漠が広がる地域の気候帯を何というか。  
問２ 日本が属する温帯とはどのような気候か。特徴として正しいものをア～エから選

べ。  
ア 一年を通して気温の変化があまりない。  
イ ほとんど雨が降らず、植物が生育しない。 

    ウ 冬の寒さが厳しく、冬の平均気温が氷点下である。 

エ 季節の変化に富み、四季がある。 

問３ 低緯度の地域（赤道付近）はなぜ年中気温が高いのか、理由として正しいものを

ア～ウから選べ。 

    ア 赤道が熱を発しているため。 

イ 赤道から遠い地域は、宇宙からの冷気が伝わりやすいため。 

    ウ 赤道付近は太陽のエネルギーを多く受けるため。 

問４ 下のグラフは雨温図である。〔①〕～〔③〕に入る語句を答えなさい。 

                

 

 

                  

２ ①～⑥の写真について、次の問いに答えなさい。 

①               ②             ③           

     

 

 

 

 

④             ⑤             ⑥ 

   

 

 

 

 

 

問１ 写真①～⑥は【地図】のア～カのどこでみられる景色か。植物の生え方や住居の

特徴に着目して答えなさい。また、どの国や地域に該当するか【選択肢】から選び

なさい。 

雨温図の折れ線グラフは〔①    〕を表し、 

棒グラフは〔②     〕を表している。この雨温図から、  

この地域は一年中〔①    〕が高く、〔②    〕が多い

ことが読み取れる。よって、この地域の気候は〔③   〕帯

である。 
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【地図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選択肢】 ロシア・南極・エジプト・ケニア・中国・インドネシア 

 

問２ 写真①、④、⑤、⑥に最も適するものを次の中から選びなさい。 

   熱帯 ・ 乾燥帯 ・ 温帯 ・ 亜寒帯 ・ 寒帯  

 

問３ 写真はエジプトで見られる住居である。この住 

  居の特徴を述べ、エジプトの気候の特徴を推測し 

なさい。 

問４ 写真はモンゴル族が暮らすゲルとよばれるテン 

ト式住居である。なぜ彼らはこのようなテントで 

生活しているのか。写真を参考にして彼らが暮ら 

す地域の自然環境と生活の特徴を説明しなさい。 

 

 

 

 

(ｲ) 解答・解説 

１ 次の問に答えなさい。 

問１ 砂漠が広がる地域の気候帯を何というか。     〔正答 乾燥帯〕 

 

 
 

問２ 日本が属する温帯とはどのような気候か。特徴として正しいものをア～エから選

べ。                         〔正答 エ〕 

 

 

 

写真  
 

干しれんがの家  

写真  
 
広大な草原での遊牧と移動

式の住居ゲル  

問１は、世界の気候の特徴や分布について答えさせる問題であり、地理的事象の

名称に関する知識の定着がなされているかどうかを確認している。 

問２は、日本の気候の特徴や分布について答えさせる問題であり、日本の地理的

事象の名称に関する知識の定着がなされているかどうかを確認している。 
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問３ 低緯度の地域（赤道付近）はなぜ年中気温が高いのか、理由として正しいもの

をア～ウから選べ。                  〔正答 ウ〕 

 

 

 

問４ 下のグラフは雨温図である。〔①〕～〔③〕に入る語句を答えなさい。 

 

 

 

 

 

〔正答  ①気温 ②降水量 ③熱〕 

                          

 

 

    

２ 次の問に答えなさい。 

問１ 写真①～⑥は地図中のア～カのどこでみられる景色か。植物の生え方や住居の特

徴に着目して考えよう。また、どの国や地域に該当するか【選択肢】から選びなさ

い。 

〔正答 ①ウ・インドネシア ②ア・ロシア ③オ・ケニア ④エ・エジプト 

 ⑤カ・南極 ⑥イ・中国〕 

 

 

 

 

問２ 写真①、④、⑤、⑥に最も適するものを次の中から選びなさい。 

   熱帯 ・ 乾燥帯 ・ 温帯 ・ 亜寒帯 ・ 寒帯 

〔正答 ①熱帯 ④乾燥帯 ⑤寒帯 ⑥温帯〕 

 

 

 

 
エ 学習の基礎となる基礎的・基本的な知識・技能を身に付けるための教材 

(ｱ) 単元別必要学力の説明 

□ 単元名「世界の気候」（全５時間） 

□ 単元の学習を行うために必要な力 

＜中学校学習指導要領 社会編 地理的分野＞ 「２内容 (1)世界の様々な地域 ウ  

世界の諸地域」においては、「以下の(ｱ)から(ｶ)の各州に暮らす人々の生活の様子 

を的確に把握できる地理的事象を取り上げて、それを基に主題を設けて、それぞ 

れの州の地域的特色を理解させる。(ｱ)アジア (ｲ)ヨーロッパ (ｳ)アフリカ  

雨温図の折れ線グラフは〔①    〕を表し、 

棒グラフは〔②    〕を表している。 

この雨温図から、この地域は一年中〔①     〕が高く、

〔②    〕が多いことが読み取れる。 

よって、この地域の気候は〔③   〕帯である。 

問３は、緯度と経度を答えさせる問題であり、事象を成り立たせている原因に関する

知識の定着がなされているかどうかを確認している。  

問４は、自然及び社会的条件と関連した、世界の人々の生活や環境の多様性について、

答えさせる問題であり、資料を読み取る能力の定着がなされているかどうかを確認し

ている。 

問１は、緯度と経度、大陸と海洋の分布、主な国々の名称と位置について、答えさせ
る問題であり、地理的事象の分布に関する知識の定着がなされているかどうかを確
認している。 

問２は、世界の気候について、答えさせる問題であり、事象の分布に関する知識の定

着がなされているかどうかを確認している。 
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(ｴ)北アメリカ (ｵ)南アジア (ｶ)オセアニア」とあり、この内容を整理すると、 

ⅰ 取り上げる事象の位置や空間的な広がりを知る段階 

ⅱ その事象の分布・事象を成り立たせている原因（自然条件や社会条件）等を知 

る段階 

ⅲ 地域の環境条件や他地域との結びつきなど人間の営みとの関わり（地域差やそ 

の地域に住む人の生活）を認識する段階 

         の３段階に内容を整理できる。学習においては、このように、三点が求められる。 

 

(ｲ) 補助教材の例 

問１ (1)東京 (2)北海道の気候帯の名称を答えよ。 

問２ ①～④の雨温図の特徴を説明した文として正しいものを、ア～エの中からそれぞ

れ選べ。 

①           ②        ③        ④ 

        

 

 

 

 

 

ア 一年を通して降水量が少なく、乾燥している。 

イ 降水量は夏は多いが、冬はほとんどなく雨季と乾季にはっきり分かれる。 

ウ 一年を通して気温が高く、降水量も非常に多い。 

エ 夏は気温が 20 度近くまで上がるが、冬は氷点下の極寒になる。 

問３ ①～④のような環境では人々はどのような生活を送っていますか。ア～カから二 

つずつ選び記号で答えなさい。 

①  燥した地域  ②暑い地域  ③標高 2000～3000ｍの高地  ④寒い地域 

ア            イ           ウ       

    

 
 
 
 

エ            オ           カ        

    

 

 

 

 

問４ ①～③の地域で主に食べられている主食は何か。ア～エから選び記号で答えなさ

い。 

①日本や中国南部、タイやベトナムなどの東南アジア 

②ヨーロッパの国々やアメリカ合衆国など 

③メキシコなどの中南米 

ア 小麦  イ 米  ウ イモ類  エ とうもろこし 
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(7) 指導資料Ⅳ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元名「地方自治」対象学年・科目 １学年・「現代社会（政治分野）」 

(1) 単元設定のねらい 

  地方自治体の仕事内容や課題を理解させることで、生徒の実際の生活に役立つ。 

  社会生活において、より広い視野に立たせるための基礎的な内容である。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

  日本国憲法における地方自治の仕組みについて知る。   

 単元指導計画概要 

 目標 学習内容・学習活動 

第
１
時

地方自治の仕組みと日本国憲法との

関係について知る。 

・地方自治体の組織について、国の政治組

織との違いに関連させながら知る。 

第
２
時

地方自治体の仕事と直接請求権につ

いて知る。 

・地方自治体の仕事内容について知る。 

・直接請求権について、その手続きを知る。

第
３
時

地方自治体の財政事情について知る。 ・地方財政とその影響について知る。 

第
４
時

地方自治の課題と解決の在り方につ

いて知る。 

・地方自治の課題解決について、住民の活

動と関連させて知る。 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単
元
名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可 分野 内容 
診断 

可 不可

地
方
自
治 

１年   
地理 

  

２年   

３年   
歴史 

  

４年   

５年   

公民 

・地方自治体の組織や職

務の理解  

・住民の直接請求権の内

容の理解  

・地方自治における住民

の活動の理解 

・国と地方自治体の政治

との違いの理解 

□□ 

□□ 

□□ 

 

□□ ６年 

・私たちの生活と政

治の働き・地域にお

ける身近な自治体

の仕組みと自治体

の仕事の理解 

 

□□ 

□□ 

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

(ｱ) 診断用の学力調査問題（現代社会＜政治分野＞） 

１ 次の図を見て、後の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

     

問１ 図１のような組織体を何というか、漢字６字で答えなさい。 

問２ 図１の組織で行う業務として適切なものを下のア～エの中から全て選び、記号で

答えなさい。 

ア 出生や婚姻など戸籍に関する業務 イ 国民健康保険や国民年金に関する業務 

ウ 公立小・中・高校の管理運営に関する業務 エ 外交や防衛に関する業務 

問３ 次の説明文は地方で活躍するある団体の説明文である。この団体のように、街作

りの支援などを積極的に行う非営利を目的とした団体を何というか、アルファベッ

ト答えなさい。 

私たちは、健康で住み良いまちづくりのために、地域の抱かえる問題の調査・研

究を行い、産・官・学との協働により、問題解決のための情報提供と活動を行いま

す。（中略） 

それらの問題の何たるかを追及し、実践的側面から具体的な解決策を探求します。

（後略） 

問４ 図１の組織と国の政治組織の特徴について、住民との関わりという点で異なって

いる部分がある。その異なっている部分について説明した文の（Ａ）、（Ｂ）に当て

はまる言葉を、図２を参考にして答えなさい。 

 

 

 

２ 次の表を見て、後の問いに答えなさい。 

問１ 表は地方自治における、住民の権利を示したものである。この権利を何というか、

漢字５字で答えなさい。 

問２ 表中の（Ａ）、（Ｂ）に当てはまる言葉を下のア～エの中から選び、それぞれ記号

で答えなさい。 

ア 解職 イ ４分の１ ウ 開示 エ ３分の１ 

問３ 表中の議会解散請求について、地方税を 

めぐる市長と市議会との政策の違いから、 

住民が市議会の解散を請求し、認められた。 

すでに辞職した市長の市長選挙と市議会解 

散の可否を問う住民投票が 2011 年に同時に 

行われた市はどこか。下のア～エの中から 

選び、記号で答えなさい。 

      ア 名古屋市 イ 大阪市   

ウ 夕張市  エ 阿久根市 

 図１の組織では議員と組織の長である首長の両者を住民の（Ａ）で選ぶが、国の

政治組織では（Ｂ）のみを住民（国民）の（Ａ）で選び、行政の長である内閣総理

大臣を選ぶことはできない。 

図２  

表 
図１  

図  
「地方自治のしくみ」  

 議会と役所の首長が選挙で選ば

れていることと地方自治体の組織

を示している図  

図  
「三権分立」  

 国会、内閣、裁判所の相互関係

について示している図  

表  
「直接請求権」  

 直接請求権の種類や署名数、

その後の手続きについて分類

している表  
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(ｲ) 解答・解説 

１ 次の図を見て、後の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

問１ 図１のような組織体を何というか、漢字６字で答えなさい。〔正答 地方公共団体〕 

 

問２ 図１の組織で行う業務として適切なものを下のア～エの中から全て選び、記号で

答えなさい。                   〔正答 ア、イ、ウ〕 

ア 出生や婚姻など戸籍に関する業務 イ 国民健康保険や国民年金に関する業務 

ウ 公立小・中・高校の管理運営に関する業務 エ 外交や防衛に関する業務 

 

 

 

 

問３ 次の説明文は地方で活躍するある団体の説明文である。この団体のように、街作

りの支援などを積極的に行う非営利を目的とした団体を何というか、アルファベットで

答えなさい。                     〔正答 ＮＰＯ〕 

私たちは、健康で住み良いまちづくりのために、地域の抱かえる問題の調査・研
究を行い、産・官・学との協働により、問題解決のための情報提供と活動を行いま
す。（中略）それらの問題の何たるかを追及し、実践的側面から具体的な解決策を探
求します。 

    
問４ 図１の組織と国の政治組織の特徴については、住民との関わりという点で異なっ
ている部分がある。その異なっている部分について説明した文の（Ａ）、（Ｂ）に当ては
まる言葉を、図２を参考に答えなさい。    〔正答 Ａ－選挙 Ｂ－国会議員〕 

 

 

 

 

 

 

２ 次の表を見て、後の問いに答えなさい。 
問１ 表は地方自治における、住民の権利を 
示したものである。この権利を何というか、 
漢字５字で答えなさい。〔正答 直接請求権〕 
問２ 表中の（Ａ）、（Ｂ）に当てはまる言葉 
を下のア～エの中から選び、それぞれ記号で 
答えなさい。 

ア 解職 イ ４分の１ ウ 開示 エ ３分の１  〔正答 Ａ－ア Ｂ－エ〕 

 

 

 

 図１の組織では議員と組織の長である首長の両者を住民の（Ａ）で選ぶが、国の政
治組織では（Ｂ）のみを住民（国民）の（Ａ）で選び、行政の長である内閣総理大臣
を選ぶことはできない。 

図２  

表 

図１  

問１は地方自治体の名称を答えさせる問題で、地方自治体の組織に関する知識の定
着がなされているかどうか、また問２は地方自治体の職務を答えさせる問題で、
地方自治体の職務に関する知識の定着がなされているかどうかを確認している。

問３は住民団体の名称を答えさせる問題であり、政治と住民との関わりに関する知
識の定着について確認している。問４は国と地方の政治の差異を答えさせる問題で、
国と地方自治の違いに関する知識の定着がなされているかどうかを確認している。

問１は直接請求権の名称を答えさせる問題で、問２は直接請求権の内容を答えさせる
問題であり、地方公共団体の住民が有する権利に関する知識の定着がなされているか
どうかを確認している。 

図  
「地方自治のしくみ」  

 議会と役所の首長が選挙で選

ばれていることと地方自治体の

組織を示している図  

図  
「三権分立」  

 国会、内閣、裁判所の相互関

係について示している図  
 

表  
「直接請求権」  

 直接請求権の種類や署名数、

その後の手続きについて分類

している表  
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問３ 表中の議会解散請求について、地方税をめぐる市長と議会との対立から、住民が

市議会の解散を請求し、認められた。既に辞職した市長の市長選挙と市議会解散の

可否を問う住民投票が 2011 年に同時に行われた市はどこか。下のア～エの中から 

選び、記号で答えなさい。 ア 名古屋市 イ 大阪市 ウ 夕張市 エ 阿久根市

〔正答 ア〕 

 

 

エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

(ｱ) 単元別必要学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 補助教材の例 

１ 次の文を読み、後の問いに答えなさい。 

 私たちの住む地域では様々な課題があり、その課題を解決するための政治機関と

して○Ａ 地方公共団体（地方自治体）が存在する。この機関は住民の視点でみると○Ｂ

国の政治機関より身近な存在とされ、国の政策と○Ｃ 異なる視点からの政策が立てら

れることがある。 

 地方公共団体の責任者は首長と呼ばれ、地方議会の議員と同じように住民からの

選挙で選ばれる。そのため、○Ｄ 住民の意思がより地域の政策に反映されやすいとい

う特徴がある。また、地域内でおこった政策の対立については、地方公共団体独自

で行う○Ｅ 住民投票に基づいて住民の意思を確認することもある。 

   問１ 下線部○Ａ に関連して、地方公共団体（地方自治体）の仕事内容として適当でない

ものを次のア～オの中から全て選び、記号で答えなさい。１ 問２に関連 

ア 地方公共団体の税金に関する仕事 イ 公園や公立病院の管理運営に関する仕事 

ウ 日本国憲法の改正手続に関する仕事  エ ごみ処理に関する仕事 〔正答 ウ〕 

 

   問２ 下線部○Ｂ に関連して、地方自治については日本国憲法で地方自治の本旨として二

つの原則があるとされている。一つは国からある程度独立して地方の政治を行う団

体自治の原則と、もう一つは何か。次の日本国憲法の条文を参考にしてその原則を

答えなさい。１ 問４に関連          〔正答 住民自治の原則〕 

日本国憲法第 93 条② 

 地方公共団体の長、その議会の議員及び法律の定めるその他の吏員は、その地方

公共団体の住民が、直接これを選挙する。 

□ 単元名「地方自治」（全４時間） 

□ 単元の学習を行うために必要な力 

＜中学校学習指導要領社会編公民的分野＞ 「２内容 (3)私たちと政治、イ 民

主政治と政治参加」においては、「地方自治の基本的な考え方について理解させる。」

とあり、この内容を整理すると、 

ⅰ 地方公共団体の政治の仕組みについて理解する。住民としての自治意識の基礎

を育てる。 

ⅱ 民主政治の仕組みのあらましや政党の役割を理解する。議会制民主主義の意義

について考え、多数決の原理とその運用の在り方について理解を深める。 

ⅲ 法に基づく公正な裁判の保障があることについて理解する。民主政治の推進と、

公正な世論の形成や国民の政治参加との関連について考える。 

の３段階に内容を整理できる。私たちと政治の学習においては、このように、三点

が求められる。

問３は直接請求権の内容を答えさせる問題で、住民の政治参加についての理解に関す
る知識の定着がなされているかどうかを確認している。 
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 問３ 下線部○Ｃ に関連して、地方公共団体独自で制定できるルールのことを何というか、

漢字２字で答えなさい。１,２ 問１に関連     〔正答 条例〕  

 

   問４ 下線部○Ｄ に関連して、住民が地方自治に参加する方法について直接請求権がある。

直接請求権について説明した次の表の（Ａ）～（Ｃ）に当てはまる語句を下のア～

オから選び、記号で答えなさい。２ 問２に関連〔正答 Ａ－オ Ｂ－イ Ｃ－エ〕 
 

直接請求の内容 必要な有権者署名数 請求先 

事務の（Ａ）請求 原則（Ｂ）以上 監査委員 

副知事・副市町村長の解職請求 原則（Ｃ）以上 地方公共団体の長

ア 解職  イ 50 分の１  ウ 開示  エ ３分の１  オ 監査  

 

 

(ｳ) 補習時間以外でも学習することができる参考文献や、問題集、インターネット上で

の学習補助教材等の情報を知らせるもの 

 

総務省地方自治 HP   http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/bunken/ 

群馬県 HP 地方分権って何なの？ https://www.pref.gunma.jp/07/a0710726.html 

内閣府 HP まち・ひと・しごと創生本部 

 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/ 
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(8) 指導資料Ⅴ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元名「豊かな生活と福祉の実現」（５時間） １学年・「現代社会（経済分野）」 

(1) 単元設定のねらい 

社会生活においてより広い視野に立ち、現代の経済生活上の課題を理解させる。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

日本国憲法に規定された勤労の義務や労働基本権について理解するとともに、非正

規雇用の増加などに代表される現在の雇用・労働問題について知る。 

生活不安、失業・労働災害などに対して、国の責任としての社会保障制度の意義や

役割について理解する。特に、国民皆保険・皆年金について理解する。 

単元指導計画概要  

 目標 学習内容・学習活動 

第
１
時 

資本主義社会の発達と労働問題の発

生の歴史について知る。 

・身近な労働問題の具体例をあげる。 

・英米及び 20 世紀前半の労働問題を知り、

資本主義社会の発展との関連を理解す

る。 

第
２
時

日本の労働関係、特に労働三権と労

働三法について知る。 

・憲法上の労働三権および労働三法によ 

る権利保障について理解する。 

・労働問題の解決策を事例から考察する。

第
３
時

世界と日本の社会保障制度の歴史に

ついて知る。 

・少子高齢化や貧困問題の具体例を挙げる。

・20 世紀の欧米および日本の社会保障考え

方と在り方について知る。 

第
４
時

現代の日本の社会保障制度の仕組み

について知る。 

・社会保障制度の四つの領域を知り、特

に社会保険と年金制度について理解す

る。 

第
５
時 

現代の労働関係と社会保障における

課題を知り、その解決法について考

察する。 

・時事問題、特に「過労死」「ブラック企

業」「少子高齢化」「共生社会の構築」に 

ついて、生徒自身が協議し考察する。 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単
元
名

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可
分野 内容 

診断 

可 不可

労
働
と
社
会
保
障 

１年   地理   

２年   歴史   

３年   

公民

・社会生活における職業の意義

と役割 

・雇用と労働条件の改善の取組 

・勤労の権利と義務 

・労働組合の意義及び労働基準

法の精神 

・憲法第 25 条の内容と考え方 

・社会保障制度の基本的な内容 

・少子高齢化などの現代社会の

特色を踏まえた福祉社会の目

指す方向 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

４年   

５年 
・人々の働き方

と産業との関連 □□ 

６年 

・社会保障と

国・地方公共

団体の働き 

 

□□ 

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

(ｱ) 診断用の学力調査問題（現代社会＜経済分野＞） 

１ 次の問いに答えなさい。 

   問１ 日本国憲法第 25 条を、＜Ａ＞から＜Ｃ＞に言葉を入れて完成させなさい。 

 

   問２ 憲法第 25 条をめぐって、朝日訴訟という裁判が行われた。その際、最高裁判所が

主張した説について、＜Ｄ＞に当てはまる言葉を、説明文を参考にカタカナ５字で

書きなさい。 

 

 

問３ 日本の社会保障制度には、次の四つの種類がある。＜Ｅ＞＜Ｆ＞に当てはまる言

葉を、説明を参考に下の【語群】からそれぞれ一つずつ選びなさい。 

種類 説明 

＜Ｅ＞ 子供や高齢者、障がい者などに、施設やケアサービス等の支援を

する。例として特別養護老人ホームや児童福祉施設がある。 

＜Ｆ＞ 病気やけが、失業した時などに、金銭やサービスの支援をする。

例として医療保険や介護保険がある。 

公的扶助 経済的に生活が困難な人々に、最低限度の生活の保障のために金

銭等の支援をする。例として生活保護がある。 

公衆衛生 健康で衛生的な生活環境の維持・整備を行う。例として感染症の

予防接種、上下水道の整備がある。 

 

 

 

２ 次の問いに答えなさい。 

問１ 次の文章中の＜Ａ＞から＜Ｃ＞に当てはまる言葉を、下からそれぞれ一つずつ

選びなさい。 

 

 

 

 

  ＜Ａ＞ ア 年金獲得  イ 収入維持   ウ 終身雇用 

  ＜Ｂ＞ ア ニート   イ 非正規雇用  ウ 派遣切り 

  ＜Ｃ＞ ア セーフティネット  イ セーフガード  ウ セーフポジション 

 

 問２ 次の資料は、20 世紀前半に制定されたワイマール憲法の一部である。これにつ

いての説明として正しいものを、次の①から④までの中から一つ選びなさい。 

 

 

① この条文は、主に自由権について保障したもので、市民革命によって国王や貴

族に対して認めさせていったものであった。 

かつての日本では、就職したらその企業に定年まで勤めるという＜ Ａ ＞が

一般的だった。しかし、近年では、転職や中途退職する人も増えているだけでな

く、正社員として企業に勤めない＜ Ｂ ＞も増加している。失業対策や賃金保

障、職業訓練といった＜ Ｃ ＞を、社会全体で形づくらなければならない。  

第 159 条 労働条件及び経済条件を維持し、かつ、改善するための団結の自由

は、各人及び全ての職業について、保障される。  

【語群】  ア 社会福祉  イ 社会保険  

すべて国民は、＜Ａ＞で＜Ｂ＞な＜Ｃ＞の生活を営む権利を有する。  

＜Ｄ＞規定説・・・憲法の条文では権利については示しているが、その具体的な内容は示

されていないとする考え方。  

− 56 −



25 
 

② この条文は、基本的人権のうち主に社会権について保障したもので、市民革命

によって国王や貴族に対して認めさせていったものであった。 

③ この条文は、基本的人権のうち主に自由権について保障したもので、資本主義の

発達によって起こった問題に対応するものであった。 

④ この条文は、基本的人権のうち主に社会権について保障したもので、資本主義の

発達によって起こった問題に対応するものであった。 

 

(ｲ) 解答・解説  
１ 次の問いに答えなさい。  

 問１ 日本国憲法第 25 条を、＜Ａ＞から＜Ｃ＞に言葉を入れて完成させなさい。  
 
  
    〔正答   Ａ 健康   Ｂ 文化的   Ｃ 最低限度〕  
 
 
 

問２ 憲法第 25 条をめぐって、朝日訴訟という裁判が行われた。その際、最高裁判所

が主張した説について、＜Ｄ＞に当てはまる言葉を、説明文を参考にカタカナ５

字で書きなさい。            〔正答    Ｄ プログラム〕  
 

 

 

   

 
 

問３ 日本の社会保障制度には、次の四つの種類がある。＜Ｅ＞＜Ｆ＞に当てはまる
言葉を、説明を参考に下の【語群】からそれぞれ一つずつ選びなさい。 

 

種類 説明 

＜Ｅ＞ 子供や高齢者、障がい者などに、施設やケアサービ

ス等の支援をする。例として特別養護老人ホームや

児童福祉施設がある。 

＜Ｆ＞ 病気やけが、失業した時などに、金銭やサービスの

支援をする。例として医療保険や介護保険がある。 

 

公的扶助 経済的に生活が困難な人々に、最低限度の生活の保

障のために金銭等の支援をする。例として生活保護

がある。 

公衆衛生 健康で衛生的な生活環境の維持・整備を行う。例と

して感染症の予防接種、上下水道の整備がある。 

 

 

 

問１は日本国憲法第 25 条の条文について答えさせる問題であり、学習内容に関
する知識の定着がなされているかどうかを確認している。 

問２はプログラム規定説について答えさせる問題で、朝日訴訟の意味・内容に関
する知識の定着がなされているかどうかを確認している。 

問３は日本の社会保障制度について答えさせる問題であり、実社会と制度との
つながりに関する知識の定着がなされているかどうかを確認している。  

すべて国民は、＜Ａ＞で＜Ｂ＞な＜Ｃ＞の生活を営む権利を有する。  

＜Ｄ＞規定説・・・憲法の条文では権利については示しているが、その具体的
な内容は示されていないとする考え方。  

【語群】  

ア 社会福祉  

イ 社会保険  

正答  

＜E＞ ア  

＜F＞ イ  
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２ 次の問いに答えなさい。 

問１ 次の文章中の＜Ａ＞から＜Ｃ＞に当てはまる言葉を、下からそれぞれ一つず

つ選びなさい。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
 

問２ 次の資料は、20 世紀前半に制定されたワイマール憲法の一部である。これに

ついての説明として正しいものを、次の①から④までの中から一つ選びなさい。 

 

 

① この条文は、主に自由権について保障したもので、市民革命によって国王や貴

族に対して認めさせていったものであった。 

② この条文は、基本的人権のうち主に社会権について保障したもので、市民革命

によって国王や貴族に対して認めさせていったものであった。 

③ この条文は、基本的人権のうち主に自由権について保障したもので、資本主義

の発達によって起こった問題に対応するものであった。 

④ この条文は、基本的人権のうち主に社会権について保障したもので、資本主義

の発達によって起こった問題に対応するものであった。 〔正答 ④〕 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３はワイマール憲法の条文の内容について答えさせる問題であり、欧米の社会
保障に関する歴史的事象の意味・内容に関する知識の定着がなされているかどう
かを確認している。  

かつての日本では、就職したらその企業に定年まで勤めるという

＜Ａ＞が一般的だった。しかし、近年では、転職や中途退職する人

も増えているだけでなく、正社員として企業に勤めない＜Ｂ＞も増

加している。失業対策や賃金保障、職業訓練といった＜Ｃ＞を、社

会全体で形作らなければならない。  

第 159 条 労働条件及び経済条件を維持し、かつ、改善するための団結の自由

は、各人及び全ての職業について、保障される。 

＜Ａ＞ ア 年金獲得  イ 収入維持  ウ 終身雇用  
＜Ｂ＞ ア ニート   イ 非正規雇用  ウ 派遣切り  
＜Ｃ＞ ア セーフティネット  イ セーフガード  ウ セーフポジション  

正答  

＜Ａ＞ ウ  

＜Ｂ＞ イ  

＜Ｃ＞ ア 

問１は労働問題の現状を表す言葉について答えさせる問題であり、実社会にお
ける課題に関する知識の定着がなされているかどうかを確認している。 
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

(ｱ) 教科別・単元別必要学力の説明 

 

□ 単元名「豊かな生活と福祉の実現」（全５時間） 

□ 単元の学習を行なうために必要な力 

＜中学校学習指導要領 社会編 公民的分野＞ 「２内容 (1)私たちと経済

イ国民生活と政府の役割」においては、国民の生活と福祉の向上を図るために、

「社会資本の整備，公害の防止など環境の保全，社会保障の充実，消費者の保

護など，市場の働きにゆだねることが難しい諸問題に関して，国や地方公共団

体が果たしている役割について考えさせる。また，財源の確保と配分という観

点から財政の役割について考えさせる。その際，租税の意義と役割について考

えさせるとともに，国民の納税の義務について理解させる。」とあり、「消費者

の保護」については、消費者の自立の支援なども含めた消費者行政を取扱うこ

と、また、「財政」については、少子高齢社会など現代社会の特色を踏まえて考

えさせることが求められる。 

 

(ｲ) 補助教材の例 

１ 次の問いに答えなさい。 

 問１ 日本国憲法第 25 条について、＜Ａ＞から＜Ｃ＞に当てはまる言葉の組み合わせ

として正しいものを、次の①から④までの中から一つ選びなさい。 

 

① ＜Ａ＞平和    ＜Ｂ＞健康    ＜Ｃ＞文化的 

② ＜Ａ＞健康    ＜Ｂ＞文化的   ＜Ｃ＞最低限度 

③ ＜Ａ＞文化的   ＜Ｂ＞最低限度  ＜Ｃ＞平和 

④ ＜Ａ＞最低限度  ＜Ｂ＞平和    ＜Ｃ＞健康 

 

問２ 憲法第 25 条をめぐって行われた裁判について、以下のようにまとめた。説明文

中の＜Ｄ＞に当てはまる言葉を、漢字２字で書きなさい。 

 

 

 

 

問３ 日本の社会保障制度には、次の四つの種類がある。それぞれの種類と、それに

あたるキーワードを、線で正しく結びなさい。 

種類  キーワード 

社会福祉 ・            ・ 介護保険 

公的扶助 ・            ・ 特別養護老人ホーム 

公衆衛生 ・            ・ 生活保護 

社会保険 ・            ・ 予防接種 

 

1957 年、生活保護費の支給について、日本国憲法第 25 条が定める水準に達

していないのではないかという裁判が起こされた。訴えた人の名字から、この

裁判は＜ Ｄ ＞訴訟と呼ばれる。

すべて国民は、＜Ａ＞で＜Ｂ＞な＜Ｃ＞の生活を営む権利を有する。  
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２ 次の問いに答えなさい。 

問１ 労働に関するキーワードとその説明を、線で正しく結びなさい。 

キーワード  説明 

非正規雇用 ・     ・ 
一つの会社に勤めたら定年まで勤め上げるこ

と。 

年功序列型賃金 ・     ・ 
失業対策や職業訓練など社会全体で行なう働

く保障のこと。 

セーフティーネット ・     ・ 
年齢や会社に勤めている年数によって給料が

上がっていくこと。 

終身雇用 ・     ・ 
派遣社員やアルバイトなど正社員として雇わ

れないこと。 

 

 問２ 次の文書の空欄 Ａ から Ｃ に当てはまる言葉を、空欄内の指示に従っ

て書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 補習時間以外でも学習することができる参考文献や、問題集、インターネット上で

の学習補助教材等の情報を知らせるもの 

厚生労働省 HP  http://www.mhlw.go.jp/ 

独立行政法人労働政策研究・研修機構 HP  http://www.jil.go.jp 

日本年金機構 HP  http://www.nenkin.go.jp/ 

20 世紀前半、ドイツで新たな憲法が制定された。  Ａ カタカナ５字  憲法と

呼ばれるこの憲法は、世界で初めて  Ｂ 漢字２字  権を中心に据えたものとして

画期的であった。その背景として、貧困や過酷な労働など、 Ｃ 漢字４字  の発

達によって起こった社会問題が起こっていたことがあげられる。  
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３ 数学委員会の取組 

(1) 数学科における学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等について 

  ア 研究開発の背景及びこれまでの取組 

   現行の高等学校の学習指導要領には、「学校や生徒の実態等に応じて、義務教育段階での

学習内容の確実な定着を図ること」と示されている。さらに、中学校の学習指導要領解説

には、「数学的活動を通して、数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則について

の理解を深め、数学的な表現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察し表現する能力

を高めるとともに、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、それらを活用して考えた

り判断したりしようとする態度を育てる」とある。これらを受け、基礎的・基本的な知識

については、平成 25 年度に「義務教育段階での学習内容の確実な定着を図ること」に着目

した学力スタンダード（学び直し）、平成 26 年度に「社会生活に必要な基礎学力」に着目

した学び直しスタンダードの研究開発を行った。 

  イ 高等学校の数学教育における課題 

   文部科学省の中央教育審議会によると、高等学校の数学教育における課題として、計算

の意味を理解すること、身に付けた知識や技能を実生活や学習等で活用すること、事柄や

場面を数学的に解釈すること、数学的な見方や考え方を生かして問題を解決すること、自

分の考えを数学的に表現すること等がある。 

本委員会のこれまでの取組でも、生徒が特に高等学校の学習をする上で、義務教育段階

の基礎的・基本的な知識・技能の定着が十分ではないことが大きな課題であった。高等学

校数学の学習の内容を十分に理解できていないことによって、学校生活に適応できなくな

る生徒がでてきている。 

   このような状況を解決するためには、高校入学後、早期に生徒の学習定着状況を把握し、

個々に応じた学習支援を行っていくことが必要である。 

  ウ 今年度の取組 

   これまでの研究成果や課題を踏まえて、高校の学習に必要な基礎的・基本的な学力が義

務教育のどの段階で不足しているかについて単元の単位で把握し、理解できていない知識

や内容を繰り返し学習することにより、基礎的・基本的な学力の定着が図られると考え、

研究を進めることとした。 

教材の開発に当たり、多くの指導項目では、小学校の算数の段階までの学び直しをしな

くては、中学校・高等学校の学習は理解できないことから、小学校段階までの学び直しを

考慮し、中学校段階までの指導項目と限定しないように留意した。「数学Ⅰの学習内容を理

解させる」ために必要な義務教育段階の必要項目を習得させることを本研究のねらいとし、

「都立高校学力スタンダード（基礎）」の内容を精査し、以下の手順で教材の開発をした。 

(ｱ) 小・中・高等学校の学習指導要領の確認及び高等学校学習指導要領の解説に記された

「学び直し」と位置付けられている義務教育段階の指導内容の確認を行う。 

(ｲ) 東京都立高等学校入学者選抜学力検査に関する調査、文部科学省・国立教育政策研究

所の全国学力・学習状況調査等の分析から、「目的に応じて式を変形する」や「関数にお

いて 座標の値から 座標を求める」など生徒のつまずきのポイントを把握する。 
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(ｳ) 本委員の指導経験に基づき、「実数まで拡張した際に数と数直線を対応させること」

や「比例式を計算すること」など生徒のつまずきのポイントを整理する。 

 

(2) 教材の概要 

  研究開発した教材は、「単元指導計画概要」、「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握す

るための診断カルテ」、「学力調査問題」、「定着が十分ではない生徒が自学自習するための基

礎学力強化問題（補充教材）」からなっている。生徒個々の学習実態の把握や、単元で身に付

けさせたい知識・技能の定着度の向上を図るだけでなく、単元の学習に必要となる知識・技

能をあらかじめ知らせることで生徒の学習に対する不安を和らげ、自信をもたせるという効

果を期待する。さらに、単元に位置付けた数学的活動で必要となる知識・技能の予習をさせ

ることを目標としている。 

研究開発の際の工夫した点は以下に示す。 

ア 診断カルテ 

数学Ⅰの単元を学習する上で義務教育段階の必要な学習内容を分析する。特に学び直し

の必要性の高い指導内容を絞り込み、指導項目とする。 

イ 学力調査問題 

診断カルテに示した項目の理解の有無について判断できる問題の精査をする。 

ウ 基礎学力強化問題 

学習内容を十分に理解できていない生徒に対する学習支援に活用するために、学力調査

問題に連動させた類似問題を出題するようにする。学習内容の解説を示し、生徒が主体的・

継続的に学習に取り組めるような教材とする。小・中学生が学習している教科書に記載さ

れている表現を用いることや、生徒がスモールステップで学習に取り組み「できた」「分か

った」を実感できるようにすること等を心掛け、学習調査問題の問いと対応する教材とす

る。 

また「コラム」や「お役立ちＵＲＬ」の掲載は、本研究を活用する学校の授業において

教材の活用や、単元の学習内容に関係する内容を示す。 

 
(3) 学習活動への位置付け 

学習活動における教材の取扱いについては、単元の導入で学力調査問題を行い、義務教育

段階で学習した基礎的・基本的な知識の理解についての到達度を把握する。その結果から、

知識理解が一定の水準に達していない生徒を対象に補充教材を放課後や長期休業中の講習な

どの場面で活用することで、基礎的・基本的な知識の定着を図ることができる。 

今回の研究開発を基に、更に義務教育段階の学習内容が十分身に付いていない部分を解消

するだけでなく、授業の中で活用することで「数学Ⅰ」の理解を深化させ、学習内容を系統

立てて理解させることが有効であると考えている。 
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(4) 指導資料Ⅰ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元 (１)数と式 ア 数と集合 (ア)実数  科目「数学Ⅰ」 

(1) 単元のねらい 

  数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単な無理数の四則計算をすること。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

 ① 数の分類を、その名称とともに理解することができる。 

 ② 整数・小数を数直線上の点に対応させることができる。 

 ③ 平方根の意味を理解するとともに簡単な四則計算ができる。 

 
指導計画 

１ 単元指導計画概要 

 目標  学習内容  

第
１
時
限 

今まで学習してきた数の体系について

整理し、考察する。それぞれの数の範囲

で、四則計算がその範囲で常にできるか

どうかについて理解する。  
      【問１】

 整数、有理数、実数、無理数  
 有限小数、無限小数、循環小数  
 数の範囲と四則計算  

第
２
時
限 

実数を数直線上の各点と対応させるこ

とができる。  
           【問２】

 数直線、原点、座標  
 絶対値  

第
３
時
限 

平方根の意味・性質を理解している。ま

た、平方根の積、商などの公式を理解し、

計算することができる。  
【問３】

 平方根、√� 、根号  

第
４
時
限 

根号を含む式の加法、減法、乗法の計算

ができる。        
【問４】

 根号を含む式の計算  

 

 
  

− 63 −



イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

診断用の学力調査問題（数学Ⅰ） 

問１ 次の文章が正しければ○、誤っていれば×と答えよ。 

            【小３ 小数・分数、中１ 自然数・整数、中３ 有理数・無理数】 

(1) 3 は整数である。 (2) �2 は自然数である。 (3) � は有理数である。

(4) √2 は無理数である。 (5) 	14 は無理数である。 (6) 0.3 は有理数である。

 

問２ 次の数が対応している数直線上の点はどれか。記号で答えよ。    【中１ 数直線】 

  (1) 6    (2) �2    (3) 7.3 
 

 

 

問３ 次の空欄を埋めよ。                    【中３ 平方根の意味】 

(1) 9 の平方根は（    ）である。 (2) 3 の平方根は（    ）である。

(3) √4 を、根号を用いずに表すと（    ）である。 

 

問４ 次の計算をせよ。                  【中３ 平方根の四則計算】 

  (1) 2√3 � √3   (2) 	�10�5    (3) √3 � √2 � 2√3   (4) √27 � √3 

A B C D E F

-5	 -1	 1 50	

ア 

数と 

集合 

 

(ア) 

実数 

小数 

分数
３年 □□

□□

 ４年  

 ５年  

 ６年  

自然数 

整数 

数直線  
１年

□□

□□

□□

 ２年  

有理数 

無理数 

平方根の意味 

平方根の四則演算 

３年

□□ 

□□ 

□□  

□□  

〔所見〕 

  

内容  学年 診断
内容  学年

診断単元名  
小学校  中学校  
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問題 答え ねらい 

問１ 次の文章が正しければ○、誤っていれば×と答えよ。  

数の分類を、そ

の名称とともに

理解することが

できる。 

 (1) 3 は整数である。 (1) ○ 

 (2) �2 は自然数である。 (2) × 

 (3) � は有理数である。 (3) × 

 (4) √2 は無理数である。 (4) ○ 

 (5) 	14 は無理数である。 (5) ×
�
� 

 (6) 0.3 は有理数である。 (6) ○ 

問２ 次の数が対応している数直線上の点はどれか。記号

で答えよ。 

 

 

(1) Ｅ 

(2) Ｃ 

(3) Ｆ 

整数・小数を数

直線上の点と対

応させることが

できる。 

  (1) 6    (2) �2    (3) 7.3 
 
 

問３ 次の空欄を埋めよ。  

平方根の意味を

理解できる。 

 (1) 9 の平方根は（    ）である。 (1) �3 

 (2) 3 の平方根は（    ）である。 (2) �√3 

 (3) √4 を、根号を用いずに表すと（    ）である。 (3) 2 
問４ 次の計算をせよ。  

平方根の簡単な

四則計算ができ

る。 

 (1) 2√3 � √3 (1) 6 

 (2) 	�10�5  (2) √2 √��√�  

 (3) √3 � √2 � 2√3 (3) 3√3 � √2 

 (4) √27 � √3 (4) 2√3 

 

 

 

A B C D E F

-5	 -1	 1	 50	
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 次の文章が正しければ○、誤っていれば×と答えよ。 

(1) �2 は整数である｡ (2) 
3
2 は自然数である。 (3) 0 は自然数である。 

(4) √5 は無理数である。 (5) 0.5 は無理数である。 (6) 4 は有理数である。 

(7) 2� は有理数である。  (8) √7 は有理数である。 (9) �√11 は無理数である。

(10) 2√5	 は無理数である。 (11) 
�3
2  は有理数である。 (12) 

1
3 は無理数である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説） 

 1、2、3、… という数を自然数という。 

 これに  0 と  �1、�2、�3、… とを合わせた数を整数という。 

 整数 	� と  0 でない整数 	� を用いて分数
�
�  の形に表される数を有理数という。  

 整数 	� は  ��  と表されるから、全ての整数は有理数である。 

 有理数でない数を無理数という。例えば、� や  √2 などは無理数である。  

コラム ～連分数～ 

 √2 と分数の不思議な関係を紹介します。  

 右の図のように、分数の中に分数を連ねたものを計算していくと、  

次第に  √2 の真の値に近づいて行くことが知られています。  

 例えば、         を計算してみると、1.4166666… となり、  

               

               

√2 の真の値である1.4142135623…と小数第２位まで一致します。  

1 � 1
2 � 1

2 � 1
2

 

√2 � 1 � 1
2 � 1

2 � 1
2 � 1

2 � 1
⋯

 

□単元名 

  自然数・整数・有理数・無理数【学力調査問題 問１】  
□単元の学習を行うために必要な力 

  数の分類  
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問１ 次の数を、小さい順に並べよ。 

    �3､ 2､ 	34､ 0､ �7
4、 4､ ��、 2.4、 	23 

 

問２ 次の数が対応している数直線上の点はどれか。記号で答えよ。 

 (1) �4  (2) 3.2  (3) 	25 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム ～同じ結び目って、どういうこと？～ 

 小数と分数は一見違う数に見えるかもしれませんが、
�
� と0.75	は等しい値です。  

しかし、右の図のように一見して全く同じように見える二つの結び目。  

とてもよく似ていますが、左と右の結び目は同じと言ってよいので  

しょうか。実はこの二つの結び目は「違う」のです。そんな結び目の  

「違い」を説明する「トポロジー」と呼ばれる数学の分野があります。  

 その理論によると、「マグカップとドーナツは同じ形をしている」もの  

と見なされます。  

解説） 

 直線上の点に数を対応させたものを数直線という。 

 実数の 0 を対応させた点を原点といい、記号 O で表す。原点の右側に正の数を、原点の

左側に負の数を対応させる。 

 このようにして、原点からの距離（長さ）に � と � の符号を付けることにより、全ての

実数を数直線上に表すことができる。 

お役立ちＵＲＬ 

 数学教育の情報を得るならこちら！東京都高等学校数学教育研究会の Web ページです｡  

A B C D E

-5	 -1	 1 50	

□単元名 

  数直線【学力調査問題 問２】 

□単元の学習を行うために必要な力 

  数の大小比較  
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問１ 次の数の平方根を求めよ。  

(1) 16  (2) 25  (3) 36  (4) 5  (5) 7  (6) 13   

 
問２ 次の数を、根号を用いずに表せ。  

(1) 	√16 (2) √25 

(3)	�√36 (4) √64 
 

 
 
 
 
 
 

解説）平方根の定義 

 ２乗すると 	� になる数を �	 の平方根という。正の数 � の平方根は二つあり、正の平方

根を√�、負の平方根を�√� と表す。よって、√� � √� � �	、��√�� � ��√�� � �	となる。 

また、	0 の平方根は 0 だけであり、√0 � 0とする。記号√を根号といい、√� をルート 	� と
読む。 

例１(1) ２乗すると 4	 になる数は、 2 と �2 なので、4	 の平方根は 2 と �2 である。 

  (2) ２乗すると 3	 になる整数はないので、3	 の平方根は根号を用いて 	√3 と �√3 と
表す。 

 

 9	の平方根は根号を用いて表すと 	√9	と � √9 である。また、9	の平方根は 	3	と � 3	であるの

で、√9 � 3、 � √9 � �3であることがいえる。 

 この √9	 のように、根号の中の数が、ある正の数の２乗になっている場合、根号を用いず

に表すことができる。 

例２(1) 	√9 � √3 � 3 � √3� � 3 
  (2) �√9 � �√3 � 3 � �√3� � �3 
 

コラム ～まだこんなことが分かっていない～ 

 3 と  5 のように、差が 2 の素数の組を双子素数と言います。他にも  5 と  7 、11 と  13 などがあり

ます。試しに自分で  1 から  100 までの数の中で、双子素数を探してみましょう。いくらでも見付かりそ

うなこの双子素数、実は無限に多く存在するかどうかまだ分かっていません。分かれば大発見！  

□単元名 

  平方根の意味【学力調査問題 問３】  
□単元の学習を行うために必要な力 

  素因数分解  
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解説）平方根の計算 

 根号のついた数の乗法は、根号の中の数を一つの根号の中にまとめて入れてかけ算をす

る。また、分数が分母・分子それぞれに根号のついた数を含む場合は、同じように一つの根

号の中にまとめて分数にすることができる。  

 加法と減法は多項式 	�、� の計算と同じように行う。ただし、√2 � √3 のように、根号の

中の数が違う場合は足すことができないので注意する。  
 平方根の計算においては、√8 � √2 � 2 � 2 � √2 � √2 � √2 � 2√2 のように、根号の中はでき

るだけ小さい数にする。  

例 (1) 乗法 2√3 � 4√5 � 2 � 4 � √3 � 5 � 8√15 (2) 除法 
�6
�2 � �62 � √3 

  (3) 加法 √3 � 2√3 � �1 � 2�√3 � 3√3 (4) 減法 3√5 � 2√5 � �3 � 2�√5 � √5 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 次の計算をせよ。 

(1) √3 � √2 (2) √5 � √7 (3) 2√5 � √5  (4) 	�12�3  

(5) √2 � √2 (6) 4√3 � 2√3 (7) √2 � 3√2 � 2√3 (8) √8 � √2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□単元名 

  平方根の四則計算【学力調査問題 問４】  
□単元の学習を行うために必要な力 

  平方根の定義、多項式の計算  

コラム ～分母の有理化の有用性～ 

 根号の付いた数が分数の分母にあるとき、それを変形して分母に根号の付いた数がないようにできます。これを分母

の有理化といいます。例えば、	 1�2 と 	�22  は、見た目は違いますが、分母の有理化をすると同じ形に変形できます。 

確認してみましょう。まず、	�2�2 という数を考えます。これは分母と分子に同じ数があるので約分を考えると 1 に等 

しいです。これを 	 1�2 にかけてみると、	 �√� �
√�
√� �

��√�
√��√� �

√�
�  となります。これは、1 を√2 � 1�41421356…

で割った数と、√2 � 1�41421356…を 2 で割った数が同じということを示しています。 

 同じ数を表していますが、計算をするという観点から見ると後者を計算する方が簡単にできますね！ 

− 69 −



(5) 指導資料Ⅱ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元 (１)数と式 イ 式 (イ)一次不等式 科目「数学Ⅰ」 

(1) 単元のねらい 

  不等式の解の意味や不等式の性質について理解し、一次不等式の解を求めたり一次不

等式を事象の考察に活用したりすること。  
(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

 ① 整数の大小を正しく判断できる。  
 ② 不等号の性質を理解し、数量の大小関係を不等式を用いて表すことができる。  
 ③ 一元一次方程式を解くことができる。  

 
指導計画 

１ 単元指導計画概要 

 目標  学習内容  

第
１
時
限

不等号の意味を理解し、数量の大小関係を不

等式を用いて表すことができる。  
                【問１】  

 より小さい、未満、以下  
 より大きい、以上  
 不等式、左辺、右辺、両辺  

第
２
時
限 

不等式の解を理解し、解の範囲を数直線上に

図示することができる。また、一次方程式の

解き方を利用して、一次不等式を解くことが

できる。        【問２】  

 一次方程式、一次方程式の解  
 一次不等式、不等式の解  
 不等式を解く、移項  

第
３
時
限

少し複雑な一次不等式を解いて、正しい答え

を求めることができる。  

 一次不等式、不等式の解  
 不等式を解く、移項  
 一次不等式の応用問題  

第
４
時
限

二つの不等式を解き、数直線上に図示するこ

とで連立不等式を解くことができる。  
 連立不等式、解、解く  

第
５
時
限

解が自然数の場合や整数の場合にも答えを

導くことができる。  
 連立不等式、解、解く  
 連立不等式の応用問題  
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イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

 
問１ 次の□の中に不等号 ＜、＞ のいずれかを入れよ。   【中 1 不等式を用いた表現・正負の数】 

 

(1)  1    2 (2)  �1   �2 

 

 

問２ 次の一元一次方程式を解け。               【中 1 一元一次方程式】 

 

(1) 2� � � � � (2) 1 � �� � � (3) ��＋1 � � � 2� 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 

式 

 

(イ) 

一次

不等

式  

 ３年  

 ４年  

 ５年  

 ６年  

不等式を用いた表現 

正負の数 

一元一次方程式 

１年

□□  
□□  
□□

 ２年  

 ３年  

〔所見〕 

  

  

内容  学年 診断
内容  学年

診断

小学校  中学校  
単元名  
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問題 答え ねらい 

問１ 次の□の中に不等号 ＜、＞ のいずれかを入れよ。  

整数の大小を正

しく判断し、その

大小関係を不等

式を用いて表す

ことができる。 

 

(1)  ＜  (1)   1   2 
 
 

(2)  ＞  (2)  �1   �2 
 

問２ 次の一元一次方程式を解け。  

一元一次方程式

を解くことがで

きる。 

 (1) 2� � � � � (1) � � � 

 (2) 1 � �� � � (2) � � �1 

 (3) �� � 1 � � � 2� (3) � � �� 
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 次の□の中に不等号 ＜、＞ のいずれかを入れよ。 

 

(1)  0    1 (2)  2    7 

 

(3)  2    �� (4)  ��   0 

 

(5)  �1    �2 (6)  ��   �� 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□単元名 

  不等式を用いた表現【学力調査問題 問１】  
□単元の学習を行うために必要な力 

  整数の大小比較  

解説） 

 数の大小は数直線から読み取ることができる。 

 数直線では原点 O に対して左側が負の数であり、右側が正の数 

である。負の数の場合、“－”を除いた数が大きくなるほど、原点 

から左に離れるので、より小さな数になることに注意する。  
 不等号＜、＞はともに２つ以上の数の大小を表す記号である。 

＜ は左辺より右辺が小さいことを表し、＞ は左辺が右辺より  
大きいことを表している。  

コラム ～線形計画法～ 

 線形計画法とは、会社が利益を出すときに使われる一次不等式を利用した計算法です。例えばある２つ

の製品Ｘ、Ｙを作るのに３種類の部品Ａ、Ｂ、Ｃを使用しているとします。Ａ、Ｂ、Ｃの仕入れ値は違う

のでＸ、Ｙの値段も違います。利益を最も多く出すには製品Ｘ、Ｙをどのような割合で作ればいいか、不

等式を用いて計算することができます。社会の中でもこうして数学は役立っています。 

お役立ちＵＲＬ 

 一次不等式の計算ドリル  http://kaminodrill.sakura.ne.jp/page_256.php 

 高校数学の美しい物語（線形計画法）  http://mathtrain.jp/linearprogramming 

例 1 � 2 、�1��＞ �� 
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例  
  
 ［移項する］  
  
 ［符号が変わる］  
  
   3  
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 次の一元一次方程式を解け。 

(1)  (2)  

(3)  (4)  

(5)  (6)  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説）一元一次方程式の解き方 

① 左辺は xの項のみ、右辺は定数項のみとなるように移項する。 

 ※移項するとその項の符号が変わる。移項する項が正の場合は  
  は移項したら負になり、負の場合は移項したら正になる。  
② 両辺、同類項をまとめる。 

③ 両辺を xの係数で割ると、一次方程式の解となる。 

□単元名 

  一元一次方程式【学力調査問題 問２】  
□単元の学習を行うために必要な力 

  移項、同類項のまとめ  

コラム ～和算の解き方～ 

 「鶴と亀が全部で７匹います。足の数は全部で 18 本です。このとき亀は何匹いますか？」このような計

算は鶴亀算を用いて解くことができます。「亀を  匹とすると鶴は  匹だから…」このようにおけ

ば一元一次方程式で解けますが、方程式を使わないで解いてみてください。どう考えれば良いでしょうか？

 鶴亀算のほかにも和差算、旅人算、年齢算、時計算などがあり、これらを『和算』といいます。これら

は一元一次方程式の考え方で解けますが、方程式を使わない解き方もあって大変興味深いです。

お役立ちＵＲＬ 

 和算ナビ  http://wasan.info/ 

 ［移項する］  

  
 ［符号が変わる］  
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(6) 指導資料Ⅲ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元 (２)図形の計量 ア 三角比 (ア)鋭角の三角比 科目「数学Ⅰ」 

(1) 単元設定のねらい 

  鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

 ① 比の意味を理解し、活用することができる。 

 ② 三平方の定理を利用できる。 

 ③ 30°、45°、60° の角をもつ直角三角形の３辺の比を言うことができる。 
 

指導計画 

１ 単元指導計画概要 

 目標 学習内容 
第
１
時
限

相似な三角形、三平方の定理について理解す

る。            【問１】 
 相似な三角形、三平方の定理 

第
２
時
限

30°、45°、60° の角をもつ直角三角形の３辺の

長さの比について理解する。  【問２】 
 30°、45°、60° の角をもつ直角三角

形 

第
３
時
限

タンジェントの意味を理解し、記号を使って

表現できる。 
 tan � 

第
４
時
限

サイン・コサインの意味を理解し、記号を使

って表現できる。 
 sin�、cos � 

第
５
時
限

30°、45°、60° の三角比の値を求めることがで

きるようにする。また、巻末の表から三角比

の値を求めることができる。 

 30°、45°、60° の三角比 
 三角比の表 

第
６
時
限

直角三角形において、三角比を活用し、辺の

長さや角の大きさを求めることができる。 
 三角比の利用 

第
７
時
限

三角比の相互関係について理解する。  三角比の相互関係 

第
８
時
限

三角比の相互関係を利用して残りの三角比の

値を求めることができる。 
 三角比の相互関係の利用 
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イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

 

問１ 次の二つの直角三角形について、次の問いに答えよ。 
 
 
 
 
 
 

(1) 二つの直角三角形の底辺の比を答えよ。                  【小６ 比】

(2) � の値を求めよ。             【中１ 一元一次方程式、中３ 図形の相似】

(3) � の値を求めよ。       【中３ 負でない数の平方根・三平方の定理・二次方程式】

 

問２ 次の□に数を入れよ。                   【中３ 特別な角の直角三角形】 
 
 
 
 
 

� 

ア 

三角比 

 

(ア) 

鋭角の 

三角比  

 ３年  

 ４年  

 ５年  

比  ６年 □□

一元一次方程式  １年 □□

 ２年  

図形の相似 

負でない数の平方根 

三平方の定理 

二次方程式 

特別な角の直角三角形

３年

□□

□□

□□

□□

□□

〔所見〕 

  

内容  学年 診断
内容  学年

診断

小学校  中学校  

単元名  

6

� 

3 

5 

30° 

2 1 

45°
1

1

60°
1

√3 
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問題 答え ねらい 

 

問１ 次の二つの直角三角形について、次の問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比の意味を

理解し、活用

することが

できる。 

また、三平方

の定理が利

用できる。 

 (1) 二つの直角三角形の底辺の比を答えよ。 

 

(1) 1: 2 
 (3: 6でも可) 

 (2) � の値を求めよ。 (2) � � 10 

 (3) � の値を求めよ。 (3) �� � √34  

 

問２ 次の□に数を入れよ。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

左から 

√3、√2、2 

30°、45°、60°
の角をもつ

直角三角形

の３辺の比

を言うこと

ができる。 

 

 

 

6

� 

3 

5

30° 

2 1 

45° 
1 

1
60°
1

√3 

� 
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 次の長方形の縦と横の長さを比で表せ。 
 

 (1)        (2)           (3)          (4) 

 

 

 

 

 

問２ 3 ∶ 6 と等しい比は、①～⑤のうちどれか。全て答えよ。 
 

  ① 1 ∶ 2    ② 6 ∶ 8    ③ 9 ∶ 18    ④ 12 ∶ 15    ⑤ 15 ∶ 20 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム ～黄金比～ 

 1：��√�
�  の比を黄金比といい、人間にとって最も安定し、美しい比率と感じるとされ、世界の建築物や

美術的要素に多く取り入れられています。この他にも日本でなじみの深い白銀比（大和比）1: √2 という

比もあります。これらの比が何に使われているか調べてみましょう。 

解説）比、比の値 

 比とは、二つ以上の数の関係を表したものである。 

 例）正の数 �、� について、その比は � ∶ � で表し、「 � 対 � 」と読む。 

 比の値（割合）とは、比 � ∶ � において、� を � で割った商 
�
� である。 

※ 比において、前項と後項に（0 以外の）同じ数をかけたものも同じ比である。 

  つまり、� ∶ � � �� ∶ �� (� � 0) 

  例）4� ∶ �3 � �2� � 4 ∶ �2� � 3 � 8� ∶ 6（ � � 2 のとき） 

お役立ちＵＲＬ 

 黄金比・白銀比  http://matome.naver.jp/odai/2135972233184004001 

□単元名 

  比【学力調査問題 問１(1)】 

□単元の学習を行うために必要な力 

  比の意味と活用  

4 

6 

3

5 

2 

3 4

□ □ 

2
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問１ 次の三角形ABCと相似な三角形を選び、相似条件を言え。また二つの三角形の相似比を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム ～相似比と面積比、体積比～ 

 相似な平面図形について、面積比は相似比の 2 乗になります。また、相似な空間図形について、体積比

は相似比の 3 乗になります。  

 

 例 相似な正方形              例 相似な立方体  

             相似比 1：2                   相似比 1：2 

             面積比 1：4                   体積比 1：8 

お役立ちＵＲＬ 

 面積比についてのドリル  http://math.005net.com/3/mensekihi.php 

□単元名 

  図形の相似【学力調査問題 問１(2)】 

□単元の学習を行うために必要な力 

  三角形の相似条件  

3 
A C 

B 

3

①

9

②

6 

③  

60° 60° 20°45°

解説） 

 次の三つの条件のいずれかを満たすとき、二つの三角形は相似である。 

  ① ３組の辺の比がそれぞれ等しい 

  ② ２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい 

  ③ ２組の角がそれぞれ等しい 

 また、二つの三角形が相似であれば、対応する辺の長さの比はすべて 

等しく、対応する角はそれぞれ等しくなる。 

 相似比とは、相似な図形の対応する辺の長さの比のことである。 

 ※相似比が 1 ∶ 1 の図形は合同である。 
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問１ 次の  の値を求めよ。 

(1)  (2)  

(3)  (4)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解説）比例式 

 比例式とは、二つの比が等しいことを表す式である。 

 ※比例式には次のような性質がある。 

       

     ならば  

 

       

  例）  

      

       

 

コラム ～連比～ 

 ３つ以上の数の比を一つにまとめたものを連比といいます。連比の式には、次の性質があります。 

              ならば   

 ならば  
比の値が等しいので、 

 

  両辺に をかけると  

 

よって、  
 が成り立つ  

お役立ちＵＲＬ 

 比例式のドリル  http://math.005net.com/1/hireisiki.php 

□単元名 

  一元一次方程式【学力調査問題 問１(2)】 

□単元の学習を行うために必要な力 

  比例式の性質  
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解説）平方根、二次方程式、三平方の定理  
 ２乗すると �� になる数を �� の平方根という。 

 この平方根の考えを用いて、次のように二次方程式を解くことができる。 

 例）4 の平方根は 2 と �2 なので �� � 4 を解くと � � �2 
   3 の平方根は √3 と �√3 なので �� � 3 を解くと � � �√3 
 

 三平方の定理とは、直角三角形の３辺の長さの関係を表す等式で、 

 右の図のような直角三角形ABC において �C � 9�° のとき、�� � �� � �� が成り立つ。

コラム ～ピタゴラス三角形～ 

 ３辺の長さが自然数である直角三角形をピタゴラス三角形といいます。 

 右の図で � � � である �、� にいろいろな自然数を代入して  

ピタゴラス三角形を作ってみましょう。  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 次の数の平方根を求めよ。 

(1) 49 (2) 5 (3) 34 
 

問２ 次の二次方程式を解け。 

(1) �� � 9 (2) �� � 2 
 

問３ 次の直角三角形ABCで、 � の値を求めよ。 

 (1)                    (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お役立ちＵＲＬ 

 ピタゴラス三角形   http://izumi-math.jp/sanae/MathTopic/py_num/py_num.htm 

□単元名 

  負でない数の平方根・二次方程式・三平方の定理【学力調査問題 問１(3)】  
□単元の学習を行うために必要な力 

  平方根の定義、三平方の定理  

� 

� 
�

B C

A

4 

� 
3 

B C 

A 

3

� 5

B C

A

2�� 

�� � �� �� � ��
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問１ 次の直角三角形ABCで、 � の値を求めよ。 

  (1)              (2)            (3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

解説） 

 30°、45°、60° の角をもつ直角三角形は、それぞれ正方形と正三角形を２等分した特別な

直角三角形であり、３辺の長さの比は決まっている。 

   ［正方形を２等分］            ［正三角形を２等分］ 

 

 

 

 

 

 

 

  AC � BC � 1 とすると、          AB � 2 とすると AC � 1 で、 

  三平方の定理より AB � √2 となり、     三平方の定理よりBC � √3 となり、 

  ３辺の長さの比は 1 ∶ 1 ∶ √2        ３辺の長さの比は 1 ∶ 2 ∶ √3 
 

コラム ～三角定規の２枚の大きさ～ 

 ２枚セットで販売されている三角定規は、正方形と正三角形を２等分した形に 

なっています。そのほとんどは、右の図のように AB � CD となっています。 

 皆さんも持っている三角定規で確認してみましょう。 

 ところで、なぜそのように作られているのか興味はありませんか。 

□単元名 

  特別な角の直角三角形【学力調査問題 問２】 

□単元の学習を行うために必要な力 

  三平方の定理  

45° 
1 

√2 1 

A C 

B 

45° 

60°
1

2 √3

A C

B

30°

60° 
1 

2 � 

A C 

B 

30° 
√3 

2 � 

A C 

B 

45°
1

√2 �

A C

B

B 

A 

D 

C
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(7) 指導資料Ⅳ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

単元 (３)二次関数 ア 二次関数とそのグラフ  科目「数学Ⅰ」 

(1) 単元設定のねらい 

  事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また、二次関数のグラフの特徴について

理解すること。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

 ① 座標平面上に点をとることができる。また、座標平面上の点の座標を読み取ることができ

る。 

 ② 関数において、  の値から  の値を求めることができる。また、表を基にグラフをかく

ことができる。 

 ③ 平方の形に因数分解することができる。 

 
指導計画 

１ 単元指導計画概要 

 目標 学習内容 

第
１
時
限

関数  の定義を理解し、  におけ

る関数の値  を求めることができる。 
 関数の定義 
  と  

第
２
時
限 

定義域が制限された一次関数のグラフを考察す

ることにより値域を求めることができる。 
                 【問１】

 一次関数とその値域 

第
３
時
限

二次関数  の形や軸、頂点について理解

することができる。        【問２】

 二次関数 のグラフ 
 放物線、軸、頂点、上に凸、下に凸

第
４
時
限

二次関数 、二次関数  
の形で表されるグラフと平行移動について理解

することができる。 

 二次関数 のグラフ 
 二次関数 のグラフ 
 平行移動 

第
５
時
限

二次式  の形の式を  
の形に変形することができる。   【問３】

 平方完成 

第
６
時
限

二次関数  を平方完成すること

により、グラフの軸と頂点を求めることができ

る。 

 二次関数 のグラフ 
 二次関数 のグラフ 
 放物線の方程式 

第
７
時
限 

座標平面上の点と象限について理解し、グラフ

を平行移動、対称移動することができる。 
 座標平面上の点と象限 
 平行移動と対称移動 
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イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

問１ 次の問いに答えよ。                    【中１ 座標】 

 
 (1) A��2�� ��、B�0�� 3� のとき、点A、B を 
  右の座標平面上に記入せよ。 
 
 (2) 点C、D の座標を答えよ。 

 

 

問２ 関数 � � ��� について、次の問いに答えよ。         【中３ 二乗に比例する関数】 

 

 (1) 下の表を完成させよ。 

 

 

 

 (2) このグラフをかけ。 

 

問３ 次の□に入る数字を答えよ。                     【中３ 因数分解】 

(1) �� � �� �□ � �� � 3�� (2) �� � �� �□ � �� � 2�� 

� �3 �2 �1 0 1 2 3 
�        

ア 

二次 

関数と 

その 

グラフ  

 ３年  

 ４年  

 ５年  

 ６年  

座標  １年 □□  

 ２年  

二乗に比例する関数 

因数分解  
３年

□□  
□□  

〔所見〕 

  

  

内容  学年 診断
内容  学年

診断

小学校  中学校  
単元名  

�

�

C

D

・

・�

5

5

�
5 �

�5

�5

�
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問題 答え ねらい 

問１ 次の問いに答えよ。  

座標平面上に点

をとることがで

きる。また、座標

平面上の点の座

標を読み取るこ

とができる。 

 (1) A��2	, 4�、B�0	, 3� のとき、 

  点A、B を右の座標平面上に 
  記入せよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 点C､D の座標を答えよ。 (2) C��1,�2�、D�4 , 0� 

問２ 関数 � � ��� について、次の 

  問いに答えよ。 

 

関数において、� 
の値から､� の値

を求めることが

できる。また、表

を基にグラフを

かくことができ

る。 

 (1) 下の表を完成させよ。 

 

 

 

(1) 

 

 

 

 (2) このグラフをかけ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 次の□に入る数字を答えよ。  

平方の形に因数

分解することが

できる。 

 (1) �� � �� �□ � �� � 3�� (1) 9 

 (2) �� � 4� �□ � �� � 2�� (2) 4 

 

� �3 �2 �1 0 1 2 3 
�        

� �3 �2 �1 0 1 2 3 
� �9 �4 �1 0 �1 �4 �9 

�

�

C

D

・

・�

5

5 �

�

C

D

・

・�

5

5

・
・B

A

� 5 �

�5

�5

�

�
5 �

�5

�5

�
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 次の問いに答えよ。 
 

 (1) 次の点	A、B、C、D を右の座標平面上に 

  記入せよ。 

 

   A��	� ��、B��2	� 3�、C��	� ��、D��	� 2� 
 

 (2) 点	E、F の座標を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説） 

 右の図のように、平面上に点Oで垂直に交わる２本の  
数直線をとり、横軸を  �軸、縦軸を  �軸とする。  
 このとき、点 	O	を原点といい、�軸と  �軸を合わせて 

座標軸という。  
 平面上にある点の位置は  �座標と  �座標を組み合わせる  
ことにより表すことができる。  
 例えば、右の座標平面上の点  P	 の位置は、�座標は  2	、  
�座標は  3	であるので、P�2	� 3�と表すことができる。  

 

□単元名 

  座標【学力調査問題 問１】  
□単元の学習を行うために必要な力 

  点の座標を読み取る力  

コラム ～座標～ 

 平面上にある点の位置は座標を用いて表すことができました。身近にある座標の例として、地図が挙げ

られます。  

皆さんは修学旅行などで地図を片手に旅行したことがあるでしょうか。京都の町並みを歩いてみると、

その碁盤の目上に造られた町並みに驚くことでしょう。  

お役立ちＵＲＬ 

 条坊制 https://www2.city.kyoto.lg.jp/somu/rekishi/fm/nenpyou/htmlsheet/toshi03.html 

�

�

2

・

�

3 P�2�3�

�

�

・

�

5

5・

E
F
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問１ 関数 � � �� について、次の問いに答えよ。 
 
 (1) 下の表を完成させよ。 

 

 

 

 (2) このグラフをかけ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム ～函数（かんすう）～ 

 「関数」は、昔は函数と書きました。この「関数」のルーツは、中国が明の時代に、当時のヨーロッパから数学が伝

えられたとき、関数を意味する英語 functionの音訳として「函数」という言葉が生まれたのだそうです。 

 「函」は「箱」という意味があるようです。x という値が f という機能によって y に変化する様子を「函」という字

で、意図的に音訳したことに関心させられます。 

 また、「函数」の中国語における発音は「hánshù」といいます。戦後、「函」が 

当用漢字から外れたため、発音が同じ「関」を当てたといわれています。 

 関数という言葉にもいろいろな歴史を感じますね！ 

解説） 

 �	の値を決めると、それに応じて 	� の値がただ一つだけ決まるとき、	�		は	� の関数であるという。

 �	の値が与えられているときは、以下のように代入することにより 	� の値を求めることができる。

 関数 2xy  において  � � 1  のとき、� � 1� � 1     	� � 2  のとき、� � 2� � � 
            � � �1 のとき、� � ��1�� � 1   	� � �2 のとき、� � ��2�� �4 
 このように、�		に値を代入することで	� の値を求め、�	と	�		の対応表を完成させる。 
 その表を基として、座標平面上に点をとり、それらの点を滑らかに結ぶことで、関数 2xy  の 

グラフをかくことできる。グラフは与えられた 

座標平面いっぱいにかく必要がある。 
 

※ 右の図のように、関数 	����2 のグラフは 
放物線になり、� の値が正のときは上に開いていて、 
負のときは下に開いている形になる。 

� �3 �2 �1 0 1 2 3
�        

□単元名 

  二乗に比例する関数【学力調査問題 問２】 

□単元の学習を行うために必要な力 

  文字に値を代入し、計算する力  

� � 0 のとき � � 0 のとき 
�
� �

x y

f 

�

� �

5

3

�

� �
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問１ 次の式の□に入る数字を答えよ。 

(1) �� � �� � �	 � �� � 2 �□� �□
�
＝�� �□ �� 

(2) �� � �� � 1�	 � �� � 2 �□� �□
�
＝�� �□ �� 

(3) �� � 2� �□	� �� � 1�� (4) �� � 1�� �□� �� � ��� 

(5) �� � 2� �□	� �� � 1�� (6) �� � 1�� �□� �� � ��� 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

解説） 

 因数分解の公式に	�� � 2�� � �� 	� �� � ��� や �� � 2�� � �� � �� � ��� がある。 

 これらの公式は、�� � 2�� � ��	の形の式ならば、 �� � ��� と�  �� の形に変形できることを 
意味している。 
 具体的には、式 �� � 2�� � ��	 の � に着目して考えると、 
 ① � の係数 2� が � の２倍になっている。 

 ② 定数項 ��（ � のない項）が � の２乗になっている｡ 

 ①、②をともに満たすとき、�� � 2�� � ��	は �� � ��� と変形できるという公式である。 
 

 

例 (1) �� � �� � �	 � �� � 2 �  	� �  	�＝��＋ 	�� 
 

  (2) �� � �� � �	 � �� � 2 �  	� �  �＝�� �  �� 

コラム ～ �� � 1�� を展開したときの係数～ 

 �� � 1�� を展開したときの各項の係数に注目すると、ある性質が隠れていることに気が付きます。 

 展開した式はそれぞれ、 �� � 1�� � � � 1  �� � 1�� � �� � 2� � 1  �� � 1�� � �� � 3�� � 3� � 1 となり、 

 各項の係数に注目し、縦に並べてみると、   1 	1		 
                      1 	2 	1 

                     1 	3 	3 	1   となります。 

 係数の性質に気が付くと、�� � 1�� � �� �□�� � ��� �□� � 1の□に入る数字も簡単に求めることができます。 

2 □ 2□2□

□ 3 □3 □3

□単元名 

  因数分解【学力調査問題 問３】  
□単元の学習を行うために必要な力 

  平方の形になる因数分解  

− 88 −



- 1 - 

 

４ 理科委員会の取組 

(1)  理科における学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等について 
ア 小・中学校における理科教育の現状 

小・中学校学習指導要領では理科に係る教育内容の主な改善事項として、「言語活動の充実」

において記録、説明、批評、論述、討論などの学習を充実させること、「理数教育の充実」にお

いては国際的な通用性、内容の系統性の観点から指導内容を充実させることや反復（スパイラ

ル）による指導、観察・実験、課題学習を充実させること等が挙げられている。 
小学校の各学年の問題解決の能力として、第３学年では身近な自然の事物・現象を「比較し

ながら調べる」、第４学年では自然の事物・現象や働きを「関係付けながら調べる」、第５学年

では自然の事物・現象の変化や働きを「条件に目を向けながら調べる」、第６学年では、自然の

事物・現象についての要因や規則性を「推論しながら調べる」ことが目標に示されている。こ

れらの問題解決の能力は、その学年で中心的に育成するものであるが、下の学年の問題解決の

能力は上の学年の問題解決の能力の基盤となるものであることに留意する必要があるとしてい

る。また、中学校においても問題解決の能力が重視されており、中学校との接続を考慮し、第

６学年の問題解決能力を「推論」としている。中学校においては、小学校で育成した「比較・

関係付け、条件制御、推論」する能力に、「分析、解釈」する能力を加えて科学的な探究能力を

さらに深化させることが示されている。 
イ 小・中学校の理科における「基礎的・基本的な知識・技能」の項目 

校種 学年 エネルギー 粒子 生命 地球 

小
学
校 

３年 

風やゴムの働き 
光の性質 
磁石の性質 
電気の通り道 

物と重さ 昆虫と植物 
身近な自然観察 太陽と地面の様子 

４年 電気の働き 
空気と水の性質 
金属、水、空気の温

度 

ヒトの体のつくりと

運動 
季節と生物 

天気の様子 
月と星 

５年 
振り子の運動 
電流の働き 物の溶け方 

植物の発芽、成長、

結実 
動物の誕生 

流水の働き 
天気の変化 

６年 
てこの規則性 
電気の利用 

燃焼の仕組み 
水溶液の性質 

ヒトの体のつくりと

働き 
植物の養分と水の通

り道 
生物と環境 

土地のつくりと変化

月と太陽 

中
学
校 

１年 
力と圧力 
光と音 

物質のすがた 
水溶液 
状態変化 

植物の体のつくりと

働き 
植物の仲間 
生物の観察 

火山と地震 
地層の重なりと過去

の様子 

２年 
電流 
電流と磁界 

物質の成り立ち・化

学変化・化学変化と

物質の質量 

動物の体のつくりと

働き 
生物と細胞 
動物の仲間 
生物の変遷と進化 

気象観測 
天気の変化 
日本の気象 

３年 

運動の規則性 
力学的エネルギー 

水溶液とイオン 
酸・アルカリとイオ

ン 

生物の成長と殖え方 
遺伝の規則性と遺伝

子 

天体の動きと地球の

自転・公転 
太陽系と恒星 

エネルギー・科学技術の発展 生物と環境・自然の恵みと災害 
自然環境の保全と科学技術の利用 
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ウ 高等学校の理科教育における課題 
    上記のア・イを踏まえ、高等学校の学習指導要領で科学的な探究力を育むことが重要である

ことが示されているが、この科学的な探究力を育むために必要とされる基礎的・基本的な知識・

技能の定着が十分ではないため、高等学校理科の学習の内容を十分に理解できず、学びの意欲

が低下している生徒が見られる。そのため、高等学校に入学後、早期に生徒の義務教育段階の

学習定着状況を段階的に把握し、学習支援を行っていくことが必要である。 
(2)  教材の概要 

ア 概要 

本委員会では、高等学校の物理基礎・化学基礎・生物基礎・地学基礎についての「ア 基礎

学力診断を行うための単元指導計画」と、その単元指導計画に基づいた授業を理解するために、

義務教育段階で学び、かつ十分に定着しておくべき学習内容の項目の「イ 学び直しを含む学

習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」、及び診断リストの項目についての知識・

技能の定着度を測るとともに、設定した単元に位置付けた言語活動で必要となる知識・技能の

予習をさせるための「ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」

（レディネステスト）を作成した。また、レディネステストで把握した生徒の学習状況に合わ

せ活用する「エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材」

（基礎学力強化問題）を作成した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

イ 教材の構成等 
    物理基礎の単元「力学」を例とし、指導資料Ⅰを基に、教材の構成・内容と活用する方法を、

次の(ｱ)～(ｳ)に示す。 
   (ｱ) 「ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画」は、各学校の学力スタンダードに基づい

た具体的な到達目標を示してある。 

単元の到達目標を達成するに、義務教育段階における「力学」分野の学習において十分に

 ア 基礎学力診断
を行うための単元
指導計画 

イ 学び直しを含
む学習内容の定着
状況を把握するた
めの診断項目リス
ト 

 

 
ウ 学び直しを含
む学習内容の定着
状況を把握するた
めの学力調査問題
（レディネステス
ト） 

 
エ 学習の基盤と
なる基礎的・基本的
な知識・技能等を身
に付けるための教
材」（基礎学力強化
問題） 

診断項目を確認するため
の問題を作成 

単元指導計画に基づいて、義務
教育段階の学習内容を抽出し、
リストを作成 

診断結果を記入
し、学び直し計
画を立案 

生徒の学習定着状況の把握 

リストの項目を基
に、学び直しを行
う問題を選択 
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定着すべき基礎的・基本的な知識・技能等の項目を抽出してまとめたものが、「イ 学び直

しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」である。各単元の授業を

実施する前に、生徒の学習定着状況を確認し、診断（可・不可）を行うようにする。 

    (ｲ) 「ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題」は、生徒の学

習定着状況について診断するために、単元で身に付けさせたい知識・技能等の定着度を測

るとともに、単元に位置付けた言語活動で必要となる知識・技能等の予習をさせることを

目的に作成した「レディネステスト」である。その結果を基に、リストの項目について診

断を確定する。レディネステストには、単元の学習に必要となる知識・技能等をあらかじ

め知らせることで生徒の学習に対する不安を和らげ、自信をもたせるという効果が期待で

きる。 
また、本単元の詳細や出題意図と、レディネステストを実施した結果を基に行った誤答

分析を示してある。ただし、各学校における生徒が抱える課題は異なることから、学校独

自の分析データを蓄積し、レディネステストの精度を上げていく必要がある。 

     (ｳ) 「エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材」は、「ウ 

学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」に基づいて、生徒が

学び直し学習を行うときに活用する補充教材として作成した「基礎学力強化問題」である。 

ここでは、リストにある中学１年で学習する「重力」分野を掲載している。各問題では強

化する必要がある力を明確に示すとともに、放課後等に生徒が主体的・継続的に学習に取り

組めるように、学習教材を公開しているウェブサイトの動画等を活用する方法を示してある。

生徒が動画等を活用できるように、校内のＩＣＴ機器の使用についての体制をつくる必要が

ある。 
ウ その他 

指導資料Ⅱ～Ⅴは、上記で説明した「教材等の構成」に基づいて、新たに物理基礎・化学基

礎・生物基礎・地学基礎からそれぞれ一単元ずつ抽出して作成した教材を掲載した。 

 

  (3)  学習活動への位置付け 

   本委員会で作成した「基礎学力診断を行うための単元指導計画」と「学び直しを含む学習内容の

定着状況を把握するための診断項目リスト」と、「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握する

ための学力調査問題」（レディネステスト）及び「学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能

等を身に付けるための教材」（基礎学力強化問題）は、生徒全員を対象として行う授業で活用する

教材ではなく、義務教育段階の学習定着が不足している少数の生徒を対象に支援を行うことを目的

とした教材である。そのために、生徒が放課後等の時間を活用して主体的に取り組めるように「基

礎学力強化問題」は複数作成したが、本報告書ではその一部のみ掲載している。 
   また、外部人材による生徒の学習支援等を想定し、当該科目の担当以外でも指導できるように教

材の構成を共通化した。 
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(4) 指導資料Ⅰ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 
 

単元名「２ 内容の(1)のイの(ア)様々な力」  科目・教科名 理科・物理基礎 

(1) 単元設定のねらい 

  力を図示することと様々な種類があることを知ることで、「力学」分野の学習の礎を築く。 
(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

  重力、垂直抗力、摩擦力、弾性力、浮力がどのような力であるかを知り、それぞれを、図を用

いて表現できる。また、重力や弾性力については、それぞれの大きさを求められる。 
 

指導計画 

単元指導計画概要（全６時間） 

時 目標 学習内容・学習活動

１ 
力の働きを知る 
力を、 矢印を用いて可視化するための手続きを知る。   （問題１、 ２）

力のはたらき 
力の表し方 

２ 
様々な力について知る 
弾性力と重さについては定量的に求められる。    （問題１、２、４）

空間を隔てて働く力 
物体に接して働く力 

３・４ 
前時までに扱われた種類の力とそれらの表現方法（矢印）に基づいて、 
それらを簡単な系に当てはめて見付け出すことができる。 力の見つけ方 

５ 平行四辺形の法則を用いて合力と分力を作図することができる。 力の分解、 力の合成 

６ 
力がつりあうための条件を知る 
条件を適用し、 簡単な系でのつりあい問題を解くことができる。（問題３）

力のつりあい 
 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 
 

単
元
名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可 
学年 内容 

診断 

可 不可 

様
々
な
力 

 

1 年 力の働き （問題１） □ □

 （問題２） □ □

2 年  

3 年 力のつりあい （問題３） □ □

  （問題４） □ □

 力の合成  （次の単元）  

 力の分解  （次の単元）  

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 
 

問 題 解 答 ねらい 

１ 以下に示された力(1)～(5) の名称を、ア～オの中から選びなさい。 

 

(1) ア 

(2) ウ 

(3) イ 

(4) エ 

(5) オ 

 

中学校で学習した力

のうち、重力、摩擦

力、垂直抗力、浮力、

及び弾性力について

知っている。 

 

※完答のみ「可」 

２ 斜面を降りている物体に働く垂直抗力としてふさわしい力の矢印を、右図の

(1)～(4)の中から選びなさい。なお、(1)と(3)、及び(2)と(4)はそれぞれ互い

に直交しているものとします。さらに、(3)は斜面に平行とします。 

 

(1) 

 

 

斜面から受ける垂直

抗力の向きを理解し

ている。 

 

※(2)を選ぶ者が少

なくなく、大変誤

りやすい箇所とな

っている。 
３ 図１は、全ての物体が床に対して静止しているところを示したものです。図

２に示された力の矢印(1)～(3)は、網掛けされた物体に働いている力を表して

います。(2)の大きさが 100N、(3)の大きさが 50Nのとき、(1)の大きさは何 Nに

なりますか。ただし、(1)～(3)は本来、同一作用線上に描かれるものですが、

ここでは見やすさを考慮して少しずらしてあります。 

150N 力のつりあいについ

て理解している。 

 

（解説） 

力のつりあい 

(1)＝(2)＋(3)より、

100N＋50N＝150N 

 

４ 全く同じ強さのばねＡ、Ｂを天井に固定し、それ 

ぞれのばねの先に重さの異なるおもりを取り付けた  

ところ、右図のようになりました。このとき、ばね 

がおもりを引っ張る力（弾性力）が大きいのはＡ、 

Ｂのどちらですか。ＡかＢで答えなさい。 

Ａ フックの法則 

Fkx 

と、ばねの弾性力を

定性的に理解してい

る。 

 
 
 
 
 

(1)  

(2)  

(3)  

(4) 

(1) 

(5) 

(1) 

ア 重力  イ 摩擦力  ウ 垂直抗力  エ 浮力  オ 弾性力

(4) 

(3) 
(1) 

運動の向き 

(2) 

床（摩擦なし） 

全て静止 (1) 

(2)

(3)

図２図１  

Ｂ

自
然
の
長
さ 

Ａ

天井
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  (ｱ)  診断テストの学習指導要領解説、出題意図、及び誤答分析 

■ 単元 高等学校学習指導要領 理科 (1) イ (ア) 様々な力 
1 学力スタンダード「基礎」での「重力、垂直抗力、張力、摩擦力（静止摩擦力・動摩擦力）、弾性力、浮 

力がどのような力であるかを知り、それぞれ図を用いて表現できる（太字はここで装飾したもの）」が対 

象である。 

2 中学校での既習事項は、重力、垂直抗力、浮力、弾性力、摩擦力（静止と動の区別はしない）である。 

3 学力スタンダード『基礎』段階へスムーズに接続させるための、単元の初めに短時間で実施できる教材 

が目標である。 

4 具体的に解答時間は、10 分間を想定している。 

5 難易度の設定は、「中学校での学習内容（重力、垂直抗力、浮力、弾性力、摩擦力）」の基礎が定着してい 

るかを測るもので、非常に基礎的な内容とした。 

6 これを短時間で正確に解答できない場合、中学の既習事項が全く身に付いていないことを表し、高校の授 

業内でタンダード「基礎」段階に到達することが困難であることが予想される。 

7 物理基礎としての最終到達目標は、物体に働く力を図示することであるが、学力スタンダードでは、「基 

礎」段階に該当している。 

■ 出題意図 
1 中学校で学習した力のうち、重力、摩擦力、垂直抗力、浮力、及び弾性力について知っている。 
2 斜面から受ける垂直抗力の向きについて理解している。 
3 力のつりあいについて理解している。 
4 フックの法則 Fkx とばねの弾性力を定性的に理解している。 

■ 誤答分析 ～予想される誤答とその対処について 
 
１ 以下に示された力(1)～(5)の名称を、ア～オの中から選びなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 中学校で学習した力のうち、重力、摩擦力、垂直抗力、浮力、及び弾性力の確認 
誤答分析 

「力の表し方」に従って図示された中学で既習の力を、 身に付けているかを問う問題 
知識の定着を問う問題のため、誤った考え方による代表的な誤答というものは、特に考えられない。正答ではな

かった生徒は、義務教育段階の知識の定着が十分でないため、改めて覚え直すことが必要である。その際には、複

数の事例を図で示すと、効果的である。 
 
 
２ 斜面を降りている物体に働く垂直抗力としてふさわしい力の矢 

印を、右図の(1)～(4)の中から選びなさい。なお、(1)と(3)、及 

び(2)と(4)はそれぞれ互いに直交しているものとします。さらに、 

(3)は斜面に平行とします。 
※ 誤りやすい垂直抗力の向きの確認 
誤答分析 

垂直抗力が斜面に垂直になっていない図を描く生徒 

 が多い。中学卒業段階では、(2)が特に多い。 

垂直抗力を正しく図示させるために、先に、“誤った 

例”として(2)を示す。次いで、接している面に対して 

垂直であることを、実際にいくつか板書する。斜面に対 

(4)

(3) 
(1) 

運動の向き

(2)  

板書例

(1) 

(4) 

(5) 
(2)  

(3)  

(1) 

(1) 

ア 重力   イ 摩擦力   ウ 垂直抗力   エ 浮力   オ 弾性力 

１ 解答欄 

(1) ア 

(2) ウ 

(3) イ 

(4) エ 

(5) オ 
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して直角になることが定着すれば可とする。 

接触を絶った瞬間に垂直抗力がゼロになることも合わせて指導する必要がある。垂直抗力以外にも、接触により

生じる力に分類されるものは全てその発生条件が失われた時点で力が消え去ることは指導しておきたい。 
 
 
３ 図１は、全ての物体が床に対して静止しているところ 

を示したものです。図 2に示された力の矢印(1)～(3) 

は、網掛けされた物体に働いている力を表しています。 

(2)の大きさが 100N、(3)の大きさが 50N のとき、(1)の 

大きさは何 N になりますか。ただし、(1) ～(3)は本来、 

同一作用線上に描かれるものですが、ここでは見やすさ 

を考慮して少しずらしてあります。 

※力のつりあいの確認。力のつりあい(1)＝(2)＋(3) 

より、(1)100N＋50N＝150N 

誤答分析 
作用反作用の法則は単元外なのでここでは問うてい

ない。また、誤りやすい２物体（以上の）系の垂直抗力の図示でもない。そのため、誤った考え方による代表的な

誤答は特にない。誤答のほとんどは計算結果の数値であることが考えられる。それらは１次方程式を解く過程で生

じた計算ミスである。 
しかし、 問題を解く上で、「(1)の反作用は最下段の物体に働く力である」「(2)は網掛けされた物体に働く重力で

ある」「(3)の反作用は最上段の物体に働く力である」と認識できているかどうかが今後の物理基礎の学習に大きく

影響する。ほとんどの生徒は、それを意識できないためこの検査問題をクリアできても、今後の学習でつまずく可

能性が高い。 

 
 
４ 全く同じ強さのばねＡ、Ｂを天井に固定し、それぞれのばねの先に重さ 

の異なるおもりを取り付けたところ、右図のようになりました。このとき、 

ばねがおもりを引っ張る力（弾性力）が大きいのはＡ、Ｂのどちらですか。 

ＡかＢで答えなさい。 

※ Fkx の定性的な理解の確認。 
誤答分析 

  Ｂを答える生徒の割合は、 意外にも多い。恐らくは、問題文を読み 

進めていくうちに、冒頭の「全く同じ強さのばね～」（物理的には、ばね 

定数 k が等しいということを表す）を忘れてしまったため、「Ｂのばねは

強いからほとんど伸びなくても物体を支えられる。」と考えたのではないかと思われる。もし生徒がこのように間違

えたのであれば、問題文をきちんと読もう、 と呼び掛けるだけでよい。 

問題文ではＡとＢのどちらが重いかの条件設定をしていないが、二択であることから、代表的な誤答はない。ま

た、「重いものを支えているほうが大きな力を発揮している。」といったこの問いの主旨に沿わない考えに基づいて

解答していたとしても、この先の物理基礎の学習において致命的な欠陥になることもないため、生徒がそう捉えて

正答を選んだことは特に問題視せずともよい。これからの物理基礎の授業内で十分誤解を解けるだろう。 

  もし、「伸びと力の大きさは比例する（フックの法則）」ことを中学校で実験的に確かめたことがない者がいるなら

ば、実際に測定させて測定結果を方眼紙にプロットさせ、法則に気付かせるまで教科指導（要するに居残り勉強）し

たいところである。例えば、10g、20g、30g、40g … とおもりの質量を変えたときのばねの伸びを測定させ、次に先

ほどのものより強い（弱い）バネに変更して同じおもりを用いて同様の測定を行わせる。10g、20g、40g、50g と測

定させ、その測定値を方眼紙上にプロットさせる。グラフから比例関係が見いだせれば、「実際に測定していない 30 

g のおもりをつるしたとき、バネは何 cm 伸びることが予想されるでしょうか。予想した値をノートにメモしてから

実測してください」などと指示をだし科学的思考力の育成につなげたい。 

 
 
 
 

Ｂ

自然の 
長さ 

Ａ 

天井

床（摩擦なし）

全て静止 (1) 

(2)

(3)

図２図１ 

３ 解答欄 150N
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材（重力） 

(ｱ) 単元別必要な学力の説明 

 

(ｲ) 補助教材の例 

■ 離れていても働く力                                    

力は、物体同士が離れていても互いに作用し合う。 
このことを、空間がそういう性質を帯びているからだ、と考える（近接作用）。 
「そういう性質を帯びている空間」を [ 場 ] と呼ぶ。 
場の力は、 物体同士が近づくと急速に [ 強 ] く、離れると急速に [ 弱 ] くなる。 

 重 力  質量をもった物体が感じる力 
 [ 地 球 ] が [ 地 表 面 上 ] の物体を引っ張る力 
 物体も [ 地 球 ] を引っ張り返している（作用反作用の法則）が、 地球の運動を左右する大

きさではない。[ 地 球 の 中 心 ] を向く（この向きを「下」と感じている）と近似する。 
身近な現象を考えるときは、地上の [ ど こ で も 一 定 ]（一様な場）と考える。 
重力の作用点はその物体の [ 重 心 ] 
重力の大きさを一言で [ 重さ ] と表す。 

 

□ 単元名「２内容の(1)のイの(ア)様々な力」 

□ 単元の学習を行うために必要な力 

1 力の向き、大きさ、及び働いている箇所という三つの情報を、一つの矢印で表現する表現力 

2 離れていても働く力（主に重力）を上記 1にのっとって表現する表現力 

3 接触によって生じる力を上記 1にのっとって表現する表現力 

4 力学的条件から立式できる科学的思考力及び科学的判断力（問題文を読んで式を立てること。

例えば力のつりあいにおいては、“合力＝0”という方程式を立てることに相当） 

5 上記 4の方程式を解けるだけの数学的素養 

□ この問題で強化する力 

上記 2 

□ 継続的な学習について（自学自習に必要な情報） 

  広い野原を歩くとき、 野原が曲がっていることに気付けるでしょうか。地球はあまりに大きい

ため、野原でキャッチボールする場合は平らだと感じるでしょう。つまり、重力はどこでも同じ

大きさで平行とみなせるのです。（みなせない場合については、４単位の物理で学習します。） 

地球の中心 

校庭でキャッチボールする場合の視点（「物理基礎」）人工衛星の運動を考える場合の視点（「物理」）

大地は平らで重力は常に足元へ向かう向きであり, 
一様であるとみなす。 

大地

− 96 −



- 9 - 

 

 静 電 気 力  

電気を帯びた物体が感じる力 

   [ 電 荷 ] をもつ物体同士に働く力 
異種電荷は互いに [ 引 き 合 う ] 
同種電荷は互いに [ 反 発 し 合 う ] 

 磁 気 力  
磁気を帯びた物体が感じる力 
磁石は[ Ｎ ] 極と[ Ｓ] 極のペアで存在し 
ている。 

  単一磁荷の存在はまだ確認されていない。 
Ｎ極Ｓ極は互いに [ 引 き 合 う ]  
Ｎ極同士又はＳ極同士は互いに [ 反 発 し 合う ]  

 
■ 問題「重力」 以下の問いに答えなさい。                       

問１  以下の(1)～(7)に答えなさい。 
(1) 地球が地球上の物体を引っ張る力を何と呼びますか。 

(2) (1)の向きを答えなさい。 

(3) (1)の大きさを一言で何といいますか。 

(4) 電荷間に働く力を何と呼びますか。 

(5) 正電荷と負電荷間に働く(4)の力は、互いに引き合いますかそれとも退け合いますか。 

(6) 磁石のＮ極とＳ極との間に働く力は、互いに引き合いますかそれとも退け合いますか。 

(7) 地球の北極はＮ極、Ｓ極のどちらかですか。 

 
問２ 下図の(1)～(8) の物体に働く 重力 を図示しなさい。 

 

 
 

 

 

糸 

(1) 机の上に置かれた 

箱 

(2) 水中にある分銅 (3) 吊るされたおもり (4) 三段重ねの真ん中

の箱 

(5) 斜面上にある球 (6) 滑らかな床上を

滑っている球 

(7) 自由落下中の

ボール 

(8) 放物運動中の

ボール 

進む向き

プラスとマイナスは引かれ合う

負電荷が正電荷

を引っ張る力 
（正電荷に働く） 

正電荷が負電荷

を引っ張る力 
（負電荷に働く）

同じ種類だと反発しあう 

NS 

違う極同士は引き合う 

NS

SN 
磁気力 

同じ極同士は反発し合う 

NS
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■ 問題「重力」 解答解説                               

解答 

問１ (1) 重力  (2) 地球の中心  (3) 重さ  (4) 静電気力  (5) 引き合う 

    (6) 引き合う  (7) Ｓ極 
問２ 注目物体の重心（均一な物体の場合は図形的な中心）に作用点をとり、下向きに矢印を描く。 

下図参照。 

 

 

解説 

問１ (6)方位磁針のＮ極が北極を指すということは、北極は、Ｎ極と引き合う極である。 
したがって、Ｓ極。 

問２ 静止していても運動していても、物体が地上にある限り、地球から常に重力を受ける。な

お、地表面上で一様重力場と近似する場合においては、重力の向きを特に、鉛直下向き（え

んちょくしたむき）と呼ぶ。 
 (5)球は斜面を下っているのか、斜面上で止まっているのか、又は、地面から斜面に向けて

蹴り上げられ、斜面を登っているのか、この情報だけからは判断できない。しかし、どのよ

うな運動の様子であっても、重力は解答に示した通りに働いていることは間違いない。 

 
補習時間以外でも学習することができる参考文献や、問題集、インターネット上での学習補助教

材等の情報を知らせるもの 

 

 

 

糸 

(1) 机の上に置かれた 

箱 

(2) 水中にある分銅 (3) 吊るされたおもり (4) 三段重ねの真ん中

の箱 

(5) 斜面上にある球 (6) 滑らかな床上を

滑っている球 
(7) 自由落下中の

ボール 

(8) 放物運動中の

ボール 

進む向き

参考 

 

NHK for School 10 min. ボックス『力の働き』 

http://www.nhk.or.jp/rika/10min_rika1/?das_id=D0005110103_00000 
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(4) 指導資料Ⅱ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 
 

単元名「２内容の(1)のイ様々な力とその働き」 教科・科目 理科・物理基礎 

(1) 単元設定のねらい 

  身近な物体に働く力を見いだし、その役割を理解させる。 

物体の運動を力の働きと関連付けて、基本的な概念や法則を見いださせる。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

  加速度の大きさは加えた力の大きさに比例し、物質の質量に反比例することを理解する。 
  重力、垂直抗力、摩擦力がどのような力であるかを知り、それぞれ図を用いて表現できる。

 
指導計画 

単元指導計画概要 

時 目標 学習内容・学習活動 

１ 
力は大きさと向きによって表されることを理解する。 

(問題１・２・３）

力の２要素 
いろいろな力 

２ 力のつり合いを理解する。           （問題４） 

フックの法則 
２力のつり合い 
力の見つけ方 

３ 力の合成と分解を理解する。 
力の合成 
合力・分力 

４ 運動の第１法則を理解する。 
だるま落としなどの演示実験

慣性の法則 

５・６ 力と質量と加速度の関係を理解する。    （問題５・６） 
力と加速度の関係(実験) 
質量と加速度の関係(実験) 

７ 運動の第２法則を理解する。        （問題５・６） 運動方程式 

８ 運動の第３法則を理解する。 作用・反作用の法則 
 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 
 

単
元
名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可 
学年 内容 

診断

可 不可

様
々
な
力
と
そ
の
働
き 

3 年 風やゴムのはたらき 

（問題1）
□□ １年 

力による現象 

（問題 1・2・3） 
□□

４年  
２年  

５年 振り子の運動  

３年 

力のつり合い （問題 4） □□

６年 てこの規則性  合成・分解  

力と物体の運動（問題 5・6） □□

[所見] 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

 

問題 答え ねらい 

１ 静かな室内で送風機を使い静止している台車に風を当てま

した。風が強いときと風が弱いときでは、どちらが遠くまで台

車が動くか記号で答えなさい。なお、風はどちらの台車にも同

じ時間当てたものとします。 
Ａ. 強い風 

 
 
Ｂ. 弱い風 

 

Ａ 風と力の関係を理解

している。 

２ 机の上に置かれた物体に働く重力を矢印で  
表しなさい。 

 力は大きさ、向き、作
用点の３要素が必要
であることを理解し
ている。 

３ 机の上に置かれた物体が机から受ける垂直抗力 
を矢印で表しなさい。 

 垂直抗力を正しく図

示できる。 

４ 以下に示された力(1)～(3)の名称をア～オの中から選びな 
さい。 

ア. 重力 イ. 摩擦力 ウ. 垂直抗力 エ. 浮力 オ. 弾性力 
 
 
 
 

(1)ア 
(2)ウ 
(3)イ 

重力、垂直抗力、摩擦

力を区別し、正しい名

称を選べる。 

５ 右向きに４秒間、一定の力を加え続けた結果、車は以下のよ

うな運動をしました。 

 

 

 

 

 

(1) ３秒経過した時の速さを求めなさい。 

(2) ４秒経過した時の速さを求めなさい。 

(3) この車はどのような運動をしているといえますか。次の文

章の｛  ｝の中から正しい言葉を選びなさい。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

(1)10m/s 

(2)12m/s 

(3)大きく 

運動の向きに力が働

き続けると、物体の速

さは大きくなってい

くことを理解してい

る。 

６ 右向きに４秒間、問５の２倍で一定の力を加え続けた結果、

車は以下のような運動をしました。なお、力の大きさ以外は問５

と同様の条件で実験を行ったものとします。 
 
 
 
 
 
(1) ３秒経過した時の速さを求めなさい。 
(2) ４秒経過した時の速さを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 
 

(1)16m/s 

(2)20m/s 

同じ物体では、働く力

が大きいほど、速さの

変化する割合は大き

くなることを理解し

ている。 
12m/s8m/s 

0 秒 1 秒 2 秒 3 秒

2 倍の力 
4m/s 

運動の向きに力がはたらき続けると，物体の速さは 

｛ 大きく・小さく ｝なっていく。 

8m/s6m/s 4m/s 

0 秒 1 秒 2 秒 3 秒

(2)  

(3)  (1) 

− 100 −



- 13 - 

 

エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材（力と運動） 

(ｱ) 単元別必要な学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

QR コード 

 

 

 

 

 

この補充プリントは、動画を見ながらシーンの順番に内容を確認し、問題を解答してください。PC

やスマートフォンを使用して、下記のウェブサイトを検索して探すか、URL を直接入力、又は下の QR

コードを読み取って、ウェブサイトにアクセスしてください。 

ウェブサイト「NHK for School 10min.ボックス 理科１分野 力と運動」 

http://www.nhk.or.jp/rika/10min_rika1/?das_id=D0005110115_00000 

 

(ｲ) 補助教材の例 

問１ 上記のウェブサイトにある動画を見ながら、対応するシーンの文章を読んで、( )に当てはまる

言葉を入れましょう。選択肢がある場合は選びましょう。 

scene 01 すべての運動は四つの動きに 

☆ 物体のすべての運動は、四つの動きに分類することができます。 

 

scene 02 運動の向きの変化と速さの変化で分類する 

☆ 物体の運動を、運動の向きと速さが変わるか変わらないかで分類してみましょう。 

☆ まずはローラーコースター 

運動の向きは(１ 変わる・変わらない )。 
運動の速さは(２ 変わる・変わらない )。 

☆ 続いて観覧車のゴンドラ 

運動の向きは(３ 変わる・変わらない )。 
運動の速さは(４ 変わる・変わらない )。 
 

□ 単元名「様々な力とその働き」 

□ 単元の学習を行うために必要な力 

「風やゴムのはたらき」(小学校３年） 

「振り子の運動」(小学校５年） 

「てこの規則性」(小学校６年） 

「力による現象」(中学１年） 

「力のつり合い」(中学３年） 

「合成・分解」（中学３年） 

「力と物体の運動」(中学３年） 

□ この問題で強化する力 

「力と物体の運動」(中学３年） 

□ 継続的な学習について(自学自習に必要な情報） 

scene 05 以降 

http://www.nhk.or.jp/rika/10min_rika1/?das_id=D0005110115_00000 

「理科ネットワーク（一般公開版）」 

http://rikanet2.jst.go.jp/ 
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☆ 滑り台の真っ直ぐな部分を滑る動き 

運動の向きは(５ 変わる・変わらない )。 
運動の速さは(６ 変わる・変わらない )。 

☆ 動く歩道で立ったまま移動している人 

運動の向きは(７ 変わる・変わらない )。 
運動の速さは(８ 変わる・変わらない )。 
このように、向きと速さの変化に着目すると、運動は四つに分類することができます。 

 

scene 03 向きを変えず速さが一定の運動とは 

☆ 「エアトラック」（実験装置）を水平に置き、滑走体に最初だけ力を加え、１秒ごとの位置を記

録します。１秒間に動いた距離、つまり平均の速さは、いつも(９ 同じになり・
異なり )ます。向きを変えず速さが一定の運動を、等速直線運動といいます。 

 

scene 04 速さが変わる運動と変わらない運動の違いは… 

☆ 今度は、エアトラックの片側を高くして傾きをつけます。滑走体の位置を１秒ごとに記録して

みると、１秒間に移動する距離は次第に(10   )なっていきます。この長さは１秒

間の平均の速さを表し、同じ割合で速くなっていることがわかります。 

☆ 速さが変わる運動と変わらない運動を、力に注目して見てみます。 

速さが変わる運動は、動きの方向に(11   )が働き続けています。重力によって、斜

面方向に常に同じ(12   )で引っ張られ続けるため、一定の割合で速くなります。 

一方、速さが変わらない運動は、動きの方向に(13   )が働いてていません。「今

回は、再生時刻〈6:13〉までです。」 

 
問２ 自分で問１の答え合わせをしましょう。解答は下記に示します。自己採点をして、間違えや未記

入があった場合は、間違えたシーンが含まれている動画を見直して、再度内容を確認できたらチェ

ックをいれましょう。 

番号 解答 自己採点(○、×) 動画の内容確認 

1 変わる   

2 変わる   

3 変わる   

4 変わらない   

5 変わらない   

6 変わる   

7 変わらない   

8 変わらない   

9 同じになり   

10 長く   

11 力   

12 力   

13 力   
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問３ 次の問題を答えましょう。 

右向きに４秒間、一定の力を加え続けた結果、車は以下のような運動をした。 
 

 

 

 

(1) １秒経過した時の速さを求めよ。 

(2) ２秒経過した時の速さを求めよ。 

(3) ３秒経過した時の速さを求めよ。 

(4) ４秒経過した時の速さを求めよ。 

(5) 選択肢から正しい言葉を選べ。 

運動の向きに力が働き続けると、物体の速さは｛ 大きく・小さく ｝なっていく。 

 

問４ 次の問題を答えましょう。 

右向きに４秒間、問３の２倍で一定の力を加え続けた結果、車は以下のような運動をした。 

なお、力の大きさ以外は問３と同様の条件で実験を行ったものとする。 

 

 

 

 

(1) １秒経過した時の速さを求めよ。 

(2) ２秒経過した時の速さを求めよ。 

(3) ３秒経過した時の速さを求めよ。 

(4) ４秒経過した時の速さを求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4m/s2m/s 0m/s 

0 秒 1 秒 2 秒 3 秒

8m/s4m/s 

0 秒 1 秒 2 秒 3 秒

2倍の力 0m/s 

解答 

問３ (1)2m/s (2)4m/s (3)6m/s (4)8m/s (5)大きく 

問４ (1)4m/s (2)8m/s (3)12m/s (4)16m/s 
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(5) 指導資料Ⅲ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 
 

単元名 内容(3)のアの(ｲ) 化学反応式  教科・科目  理科・化学基礎 

(1) 単元設定のねらい 

  化学反応を化学反応式で表すことができ、係数を決めることができる。また、その係数の表

す量的関係が分かる。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

① 化学反応式では、左辺に反応物、右辺に生成物を書くことを知る。 

 ② 簡単な化学反応式の係数を決めることができる。 
    

指導計画 

単元指導計画概要 

時 目標 学習内容・学習活動 

１ 化学反応とは何かを知る(問題１)。 化学反応の意味 

２ 
化学反応式の書き方を知る①(問題２～

６)。 

化学反応式の書き方 

化学反応式の書き方の練習① 

３ 
化学反応式の書き方を知る②(問題７、

８)。 
化学反応式の書き方の練習② 

４ 化学反応式の表す量的関係を知る①。 化学反応式の係数の表す量的関係 

５ 化学反応式の表す量的関係を知る②。 化学反応式の係数の表す量的関係の練習 

６･７ 発生する気体の体積を予測する。 実験・実験のまとめ・考察 
 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単
元
名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可 
学年 内容 

診断

可 不可

化
学
反
応
式 

 

1 年  

2 年 物質の成り立ちⅠ 

     （問題１、３） 
□ □

物質の成り立ちⅡ 

     （問題２、４）
□ □

化学変化Ⅰ（問題４、５） □ □

化学変化Ⅱ 

（問題６、７、８）
□ □

6 年 燃焼のしくみ  3 年  

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

 

水素と酸素が反応して水ができるという化学反応を化学反応式で表すために、次の問いに答えなさい。 

問題 答え ねらい 

１ 様々な物質をつくっている、それ以上分割することの

できない粒子を何というか答えなさい。 

原子 物質を構成する、最小の粒子が原

子であることを理解している。 

２ ナトリウム原子を記号で表したとき、正しいものを選

びなさい。 

ア．Ｎａ  イ．ｎａ  ウ．ＮＡ  エ．ｎＡ 

ア 元素記号は、アルファベットを用

い、１文字の場合は大文字で、２

文字の場合には大文字・小文字の

順に表すことを理解している。 

３ いくつかの原子が結び付いた粒子を何というか答え

なさい。 

 

分子 気体の水素や酸素などは、原子が

単独で存在しているのではなく、

いくつかの原子が結び付いた粒

子が単位になっていることを理

解している。 

４ 全ての物質は、原子の記号を用いて表すことができる

が、これを何というか答えなさい。 

化学式 化学式を用いて、物質を表すこと

ができることを理解している。 

５ 次の①～③のモデルが表している式を、ア～ウの中か

らそれぞれ答えなさい。 

①                     

 

 

 

②                     

 

 

③ 

 

 

ア ２Ｈ    イ ２Ｈ２   ウ Ｈ２ 

①ウ 

②ア 

③イ 

 

モデルの表す意味を理解し、化学

式を用いて表すことができる。 

 

６ 水素と酸素が反応して水ができるという化学反応の

反応前の物質を二つ、反応後の物質を一つ物質名で答

えなさい。 

反応前 水素・酸素  

反応後 水 

 

化学反応における、反応物と生成

物を理解している。 

７ 水素と酸素が反応して水ができるという化学反応の

化学反応式を言葉で書き表しなさい。 

水素＋酸素→水 化学反応を物質名を用いた化学

反応式で表すことができる。 

８ ７の答えをモデルを用いて表しなさい。 
 

 

      

 

化学反応式をモデルで表すこと

ができる。 

 

 

           

 

 

          ＋             → 

 

 

Ｈ Ｈ

Ｈ Ｈ

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

Ｈ Ｈ Ｏ Ｏ 
Ｏ

Ｈ Ｈ
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材（化学反応式） 

(ｱ) 単元別必要な学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        QR コード 

 

 ※ポイントの整理 

  ① 原子は、アルファベット１文字又は２文字からできる記号で表される。 
  ② ①の原子の記号は、世界で共通に使われている。 
  ③ ①の原子の記号は、１文字で表すときは大文字で表す。２文字で表すときは１文字目は大文字、

２文字目は小文字で書く。 
  ④ 全ての物質は、①の原子の記号で表すことができる。これを、化学式という。 

原子の種類 原子の記号 原子の種類 原子の記号 
水素 Ｈ ナトリウム Ｎａ 

炭素 Ｃ マグネシウム Ｍｇ 

窒素 Ｎ アルミニウム Ａｌ 

酸素 Ｏ カリウム Ｋ 

硫黄 Ｓ カルシウム Ｃａ 

塩素 Ｃｌ 鉄 Ｆｅ 

 

(ｲ) 補助教材の例 

 

問１ 練習をしてみよう。 
      例 ①    水素                  ②   鉄 

       Ｈ    Fe 
      アルファベット１文字 → 大文字     アルファベット２文字 →１文字目：大文字 
                                              

２文字目：小文字 

○単元名  

 化学反応式  

○単元の学習を行うために必要な力 

「物質の成り立ち」（中学２年） 

「化学変化」（中学２年） 

○このプリントで強化する力 

「物質の成り立ち」Ⅱ 

○継続的な学習について 

  NHK for School 10min.ボックス 

http://www.nhk.or.jp/rika/10min_rika2/?das_id=D0005110126_00000 
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 例を見て、次の原子の記号を書いてみよう。 
 
① 水素     ② 炭素     ③ 窒素     ④ 硫黄     ⑤ 塩素 

 
 
 
 
 
 

⑥ ナトリウム  ⑦ マグネシウム ⑧ アルミニウム ⑨ カリウム   ⑩ カルシウム 
 
 
 
 
                                                   

 練習したものを、見てもらいましょう。 
大文字小文字の区別はきちんとできましたか？ 

 
 
 
問２ 問１で直されたところに注意しながら、もう一度、次の原子の記号を正しく書いてみよう。 

 
① 水素     ② 炭素     ③ 窒素     ④ 硫黄     ⑤ 塩素 

 
 
 
 
 
 

⑥ ナトリウム  ⑦ マグネシウム ⑧ アルミニウム ⑨ カリウム   ⑩ カルシウム 
 
 
 
 
                                                  
 練習したものを、見てもらいましょう。 
大文字小文字の区別はきちんとできましたか？ 

 
問３  次の文章を読んで、問題に答えなさい。 

(1) カルシウム原子を記号で表したとき、正いものを選びなさい。      

①ｃａ  ②ＣＡ  ③ｃＡ  ④Ｃａ 

（            ） 
 

(2) 全ての物質は、原子の記号を用いて表すことができる。これを何というか。 
 

（            ） 
解答 (1) ④  (2) 化学式 
 

 
 

 

合格  or  不合格

合格  or  不合格
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(6) 指導資料Ⅳ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

 

単元名「内容(1)のイ 遺伝子とその働き」 教科・科目 理科・生物基礎 

(1) 単元設定のねらい 

   ＤＮＡが遺伝情報の担い得る特徴をもつ物質であり、その複製、分配によって遺伝情報が伝えられ、その情報

に基づいてタンパク質が合成されることを理解させる。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

① ＤＮＡが全ての生物が共通してもつ遺伝子の本体であり、二重らせん構造であることを知る。 

② 遺伝情報とゲノムの関係について知る。 

③ 体細胞分裂の前後で細胞の遺伝情報は同じで、間期にＤＮＡの複製が行われることを知る。 

④ ＤＮＡの遺伝情報はＲＮＡを経て、タンパク質となることを知る。 

⑤ 生命現象がタンパク質の働きで行われていることを知る。 

⑥ 分化した細胞でも、同じ遺伝子を持っていることを知る。 
 

指導計画 

単元指導計画概要 

時 目標 学習内容・学習活動 

１・２ 
ＤＮＡが全ての生物が共通してもつ遺伝子の本体であること

を知る。                        （問題７、８） 

ＤＮＡの存在場所 

ＤＮＡ抽出実験 

３・４ ＤＮＡは二重らせん構造であることを知る。（問題３、７） 
ＤＮＡの構造、ＤＮＡ模型作成 

塩基の相補性、ヌクレオチド 

５ 遺伝情報とゲノムの関係について知る。 （問題６） ＤＮＡとゲノム、塩基配列 

６・７ 
体細胞分裂では、間期にＤＮＡの複製が行われることを知る。

（問題１～５） 

細胞周期 

体細胞分裂の染色体観察実験 

８ 
体細胞分裂の前後で生じる細胞の遺伝情報は元の細胞と同じ

であることを知る。 

ＤＮＡの複製 

半保存的複製 

９ 生命現象がタンパク質の働きで行われていることを知る。 
タンパク質の構造と働き 

アミノ酸、ペプチド結合 

10 
ＤＮＡの遺伝情報はＲＮＡを経て、タンパク質となることを知

る。            （問題７） 

転写と翻訳 

ｍＲＮＡ 

11・12 
分化した細胞でも、同じ遺伝子を持っていることを知る。 

（問題１、６） 

遺伝子発現 

パフの観察実験 
 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単
元
名 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断

可 不可
学年 内容 

診断 

可 不可 

 
 

 

遺
伝
子
と
そ
の
働
き 

 1 年  

2 年 生物と細胞（問題１、３） □ □

物質の成り立ち（化学基礎）  

化学変化   （化学基礎）  

3 年 細胞分裂と生物の成長 

（問題２、４、５） 
□ □

遺伝の規則性と遺伝子 

（問題６、７、８） 
□ □

〔所見〕 

 

− 108 −



- 21 - 

 

ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

問題 答え ねらい 

１ ヒトのからだは皮膚や筋肉、骨など、様々な部分から

できているが、これらを顕微鏡で観察すると、小さな部

屋のようなものが並んで見える。これは何か答えなさい。

細胞 
ヒトのからだが細胞でできて

いることを理解している。 

２ 下の図のように、一つの細胞から、二つの細胞が作ら

れる現象を何というか答えなさい。 
細胞分裂 

細胞は、細胞分裂によって増

えることを理解している。 

３ 下の図の細胞内に見られる ① に入る最も適切な 

語を下のア～オのうちから一つ選びなさい。 
 

ア イ ウ エ オ 

核 遺伝子 染色体 葉緑体 細胞 

ア 

細胞内に核があることを理解

している。 

 

４ 下の図 ① 内には、一つの細胞から、二つに分か 

れる前になると、ひものように見える ② がある。 

 ② に入る最も適切な語を下のア～オのうちから一つ

選びなさい。 
 

ア イ ウ エ オ 

核 遺伝子 染色体 葉緑体 細胞 

ウ 
核内に染色体があることを理

解している。 

５ 一つの細胞が二つに分かれる前に ②  にはどのよ

うな変化が起こるか。最も適切な説明を下のア～オから

答えなさい。 

ア．複製される。 

イ．複製された後、２等分される。 

ウ．２等分された後、複製される。 

エ．２等分される。 

オ．変化は起きない。 

イ 

細胞分裂の際に、染色体が複

製され、２等分されることを

理解している。 

６ 生物の形質（形や性質）を決めているものは、何か答

えなさい。 
遺伝子 

生物の形質を決定する因子が

遺伝子であることを理解して

いる。 

７ 下の図 ③ は、生物の形質を決めている６の本体で

ある。 ③ は何という物質か答えなさい。 
ＤＮＡ 

遺伝子の本体がＤＮＡである

ことを理解している。 

８ 生物の形質の変化は、何が変化することによって引き

起こされるか説明しなさい。 

形質の変化は、遺伝

子（またはＤＮＡ）

の変化によって引き

起こされる。 

遺伝子の変化によって、形質

の変化が引き起こされること

を理解している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

図 
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材（遺伝子） 

(ｱ) 単元別必要な学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この補充プリントは、動画を見ながらシーンの順番に内容を確認し、問題を解答していくことに

なります。PC やスマートフォンを使用して、下記のウェブサイトを検索して探すか、URL を直接入

力、または下の QR コードを読み取って、ウェブサイトにアクセスしてくだ

さい。 

 

ウェブサイト 

「NHK for School 10min.ボックス 理科２分野 細胞分裂と成長」 

http://www.nhk.or.jp/rika/10min_rika2/?das_id=D0005110133_00000 

 

QR コード 

(ｲ) 補助教材の例 

 

細胞分裂と生物の成長                              

問１ 上記のウェブサイトにある動画を見ながら、対応する scene の文章を読んで、（1）～（9）

に当てはまる言葉を入れなさい。 

scene 01 植物の根が伸びていく部分は？ 

☆ 植物の種子を土にまいて、水を与えると根が伸びていきます。根の伸び方を観察してみ 

ると根の           のほうが大きく伸びていることが分かります。 

 

scene 02 根が伸びている部分は何が違う？ 

☆ 伸びている根の先の細胞を観察してみると、伸びている部分の上のほうの細胞の大きさ 

 が                ことが分かります。 

 

２ 

□ 単元名「遺伝子とその働き」 

□ 単元の学習を行うために必要な力 
「細胞と生物」（中学 2年） 

「物質の成り立ち」（中学 2年） 

「化学変化」（中学 2年） 

「細胞分裂と生物の成長」（中学 3年） 

「遺伝の規則性と遺伝子」（中学 3年） 

□ この問題で強化する力 
「細胞分裂と生物の成長」（中学 3年） 

□ 継続的な学習について（自学自習に必要な情報） 
NHK for School 10min.ボックス 

http://www.nhk.or.jp/rika/10min_rika2/ 

１
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scene 03 細胞が二つに分かれる「細胞分裂」 

 

☆ 先端近くの細胞を観察すると         の代わりに“ひも”のようなものが見 

 

える細胞があります。これは、細胞が二つに分かれる              が生じ 

る前兆です。根の先の方が大きく伸びていたのは、細胞分裂によって細胞の数が増えるとと 

もに、増えた細胞が大きくなるからです。 

scene 04 細胞分裂の様子は？ 

☆ ムラサキツユクサのつぼみの中を見ると、できたばかりのおしべの毛が観察できます。 

この細胞を観察すると、細胞分裂の様子を見ることができます。 

scene 05 染色体が二つに分かれて移動し… 

 

☆ 細胞分裂が始まると核に変化が起こり、細長いひも状の            が現 

れます。これは、縮むように次第に短く太くなり、細胞の中心に並び二分され、両極に移 

動します。分かれた染色体は集まってそれぞれ新しい核をつくり、新しい二つの細胞にな 

ります。 

scene 06 分裂すると染色体の数は？ 

☆ 細胞分裂で染色体は二つに分かれます。染色体は分裂する前に複製され、同じものが二 

つになった後、一つずつが別々の細胞に入ります。だから、細胞分裂の前と後では、一つ 

 

の細胞が持つ染色体の数は              。 

 

scene 07 動物の細胞分裂 

☆ イモリの体の表面の細胞を取って顕微鏡で観察すると、細胞内には植物と同じように核 

があります。細胞分裂が始まると、ひも状の染色体が現れて、二分され両極に移動します。 

 

このように、動物も植物も体細胞分裂の仕組みは            です。 

scene 08 染色体の構造とはたらき 

☆ 細胞の核の中に存在し、細胞分裂の際に“ひも”のように見える染色体を詳しく見る 

と、細い糸が巻かれたようになっています。 

その中には、二重のらせん構造になった               と呼ばれる、からだをつ 

くるための設計図が入っています。 

scene 09 生物によって異なる染色体の数 

☆ 一つの細胞が持つ染色体の数は、生物の種類によって違います。ヒトは 46 本、犬は 78 

本、トノサマガエルは 26 本、タマネギは 16 本です。それぞれの染色体には様々な情報を 

 

含んでいて、細胞分裂の際には                       されるので、二分された細胞 

に同じ設計図の情報を伝えることができます。 

 

 

３ 

４ 

５ 

６

７ 

８ 

9 
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問２ 自分で問 1の答え合わせをしましょう。解答は下記に示します。自己採点をして、間違え

や未記入があった場合は、間違えたシーンが含まれている動画を見直して、再度内容を確認

できたらチェックをいれましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 次の文章を読んで、問題に答えなさい。 

（1）植物の根の先端の細胞を観察すると、核の代わりに“ひも”のようなものが見える細胞

があります。この“ひも”のようなものは何でしょうか。 

 

 

（2）細胞分裂する際に、核の中にあった染色体は二つに分かれます。細胞分裂の前後で、そ

れぞれの細胞の中にある染色体の数は、どのようになるでしょうか。 

 

 

（3）染色体の中には、二重のらせん構造をした、からだをつくるための設計図が入っていま

す。これを何と呼ぶでしょうか。 

 

 

（4）体細胞分裂する前のヒトの細胞の核を観察すると、染色体が 46 本見ることができます。

体細胞分裂の後には、染色体の数は何本になるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 解答 自己採点（○、×） 動画の内容確認 

（1） 先   

（2） 小さい   

（3） 核   

（4） 細胞分裂   

（5） 染色体   

（6） 変わらない   

（7） 同じ   

（8） ＤＮＡ   

（9） 複製   

解答 （1）染色体 （2）変わらない （3）ＤＮＡ （4）46本 
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(7) 指導資料Ⅴ 

ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 
 

単元名「地球の熱収支」  教科・科目  理科・地学基礎 

(1) 単元設定のねらい 

  大気の性質や働きについて理解し、様々な現象について考察する力を養う。 

(2) 学力スタンダード（基礎）に基づく具体的な到達目標 

①大気の構造では気圧や気温が鉛直方向に変化していることを理解する。また、気温の高度変化

に基づいて対流圏・成層圏など、四つに区分されることを知る。 
②地球全体の太陽放射の受熱量と地球放射の放熱量がつり合っていることを知る。また、温室効

果の仕組みと原因となるガスについて知る。 
 

指導計画 

単元指導計画概要 

時 目標 学習内容・学習活動 

１ 

地球の大気について、基本的なことを学び理解する。 
気圧が鉛直方向に変化していることを理解する。 （問題６、７、８）

大気の組成 
大気圧 

２ 

気温が鉛直方向に変化し、気温の高度変化に基づいて四層に区分される

ことを知る。                  （問題３、９） 大気の温度構造 

３ 

地球全体の太陽放射の受熱量と地球放射の放射量がつり合っていること

を知る。            （問題１、２、３、４、５、10） 太陽放射と地球放射 

４
宇宙と地球（大気、地表）での熱の収支がつり合っていることを知る。

（問題１、２、３、４、５、10）
地球の熱収支 

５温室効果の仕組みと原因となるガスについて知る。（問題６、７、11） 地球の熱収支、温室効果 
 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 
 

単
元 

小学校 中学校 

学年 内容 
診断 

可 不可 
学年 内容 

診断 

可 不可 

地 

球 

の 

熱 

収 

支 

３年 
光の性質  （問題１） 

太陽と地面の様子（問題２）

□ □

□ □
1 年 力と圧力（問題８） □ □

４年 
空気と温度  （問題３） 

天気の様子 （問題４、５）

□ □

□ □
2 年  

５年  

3 年

いろいろなエネルギー 

（問題９、10） 

生物と環境（問題 11） 

□ □

 

□ □
６年 燃焼の仕組み（問題６、７） □ □ 

〔所見〕 
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ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

 

 

問題 答え ねらい 

１ ＡとＢ、暖かいのはどちらですか。また、そう考えた理由

も書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

太陽が当たってい

るから 

日光を当てると物が暖かくな

ることを理解している。 
 
 
 
 
 
 

２ 太陽の光が良く当たる場所で地面の温度を測った時、Ａ：

朝と昼で比較すると、どちらが暖かいか。また、Ｂ：昼と夕

方で比べるとどちらが暖かいか。 

Ａ、Ｂとも昼 
 

太陽の位置によって暖まり方

が異なることを理解してい

る。 
３ 次の文中の(   )内に適語を入れなさい。 

空気を温めると体積は( ア )。 

空気を冷やすと体積は( イ )。 

ア．増加(膨張)する

イ．減少(収縮)する

温度変化と体積の変化の関係

を理解している。 

４ 右のグラフは晴れた日と曇り 
の日の一日の気温変化を示して 
いる。 

晴れた日のグラフはＡとＢの 
どちらか選びなさい。また、そ 
の理由も述べなさい。 

Ａ 

一日の温度差が大

きいから。 

一日の気温の変化の仕方は天

気によって違いがあることを

理解している。 
※晴れた日の方が、温度差が

大きい。 

５ 晴れた一日の中で、最も気温が下がるのはいつか、下のア 

～ウから最も適するものを選びなさい。 
ア．日没頃  イ.真夜中  ウ.夜明け前 

ウ 一日の気温変化を理解してい

る。 
 

６ 次の文中の(   )内に適する気体名を入れなさい。 
木や紙が燃えるときには、( ア )が使われ( イ )ができる。

ア．酸素 
イ．二酸化炭素 

物が燃える際、二酸化炭素が

できることを理解している。

７ 私たちの身の回りにある空気に含まれているものをア～

オから全て選びなさい。 
 ア．窒素   イ．酸素  ウ．カルシウム 
 エ．二酸化炭素  オ．ナトリウム 

ア、イ、エ 

 
空気は混合気体であり、窒素、

酸素、二酸化炭素が含まれて

いることを理解している。 

８ 次の文中の(   )に適する語句を入れなさい。 
空気の重さによって生じる力（圧力）を( ア )といい、標

高が高くなるほど( ア )は( イ )くなる。 

ア．気圧（大気圧）

イ．小さ 
大気圧について理解している

 
 

９ 下図のように、仕切り板で分けた水槽内に温度の異なる水

を入れた。仕切り板を取ると、水はどうなるか。Ａ、Ｂのど

ちらかを選び記号で答えなさい。 
また、このようにして全体に熱が伝わることを何と呼ぶか。

                  
 
 
                             

Ｂ 

対流 
対流による熱の伝わり方につ

いて理解している。 
 

 
 

10．Ａ、Ｂの浴槽の中に同じ温度・量のお湯を入れた。Ａは浴

槽の蓋をし、Ｂは蓋をしなかった。６時間後、ＡとＢのお湯

の温度を比較したらどのような結果になると考えられるか。

Ｂの方がお湯の温

度が低くなってい

る。 

対流や伝導による熱の伝わり

方の違いについて理解してい

る。   
11．次の文中の(   )に適する語句を入れなさい。 

現在、大気中の二酸化炭素の量が( ア )しているため、 

地球の気温が( イ )している。 

ア．増加 
イ．上昇 

地球温暖化について理解して

いる。 
 

Ａ     Ｂ 

Ａ 

      
 
Ｂ 

温

度 

時間 

 
冷たい水 

暖かい水 

     冷たい水  暖かい水 

Ｂ 

    
暖かい水 

冷たい水 

Ａ 
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エ 学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に付けるための教材（地球の大気） 

(ｱ) 単元別必要な学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

この補充プリントは、動画を視聴したり自分で確かめたりしながら、その内容について解答して

いくことになります。PC やスマートフォンを使用して、下記のウェブサイトを検索して探すか、

URL を直接入力、又は右の QR コードを読み取って、ウェブサイトにアクセスしてください。 
ウェブサイト NHK for School ふしぎワールド 「気温の変化」  

http://www.nhk.or.jp/rika/rika5/?das_id=D0005110243_00000 

 

QR コード 

(ｲ) 補助教材の例 

○「気温の変化」 

上記のウェブサイトにある動画を見ながら、以下の問いに答えてください。なお、< >内は

動画内の参考にする部分の時間を示しています。 

問１ 晴れた日、気温が一番高くなるのは何時頃ですか。 
 

問２ 晴れた日の一日の気温変化のグラフ<3:57>を見て、朝９時と 12 時、12 時と夕方４時を

比較すると、気温が高いのはそれぞれどちらですか。適する方を○で囲みなさい。 
 
 
 

問３ 晴れた日の同時刻、空気と地面の温度を比べたとき<6:44>、どちらの温度の方が高いで

すか。適する方を○で囲みなさい。 
 
 

問４ 晴れた日、地面の温度が一番高くなるのは何時頃ですか。最も適するものを○で囲みな

さい。 
 
 
 

問５ 右のグラフは晴れた日の気温の変化を表しています。 
同じ時期の曇りの日の気温はどのように変化しますか。 
下の①～③から最も適するものを選び、記号で答えなさい。 

 
 
 

□ 単元名「地球の大気」 

□ 単元の学習を行うために必要な力 

・地球の大気についての基礎的な知識・理解。 

・地球の熱収支についての基礎的な知識・理解。 

・エネルギーの伝わり方についての基礎的な知識・理解。 

□ この問題で強化する力 

・地表面や大気の温度と太陽との関係についての基礎的な知識・理解。 

□ 継続的な学習について（自学自習に必要な情報） 

・「NHK for School」   http://www.nhk.or.jp/school/program/ 

・「理科ねっとわーく（一般公開版）」  http://rikanet2.jst.go.jp/ 

朝９時 ・ 12 時 12 時 ・ 夕方 4時 

時頃

空気 ・ 地面 

午前 10 時頃 ・ 正午頃 ・ 午後 2時頃 ・ 午後 4時頃 

晴れた日の気温のグラフ
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問６ くもりの日の気温の上がり方は、晴れた日と比較してどのようになりますか。最も適す

るものを○で囲みなさい。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
気温 

(℃)                                          

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

6 12 18 0 6（時） 

                      時刻 

 

 
 
 

 

問７ 一日のうち、一番気温が低くなるのは何時頃ですか。最も適するものを○で囲みなさい。

① ② ③

晴れた日ほど上がらない ・ 同じくらい上がる ・ 晴れた日より上がる

①真夜中の 12 時 ・ ②夜明け前 ・ ③夕方 

やってみよう    

インターネットやテレビの天気予報などを利用して、一日の各時刻の気温を調べてグラフを書い

てみよう。その際 天気による違いを比べたり、日の出や日の入り時刻と気温変化の関係を見たり

するなど、工夫をしてみよう。 

解答 問１ ２時頃   問２ どちらも 12 時   問３ 地面   問４ 正午頃 

問５ ①   問６ 晴れた日ほど上がらない   問７ 夜明け前 
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５ 外国語（英語）委員会の取組 

(1) 外国語（英語）科における学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等について 

  生徒の学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等の習熟度を測り不足する知識 

 技能を補う教材を開発するため、平成 25 年度及び平成 26 年度の研究開発委員会の研究 

 と学力スタンダード「基礎」、小学校及び中学校での学習内容の確認、そして学び直しを 

 必要とする生徒の現況の把握を行った。 

  平成 25 年度研究開発委員会の研究の成果を基に、学力スタンダードの「基礎」及びコ 

 ミュニケーション英語Ⅰにおける４技能の目標に照らし合わせ、学び直しが必要になる 

 学力の到達状況の把握に努めた。併せて、平成 26 年度の研究開発委員会が作成した、社 

 会で求められる「学び直し学力スタンダード」を確認し、キャリア教育を意識した学力 

 の在り方について理解を深めた。 

  次に、学び直しを必要とする生徒たちがどの段階でつまづいているのかを把握するた 

 めに、小学校、中学校での学習内容を確認した。小学校の外国語活動で使用されている 

 教科書「Hi,Friends!1」、「Hi, Friends!2」を調べ、実際に学習している内容を研究した。 

 学習している内容や活動の内容はインタビューや道案内など、旧課程のオーラル・コミ 

 ュニケーションに通じるものがあった。中学校で使用されている教科書の学習内容の研 

 究においては、学習する内容と順序に着目した。高校で学び直しを必要とする生徒が無 

 理なく学習を進めることができる言語活動を考える際に、小学校での言語活動の内容や、 

 初めて体系的に文法事項を学習する中学校での学習内容は大いに参考となった。 

  また、学び直しを必要とする生徒たちの現状を把握するために、学力調査問題の基礎 

 を選択している学校の１学年の生徒 51 名に対して、年度の早い時期に、アルファベット 

 や中学校での基本的な学習項目の定着の度合いを測るためのテストを実施した。そのう 

 ち５割の生徒がアルファベットや、基礎的な単語のつづりで間違いをしており、特に、 

 記述問題においては、be 動詞等の基礎的な文法事項であっても、空欄が目立った。 

(2) 教材の概要 

 ア 課題の整理 

   平成 25 年度及び 26 年度の研究開発委員会の研究内容、小学校の外国語活動、中学 

  校で使用される教科書の学習内容と順序を確認した。さらに、実際に高校で使用され 

る教科書と比較し、学習内容と順序についても検証し直した。また、学力調査問題の 

「基礎」を選択している高校での実態も併せて調査した。その上で、義務教育段階ま 

でに学習してきた内容の定着状況を確認するための学力診断カルテ（以下「診断カル 

テ」という。）、基礎学力診断テスト（以下「診断テスト」という。）、補充教材を効果 

的に活用できる学習サイクルについて検討した。その際、以下の点に留意した。 

  ・中学校と高校の学習順序の確認 

・学び直しとなる基準 

・診断カルテに載せる項目の整理 

・４技能の力の診断と補充の方法 

・診断テストの実施方法 
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・英語嫌いの生徒の意欲を高めるために注意すべきこと。 

   これらの点に留意しつつ、中学校の学習指導要領を参考にして、アルファベットの読 

  み書きから基礎的な文法事項までを中心に診断カルテを作成した。生徒の学習内容の定 

  着状況を把握できるよう学習進度や学習内容に合わせて細かく学習項目を挙げた。 

   さらに、コミュニケーション英語Ⅰを取り上げ、LESSON１から各単元における中学校 

  までに学習した文法事項（以下「既習事項」という。）と高校で新たに学習する文法事項 

  （以下「新出事項」という。）を区別し、既習事項を明らかにした。 

    既習事項の定着状況を確認する診断テストは、数種類作成し、難易度や出題形式につ 

   いて検証授業等を経て生徒の実態に則した問題となるよう検討した。補充教材に関して 

   も、実際に生徒に活用させ、適切な形式、分量、難易度、内容について研究した。この 

   教材は、生徒の自主学習教材であるため、コミュニカティブな活動については取り入れ 

   ることが難しかった。 

  イ 診断カルテ（生徒用個人カード）の作成と学力診断テスト（モニタリングシート）の 

   作成、補充教材の作成 

   (ｱ) 診断カルテ（生徒用個人カード） 

     中学校で使用される教科書や副教材等を参考にして、文法事項を中心に中学での既 

    習事項を生徒が把握しやすいようにまとめた。また、高校での学習内容も中学での学 

    習内容に続く形でまとめた。その際、生徒自身が学習の定着状況を記録できる記録簿 

    として診断カルテ（生徒用個人カード）（図２）を作成した。そして、学力調査問題の 

    「基礎」を選択している学校で使用している教科書の一つである VISTA Communication  

    EnglishⅠ（三省堂）を用いて、各単元の新出事項と既習事項を挙げ、コミュニケーシ 

    ョン英語Ⅰの学習内容のカルテ対応表（図１）を作成した。 

 

図１＜カルテ対応表（抜粋）＞ 

 

 

405 □ 代名詞 405 □ 代名詞 409 □ 食事、食材など 405 □ 代名詞 405 □ 代名詞
411 □ 形容詞 412 □ 動詞 412 □ 動詞 408 □ 色、自然、植物など 411 □ 形容詞
413 □ 副詞 414 □ 接続詞 413 □ 副詞 412 □ 動詞 414 □ 接続詞
414 □ 接続詞 501 □ be動詞（現在形）の肯定文 414 □ 接続詞 413 □ 副詞 503 □ be動詞の疑問文（現在形）
415 □ 連語 502 □ be動詞の否定文（現在形） 415 □ 連語 415 □ 連語 507 □ 一般動詞の疑問文（現在形）
510 □ 単数と複数 505 □ 一般動詞（現在形）の肯定文 501 □ be動詞（現在形）の肯定文 505 □ 一般動詞（現在形）の肯定文 511 □ There「～がある」の表現
512 □ 前置詞 506 □ 一般動詞の否定文（現在形） 503 □ be動詞の疑問文（現在形） 508 □ 一般動詞（規則動詞）（過去形） 512 □ 前置詞

512 □ 前置詞 506 □ 一般動詞の否定文（現在形） 509 □ 一般動詞（不規則動詞）（過去形） 513 □ 冠詞
507 □ 一般動詞の疑問文（現在形） 511 □ There「～がある」の表現 516 □ 現在進行形の肯定文
512 □ 前置詞 512 □ 前置詞 703 □ SVO[主語＋動詞＋目的語］
514 □ What、Who、Where、Whenの疑問文 605 □ 助動詞（will）

405 □ 代名詞 501 □ be動詞（現在形）の肯定文 501 □ be動詞（現在形）の肯定文 508 □ 一般動詞（規則動詞）（過去形） 503 □ be動詞の疑問文（現在形）

414 □ 接続詞 502 □ be動詞の否定文（現在形） 503 □ be動詞の疑問文（現在形） 509 □ 一般動詞（不規則動詞）（過去形） 507 □ 一般動詞の疑問文（現在形）
510 □ 単数と複数 505 □ 一般動詞（現在形）の肯定文 507 □ 一般動詞の疑問文（現在形） 511 □ There「～がある」の表現 511 □ There「～がある」の表現
512 □ 前置詞 506 □ 一般動詞の否定文（現在形） 514 □ What、Who、Where、Whenの疑問文 605 □ 助動詞（will） 516 □ 現在進行形の肯定文

703 □ SVO[主語＋動詞＋目的語］

408 □ 色、自然、植物など 407 □ 乗り物、スポ―ツなど 504 □ be動詞（過去形） 703 □ SVO[主語＋動詞＋目的語］ 608 □ 不定詞（名詞的用法：～こと）

501 □ be動詞（現在形）の肯定文 503 □ be動詞の疑問文（現在形） 508 □ 一般動詞（規則動詞）（過去形） 704 □ SVOO［主語＋動詞＋間接目的語＋直接目的語］ 609 □ 不定詞（形容詞的用法：～のための）

502 □ be動詞の否定文（現在形） 507 □ 一般動詞の疑問文（現在形） 509 □ 一般動詞（不規則動詞）（過去形） 705 □ SVOC［主語＋動詞＋目的語＋補語］ 610 □ 不定詞（副詞的用法：～のために）

505 □ 一般動詞（現在形）の肯定文 514 □ What、Who、Where、Whenの疑問文 515 □ Which、Whose、How manyの疑問文

506 □ 一般動詞の否定文（現在形） 516 □ 現在進行形の肯定文 601 □ 助動詞（can）の肯定文
511 □ There「～がある」の表現 518 □ 現在進行形の疑問文 602 □ 助動詞（can）の否定文
701 □ SV[主語＋動詞］ 703 □ SVO[主語＋動詞＋目的語］ 603 □ 助動詞（can）の疑問文
702 □ SVC[主語＋動詞＋補語] 605 □ 助動詞（will）

既
習
事
項

診
断
事
項

新
出
事
項

Lesson5Lesson1 Lesson2 Lesson3 Lesson4

2 
 

・英語嫌いの生徒の意欲を高めるために注意すべきこと 

   これらの点に留意しつつ、中学校の学習指導要領を参考にして、アルファベットの読 

  み書きから基礎的な文法事項までを中心に診断カルテを作成した。生徒の学習内容の定 

  着状況を把握できるよう学習進度や学習内容に合わせて細かく学習項目を挙げた。 

   さらに、コミュニケーション英語Ⅰを取り上げ、LESSON１から各単元における中学校 

  までに学習した文法事項（以下「既習事項」という。）と高校で新たに学習する文法事項 

  （以下「新出事項」という。）を区別し、既習事項を明らかにした。 

    既習事項の定着状況を確認する診断テストは、数種類作成し、難易度や出題形式につ 

   いて検証授業等を経て生徒の実態に則した問題となるよう検討した。補充教材に関して 

   も、実際に生徒に活用させ、適切な形式、分量、難易度、内容について研究した。この 

   教材は、生徒の自主学習教材であるため、コミュニカティブな活動については取り入れ 

   ることが難しかった。 

  イ 診断カルテ（生徒用個人カード）の作成と学力診断テスト（モニタリングシート）の 

   作成、補充教材の作成 

   (ｱ) 診断カルテ（生徒用個人カード） 

     中学校で使用される教科書や副教材等を参考にして、文法事項を中心に中学での既 

    習事項を生徒が把握しやすいようにまとめた。また、高校での学習内容も中学での学 

    習内容に続く形でまとめた。その際、生徒自身が学習の定着状況を記録できる記録簿 

    として診断カルテ（生徒用個人カード）（図２）を作成した。そして、学力調査問題の 

    「基礎」を選択している学校で使用している教科書の一つである VISTA Communication  

    EnglishⅠ（三省堂）を用いて、各単元の新出事項と既習事項を挙げ、コミュニケーシ 

    ョン英語Ⅰの学習内容のカルテ対応表（図１）を作成した。 

 

図１＜カルテ対応表（抜粋）＞ 

 

405 □ 代名詞 405 □ 代名詞 409 □ 食事、食材など 405 □ 代名詞 405 □ 代名詞
411 □ 形容詞 412 □ 動詞 412 □ 動詞 408 □ 色、自然、植物など 411 □ 形容詞
413 □ 副詞 414 □ 接続詞 413 □ 副詞 412 □ 動詞 414 □ 接続詞
414 □ 接続詞 501 □ be動詞の肯定文（現在形） 414 □ 接続詞 413 □ 副詞 503 □ be動詞の疑問文（現在形）
415 □ 連語 502 □ be動詞の否定文（現在形） 415 □ 連語 415 □ 連語 507 □ 一般動詞の疑問文（現在形）
510 □ 単数と複数 505 □ 一般動詞の肯定文（現在形） 501 □ be動詞の肯定文（現在形） 505 □ 一般動詞の肯定文（現在形） 511 □ There「～がある」の表現
512 □ 前置詞 506 □ 一般動詞の否定文（現在形） 503 □ be動詞の疑問文（現在形） 508 □ 一般動詞（規則動詞）（過去形） 512 □ 前置詞

512 □ 前置詞 506 □ 一般動詞の否定文（現在形） 509 □ 一般動詞（不規則動詞）（過去形） 513 □ 冠詞
507 □ 一般動詞の疑問文（現在形） 511 □ There「～がある」の表現 516 □ 現在進行形の肯定文
512 □ 前置詞 512 □ 前置詞 703 □ SVO[主語＋動詞＋目的語］
514 □ What、Who、Where、Whenの疑問文 605 □ 助動詞（will）

405 □ 代名詞 501 □ be動詞の肯定文（現在形） 501 □ be動詞の肯定文（現在形） 508 □ 一般動詞（規則動詞）（過去形） 503 □ be動詞の疑問文（現在形）

414 □ 接続詞 502 □ be動詞の否定文（現在形） 503 □ be動詞の疑問文（現在形） 509 □ 一般動詞（不規則動詞）（過去形） 507 □ 一般動詞の疑問文（現在形）
510 □ 単数と複数 505 □ 一般動詞の肯定文（現在形） 507 □ 一般動詞の疑問文（現在形） 511 □ There「～がある」の表現 511 □ There「～がある」の表現
512 □ 前置詞 506 □ 一般動詞の否定文（現在形） 514 □ What、Who、Where、Whenの疑問文 605 □ 助動詞（will） 516 □ 現在進行形の肯定文

703 □ SVO[主語＋動詞＋目的語］

408 □ 色、自然、植物など 407 □ 乗り物、スポ―ツなど 504 □ be動詞（過去形） 703 □ SVO[主語＋動詞＋目的語］ 608 □ 不定詞（名詞的用法：～こと）

501 □ be動詞の肯定文（現在形） 503 □ be動詞の疑問文（現在形） 508 □ 一般動詞（規則動詞）（過去形） 704 □ SVOO［主語＋動詞＋間接目的語＋直接目的語］ 609 □ 不定詞（形容詞的用法：～のための）

502 □ be動詞の否定文（現在形） 507 □ 一般動詞の疑問文（現在形） 509 □ 一般動詞（不規則動詞）（過去形） 705 □ SVOC［主語＋動詞＋目的語＋補語］ 610 □ 不定詞（副詞的用法：～のために）

505 □ 一般動詞の肯定文（現在形） 514 □ What、Who、Where、Whenの疑問文 515 □ Which、Whose、How manyの疑問文

506 □ 一般動詞の否定文（現在形） 516 □ 現在進行形の肯定文 601 □ 助動詞（can）の肯定文
511 □ There「～がある」の表現 518 □ 現在進行形の疑問文 602 □ 助動詞（can）の否定文
701 □ SV[主語＋動詞］ 703 □ SVO[主語＋動詞＋目的語］ 603 □ 助動詞（can）の疑問文
702 □ SVC[主語＋動詞＋補語] 605 □ 助動詞（will）
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図２＜生徒用個人カード（卒業までの診断項目リスト）＞  

 

 

1 アルファベット 101 □ □ □ 活字体の大文字が読める 5 文法事項 501 □ □ □ be動詞（現在形）の肯定文

102 □ □ □ 活字体の小文字が読める 502 □ □ □ be動詞の否定文（現在形）

103 □ □ □ 活字体の大文字が書ける 503 □ □ □ be動詞の疑問文（現在形）

104 □ □ □ 活字体の小文字が書ける 504 □ □ □ be動詞（過去形）

505 □ □ □ 一般動詞（現在形）の肯定文

506 □ □ □ 一般動詞の否定文（現在形）

507 □ □ □ 一般動詞の疑問文（現在形）

2 ローマ字 201 □ □ □ あ行～わ行まで読める 508 □ □ □ 一般動詞（規則動詞）（過去形）

202 □ □ □ あ行～わ行まで書ける 509 □ □ □ 一般動詞（不規則動詞）（過去形）

203 □ □ □ 濁音、ガ行、ザ行、ダ行、バ行が読める 510 □ □ □ 単数と複数

204 □ □ □ 濁音ガ行、ザ行、ダ行、バ行が書ける 511 □ □ □ There「～がある」の表現

205 □ □ □ 半濁音、パ行が読める 512 □ □ □ 前置詞

206 □ □ □ 半濁音、パ行が書ける 513 □ □ □ 冠詞

207 □ □ □ 拗音、小さいヤ行の入った文字が読める 514 □ □ □ What、Who、Where、Whenを用いた疑問文

208 □ □ □ 拗音、小さいヤ行の入った文字が書ける 515 □ □ □ Which、Whose、How manyを用いた疑問文

516 □ □ □ 現在進行形の肯定文

517 □ □ □ 現在進行形の否定文

518 □ □ □ 現在進行形の疑問文

519 □ □ □ 過去進行形の肯定文

520 □ □ □ 過去進行形の否定文

3 フォニックス 301 □ □ □ 子音を適切に読むことができる 521 □ □ □ 過去進行形の疑問文

302 □ □ □ 「ｂ」と「v」の区別 6 文法事項 601 □ □ □ 助動詞（can）の肯定文

303 □ □ □ 「f」と「h」の区別 602 □ □ □ 助動詞（can）の否定文

304 □ □ □ 「th」や「ph」 603 □ □ □ 助動詞（can）の疑問文

305 □ □ □ 「wh」 604 □ □ □ be going toの表現

306 □ □ □ 「gh」 605 □ □ □ 助動詞（will）

307 □ □ □ 「sh」 606 □ □ □ 助動詞（must）

308 □ □ □ 「ch」 607 □ □ □ 助動詞（may,shall）

309 □ □ □ 「dr」 608 □ □ □ 不定詞（名詞的用法：～こと）

310 □ □ □ 「ｆｌ」 609 □ □ □ 不定詞（形容詞的用法：～のための）

311 □ □ □ 「u」：bus、runなど 610 □ □ □ 不定詞（副詞的用法：～のために）

312 □ □ □ 最後の「e」：apple、holeなど 611 □ □ □ 動名詞

313 □ □ □ 「oo」：book、goodなど 612 □ □ □ 比較

314 □ □ □ 「ai」：rain、waitなど 613 □ □ □ 受動態

315 □ □ □ 「ie」：tie、dieなど 614 □ □ □ 受動態の否定文

316 □ □ □ 「ue」「ui」：blue、true、fruitなど 615 □ □ □ 受動態の疑問文

317 □ □ □ 「ea」：tea、seaなど 616 □ □ □ 現在完了形

318 □ □ □ 「oa」：boat、roadなど 617 □ □ □ 現在完了形の否定文

319 □ □ □ ［dge］：bridgeなど 618 □ □ □ 現在完了形の疑問文

619 □ □ □ 分詞

620 □ □ □ 関係代名詞（主格）の制限的用法

621 □ □ □ 関係代名詞（目的格）の制限的用法

4 基本語・表現 401 □ □ □ 数字について 622 □ □ □ 関係代名詞（所有格）の制限的用法

402 □ □ □ 序数について

403 □ □ □ 月・曜日について 7 文法事項 701 □ □ □ SV[主語＋動詞］

404 □ □ □ 家族や人物について 702 □ □ □ SVC[主語＋動詞＋補語]

405 □ □ □ 代名詞 703 □ □ □ SVO[主語＋動詞＋目的語］

406 □ □ □ 家や身の回りの単語 704 □ □ □ SVOO［主語＋動詞＋間接目的語＋直接目的語］

407 □ □ □ 乗り物、スポ—ツなど 705 □ □ □ SVOC［主語＋動詞＋目的語＋補語］

408 □ □ □ 色、自然、植物など 706 □ □ □ 関係副詞（when,where）

409 □ □ □ 食事、食材など 707 □ □ □ 関係副詞（why,how)

410 □ □ □ 体のパーツ、生き物など 708 □ □ □ 分詞構文（時）

411 □ □ □ 形容詞 709 □ □ □ 分詞構文（理由）

412 □ □ □ 動詞 710 □ □ □ 分詞構文（同時の動作）

413 □ □ □ 副詞 711 □ □ □ seemを用いた表現

414 □ □ □ 接続詞 712 □ □ □ 形式主語

415 □ □ □ 連語 713 □ □ □ 無生物主語

416 □ □ □ クラスルーム・イングリッシュ 714 □ □ □ 使役動詞

715 □ □ □ 知覚動詞

716 □ □ □ 仮定法過去

717 □ □ □ 仮定法過去完了
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   (ｲ) 学力診断テスト（モニタリングシート） 

     各単元の既習事項と新出事項を明らかにした上で、生徒の学習内容の定着状況を測 

1 アルファベット 101 □ □ □ 活字体の大文字が読める 5 文法事項 501 □ □ □ be動詞の肯定文（現在形）

102 □ □ □ 活字体の小文字が読める 502 □ □ □ be動詞の否定文（現在形）

103 □ □ □ 活字体の大文字が書ける 503 □ □ □ be動詞の疑問文（現在形）

104 □ □ □ 活字体の小文字が書ける 504 □ □ □ be動詞（過去形）

505 □ □ □ 一般動詞の肯定文（現在形）

506 □ □ □ 一般動詞の否定文（現在形）

507 □ □ □ 一般動詞の疑問文（現在形）

2 ローマ字 201 □ □ □ あ行～わ行まで読める 508 □ □ □ 一般動詞（規則動詞）（過去形）

202 □ □ □ あ行～わ行まで書ける 509 □ □ □ 一般動詞（不規則動詞）（過去形）

203 □ □ □ 濁音、ガ行、ザ行、ダ行、バ行が読める 510 □ □ □ 単数と複数

204 □ □ □ 濁音ガ行、ザ行、ダ行、バ行が書ける 511 □ □ □ There「～がある」の表現

205 □ □ □ 半濁音、パ行が読める 512 □ □ □ 前置詞

206 □ □ □ 半濁音、パ行が書ける 513 □ □ □ 冠詞

207 □ □ □ 拗音、小さいヤ行の入った文字が読める 514 □ □ □ What、Who、Where、Whenを用いた疑問文

208 □ □ □ 拗音、小さいヤ行の入った文字が書ける 515 □ □ □ Which、Whose、How manyを用いた疑問文

516 □ □ □ 現在進行形の肯定文

517 □ □ □ 現在進行形の否定文

518 □ □ □ 現在進行形の疑問文

519 □ □ □ 過去進行形の肯定文

520 □ □ □ 過去進行形の否定文

3 フォニックス 301 □ □ □ 子音を適切に読むことができる 521 □ □ □ 過去進行形の疑問文

302 □ □ □ 「ｂ」と「v」の区別 6 文法事項 601 □ □ □ 助動詞（can）の肯定文

303 □ □ □ 「f」と「h」の区別 602 □ □ □ 助動詞（can）の否定文

304 □ □ □ 「th」や「ph」 603 □ □ □ 助動詞（can）の疑問文

305 □ □ □ 「wh」 604 □ □ □ be going toの表現

306 □ □ □ 「gh」 605 □ □ □ 助動詞（will）

307 □ □ □ 「sh」 606 □ □ □ 助動詞（must）

308 □ □ □ 「ch」 607 □ □ □ 助動詞（may、shall）

309 □ □ □ 「dr」 608 □ □ □ 不定詞（名詞的用法：～こと）

310 □ □ □ 「fl」 609 □ □ □ 不定詞（形容詞的用法：～のための）

311 □ □ □ 「u」：bus、runなど 610 □ □ □ 不定詞（副詞的用法：～のために）

312 □ □ □ 最後の「e」：apple、holeなど 611 □ □ □ 動名詞

313 □ □ □ 「oo」：book、goodなど 612 □ □ □ 比較

314 □ □ □ 「ai」：rain、waitなど 613 □ □ □ 受動態

315 □ □ □ 「ie」：tie、dieなど 614 □ □ □ 受動態の否定文

316 □ □ □ 「ue」「ui」：blue、true、fruitなど 615 □ □ □ 受動態の疑問文

317 □ □ □ 「ea」：tea、seaなど 616 □ □ □ 現在完了形

318 □ □ □ 「oa」：boat、roadなど 617 □ □ □ 現在完了形の否定文

319 □ □ □ ［dge］：bridgeなど 618 □ □ □ 現在完了形の疑問文

619 □ □ □ 分詞

620 □ □ □ 関係代名詞（主格）の制限的用法

621 □ □ □ 関係代名詞（目的格）の制限的用法

4 基本語・表現 401 □ □ □ 数字について 622 □ □ □ 関係代名詞（所有格）の制限的用法

402 □ □ □ 序数について

403 □ □ □ 月・曜日について 7 文法事項 701 □ □ □ SV[主語＋動詞］

404 □ □ □ 家族や人物について 702 □ □ □ SVC[主語＋動詞＋補語]

405 □ □ □ 代名詞 703 □ □ □ SVO[主語＋動詞＋目的語］

406 □ □ □ 家や身の回りの単語 704 □ □ □ SVOO［主語＋動詞＋間接目的語＋直接目的語］

407 □ □ □ 乗り物、スポ—ツなど 705 □ □ □ SVOC［主語＋動詞＋目的語＋補語］

408 □ □ □ 色、自然、植物など 706 □ □ □ 関係副詞（when、where）

409 □ □ □ 食事、食材など 707 □ □ □ 関係副詞（why、how)

410 □ □ □ 体のパーツ、生き物など 708 □ □ □ 分詞構文（時）

411 □ □ □ 形容詞 709 □ □ □ 分詞構文（理由）

412 □ □ □ 動詞 710 □ □ □ 分詞構文（同時の動作）

413 □ □ □ 副詞 711 □ □ □ seemを用いた表現

414 □ □ □ 接続詞 712 □ □ □ 形式主語

415 □ □ □ 連語 713 □ □ □ 無生物主語

416 □ □ □ クラスルーム・イングリッシュ 714 □ □ □ 使役動詞

715 □ □ □ 知覚動詞

716 □ □ □ 仮定法過去

717 □ □ □ 仮定法過去完了

STEP１ STEP3

STEP２

STEP4
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   (ｲ) 診断テスト（モニタリングシート） 

     各単元の既習事項と新出事項を明らかにした上で、生徒の学習内容の定着状況を測 

    るための診断テストを作成した。カルテ対応表から診断すべき内容を確認し、その内 

    容を問うことができるように、英語と英語に対応する日本語を選択肢から選んで線で 

    結ぶもの、選択肢から選択するもの、空欄補充など、様々な問題形式を検討した。 

     その中で、選択肢等を与える問題の方が、取り組む際の生徒への負荷や負担感、取 

    組に要する時間の短縮などの観点から適切であると考えた。診断テストの問題は既習  
    事項である文法の理解を問う選択式等の問題を６問と、英語と日本語を線で結ぶ問題  
    を４問作成し、計 10 問とした。 

   (ｳ) 補充教材 

     補充教材は、生徒が自分で学習できるように問題だけを羅列することを避け、最初 

    に解説を載せる工夫をした。また、英語を苦手とする生徒が取り組むことを想定して、 

    １枚に記載する分量が多くならないように配慮しつつ、確実に学ぶことができるよう 

    にした。 

     また、採点方法や生徒の理解が十分ではない箇所の確認など、教員と生徒が学習内 

    容の定着状況を確認できる教材となるようにした。検証授業において、作成した補充 

    教材を実際に使用してみたが、生徒たちは自主的に取り組むことができていた。 

 

   筆記テストや書かせる補充教材では、４技能のうち「読むこと」「書くこと」に偏りやす 

  い。授業や診断テスト及び補充教材の提出時に、教員や JET が診断テストや補充教材の内  
  容を取り上げて生徒に簡単な英語で問い掛けてみるなどして、個別に「話すこと」、「聞く  
  こと」についても確認するなどの工夫が必要である。 

 

(3) 学習活動への位置付け 

 本委員会では、これまでの研究開発の状況を踏まえ、より確実に学力スタンダード「基

礎」に示されている力の定着が図れるよう、診断カルテを基に学習状況の把握と補充がで

きる教材の開発を目的として行ってきた。具体的には、各単元の学習に入る前に診断カル

テに基づいた診断テスト（モニタリングシート）を行い学習内容の定着状況を測ること、

及び診断テストにより定着していない学習項目を明らかにし、それを補充できるような教

材を与え確実に定着させることである。 

 高校の授業の各単元を学習する際に、その単元の学習をするために必要な知識や技能を

習得させることで、学びを必要とする生徒だけではなく全ての生徒が新たな学習項目をよ

り学びやすくするような学習サイクルを構築する。研究開発を行うに際しては、生徒が自

信を失うようなテストや評価とならないように配慮するとともに、実施時間や方法など、

各学校の実態に合わせて行えるよう工夫した。 

  ア 効果的な授業サイクルの検証 

    各単元において、その単元の学習をするために必要な既習事項が身に付いているかを

診断するために、診断テストを実施する効果的な方法を検討した。小テスト形式で単語
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や文法の確認テスト等を実施している教員は比較的多いが、本研究のような診断テスト

を行っている例は多くない。そこで授業の中で行う場合に、その問題の量や配当時間な

ど、これまでの授業の実態と照らし合わせ、実現可能で効果的な方法を検討した。 

    実際の授業では、単元を１回の授業だけでなく、複数回にわたって実施していること

が多い。診断テストを授業中に行う場合、単元の前に１回テストするだけで十分なのか、

各ページや各章など複数回実施する方がよいのかについて検討した。また、授業の中で

いつ診断テストを行うのかについても、授業の導入時、授業の最後、教科書の本文を扱

う前など、様々なタイミングがある。各学校の実態に合わせて実施することが最適とし

つつも、既習事項の定着が十分ではない生徒には補充教材を与え、自己学習を通じて定

着を助ける仕組みとするために、診断テストや補充教材を効果的に行うタイミングを検

討し、一つのモデルとして、次のようなサイクルを考えた。 

    診断テストにおいて、当該箇所の授業を終えた後、次の授業で扱う新出事項を除いた

既習事項を確認し（①）、定着が見られない項目については、その後に補充教材に取り組

む時間（②）を授業中に設ける。次の授業（③）において診断テスト及び補充教材の内

容を復習しながら丁寧に指導を行う。 

     

＜  授業のサイクル（４時間で行う単元の例）＞  
授業１ 

 

授業２ 

③35 分 ①５分 ②10 分 ③35 分 ①５分 ②10 分 

授業の導入 

本文Ⅰ 

（前時の続き） 

本文Ⅱ（新

しいパート

に関する） 

診断テスト 

補充教材 

or 予習 

授業の導入 

本文Ⅱ 

（前時の続き）

本文Ⅲ（新

しいパート

に関する） 

診断テスト 

補充教材 

or 予習 

   ※診断テストは前時に実施 

 

授業４ 

 

授業３ 

③35 分 ①５分 ②10 分 ③35 分 ①５分 ②10 分 

授業の導入  

本文Ⅳ  

（前時の続き）  

次の課の  
本文Ⅰ（新

しいパート

に関する）  
診断テスト  

補充教材  

or 予習  

授業の導入  

本文Ⅲ  

（前時の続き）

本文Ⅳ（新

しいパート

に関する）  
診断テスト  

補充教材  

or 予習  

 

    このサイクルが定着してきたら、最後の 10 分の補充教材の時間を授業外（放課後や自

宅学習の時間等）に設定し、自立的な学習者を育てることが重要である。 

  学び直しを必要とする生徒は、一人で学習をする習慣が身に付いていない場合が多く、

検証授業においても、補充教材の説明を読まずに解答しようとするため、同じ間違いを

繰り返す生徒が多かった。そのため、最初は教員が説明を一緒に読んだり確認したりす

る作業を入れることが必要である。 
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(4) 指導資料Ⅰ 

 ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

  単元名：Lesson４ Mont-Saint-Michel 

  対象学年・科目・教材名 １学年・「コミュニケーション英語Ⅰ」 

               VISTA English CommunicationⅠ（三省堂） 

(1) 単元設定のねらい 

 ① 教科書の内容を理解する。 

     ・内容を口頭、ワークシート等で要約し、説明できる。 

      ・世界遺産「モン・サン・ミッシェル」の抱える問題を理解する。 

   ・世界遺産を守る大切さや困難さの理解を通じて、自分なりの考えや意見をもつ。 

 ② SVO、SVOO、SVOC を用いて、表現できる。 

 

(2) 学力スタンダード「基礎」に基づく具体的な到達目標 

 ① 事物に対する紹介や対話などを聞いて、大きなテーマや概要を捉えて、聞き続 

  けることができる。（聞くこと） 

 ② 教科書の文章の単語の発音に気を付けて、聞き手に伝わるように音読すること 

  ができる。（読むこと） 

 ③ ペアやグループで幅広い話題について、学んだことや経験に基づき、話し合っ 

  たり意見の交換をしたりすることができる。（話すこと） 

 ④ 教科書の文章や、聞いたり読んだりした内容について、感想や意見を、その理 

  由とともに 20～50 語程度で書くことができる。（書くこと） 

 

単元指導計画概要 

時 目標 学習内容・学習活動 ○診断項目  

１ 

モン・サン・ミッシェルについて、

どこにあるのかどのような施設

かを理解できる。 

 

地図や画像を用いて、モン・サン・ミッシェルに

ついて知る。（聞くこと・読むこと） 

○確認文法事項「There（～がある）の表現」 

・既習文法事項「一般動詞(現在形)の肯定文」 

２ 

モン・サン・ミッシェルが世界遺

産であることを理解できる。 

本文の内容把握及び音読（読むこと） 

○確認文法事項「一般動詞（規則動詞）過去形」

○新規文法事項「SVO（O＝that）」 

３ 

モン・サン・ミッシェルの歴史や

観光地としての特徴を理解でき

る。 

本文の内容把握及び音読（読むこと） 

○確認文法事項「一般動詞(不規則動詞)過去形」

・新規文法事項「SVOO」  
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４ 

モン・サン・ミッシェルの現在の

問題を理解できる。 

本文の内容把握及び音読（読むこと） 

○確認文法事項「助動詞（will）」 

・新規文法事項「SVOC」 

５ 

モン・サン・ミッシェルの問題を

通して、世界遺産保護に関する自

分の考えをもつことができる。 

本文の復習、まとめ（読むこと） 

本文についての Q＆A（聞くこと・話すこと） 

・I think～を用いた表現（書くこと） 

６ 

日本の世界遺産について、自分の

考えや意見を表現したり、相手の

意見を聞いたりできる。 

グループワーク（話すこと・聞くこと） 

I think～を用いて、自分の意見を発表する。 

グループで意見交換をし、グループとしての意見

をまとめる。（話すこと・書くこと） 

 

 イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単元

名 

小学校 中学校 

学

年 
内容 

診断 

可 不可  

学

年
内容 

診断 

可 不可 

 ３

年 

 

【アルファベット】 

活字体の大文字が読める 

活字体の小文字が読める 

活字体の大文字が書ける 

活字体の小文字が書ける 

【ローマ字】 

あ行～わ行まで読める 

あ行～わ行まで書ける 

濁音、ガ行、ザ行、ダ行、

バ行が読める 

濁音ガ行、ザ行、ダ行、バ

行が書ける 

半濁音、パ行が読める 

半濁音、パ行が書ける 

拗音、小さいヤ行の入った

文字が読める 

拗音、小さいヤ行の入った

文字が書ける 

 

□□□

□□□

□□ 

 

□□ 

□□□

□ 

 

□□ 

 

□□ 

□□ 

□□ 

 

□□ 

１
年 

代名詞 

色、自然、植物など 

動詞 

副詞 

連語 

一般動詞（現在形）の肯定文 

一般動詞（規則動詞）（過去形） 

一般動詞(不規則動詞)（過去

形） 

There「～がある」の表現 

前置詞 

助動詞（will） 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

〔所見〕 
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 ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

Lesson 4  モニタリングシート  Part 1 

Class （  ） No（   ）Name（       ）  Score    /10  

                                                                    【個人カード番号】 
Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  私のクラスにはタナカさんが３人います。                                    【511】 

     There ( am / are / is ) three Tanakas in our class.   

 

2  校門に大きな桜の木があります。                                     【511】 

     There ( is / are / am ) a big cherry tree at the school gate. 

 

3  「校内に自転車置き場はありますか。」「はい、体育館の隣にあります。」            【511】 

  “Is there a parking area for bicycles in this school?”   

    “Yes, there ( is / are / am ).  It's next to the gym.”  

 

4  「週末、何をしましたか。」「テレビを見ました。」                     【508】 

“What did you do this weekend?”    

“I ( watch / watched / watches ) TV.” 

 

5  「昨日、何をしましたか。」「昨日は、テニスをしました。」                     【508】 

“What did you do yesterday?”   

“I ( play / played / plays ) tennis yesterday.” 

 

6  「ここにはいつ住んでいたのですか。」「５年前に住んでいました。」                【508】 

“When did you live here?”   

“I ( live / lived / lives ) here five years ago.” 

 

Ｂ 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。 

7   Do you know this place?  ・ ・ 世界遺産登録地 

 

8   It's the name of an island. ・ ・ 大修道院 

 

9   There is a beautiful abbey on the island. ・ ・ 場所 

 

10  Mont-Saint-Michel is one of the World Heritage Sites. ・ ・ 島 

 

Ｃ 早く終わった人は、1～6 を参考にして、英語で文を作ってみよう。 
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Lesson 4  モニタリングシート  Part 2 

Class （  ） No（   ）Name（       ） Score     /10  

【個人カード番号】    

Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  昨日は 10 時に寝ました。  【509】 

     I ( am / go / went ) to bed at ten yesterday.   

 

2  「彼女に何を買ってあげましたか。」「花束をあげました。」 【509】 

   “What did you buy for her?”    

   “I ( give / gave / gives ) her some flowers.” 

 

3  「お昼は何を食べましたか。」「ハンバーガーを食べました。」 【509】 

   “What did you have for lunch?”    

   “I ( had / have / having ) a hamburger.” 

     

4  明日は暑くなるでしょう。 【605】 

It ( will / is / am ) be hot tomorrow. 

 

5  僕たちは明日サッカーをします。 【605】 

We ( are / were / will ) play soccer tomorrow. 

 

6  彼女は次の日曜日にここに来ます。 【605】 

    She ( will come / will comes / will came ) here next Sunday. 

 

Ｂ 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。   

7   Many people visit for sightseeing each year.  ・ ・ 土 

 

8   Sand surrounds the island. ・ ・ 観光 

 

9   Sand surrounds the island.  ・ ・ 草地 

 

10  The island will be in a field of grass in the future. ・ ・ 囲む  

 

Ｃ 早く終わった人は、1～6 を参考にして、英語で文を作ってみよう。 
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Class （  ） No（   ）Name（       ）  Score    /10  

                                                                    【個人カード番号】 
Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  私のクラスにはタナカさんが３人います。                                    【511】 

     There ( am / are / is ) three Tanakas in our class.   

 

2  校門に大きな桜の木があります。                                     【511】 

     There ( is / are / am ) a big cherry tree at the school gate. 

 

3  「校内に自転車置き場はありますか。」「はい、体育館の隣にあります。」            【511】 

  “Is there a parking area for bicycles in this school?”   

    “Yes, there ( is / are / am ).  It's next to the gym.”  

 

4  「週末、何をしましたか。」「テレビを見ました。」                     【508】 

“What did you do this weekend?”    

“I ( watch / watched / watches ) TV.” 

 

5  「昨日、何をしましたか。」「昨日は、テニスをしました。」                     【508】 

“What did you do yesterday?”   

“I ( play / played / plays ) tennis yesterday.” 

 

6  「ここにはいつ住んでいたのですか。」「５年前に住んでいました。」                【508】 

“When did you live here?”   

“I ( live / lived / lives ) here five years ago.” 

 

Ｂ 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。 

7   Do you know this place?  ・ ・ 世界遺産登録地 

 

8   It's the name of an island. ・ ・ 大修道院 

 

9   There is a beautiful abbey on the island. ・ ・ 場所 

 

10  Mont-Saint-Michel is one of the World Heritage Sites. ・ ・ 島 

 

Ｃ 早く終わった人は、1～6 を参考にして、英語で文を作ってみよう。 
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Lesson 4  モニタリングシート  Part 1 解答  

Class （  ） No（   ）Name（       ） Score     /10 

                                     

Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  私のクラスにはタナカさんが３人います。            

   There ( am / are / is ) three Tanakas in our class.   

                 【511】のねらい：There 「～がある」の表現の理解 

2  校門に大きな桜の木があります。                   

   There ( is / are / am ) a big cherry tree at the school gate.  

                 【511】のねらい：There 「～がある」の表現の理解 

3  「校内に自転車置き場はありますか。」「はい、体育館の隣にあります。」     

  “Is there a parking area for bicycles in this school?”    

 “Yes, there ( is / are / am ).  It's next to the gym.” 

                   【511】のねらい：There 「～がある」の表現の理解 

4  「週末は何をしましたか。」「テレビを見ました。」               

  “What did you do this weekend?”    

  “I ( watch / watched / watches ) TV.” 

【508】のねらい：一般動詞（規則動詞）（過去形）の理解 

5  「昨日、何をしましたか。」「昨日は、テニスをしました。」           

  “What did you do yesterday?”   

  “I ( play / played / plays ) tennis yesterday.” 

                              【508】のねらい：一般動詞（規則動詞）（過去形）の理解 

6  「ここにはいつ住んでいたのですか？」「５年前に住んでいました。」       

  “When did you live here?”  

  “I ( live / lived / lives ) here five years ago.” 

                 【508】のねらい：一般動詞（規則動詞）（過去形）の理解 

Ｂ 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。 

7   Do you know this place? ・ ・ 世界遺産登録地 

 

8   It's the name of an island. ・ ・ 大修道院  

 

9   There is a beautiful abbey on the island. ・ ・ 場所 

 

10  Mont-Saint-Michel is one of the World Heritage Sites. ・ ・ 島 
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Lesson 4  モニタリングシート  Part 2 解答  

Class （  ） No（   ）Name（       ） Score     /10  

 

Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  昨日は 10 時に寝ました。 

  I ( am / go / went ) to bed at ten yesterday. 

                             【509】のねらい：一般動詞（不規則動詞）（過去形）の理解 

2. 「彼女に何を買ってあげましたか。」「花束をあげました。」  

  “What did you buy for her?”    

  “I ( give / gave / gives ) her some flowers.” 

          【509】のねらい：一般動詞（不規則動詞）（過去形）の理解 

3  「お昼は何を食べましたか。」「ハンバーガーを食べました。」     

  “What did you have this morning?”    

  “I ( had / have / having )a hamburger.” 

      【509】のねらい：一般動詞（不規則動詞）（過去形）の理解 

4  明日は暑くなるでしょう。     

  It ( will / is / am ) be hot tomorrow. 

               【605】のねらい：助動詞（will）の理解 

5  僕たちは明日サッカーします。      

  We ( are / were / will ) play soccer tomorrow. 

               【605】のねらい：助動詞（will）の理解 

6  彼女は次の日曜日にここに来ます。 

  She ( is / will / are ) come here next Sunday. 

                                        【605】のねらい：助動詞（will）の理解 

 

Ｂ 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。 

7   Many people visit for sightseeing each year. ・ ・ 土 

 

8   Sand surrounds the island. ・ ・ 観光 

 

9   Sand surrounds the island. ・ ・ 草地 

 

10  The island will be in a field of grass in the future. ・ ・ 囲む  
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 エ 学習の基盤となる基礎的、基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

 

  (ｱ)単元別必要学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 Lesson４ Mont-Saint-Michel （全 6 時間） 

 

２ 単元の学習を行うために必要な力 

（１）基本語  色、自然、植物などを表す語 

（２）文法事項 ①代名詞、動詞、副詞、前置詞、助動詞（will）   

        ②一般動詞（現在形）の肯定文、一般動詞（規則動詞）（過去形） 

     一般動詞(不規則動詞)（過去形）、There「～がある」の表現 

 

３ この問題で強化する力 

  一般動詞（規則動詞）（過去形）  [５０８] 

  一般動詞(不規則動詞)（過去形） [５０９] 

  There「～がある」の表現        [５１１] 

  助動詞（will）                 [６０５] 

 

４ 継続的な学習について 

（１）個人カードを順番に進める。 

（２）つまづいているポイントを確認し、分からない場合は前に戻って復習する。 

（３）教員等指導者が定着状況を確認する際に、英語で問い掛けたり、生徒に答え 

  させたりするなどして、「読むこと」「書くこと」だけではなく、個別に「話す  
こと」「聞くこと」についても確認する。 

− 128 −



13 
 

 

 

 

 

 
(           )(          )                     

選んだものを入れてみよう。  

 

フォローアップシート  

There is (are) ～の文をマスターしよう【511】 

 

「There is A」は「A が（一つ）ある、（一人）いる」を表します。 

例 There is a pencil on the desk.     机の上に(一本)鉛筆がある。 

              机の上に 

 ステップ１ 正しい方を選ぼう。 

   There （ is / are ） a book on the desk.   机の上に(一冊)本がある。  

         

 

「There are  A」は「A が（二つ以上）ある、（二人以上）いる」を表します。 

A が 2 個以上を表すとき、A の前は are になります。 

例 There are two pencils on the desk.     机の上に鉛筆が二本ある。 

  

 ステップ１ 正しい方を選ぼう。 

 There （ is / are ） two books on the desk. 机の上に本が二冊ある。 

           

ステップ２ （  ）に is か are を選んで入れてみよう。 

 

自転車の空気入れは   自転車置き場にあるよ。 

どこかにあるかな？   There (      ) a bicycle pump in the parking 

                        area for bicycles. 

              

英和辞書は       職員室に１０冊あるよ。 

どこかにあるかな？   There (      ) ten English-Japanese dictionaries   

                        in the teachers' room. 

 

ステップ３ （  ）に「あるよ」「いるよ」を入れて、学校の紹介をしよう。 

君の高校には           僕の高校には＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿があるよ/いるよ。 

何があるの？いるの？ 

(自分で考えた文でもいいよ！)     in my high school. 

 

ここから選んでみよう！  

プール swimming pool  トレーニングルーム training room  音楽室 music room   

食堂 cafeteria  バスケットボール部 basketball team  監督 coach  

 

【参考：教科書 30 ページ Look and Learn の 2】 
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(           )(          )                     

選んだものを入れてみよう。 

 

 ステップ１ 正しい方を選ぼう。 

   There （ is / are ） a book on the desk.   机の上に(一冊)本がある。  

         

 

「There are  A」は「A が（２つ以上）ある、（２人以上）いる」を表します。 

A が 2 個以上を表すとき、A の前は are になります。 

例 There are two pencils on the desk.     机の上に鉛筆が二本ある。 

  

 ステップ１ 正しい方を選ぼう。 

 There （ is / are ） two books on the desk. 机の上に本が二冊ある。 

           

ステップ２ （  ）に is か are を選んで入れてみよう。 

 

自転車の空気入れは   自転車置き場にあるよ。 

どこかにあるかな？   There (      ) a bicycle pump in the parking 

                        area for bicycles. 

              

英和辞書は       職員室に１０冊あるよ。 

どこかにあるかな？   There (      ) ten English-Japanese dictionaries   

                        in the teachers' room. 

 

ステップ３ （  ）に「あるよ」「いるよ」を入れて、学校の紹介をしよう。 

君の高校には           僕の高校には＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿があるよ/いるよ。 

何があるの？いるの？ 

(自分で考えた文でもいいよ！)     in my high school. 

 

ここから選んでみよう！  

プール swimming pool  トレーニングルーム training room  音楽室 music room   

食堂 cafeteria  バスケットボール部 basketball team  監督 coach  

 

【参考：教科書 30 ページ Look and Learn の 2】 

 

フォローアップシート  

規則動詞の過去形をマスターしよう【508】 

 

過去の出来事「～した」は「動詞＋ed」で表します。 

一般動詞(規則動詞)の過去形の作り方 

（ア）普通は原形に-ed をつける  play→played want→wanted 
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フォローアップシート  

規則動詞の過去形をマスターしよう【508】 

 

過去の出来事「～した」は「動詞＋ed」で表します。 

一般動詞(規則動詞)の過去形の作り方 

（ア）普通は原形に-ed をつける  play→played want→wanted 

（イ）e で終わる語のときは( e がかぶってしまうので)d だけつける live→lived 

（ウ）子音字を重ねて-ed をつける（～ing と同じ）stop→stopped 

（エ）子音字＋y で終わるときは y を i に変えて-ed をつける study→studied  try→tried 

 

ステップ１  次の動詞の過去形を選択肢から選ぼう。 

 （単語・意味） （選択肢） ヒントのある場所

1 call      呼ぶ 1 called     2 calld      3 callied （ア） 

2 listen    聞く 1 listened   2 listend    3 listenned （ア） 

３ live    住む 1 liveed     2  lived     3 liveied （イ） 

４ stop 止まる・止める 1 stoped    2  stopd    3 stopped   （ウ） 

５ study   勉強する 1 studyed   2  studyd   3 studied  （エ） 

 

ステップ２ 次の（ ）内の動詞を、過去形に変えて、「～した」という表現にしよう。 

1  I (cook)________________ dinner yesterday.  私は昨日、食事を作りました。 

2  We (play)________________ tennis yesterday.  私たちは昨日、テニスをしました。 

3  He (travel)________________ in Okinawa in summer.  彼は夏に沖縄を旅行しました。 

4  She (drop)________________ a pen.  彼女はペンを落とした。 

5  They (love)_______________ hamburgers.  彼らはハンバーガーが大好きだった。 

 

ステップ３ 自分の気持ちに合うイラストに○をして、過去のことを表現してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【参考：教科書 29 ページ STUDY IT！】 
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フォローアップシート  

不規則動詞の過去形をマスターしよう【509】 

 

語尾に ed を付けないで「～した」を表す動詞もあります。 

1 動詞＋ed（規則動詞の過去形）ではない動詞を不規則動詞と呼びます。 

2 不規則動詞の「～した」は動詞によって変化（活用）が違うので一つ一つ覚える必要があり 

 ます。 

 

（例） 

 

 

 

ステップ１  下の不規則動詞の過去形をなぞって書いてみよう。 

 意味 現在形 過去形  意味 現在形 過去形 

1 会う meet met 5 持っている have had 

2 言う say said 6 来る come came 

3 聞く hear heard 7 行く go went 

4 読む read read 8 知っている know knew 

 

ステップ２ 次の（ ）内の動詞を、過去形にして、「～した」という表現にしよう。【ヒント】 

1  I (meet)_____________ my friend at the station. 私は駅で友達に会いました。【１】 

2  I (read)_____________ the textbook at home. 私は家でその教科書を読みました。【４】 

3  He (come)_____________ here by bike. 彼はここに、自転車で来ました。【６】 

4  She (go)_____________ to Okinawa with him.  彼女は彼と一緒に沖縄に行きました。【７】 

5  We (know)_____________ everything. 私たちは、全て知っていました。【８】 

 

ステップ３ 自分の気持ちに合うイラストに○をして、過去のことを表現してみよう。  

 

 

 

 

 

 
【参考：教科書 29 ページ STUDY IT！、116～117 ページ動詞の不規則変化】 

現在形 過去形 現在形 過去形 現在形 過去形 

cut cut run ran make made 

切る 切った 走る 走った 作る 作った 
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フォローアップシート  

will＋do ～の文をマスターしよう【605】 

 

will＋動詞は「～でしょう、～します」を表します。 

例１ 私はすぐにピアノを弾きます。I will play the piano soon. 

                                                      すぐに 

例２ 彼女はすぐにピアノを弾きます。She will play the piano soon. 

 

ステップ１ (  )に入る単語を書きなさい。 

 文化祭で歌を歌います。I (     ) sing songs at the school festival. 

                                                    文化祭で 

 彼女は踊ります。     She (     ) dance at the school festival. 

 

will be ～ は「～になります」を表します。 

例 私、歌手になります。I will be a singer. 

 

ステップ１ （  ）に入る単語を書きなさい。 

  私、社長になります。  I (         )(        ) a company president. 

                                                       社長 

 

ステップ２  (   )に入る英語を書きなさい。  

ヒロシは          ABC カンパニーのエンジニアになるんだ。 

卒業したらどうするの？   He (          )(           ) an engineer 

               at ABC Company.  

 

ステップ３ （   ）には「～になります」を英語で書いて、下線部には「なりたいもの」

を書こう。 

あなたは将来何に 

なるつもりかな？      I (        )(        )                         . 

                                                なりたいもの 

 

 

☆いろいろな職業がありますね。他の職業を和英辞典で調べることもできます。 

イラストレーター an illustrator インテリアデザイナー an interior designer 

宇宙飛行士 a spaceman 映画監督 a director 栄養士 a dietitian 音楽家 a musician 

技術者 an engineer 歌手 a singer 俳優 an actor 医者 a doctor 看護師 a nurse  

社長 a company president  

【参考：教科書 27 ページ STUDY IT！、31 ページ Look and Learn の 4】 
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(5)指導資料Ⅱ 

 ア 基礎学力診断を行うための単元指導計画 

  単元名：Lesson５ Baobabs in Madagascar 

  対象学年・科目・教材名 １学年・「コミュニケーション英語Ⅰ」 

               VISTA English CommunicationⅠ（三省堂） 

(1) 単元設定のねらい 

 ① 教科書の内容を理解する。 

    ・内容を口頭、ワークシート等で要約し、説明できる。 

     ・バオバブの特徴や抱える問題を理解する。 

  ・バオバブの問題を通し環境を守る大切さを知り、自分なりの考えや意見をもつ。 

    ② 不定詞を用いて、表現できる。 

 

(2) 学力スタンダード「基礎」に基づく具体的な到達目標 

 ① 聞き取れない単語や未知の語句があっても、絵や図を参考にして、内容を推測 

  するなどして聞き続けることができる。（聞くこと） 

 ② 教科書の文章を、フレーズ毎に、適切な速度と音量で音読することができる。 

  （読むこと） 

 ③ 教科書で扱った身近な話題や自分の興味、関心があることについて、ワークシ 

  ートやメモなどを利用して、英語で相手に伝えることができる。（話すこと） 

 ④ うまく表現できないことがあっても、平易な語句や（学習した）表現を用いて 

  書くことができる。（書くこと） 

 

単元指導計画概要 

時 目標 学習内容・学習活動 ○診断項目 

１ 

・アフリカの位置やバオバブの特

徴について理解できる。 

 

ワークシートや画像を用いて、バオバブについて

知る。（聞くこと・読むこと） 

○確認文法事項「be 動詞の疑問文」 

・既習文法事項「be 動詞の肯定文」 

２ 

・「星の王子様」のバオバブにつ

いて理解できる。 

本文の内容把握及び音読（読むこと） 

○確認文法事項「一般動詞の疑問文」 

・既習文法事項「一般動詞の肯定文」 

・新規文法事項「不定詞（～すること）」 

３ 

・マダガスカルにおけるバオバブ

の現状を理解できる。 

本文の内容把握及び音読（読むこと） 

○確認文法事項「現在進行形」 

・新規文法事項「不定詞（～するための）」 

４ 
・マダガスカルにおけるバオバブ

の問題を理解できる。 

本文の内容把握及び音読（読むこと） 

○確認文法事項「SVO 文型」 
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・新規文法事項「不定詞（～するために）」 

５ 

・バオバブの問題を通して、環境

問題に関する自分なりの考えを

もつことができる。 

本文の復習、まとめ（読むこと） 

不定詞を用いた表現（書くこと） 

６ 

・自分の考えや意見を表現した

り、相手の意見を聞いたりでき

る。 

インタビュー（話すこと・聞くこと） 

疑問文を用いて質問する。 

回答の中で、不定詞を用いた文で答える。 

 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単元

名 

小学校 中学校 

学

年 
内容 

診断 

可 不可  

学

年
内容 

診断 

可 不可 

 ３

年 

 

【アルファベット】 

活字体の大文字が読める 

活字体の小文字が読める 

活字体の大文字が書ける 

活字体の小文字が書ける 

【ローマ字】 

あ行～わ行まで読める 

あ行～わ行まで書ける 

濁音、ガ行、ザ行、ダ行、

バ行が読める 

濁音ガ行、ザ行、ダ行、バ

行が書ける 

半濁音、パ行が読める 

半濁音、パ行が書ける 

拗音、小さいヤ行の入った

文字が読める 

拗音、小さいヤ行の入った

文字が書ける 

 

□□□

□□□

□□ 

 

□□ 

□□□

□ 

 

□□ 

 

□□ 

□□ 

□□ 

 

□□ 

１
年 

代名詞 

家や身の回りの単語 

色、自然、植物など 

形容詞 

動詞 

副詞 

接続詞 

連語 

be 動詞の疑問文（現在形） 

一般動詞の疑問文（現在形） 

There「～がある」の表現 

現在進行形の肯定文 

SVO[主語＋動詞＋目的語］ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□□

□□□

〔所見〕 
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・新規文法事項「不定詞（～するために）」 

５ 

・バオバブの問題を通して、環境

問題に関する自分なりの考えを

もつことができる。 

本文の復習、まとめ（読むこと） 

不定詞を用いた表現（書くこと） 

６ 

・自分の考えや意見を表現した

り、相手の意見を聞いたりでき

る。 

インタビュー（話すこと・聞くこと） 

疑問文を用いて質問する。 

回答の中で、不定詞を用いた文で答える。 

 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単元

名 

小学校 中学校 

学

年 
内容 

診断 

可 不可  

学

年
内容 

診断 

可 不可 

 ３

年 

 

【アルファベット】 

活字体の大文字が読める 

活字体の小文字が読める 

活字体の大文字が書ける 

活字体の小文字が書ける 

【ローマ字】 

あ行～わ行まで読める 

あ行～わ行まで書ける 

濁音、ガ行、ザ行、ダ行、

バ行が読める 

濁音ガ行、ザ行、ダ行、バ

行が書ける 

半濁音、パ行が読める 

半濁音、パ行が書ける 

拗音、小さいヤ行の入った

文字が読める 

拗音、小さいヤ行の入った

文字が書ける 

 

□□□

□□□

□□ 

 

□□ 

□□□

□ 

 

□□ 

 

□□ 

□□ 

□□ 

 

□□ 

１
年 

代名詞 

家や身の回りの単語 

色、自然、植物など 

形容詞 

動詞 

副詞 

接続詞 

連語 

be 動詞の疑問文（現在形） 

一般動詞の疑問文（現在形） 

There「～がある」の表現 

現在進行形の肯定文 

SVO[主語＋動詞＋目的語］ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□□

□□□

〔所見〕 
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 ウ 学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための学力調査問題 

 

Lesson 5  モニタリングシート  Part 1 

Class （  ） No（   ）Name（       ） Score     /10  

【個人カード番号】 

Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  「彼女の名前を知っていますか。」「ええ、アユミです。」   【507】 

  “( Are / Do / Does ) you know her name?”   “Yes.  Her name is Ayumi.” 

 

2  「彼は渋谷に住んでいるのですか。」「いいえ、新宿です。」   【507】 

  “( Are / Do / Does ) he live in Shibuya?”   “No.  He lives in Shinjuku.” 

 

3  「マイクは今日図書館に来ますか。」「分かりません。」   【507】 

  “Does Mike ( comes / come / is come ) to the library today?” 

  “I don't know.” 

 

4  「ユウジはマリコのこと好きなんだ。」「それは本当なの。」    【503】 

  “Yuji loves Mariko.”   “( Does / Is / Do ) it true?” 

 

5  「彼らは今体育館にいるかな。」「分からないなあ。」    【503】 

  “( Is / Am / Are ) they in the gym now?”   “I'm not sure.” 

 

B 日本文に合うように並べかえよう。 

6  「怒ってますか。」「いいえ、眠いだけです。」             【503】 

  “ [ angry / you / are ]? ”   “No.  I'm just sleepy.” 

 

C 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。 

7   Baobabs are strong. ・ ・ ～の下に 

 

8   Baobabs can spread all over the planet. ・ ・ 森 

 

9   The natives burned the forest. ・ ・ 強い 

 

10  They keep water under their bark. ・ ・ 惑星 

 

D 早く終わった人は、1～6 を参考にして、英語で文を作ってみよう。 
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・新規文法事項「不定詞（～するために）」 

５ 

・バオバブの問題を通して、環境

問題に関する自分なりの考えを

もつことができる。 

本文の復習、まとめ（読むこと） 

不定詞を用いた表現（書くこと） 

６ 

・自分の考えや意見を表現した

り、相手の意見を聞いたりでき

る。 

インタビュー（話すこと・聞くこと） 

疑問文を用いて質問する。 

回答の中で、不定詞を用いた文で答える。 

 

 

イ 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」 

単元

名 

小学校 中学校 

学

年 
内容 

診断 

可 不可  

学

年
内容 

診断 

可 不可 

 ３

年 

 

【アルファベット】 

活字体の大文字が読める 

活字体の小文字が読める 

活字体の大文字が書ける 

活字体の小文字が書ける 

【ローマ字】 

あ行～わ行まで読める 

あ行～わ行まで書ける 

濁音、ガ行、ザ行、ダ行、

バ行が読める 

濁音ガ行、ザ行、ダ行、バ

行が書ける 

半濁音、パ行が読める 

半濁音、パ行が書ける 

拗音、小さいヤ行の入った

文字が読める 

拗音、小さいヤ行の入った

文字が書ける 

 

□□□

□□□

□□ 

 

□□ 

□□□

□ 

 

□□ 

 

□□ 

□□ 

□□ 

 

□□ 

１
年 

代名詞 

家や身の回りの単語 

色、自然、植物など 

形容詞 

動詞 

副詞 

接続詞 

連語 

be 動詞の疑問文（現在形） 

一般動詞の疑問文（現在形） 

There「～がある」の表現 

現在進行形の肯定文 

SVO[主語＋動詞＋目的語］ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□ 

□□□

□□□

〔所見〕 
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Lesson 5  モニタリングシート  Part 2 

Class （  ） No（   ）Name（       ） Score     /10 

【個人カード番号】 

Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  「あの人は誰ですか。」「彼のことは知っていますよ。サトミのお兄さんです。」【703】 

  “Who is that man?”  “I know ( he / his / him ).  He is Satomi's brother.” 

 

2  新しい時計が欲しいな。       【703】 

  ( A new watch wants / I a new watch want / I want a new watch ). 

 

３  「ケンはどこですか。」「部屋で勉強しています。」    【516】 

  “Where is Ken?”“He ( study / is studies / is studying ) in his room.” 

 

４  今、音楽を聴いています。       【516】 

  I'm ( listen / listening / is listening ) to the music.  

 

B 日本文に合うように並べかえよう。 

５  トモコは毎日放課後テニスをします。      【703】 

  [ plays / Tomoko / tennis ] after school every day.     

 

6  ユウジとケンは今、居間でテレビを見ています。    【516】             

  [ TV / Yuji and Ken / watching / are ] in the living room now.              

 

C 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。 

7   Baobab roots die.  ・ ・ 問題 

 

8   They keep water under their bark.  ・ ・ ～の下に 

 

9   There are problems. ・ ・ 方法 

 

10  Do you know any ways to protect them?  ・ ・ 死ぬ  

 

D 早く終わった人は、1～6 を参考にして、英語で SVO[主語＋動詞＋目的語] の文や、 

 現在進行形の文を作ってみよう。 
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Lesson 5  モニタリングシート  Part 1   解答   

Class （  ） No（   ）Name（       ） Score     /10  

 

Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  「彼女の名前を知っていますか。」「ええ、アユミです。」   【507】 

  “( Are / Do / Does ) you know her name?”   “Yes.  Her name is Ayumi.” 

              【507】のねらい：一般動詞の疑問文（現在形）の理解 

2  「彼は渋谷に住んでいるのですか。」「いいえ、新宿です。」   【507】 

  “( Are / Do / Does ) he live in Shibuya?”   “No.  He lives in Shinjuku.” 

                    【507】のねらい：一般動詞の疑問文（現在形）の理解 

3  「マイクは今日図書館に来きますか。」「分かりません。」   【507】 

  “Does Mike ( comes / come / is come ) to the library today?” 

  “I don’t know.” 

              【507】のねらい：一般動詞の疑問文（現在形）の理解 

4  「ユウジはマリコのこと好きなんだ。」「それは本当なの。」    【503】 

  “Yuji loves Mariko.”   “( Does / Is / Do ) it true?” 

              【503】のねらい：be 動詞の疑問文（現在形）の理解 

5  「彼らは今体育館にいるかな。」「分からないなあ。」    【503】 

  “( Is / Am / Are ) they in the gym now?”   “I'm not sure.” 

        【503】のねらい：be 動詞の疑問文（現在形）の理解 

B 日本文に合うように並べかえよう。 

6  「怒ってますか。」「いいえ、眠いだけです。」             【503】 

  “[ angry / you / are ]?”   “No.  I’m just sleepy.” 

 Are you angry      【503】のねらい：be 動詞の疑問文（現在形）の理解 

 

C 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。 

7   I will show you a special tree. ・ ・ 惑星 

 

8   Baobabs are strong. ・ ・ 特別な 

 

9   Baobabs can spread all over the planet.  ・ ・ 森 

 

10  The natives burned the forest.  ・ ・ 強い 
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7   Baobab roots die.  ・ ・ 問題 

 

8   They keep water under their bark.  ・ ・ ～の下に 

 

9   There are problems. ・ ・ 方法 

 

10  Do you know any ways to protect them?  ・ ・ 死ぬ  

 

D 早く終わった人は、1～6 を参考にして、英語で SVO[主語＋動詞＋目的語] の文や、 

 現在進行形の文を作ってみよう。 
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Lesson 5  モニタリングシート  Part 2   解答 

Class （  ） No（   ）Name（       ） Score     /10  

 

Ａ （  ）に適切なものを選んで、日本語の文に合う英語の文を作ろう。 

1  「あの人は誰ですか。」「彼のことは知っていますよ。サトミのお兄さんです。」 【703】 

  “Who is that man?”  “I know ( he / his / him  ).  He is Satomi's brother.” 

                                【703】のねらい：SVO[主語＋動詞＋目的語]の理解 

2  新しい時計が欲しいな。        【703】 

  ( A new watch wants / I a new watch want / I want a new watch ). 

                                【703】のねらい：SVO[主語＋動詞＋目的語]の理解 

３  「ケンはどこですか。」「部屋で勉強しています。」    【516】 

  “Where is Ken? ”“He ( study / is studies / is studying ) in his room.” 

                                   【516】のねらい：現在進行形の肯定文の理解 

４  今、音楽を聴いています。       【516】 

  I'm ( listen / listening / is listening ) to the music.  

                                   【516】のねらい：現在進行形の肯定文の理解 

 

B 日本文に合うように並べかえよう。 

５  トモコは毎日放課後テニスをします。      【703】 

  [ plays / Tomoko / tennis ] after school every day.     

    Tomoko plays tennis       【703】のねらい：SVO[主語＋動詞＋目的語]の理解 

6  ユウジとケンは今、居間でテレビを見ています。    【516】             

  [ TV / Yuji and Ken / watching / are ] in the living room now.              

    Yuji and Ken are watching TV  【516】のねらい：現在進行形の肯定文の理解 

 

C 下線部の英語とその意味を線で結ぼう。 

7   Baobab roots die. ・ ・ 問題 

 

8   They keep water under their bark. ・ ・ ～の下に 

 

9   There are problems. ・ ・ 方法  

 

10  Do you know any ways to protect them? ・ ・ 死ぬ 
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 エ 学習の基盤となる基礎的、基本的な知識・技能等を身に付けるための教材 

 

 (ｱ) 単元別必要学力の説明 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

１ 単元名 Lesson５ Baobabs in Madagascar （全 6 時間） 

 

２ 単元の学習を行うために必要な力 

（１）基本語  家や身の回りの単語、色、自然、植物など 

（２）文法事項 ①代名詞、形容詞、動詞、副詞、接続詞 

     ②be 動詞（現在形）の肯定文、一般動詞（現在形）の肯定文 

      be 動詞の疑問文（現在形）、一般動詞の疑問文（現在形） 

      There「～がある」の表現 

      現在進行形の肯定文 

      SVO[主語＋動詞＋目的語］ 

 

３ この問題で強化する力 

  be 動詞の疑問文（現在形） [５０３] 

  一般動詞の疑問文（現在形） [５０７] 

  現在進行形の肯定文 [５１６] 

  SVO[主語＋動詞＋目的語］ [７０３] 

 

４ 継続的な学習について 

（１）個人カードを順番に進める。 

（２）つまづいているポイントを確認し、分からない場合は前に戻って復習する。 

（３）教員等指導者が定着状況を確認する際に、英語で問い掛けたり、生徒に答え 

  させたりするなどして、「読むこと」「書くこと」だけではなく、個別に「話す  
    こと」「聞くこと」についても確認する。 
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フォローアップシート 

一般動詞の疑問文をマスターしよう【507】 

 

is/am/are が入っていない文の場合、 

何かをたずねる（質問する）ときには文は Do から始まります。 

 
  例  あなたはサッカーが好きです。 You like soccer. 

      あなたはサッカーが好きですか？Do you like soccer? 

  答え方 

  好きです   Yes, I do.  /  好きじゃない No, I do not (don't).  

 

    ※Do で聞かれたら、do を使って答えます。 

 
ステップ１  （  ）に入る単語を書きなさい。 

1 あなたは学校に歩いてきますか？(      ) you walk to school?   

                     —はい  Yes, I (      ). 

 

2 彼らは犬が好きですか？        (      ) they like dogs?     

                    —いいえ   No, they (       ) not. 

 

I と You 以外の一人のときは、文は Does から始まります。 

 

  例  彼は犬が好きです。     He likes dogs.   

       一人                      ※like に s がついています。 

    彼は犬が好きですか？     Does he like dogs?   

       一人                    ※Does から始まるとき、likes の s がとれます。 

    答え方 

        好きです Yes, he does.  /  好きじゃない No, he does not (doesn't). 

  ※Does で聞かれたら、does を使って答えます。 

 

ステップ１  正しい方を選びなさい。 

1 彼女は学校に歩いてきますか？—いいえ 

  ( Do / Does ) she walk to school?     No, she ( do / does ) not. 

 

2 スミス先生は文化祭に来ますか？—はい   

   Does Mr. Smith ( come / comes ) to our school festival?  Yes, he ( do / does ) 
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ステップ２ 

 

ある日の会話① Do か Does を入れなさい。 

 

A: ラグビーは好き？          (        ) you like rugby？ 

 

B: 大好きだよ。         Yes.  I like it very much! 

 

A: ケンタもラグビーは好きかな？ (        ) Kenta like it, too? 

 

B: きっと好きだよ。             I'm sure he likes it, too. 

 

 

ある日の会話② 正しい方を選びなさい。 

 

A: サワコのこと知ってる？    Do you ( know / knows ) Sawako？ 

 

B:  知ってるよ。           Yes, I do. 

 

A: ミホも知ってるかな？     Does Miho ( know / knows ) her, too? 

 

B: ミホは知らないよ。        No, she does not. 

 

ステップ３ 

 

ある日の会話③  正しい方を選びなさい。 

A:  スマートフォン、持ってる？     ( Do / Does ) you have a smart phone? 

 

B: 持ってない。                   No, I ( do not / does not).  

 

A: レナちゃん、持ってるかな？   Does Rena ( have / has ) a smart phone?  

 

B: 彼女、持ってるよ。           Yes, she ( do / does ). 

 

 

 

【参考：教科書 15 ページ「3 一般動詞」、23 ページ STUDY IT！、31 ページ Look and 

Learn の 3】 
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あの人たち、僕の部活の先輩かな？ 

（      ）they seniors of my club? 

フォローアップシート  

 be 動詞の疑問文をマスターしよう【503】 

 
is/am/are が入っている文の場合、 

「～かな？」と質問したいときには Am/Is/Are から文を始めます。 

 

  例   彼はあなたの担任です。  He is your HR teacher.   

  疑問文 彼はあなたの担任ですか。  Is he your HR teacher?      

答え方 

  はい Yes, he is.  / いいえ No, he is not. 

    ※二人以上又は二個以上が主語の時は、is ではなく are を使います。 

 

ステップ１ 正しい方を選びましょう。 

   これはあなたの犬です。    This is your dog. 

 これはあなたの犬ですか？  ( Is / Are ) this your dog? 

 

      そうです。Yes, it ( is / are ). / 違います。 No, it ( is not / are not ). 

 

ステップ２ （    ）に Is か Are のどちらかを入れなさい。 

ヒント：人がたくさんいる・・・ということは二人以上ですね。 

      

 

 

 

 

 

ステップ３ （     ）に英語を入れなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【参考：教科書 14 ページ「2 be 動詞」、23 ページ STUDY IT！、31 ページ Look and Learn

の 3】 

 

あそこに人がたくさんいるね。

スズキ先生は数学の先生かな？ 

（    ） Mr. Suzuki a math teacher?

                        数学の先生  

 違うよ。 英語の先生だよ。 

 No, he is（    ）.  

 He is an English teacher. 

27 
 

あの人たち、僕の部活の先輩かな？ 

（      ）they seniors of my club? 

答え方 

  はい Yes, he is.  / いいえ No, he is not. 

    ※二人以上または 2 個以上が主語の時は、is ではなく are を使います。 

 

ステップ１ 正しい方を選びましょう。 

   これはあなたの犬です。    This is your dog. 

 これはあなたの犬ですか？  ( Is / Are ) this your dog? 

 

      そうです。Yes, it ( is / are ). / 違います。 No, it ( is not / are not ). 

 

ステップ２ (    )に Is か Are のどちらかを入れなさい。 

ヒント：人がたくさんいる・・・ということは２人以上ですね。 

      

 

 

 

 

 

ステップ３ （     ）に英語を入れなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【参考：教科書 14 ページ「2 be 動詞」、23 ページ STUDY IT！、31 ページ Look and Learn

の 3】 

 

あそこに人がたくさんいるね。

スズキ先生は数学の先生かな？ 

(    ) Mr. Suzuki a math teacher? 

                        数学の先生 

 違うよ。 英語の先生だよ。 

 No, he is (     ).  

 He is an English teacher. 
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27 
 

フォローアップシート  

SVO 語順をマスターしよう【703】 

 

日本語と英語では同じ内容でも単語の順番が違います。 

＜日本語の順番＞ 

        私は 英語が 好きです。  

   主語  目的語   動詞 

＜英語の順番＞ 

          I    like   English . 

     主語  動詞   目的語 

ステップ１   次の日本語と同じ意味の英語の文を選んで数字に○をつけよう。 

   私は 水が 欲しい 

  ① I   water  want. 

  ②  I   want  water. 

  ③  water  I  want.                 

 

ステップ２ （    ）に入るものを、下の語群から選んで書こう。 

① He wants （            ）          

 ② He wants （            ） 

 ③ He wants （            ） 

語群 

うれしいhappy コーヒーcoffee 人形a doll 本a book 悲しいsad 怒っているangry

☆ヒント （   ）には「彼が欲しいもの」が入ります。 

 

ステップ３  日本語に合うように（  ）に入る英語を下から選んで書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【参考：教科書 15 ページ「3 一般動詞」、23 ページ STUDY IT！、31 ページ Look and Learn

の２】 

あの映画観たいなぁ。 昨日、観たよ。 

（        ）（           ）（                  ） yesterday! 

I(私は)  that movie (あの映画)  watched(観た) 

本当？ 
音楽がとても気に入ったよ 

（        ）（           ）（                  ） very much.  

I(私は)  the music(音楽)  liked (気に入った)  
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フォローアップシート 

進行形をマスターしよう【516】 

   
                   ＋～ing で「～している」という意味を表します。 

 

 

例 私はバスを待っている。     I am waiting for the bus.    

                                     wait for ～ ～を待つ 

 
ステップ１ 正しい方を選ぼう。 

 ① 彼は今、テニスをしています。   He ( is / are / am ) playing tennis now.     

 ② 今、テニスをしています。     I ( is / are / am ) playing tennis now.   

 ③ 私たちは今、テニスをしています。 We ( is / are / am ) playing tennis now.  

 

ステップ２ 正しい方を選ぼう。 

 ① 今、絵を描いています。        I am ( draw / drawing ) a picture now.  

 ② 彼は今、電話をしています。    He is ( talk / talking ) on the phone now.  

 

ステップ３ 正しい方を選ぼう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考：教科書 25 ページ STUDY IT！】 

先生、どこに行ったのかな。 図書館で本を読んでいるよ。 

He ( is / are ) ( reads / reading ) a book in the library. 

見て、グランドでサッカーしているよ。 

Look! 

They ( is / are )( play / playing ) 

soccer on the ground. 

 

僕らも行こうよ！ 

ごめん、今、レポートを書いているところなんだ。

I ( am / are )( write / writing ) a report now. 

 

am 

is 

are 
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

(1) 成果の概要 

今年度の研究開発委員会では、国語、地理歴史・公民、数学、理科、外国語（英語）の各教科・

科目における義務教育段階の基礎・基本の定着が不足している生徒が、高等学校卒業までに「都

立高校学力スタンダード」の基礎段階を十分に理解し、学力の定着につなげるために取り組む

教材の開発を行った。具体的には、「基礎学力診断を行うための単元指導計画」・「学び直しを含

む学習内容の定着状況を把握するための診断項目リスト」・「学び直しを含む学習内容の定着状

況を把握するための学力調査問題」・「学習の基盤となる基礎的・基本的な知識・技能等を身に

付けるための教材」を提示した。 

今年度の研究の対象となる生徒は、義務教育段階までの学習が身に付いていないために、高

等学校の授業が理解できず、学習に取り組む意欲が減退してしまう生徒であり、本部会はこの

ような生徒を対象とした教材の開発を目標とした。基礎的・基本的な学習が義務教育段階で足

りなかった生徒に対し、教科学習を構造的に分析し、当該生徒の特徴をしっかりと把握をしな

がら補充学習をさせることができる。また、当該生徒はその後、診断を受けながら、系統的に

整えられた補充学習を受けることができる。その中で学習意欲を高めながら、学び直しを含む

学習内容を確実に身に付けることができる。 
本稿に掲載した教材は、このような生徒のための教材として、十分に活用できる。 

(2) 「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための教材開発」の位置付けと教材の活用

について 

学習活動における教材の取扱いについては、単元の導入で診断用の学力調査問題を行い、義

務教育段階で学習した基礎的・基本的な知識の理解についての到達度を把握する。 

その結果から、知識理解が一定の水準に達していない生徒を対象に補充教材を放課後や長期

休業中の講習などの場面で活用することで、基礎的・基本的な知識の定着を図ることができる。

また、講習及び補習後に観点の異なった類似問題を行い、基礎的・基本的な知識の定着を把握

する。 

 
２ 研究の課題 

  今年度は、「学び直しを含む学習内容の定着状況を把握するための教材開発」の構築を進めてき

たため、実際の授業における教材の活用等、実証研究が十分でなかったという点が課題である。

今後は、教科ごとに、別の学習単元において教材開発を行うとともに、本研究の具体的な検証作

業が必要と考える。 
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＜高等学校保健体育研究開発委員会＞ 

研究主題・副主題 

「個々の能力を最大限に伸ばすための協働的な学習活動の方法及び教材」 

～新しい時代に求められる実践力育成のための人間関係形成力の習得を目指して～ 

 

研究の概要 

今後の急激な社会の変化に対応していくために求められる力は、基礎力、思考力、実践力

の三つからなる 21 世紀型能力である。特に実践力においては①コミュニケーション能力②気

付く力、課題発見力③表現力、伝える力④身体表現、言葉を動作に変える力、表現する力と

されている。本委員会では、①コミュニケーション能力の向上を重点とし、人間関係形成力

の習得による研究に取り組んだ。そこで、グループ学習を通じて協働的な学習を活性化させ、

自立した人間として他者と協働しながら創造的に生きていける資質や能力を育んでいくこと

に着目し、協働的な学習活動の方法の提案・開発、協働的な学習活動の具体例の提示をする

こととした。 

 

Ⅰ 研究の目的 

平成 20 年及び平成 21 年に現行学習指導要領が改訂された際、子供たちの｢生きる力｣の育

成をより一層重視する観点から見直しが行われた。「基礎的な知識及び技能」、「これらを活用

して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力」及び「主体的に学

習に取り組む態度」の三要素から構成される｢確かな学力｣をバランス良く育てることを目指

す内容である。その達成に向けて、教育目標や内容が見直され、学級やグループで話し合い、

発表し合うなどの言語活動や、各教科等における探究的な学習活動等を重視することとされ

た。また、小学校では平成 32 年度、中学校では平成 33 年度、高校では平成 34 年度以降に全

面実施が予定されている新学習指導要領には、学習者の能動的な学習参加を促す学習方法「ア

クティブ・ラーニング」の積極的な導入が検討されている。「アクティブ・ラーニング」とは、

教員による一方向的な講義形式の授業とは異なり、学習者の能動的な学習への参加を取り入

れた授業・学習法の総称であり、学習者が能動的に学習することによって、認知的、倫理的、

社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る手法のことである。「アクテ

ィブ・ラーニング」には、発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、

教室内でのグループディスカッション、ディベート、グループ・ワーク等も有効な方法とさ

れている。 

そして、国立教育政策研究所から出された「社会の変化に対応する資質や能力を育成する

教育課程編成の基本原理」（平成 25 年３月）では、21 世紀を生き抜く力を「21
※ １

 世紀型能力」

とし、「21 世紀型能力」とは、学力の三要素（①基礎的・基本的な知識・技能の習得、②知

識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・ 判断力・表現力等、③学習意欲）

を「課題を解決するため」の資質・能力という視点で再構成し、更に、「確かな学力」と「豊

かな心」、「健やかな体」の育成という現行学習指導要領が目指す知・徳・体を総合的に関連
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づけて捉えた上で、これからの学校教育で身に付けさせたい資質・能力とし、それぞれを「基

礎力」「思考力」「実践力」と位置付けている。 

しかしながら、高等学校「保健体育科」の特性を踏まえ現状を省みると、①コミュニケー

ションをとりながら、自己決定に至るまでの機会が少ないこと、②自らの考えを発表したり

表現したりすることが苦手であること、③体力の低下と合わせて運動の得意、不得意など運

動に取り組む機会も含めて両極化が進んでいることなどが課題として考えられる。生徒が置

かれている生活環境からは、判断の根拠や理由を示しながら自分の考えを述べることについ

て課題が指摘されることや、自己肯定感や学習意欲、社会参画の意識等が国際的に見て低い

ことなど、子供の自信を育み能力を引き出すことが必ずしも十分にできていないと推測され

ている。 

高等学校教育においては基礎力・思考力を生かし、実践力向上への転換を図る必要がある。

実践力とは、①自律的な活動力②人間関係形成力③社会参画力④持続可能な未来への責任と

して示されている。自律した人間として多様な他者と協同しながら創造的に生きていくため

に必要な資質・能力をどのように捉えるか。そして、何事にも主体的に取り組もうとする意

欲や多様性を尊重する態度、他者と協働するためのリーダーシップやチームワーク、コミュ

ニケーションの能力、更には豊かな感性などの人間性の育成との関係をどのように考えるか。

現代社会に生きる子供たちが、目まぐるしい変化を遂げる社会に対応する資質や能力を育成

することに取り組んでいかねばならない。 

以上を踏まえ、本開発委員会では、実践力の中でも人間関係形成力に着目した。また「ア

クティブ・ラーニング」を課題の発見と解決に向けて主体的･協働的に学ぶ学習として捉え、

現行学習指導要領で示されている言語活動や探究的な学習活動、社会とのつながりをより意

識した体験的な活動等の成果や ICT を活用した指導の現状等を踏まえつつ、学びを充実させ

ていくための学習･指導方法を教育内容と関連付けて示していく。  
※１ ２１世紀型能力 

「生きる力」として、知・徳・体を構成する様々な資質・能力から特に教科・領域横断的に学習す

ることが求められる能力を汎用的能力として抽出し、それらを以下の内容を基に「基礎」「思考」「実

践」の観点で再構成したものである。 

ア 基礎力は言語、数、情報(ICT)を目的に応じて道具として使いこなすスキルである。 

「言語スキル」「数量スキル」「情報スキル」 

イ 思考力は、一人一人が自ら学び判断し、自分の考えをもって他者と話し合い、考えを吟味して統合

し、よりよい解や新しい知識を創り出し、更に次の問いを見付ける力である。 

「問題解決・発見力・想像力」「論理的・批判的思考力」「メタ認知」「適応的学習力」 

ウ 実践力は日常生活や社会、環境の中に問題を見付け出し、自分の知識を総動員して、自分やコミュ

ニティ、社会にとって価値のある解を導くことができる力である。また解を社会に発信し、協調的に

吟味することを通して他者や社会の重要性を感得できる力である。 

「自律的活動力」「人間関係形成力」「社会参画力」「持続可能な未来への責任」 
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Ⅱ 研究の方法 

１ 研究の視点 

  人間関係形成力を高めるためには、他者や集団と効果的なコミュニケーションをとり、協

力してより良い人間関係を創る力をどのように育んでいくかや、知識の伝達だけでなく、学

習と社会とのつながりをより意識した授業を展開し、生徒が基礎的な知識･技能を活用する場

面設定が求められる。そして、実社会や実生活の中でそれらを生かしていけるようにするこ

とが重要である。そのためには、｢何を教えるか｣という知識の質や量の改善はもちろんのこ

と、「どのように学ぶか」という、学びの質や深まりを重視することが必要であり、課題の発

見と解決に向けて主体的･協働的に学ぶ学習（アクティブ・ラーニング）や、そのための指導

の方法を、３年間を見通して意図的・計画的に設定していくこととした。 

２ 仮説 

教員が生徒の主体性を生かした授業を工夫、展開することで、生徒が自ら考え行動し、意

見交換をする機会が増えるような授業が実践できる。また、生徒同士が言語活動を充実させ、

考えや意見を伝え合ったり、運動のコツといった感覚を教え合ったりすることで、自らの能

力に適した運動への取り組み方や課題解決方法を気付いたり、発見したりしやすくなる。生

徒自身が考えて取り組む授業内容の方が、多くの情報に触れ、選択や判断したりする機会が

多いはずである。また、基礎・基本の確実な定着を図ることが、生徒の学習に取り組む姿勢

や態度、考え方などに大きく影響を与える。 

これらの傾向や推測を基にして授業内容の工夫や改善に取り組み、人間関係形成力を高め

ることで実践力の向上につながると仮定した。 

３ 研究手順 

(1) 体育授業においてグループ学習の取組についてのアンケートを実施し、指導方法や成果、

課題や問題点などを各学校の回答を集計してグループ学習の実態について調査する。 

(2) 検証授業では、アンケート調査の結果から課題となっている指導場面や指導方法について

複数のアクティブ・ラーニングの手法を用いた主体的・協働的な学習方法の授業を展開する。 

(3) 対象生徒を高等学校第 1 学年と第３学年とし、３年間を見通して計画的に資質や能力を高

めるための指導方法を検証する。そのために、基礎的・基本的な学習段階及び応用的な学習

段階の二つのステップを想定し、指導内容及び指導方法を設定した。 

  ア 第１学年の基礎・基本的な学習段階においては個々の役割を明確にし、自らの責任を果 

たすためにグループのメンバーに担当している内容を確認、伝達することを目的とした。 

イ  第３学年の応用的な学習段階においては、グループごとに話合いの時間を設定し、課 

題解決を図るための意見交換やまとめなど、他者と協力して課題に取り組むことを目的 

とした。 

(4) 検証授業前後の生徒の変容をアンケートにより成果や実態について集計し、検証する。 
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Ⅲ 研究の内容 

１ 調査研究 

(1)  体育授業におけるグループ学習の取組についてのアンケート調査 

ア 調査目的  
各学校のグループ学習における取組や期待する学習効果を把握する。 

イ 調査対象者数  
    都立高等学校の全日制課程 173 校、定時制・通信制課程 58 校の保健体育科主任 

ウ 回答校数  
全日制課程 62 校、定時制・通信制課程 12 校 

エ 調査項目  
    グループ学習における①取組の有無、②学習効果、③特性の３点とする。 

  オ 調査項目及び回答数  
    ＊調査用紙（各項目の右端の数字が回答数である。）  

 

平成27年度研究開発委員会（高等学校保健体育委員会）
都立高等学校　「保健体育の授業」に関するアンケート

回答対象者…保健体育科主任
回答数…74

1　体育の授業形態について、該当する項目に○を付けてください。

(1)貴校では「体育」の授業にグループ学習を取り入れていますか。

60

14

合計 74

(2)上記(1)で「取り入れている」を選択した場合、お答えください。

取り入れている理由は以下のうちどれに当てはまりますか。(複数回答可)

56

53

48

４　生徒の学習意欲の向上につながるから 48

５　技能が向上するから 20

６　活動時間が確保できるから 11

７　評価がしやすいから 2

８　その他　 3

(3)上記(1)で「取り入れていない」を選択した場合、お答えください。

取り入れていない理由は以下のうちどれに当てはまりますか。(複数回答可

1　生徒の主体的な活動につながらないから 7

２　コミュニケーション力の向上が図られないから 0

３　思考力・判断力・表現力の向上が図られないから 1

４　生徒の学習意欲の向上につながないから 4

５　技能が向上しないから 2

６　活動時間が確保できないから 5

７　評価がしにくいから 3

８　その他　 4

・責任感や協調性を獲得させるため　・自主性・協調性・創意工夫が養われる
・お互いに教え合うことにより、生徒の指導力も向上する

1　取り入れている

２　取り入れていない

1　生徒の主体的な活動につながるから

２　コミュニケーション力の向上が図られるから

３　思考力・判断力・表現力の向上が図られるから

（複数回答可）

（複数回答可） 
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カ 調査結果 

Ｑ１．体育の授業にグループ学習を取り入れていますか 

体育の授業に「グループ学習を取

り入れている」学校は 81％、「取り

入れていない」学校は 19％であった。 
 

Ｑ２．グループ学習を取り入れている理由は何ですか 

                                               取り入れている理由の中で、「生徒 

の主体的な活動につながる」が 23%、 

「コミュニケーション力の向上が図 

られる」が 22%、「思考力・判断力・ 

表現力の向上が図られる」が 20%であ

った。 

(4)グループ学習場面の評価は行っていますか

＊上記(1)で「取り入れている」を選択した場合、お答えください。

1　行っている 44 無回答 合計

２　行っていない 13 3 57

２　体育の授業における「グループ学習」について、該当する項目に○を付けてください。

(1)グループ学習を行う長所は何ですか。(複数回答可)

66

65

３　思考力・判断力・表現力の向上が図られる 54

４　生徒の学習意欲の向上につながる 53

５　自律性・社会性を身につけることができる 43

６　一人一人の良さが発揮できる 26

７　その他 1

(2)グループ学習を行う短所は何ですか。(複数回答可)

1　運動量が減る 12

２　グループ分けが難しい 32

14

４　評価がしづらい 22

47

40

７　個人の良さが発揮できない 2

８　その他 4

(3)グループ学習を行う場合、どのような点に配慮しますか。(複数回答可)

1　種目 48

２　グループの人数 59

28
３　頻度（○時間中の○時間配当する、1時間の中で○分
　　はグループ学習など）

・運動技能が高くない生徒でも、高い評価を得る機会が増える
・最終的には、一斉指導よりも技能が向上するようになる。

６　周囲に合わせすぎてしまう

1　生徒の主体的な活動につながる

２　コミュニケーション力の向上が図られる

３　技能が向上しない

５　効果の出方に差がある

＊1（1）の回答に関わらず「グループ学習」についてお答えください。
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Ｑ３．グループ学習を取り入れていない理由は何ですか  
                                「主体的な活動につながらない」

が 27％で最も多く、次いで「活動時

間が確保できない」が 19％であった。 

 

 

 

Ｑ４．グループ学習場面の評価は行っていますか  
「行っている」が 73％であった。 

グループ学習を取り入れている学

校の内、73%の学校でグループ学習場

面の評価を行っていた。 

 

 

Ｑ５．グループ学習の長所は何ですか（複数回答可） 

                             「生徒の主体的な活動につながる」

が 21％、「コミュニケーション力の

向上が図られる」が 21%、「思考力・

判断力・表現力の向上が図られる」

が 18%、「学習意欲の向上につながる」

が 17%、「自律性・社会性を身につけ

ることができる」が 14％であった。 

Ｑ６．グループ学習の短所は何ですか（複数回答可） 

                             「効果の出方に差がある」が 27%、

「周囲に合わせすぎてしまう」が

23%、「グループ分けが難しい」が

19%であった。 

 

 

 

Ｑ７．グループ学習を行う場合、どんな点に配慮しますか 

                             「グループの人数」が 44％と最も

多く、次いで「種目」が 35％であ

った。 
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キ 調査分析  

調査結果を基に本部会では三つの課題があると考えた。課題に対しての傾向や解決のた

めの授業方法や指導内容について示した。 

 [課題①]生徒の主体性につながらない 

   Ｑ３「グループ学習を取り入れていない理由」として、「生徒の主体的な活動につながら

ないから」が 27％と最も多い。また、Ｑ６「グループ学習の短所」については、「効果の

出方に差がある」が 27％と最も多かった。効果の出方とは、グループによる活動形態にな

ることで学習活動に積極的に取り組む生徒とそうでない生徒との間にうまれる関心・意

欲・態度といった観点に差が出てくることではないかと考えた。しかし一方では、Ｑ２「グ

ループ学習を取り入れる理由」として、「生徒の主体的な活動につながるから」が 23％と

最も多い。 

     集団内での求められる要求が生徒の実態に合わない場合に、意欲的な態度や積極的な取

り組みの姿勢に影響があると考えられる。グループ学習においては、生徒同士の人間関係

が影響し、指導の手だてが明確になっていないと活動に困難を来していることが推測され

る。 

   これに対する指導方法の工夫として、第１学年に「
※１

ラーニングセル」「
※２

ジグソー」を用

いて協働的な学習場面を取り入れた。「ラーニングセル」による生徒同士の質疑応答のやり

とりを行うことにより、人間関係を構築する上で基礎基本となる言語活動の充実が期待で

きる。また、「ジグソー」を行うことにより、グループ活動における個々の役割、取り組み

方や学習内容が明確になることにより、自ら役割を果たすために主体的に活動し、その成

果を仲間と共有することで他者と連携を図りながら学習に取り組むことが期待できる。 

※１ ラーニングセル 

一人一人が学習課題について、質問を考える。次に、ペアになって交互に質問と回答を繰り返し 

相互に質問し、それに準備した全ての質問を解いていく方法である。学習内容の習得や、不安を 

与えない方法によるフィードバックを与えたり、相互の課題を支援できる。 

※２ ジグソー 

４人～６人組でグループを作り、各メンバーが自分に割り当てられた学習内容を別のグループで 

深め、元のグループに「専門家」として戻り、互いに教え合う方法である。同じ授業を履修して 

いる仲間に、ある内容を教えられるまで完全に習得する責任感を育成することができる。 

  [課題②]授業の活動時間の確保 

Ｑ３「グループ学習を取り入れていない理由」として「活動時間が確保できない」が 19％

であった。活動時間の確保については、話合いや学習カードを記述する時間が多いことで

体を動かして活動する時間が削減されている。また、学習活動に消極的な姿勢を見せる生

徒は、活動時間が少ないことが予想される。 

   このような傾向に対して、ワークシートの工夫、ＩＣＴ機器を活用、計画的な授業展開

の実践（第３学年までに自分たちで活動できるような資質向上の準備）といった手法を取

り入れることにした。協働的な学習場面を設定することにより学習方法の一連の流れが明

確となり、学習活動に取り組みやすくなる。「何をしたらよいのか」「どのように動いたら
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よいのか」を選択したり、判断できないために生じる時間を最小限にしたりすることが期

待される。ＩＣＴの活用はワークシートに書き込む作業や説明を聞く時間を短縮し、生徒

の活動時間を確保することができる。指導方法や指導内容、教材教具の工夫や計画的な学

習活動の流れを設定することで、活動する時間を生み出すことができると考えている。 

  [課題③]学習意欲の向上につながらない 

Ｑ３において「生徒の学習意欲の向上につながらないから」が 15％、Ｑ５において「生 

徒の学習意欲の向上につながるから」が 17％という、肯定的、否定的両方の意見が見られ 

た。 

   学習意欲の向上のため「ジグソー」による活動やワークシート作業を分業化（見る役、

書く役など）することで全員参加型の活動を工夫した。課題①と同様に個々の役割を明確

にし、何をどのように行動すればよいのかという学習方法を示すことで、生徒の戸惑いや

不安の軽減となり、主体性や自主性の育成につながることが期待できる。また、第３学年

における実践力の育成段階においては、生徒自身が自ら作業に取り組み、課題とその解決

方法を見付けるための情報を探し出せるような場を設定した。これは、本研究会のテーマ

となる「人間関係形成力」をはじめ、「自律的活動力」「社会参画力」といった 21 世紀型能

力の実践力として位置付けられた力を磨けるような学習の場とする工夫である。生徒が日

常生活の中で自ら問題を見付け出し、仲間と協力して導き出された解を共有し、それを周

囲に発信することができるようになることが期待される。 

 

２ 検証授業 

(1) 【実践事例１】 

実践事例１では、入学年次において協働的な学習の基盤を築くために、他者と関わる 

方法を具体的に指導し、「まずやってみる」ということに重点を置いた。今回取り入れた

①ラーニングセル、②ジグソーは協働的な学習の技法において「教え合い」に分類され、

体育の授業において短時間で手法について理解し、入学年次に必要な基礎的な知識・技

能、思考力を習得することが可能であると考えた。 

 
ア 単元名    ダンス（現代的なリズムのダンス）「第１学年女子」  
 
イ 単元の目標  

 

観点
○

○

態度

○

知識、思考・判断

○

単元の評価規準

　感じを込めて踊ったり、仲間と自由に踊ったりする楽しさや喜びを味わい、
それぞれ特有の表現や踊りを高めて交流や発表ができるようにする。

技能

　ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに共感し高め合おうとすること，
役割を積極的 に引き受け自己の責任を果たそうとすること，合意形成に貢献し
ようとすることなどや，健 康・安全を確保することができるようにする。

　ダンスの名称や用語、文化的背景と表現の仕方、体力の高め方、課題解決の
方法、交流や発表の仕方などを理解し、グループや自己の課題に応じた運動を
継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

　現代的なリズムのダンスでは、リズムの特徴をとらえ，変化とまとまりを付
けて，リズムに乗って全身で踊ることができるようにする。

- 8 - 
 

待される。ＩＣＴの活用はワークシートに書き込む作業や説明を聞く時間を短縮し、生徒

の活動時間を確保することができる。指導方法や指導内容、教材教具の工夫や計画的な学

習活動の流れを設定することで、活動する時間を生み出すことができると考えている。 

  [課題③]学習意欲の向上につながらない 

Ｑ３において「生徒の学習意欲の向上につながらないから」が 15％、Ｑ５において「生 

徒の学習意欲の向上につながるから」が 17％という、肯定的、否定的両方の意見が見られ 

た。 

   学習意欲の向上のため「ジグソー」による活動やワークシート作業を分業化（見る役、

書く役など）することで全員参加型の活動を工夫した。課題①と同様に個々の役割を明確

にし、何をどのように行動すればよいのかという学習方法を示すことで、生徒の戸惑いや

不安の軽減となり、主体性や自主性の育成につながることが期待できる。また、第３学年

における実践力の育成段階においては、生徒自身が自ら作業に取り組み、課題とその解決

方法を見つけるための情報を探し出せるような場を設定した。これは、本研究会のテーマ

となる「人間関係形成力」をはじめ、「自律的活動力」「社会参画力」といった 21 世紀型能

力の実践力として位置付けられた力を磨けるような学習の場とする工夫である。生徒が日

常生活の中で自ら問題を見付け出し、仲間と協力して導き出された解を共有し、それを周

囲に発信することができるようになることが期待される。 

 

２ 検証授業 

(1) 【実践事例１】 

実践事例１では、入学年次において協働的な学習の基盤を築くために、他者と関わる 

方法を具体的に指導し、「まずやってみる」ということに重点を置いた。今回取り入れた

①ラーニングセル、②ジグソーは協働的な学習の技法において「教え合い」に分類され、

体育の授業において短時間で手法について理解し、入学年次に必要な基礎的な知識・技

能、思考力を習得することが可能であると考えた。 

 
ア 単元名    ダンス（現代的なリズムのダンス）「第１学年女子」  
 
イ 単元の目標  

 
 

観点
○

○

態度

○

知識、思考・判断

○

単元の評価規準

　感じを込めて踊ったり、仲間と自由に踊ったりする楽しさや喜びを味わい、
それぞれ特有の表現や踊りを高めて交流や発表ができるようにする。

技能

　ダンスに主体的に取り組むとともに、互いに共感し高め合おうとすること、
役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献し
ようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

　ダンスの名称や用語、文化的背景と表現の仕方、体力の高め方、課題解決の
方法、交流や発表の仕方などを理解し、グループや自己の課題に応じた運動を
継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

　現代的なリズムのダンスでは、リズムの特徴を捉え、変化とまとまりを付け
て、リズムに乗って全身で踊ることができるようにする。

− 154 −



- 9 - 
 

ウ 学習に即した評価規準 

 
エ 単元計画（指導と評価の計画）  

 

観点 学習活動に即した評価規準

関心・意欲
・態度

・

・

　ダンスの学習に自主的に取り組もうとして
いる。

　自己の責任を果たそうとしている。

①

②

　ダンスの学習の中で、自らを高め、楽しむため
に必要な行動を自ら選択して取り組もうとしてい
る。
　クラス全体やグループの中で、与えられた役割
を自己の責任を果たそうとしている。

思考・判断

・

・

　発表や仲間との交流の場面では、互いの違
いや良さを指摘している。
　健康や安全を確保するために、体調に応じ
て適切な練習方法を選んでいる。

①

②

　グループや自己が作品を作る過程で、仲間や自
己の課題を把握し改善している。
　体調に合わせて練習に取り組んでいる。

運動の技能

・ 　リズムの特徴を捉え、変化とまとまりを付
けて、リズムに乗って全身で踊るための動き
ができる。

① 　リズムに合わせて、大小や前後など動きを強調
しながら全身で自由に踊ったり、仲間と対応した
りくずしたりして踊るための動きができる。

知識・理解

・

・

　ダンスの名称や用語について、学習した具
体例を挙げている。
　交流や発表の仕方について、学習した具体
例を挙げている。

①

②

　ダンスの用語について、学習した具体例を挙げ
ている。
　鑑賞の仕方について、学習した具体例を挙げて
いる。

単元の評価規準

○ ○ ○

・

○

○ 教え合い・踊り込み

・  　各自役割を果たし、作品をまとめていく

 ○ 踊り込み ○

○

○ ○

技能

態度

知識

思考
判断

2 3 4 5 6

　簡単なスト
レッチ
　十五夜さんの
お餅つき

　モチーフを確
認し、ダンスの
イメージ（表現
部分）の確認
　ペアを作り、
役割を決める
　ダンスの振り
を確認

・

・

・

表現体験①－１

初級のリズムダンス

リズムに合わせ
てシンプルに弾
む動き
ボックスステッ
プでスピード変
化（加速）
対立する動きで
スピード変化
（減速）
床を使った動き
から上下の動き

見せ合い

グループで動きを作る
（表現体験②にくずしを加える）○ 表現を含んだリズムダンス

「Dragon Night」 曲に合わせてグルー
プで動きを作る

前時の見せ合いか
ら、動きの修正

　グループ毎に
必要に応じて新
たな役割を作っ
たり、見なおし
たりする

　リズムの特徴を捉え、
変化とまとまりを付け
て、リズムに乗って全身
で踊るための動きができ
る

　自己の責任を果たそう
としている

　交流や発表の仕方につ
いて、学習した具体例を
挙げている

ダンスを継続して楽し
むため自己に適したか
かわり方を見付ける

　健康や安全を確保する
ために、体調に応じて適
切な練習方法を選んでい
る

　発表や仲間との交流の
場面では、互いの違いや
良さを指摘している

時

ねらい

50

グループで動きを作り習得を目指すなかで
主体的な取り組みを促進する

学習計画を確認する
動きの特徴を確認する

本時のねらいや内容の確認

知識習得からの創作

各グループの代表が
それぞれ「４つのく
ずし」について学
び、各グループに
フィードバックし、
簡単に創作する。

評
価
機
会
・
方
法

思

0

学
習
の
流
れ

指
導
内
容

関

知

技

学習カード

　ダンスの名称や用語に
ついて、学習した具体例
を挙げている

・

・

（場を和ませてから動

表現体験①－２

1

表現体験②

導入（簡単なストレッチのあと、生徒の様子を見て「フォークダンス」や「フィットネスエクササイズ」、
「レクレーションリズムダンス」や、「コミュニケーション・プレイ」等を選択しておこなう。）

表現体験からの学びを経験し表現・
動きづくりのモチベーションを高める

オリエンテーション

発表会

A:

B:

C:

D:

・

・

導入

　既習状況の把
握
　学習計画の確
認

○

交流会

４つの動きをくずし
て踊る

グループで
動きの確認

発表会に向けて
確認

・ 　運動観察

学習カード

観察

学習カード

観察

学習カード

まとめ（整理運動、本時の学習活動の振り返り、次時のねらい等の確認）

　ダンスの学習に自主的
に取り組もうとしている

CD等でかける録音された音楽だけでなく、声や楽器演奏等、速度や雰囲気を変化させ、刺激を与える。

アクティブ
ラーニング
実施場面②

アクティブ
ラーニング
実施場面③

アクティブ
ラーニング
実施場面①
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ウ 学習に即した評価規準 

 

 
エ 単元計画（指導と評価の計画）  

観点 学習活動に即した評価規準

関心・意欲
・態度

・

・

　ダンスの学習に自主的に取り組もうとして
いる。

　自己の責任を果たそうとしている。

①

②

　ダンスの学習の中で、自らを高め、楽しむため
に必要な行動を自ら選択して取り組もうとしてい
る。
　クラス全体やグループの中で、与えられた役割
を自己の責任を果たそうとしている。

思考・判断

・

・

　発表や仲間との交流の場面では、互いの違
いや良さを指摘している。
　健康や安全を確保するために、体調に応じ
て適切な練習方法を選んでいる。

①

②

　グループや自己が作品を作る過程で、仲間や自
己の課題を把握し改善している。
　体調に合わせて練習に取り組んでいる。

運動の技能

・ 　リズムの特徴を捉え、変化とまとまりを付
けて、リズムに乗って全身で踊るための動き
ができる。

① 　リズムに合わせて、大小や前後など動きを強調
しながら全身で自由に踊ったり、仲間と対応した
り崩したりして踊るための動きができる。

知識・理解

・

・

　ダンスの名称や用語について、学習した具
体例を挙げている。
　交流や発表の仕方について、学習した具体
例を挙げている。

①

②

　ダンスの用語について、学習した具体例を挙げ
ている。
　鑑賞の仕方について、学習した具体例を挙げて
いる。

単元の評価規準
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2 3 4 6

○

・

○

○

・

○

○

○ ○ ○

　運動観察

技能

態度

知識

思考
判断

知識習得からの創作

各グループの代表がそれぞれ「四

つのくずし」について学び、各グ

ループにフィードバックし、簡単

に創作する。

5

　交流や発表の仕方につい
て、学習した具体例を挙げて
いる。

　リズムの特徴を捉え、変化
とまとまりを付けて、リズム
に乗って全身で踊るための動
きができる。

ダンスを生涯にわたって楽しむた

め自己に適した関わり方を見付け

る

○

　健康や安全を確保するため
に、体調に応じて適切な練習
方法を選んでいる。

　発表や仲間との交流の場面
では、互いの違いや良さを指
摘している。

　自己の責任を果たそうとし
ている。

時

ねらい

50

グループで動きを作り、習得を目指すなかで、

主体的な取組を促進する

グループで動きを作る（表現体験②にくずしを加える）

　各自役割を果たし、作品をまとめていく

初級のリズムダンスで四つの動き

を経験

評
価
機
会
・
方
法

思

0

学
習
の
流
れ

指
導
す
る
内
容

関

知

技

学習カード

　ダンスの名称や用語について、
学習した具体例を挙げている。

○

グループで動きの確認

・

本時のねらいや内容の確認

前時の見せ合いから、動きの

修正

曲に合わせてグループで動き

を作る

見せ合い

学習計画を確認する

動きの特徴を確認する

表現体験①－１

リズムに合わせてシンプル

に弾む動き

ボックスステップでスピー

ド変化（加速）

対立する動きでスピード変

化（減速）

床を使った動きから上下の

動き

A:

B:

C:

D:

・

・

・

　グループ分け

　役割分担

　運動観察

・

・

・

　簡単なストレッチ

　十五夜さんのお餅つき

・

・

○

（場を和ませてから動かす）

発表会

表現体験①－２

　モチーフを確認し、ダン

スのイメージ（表現部分）

の確認

　抽選でペアを作り、トム

（猫）とジェリー（鼠）の

役を決める

　ダンスの振りを確認

○表現を含んだリズムダンス「Dragon Night」

1

表現体験②

導入（簡単なストレッチのあと、生徒の様子を見て「フォークダンス」や「フィットネスエクササイズ」、「レクレーションリズムダンス」や、「コミュニケーション・プレイ」

等を選択しておこなう。）

踊り込み

表現体験からの学びを経験し、

表現・動きづくりのモチベーションを高める

オリエンテーション

・

・

導入

　既習状況の把握

　学習計画の確認

○

交流会

発表会に向けて最終確認

見せ合い

教え合い・踊り込み

　グループ毎に必要に応じ

て新たな役割を作ったり、

見直したりする

学習カード

観察

学習カード

観察

四つの動きを崩して踊る

学習カード

まとめ（整理運動、本時の学習活動の振り返り、次時のねらい等の確認）

　ダンスの学習に自主的に取り組
もうとしている。

前回の学習カードの内容をまと

めてフィードバックする。

音響機器の操作等、他のグ

ループに協力させることで、

発表会の一体感を高める。

CD等でかける録音された音楽だけでなく、声や楽器演奏等、速度や雰囲気を変化させ、刺激を与える。
アクティブラーニング場面①

「ラーニングセル」オリエンテーション内

容を確認する問題を作成する。

アクティブラーニング場面②

「ジグソー」知識を学び、他社にその知識

を教える。

アクティブラーニング場面③

「ラーニングセル」実践

自ら考えた質問をパートナーに行い、
お互いに小テストをする。
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オ 本時の学習（全６時間中の１時間目）  
 (ァ) 目標 

  【関心・意欲・態度】  クラス全体やグループの中で、与えられた役割を自己の責任を

果たそうとすることができるようにする。 

  【知識・理解】     ダンスの用語について、学習した具体例を挙げられるようにす

る。 

 (ィ) 展開 

 
 

評価規準および評価方法

・ 　授業開始前から音楽を流
し、雰囲気を演出する。

○ ・ 　単元計画・評価規準を理解
させる。

・ 　生徒が相互に理解を深めら
れるようクイズを作成する。

○ ・

・ 簡単なストレッチ

・ 十五夜さんのお餅つき ・ 手遊び歌で心と体をほぐす。

○ ・ 　決められた動きを教員の見
本とともに、取り組ませる。

A:

B:

C:

D:

リズムに合わせてシンプ
ルに弾む動き
ボックスステップでス
ピード変化（加速）
対立する動きでスピード
変化（減速）
床を使った動きから上下
の動き

○ ・ 　速やかに役割を果たさせる。
・ 　四列横隊の前から①②

③④を担当し、それぞれ
くずしの内容を確認し、
持ち寄って確認、ダンス
に一つ以上導入する作業
をおこなう。

○ ・

・ 全員で一緒に踊る

○ ・ ４人組でまとまり、クイズを
出題、正解・不正解を集計す
る。

【知識・理解】ダンスの名称や用
語について、学習した具体例を挙
げている。（学習カード）

　活動時間の確保を目指させ
る。

学習内容・活動 教師の働きかけと指導のポイント

　気候や生徒の状況に合わせ
てストレッチやダンスの強度
を調整する。

くずしの確認

導
入
１
０
分

展
開

ま
と
め

オリエンテーション
本時の目標や内容の確認

準備運動

初級のリズムダンスで４つ
の動きを経験（表現体験①－１）

継続して練習

クイズ出題と答え合わせ

アクティブラーニング場面①

「ラーニングセル」準備

アクティブラーニング場面②

「ジグソー」知識を学び、他者にその

知識を教える。

アクティブラーニング場面③

「ラーニングセル」実践

自ら考えた質問をパートナーに行い、

お互いに小テストをする。

写真：互いにクイズを出題  

写真：くずしの内容を確認  

写真：クイズを作成  
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オ 本時の学習（全６時間中の１時間目）  
 (ァ) 目標 

  【関心・意欲・態度】  クラス全体やグループの中で、与えられた役割を自己の責任を

果たそうとすることができるようにする。 

  【知識・理解】     ダンスの用語について、学習した具体例を挙られるようにする。 

 (ィ) 展開 

 

評価規準及び評価方法

・ 　授業開始前から音楽を流
し、雰囲気を演出する。

○ ・ 　単元計画・評価規準を理解
させる。

・ 　生徒が相互に理解を深めら
れるようクイズを作成する。

○ ・

・ 簡単なストレッチ

・ 十五夜さんのお餅つき ・ 手遊び歌で心と体をほぐす。 写真：クイズを作成

○ ・ 　決められた動きを教員の見
本とともに、取り組ませる。

A:

B:

C:

D:

リズムに合わせてシンプ
ルに弾む動き
ボックスステップでス
ピード変化（加速）
対立する動きでスピード
変化（減速）
床を使った動きから上下
の動き

○ ・ 　速やかに役割を果たさせる。
・ 　四列横隊の前から①②

③④を担当し、それぞれ
くずしの内容を確認し、
持ち寄って確認、ダンス
に一つ以上導入する作業
を行う。

○ ・ 写真：くずしの内容を確認

・ 全員で一緒に踊る

○ ・ ４人組でまとまり、クイズを
出題、正解・不正解を集計す
る。

【知識・理解】ダンスの名称や用
語について、学習した具体例を挙
げている。（学習カード）

　活動時間の確保を目指させ
る。

学習内容・活動 教師の働きかけと指導のポイント

　気候や生徒の状況に合わせ
てストレッチやダンスの強度
を調整する。

くずしの確認

導
入
１
０
分

展
開

ま
と
め

オリエンテーション
本時の目標や内容の確認

準備運動

初級のリズムダンスで四つ
の動きを経験（表現体験①－１）

継続して練習

クイズ出題と答え合わせ

アクティブラーニング場面①

「ラーニングセル」準備

アクティブラーニング場面②

「ジグソー」知識を学び、他社にその知識

を教える。

アクティブラーニング場面③

「ラーニングセル」実践

自ら考えた質問をパートナーに行い、お

互いに小テストをする。

写真：互いにクイズを出題  
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カ 検証授業の成果と課題  
   第１学年の授業ということで、コミュニケーションの苦手な生徒でも話ができるように、

話す・聞く内容や相手等について細かく指示を行った。その結果、短時間で教え合いが成

立し、授業後のアンケートにおいて「自己の役割を認識して活動に参加することができた

と思いますか」との問いに対して、事前でのアンケートでは 13％だった「とてもそう思う」

と答えた生徒が、34%に向上した。同様に「自己の意見を相手に伝えることができたと思い

ますか」に対しては事前で 16％だったものが、31%に向上した。この研究で高めたいと考

えていた能力である「人間関係形成力」となる基盤のコミュニケーション能力に大きく関

わる質問項目が大きく向上するという成果が得られた。加えて、話合いの充実を図り、そ

の作業時間の短縮化にも取り組んだ結果、「運動時間は適切に確保できたと思いますか」の

問いには、「とてもそう思う」、「まあそう思う」と答えた生徒が 88％であった。このこと

から、活動時間の確保に対しても、成果を得ることができた。 

   今回は簡単な話合い活動で、初歩的な活動を行ったため、軽いコミュニケーションを図

ることができた。これを高度な話合いにまで洗練させるためには、各単元において継続し

て意図的な話合い活動の設定が必要になる。検証授業の後に実施したダンスにくずしを加

えていく部分の話合いは円滑に行われた。今後、継続して話合いの機会を設けられるよう

に、教員が様々な「アクティブ・ラーニング」の手法を学び、導入できるよう工夫してい

くことが課題である。 
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キ 資料  
実際のワークシート  

ダンスワークシート①  
【ラーニングセルの場面で活用】  

オリエンテーション時に、学ん

だ内容についてダンスワークシー

トに記入させる。そして、学んだ

内容についてクイズを作成させ

（アクティブ・ラーニング場面①）、

授業の最後にグループの仲間と問

題を出し合い、フィードバックさ

せることにより理解度を深めさせ

た（アクティブラーニング場面③）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダンスワークシート②【ジグソーの場面で活用】  
授業の展開部分で（アクティブラーニング場面②）、①から④までの四つのくずしについて

担当者を決め、それぞれが掲示物より学んだ知識を持ち寄り、教え合いを行う協働の場面を

設定した。そして、持ち寄った知識を活用させダンスに工夫を加えさせた。  
 

ワークシート①-３  

ワークシート①-１  

ワークシート②  

ワークシート①-２  
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 (2) 【実践事例２】 

    実践事例２では、最終学年において実社会や実生活の中で基礎的な知識･技能を活用し

ながら、自他の課題を発見し解決できるように、第１・２学年に学んだ知識・技能を活

用しながら他のグループを「分析」し、分析結果を相手に伝える協働的な学習場面を設

定した。この手法により根拠や理由を示しながら自分の考えを述べる力や課題を発見し

解決することのできる力を身に付けることを可能であると考えた。  
 

ア 単元名 球技ネット型 「バレーボール」 「第３学年男子」 

 

イ 単元の目標 

 

 

ウ 学習に即した評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

観点 単元の評価規準

技能
○勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能や仲
間と連携した動きを高めて、ゲームを展開できるようにする。

態度

○バレーボールに主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果た
そうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・
安全を確保することができるようにする。

知識、思考・判断
○技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技
会の仕方などを理解しチームや自己の課題に応じた運動を継続する
ための取り組み方を工夫できるようにする。

観点 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準

関心・意欲・態度

・バレーボールに主体的に取り組もうとして
いる。
・役割を積極的に引き受け自己の責任を果た
そうとしている

①ルールやマナーを大切にし、スポーツの価値を高めるとともに自
己形成を目指そうとしている。
②主体的な学習を成立させるために必要な役割を作り、責任をもっ
て分担しようとしている。また、果たすべき責任が生じた場合、積
極的に引き受けようとしている。

思考・判断

・作戦などの話合いの場面で、合意を形成す
るための調整の仕方を見付けている。
・バレーボールを生涯にわたって楽しむため
の自己に適した関わり方を見付けている。

①自他のチームの技術的な課題や有効な練習方法の選択について指
摘している。
②課題解決の過程を踏まえて、取り組んできたチームや自己の目標
と成果を検証し、課題を見直している。

運動の技能
・空間を作りだすなどの攻防を展開するため
の状況に応じたボール操作やボールを持って
いない人たちと連携した動きができる。

①サービスはねらった場所に打つことができる。
②ボールをコントロールして、ネットより高い位置から相手側の
コートに打ち込むことができる。
③チームの作戦に応じた守備位置から、拾ったりつないだり打ち返
したりすることができる。
④ラリーの中で、相手の攻撃や味方の移動で生じる空間をカバーし
て、守備のバランスを維持する動きができる。

知識・理解

・技術などの名称や行い方について、学習し
た具体例を挙げている。
・バレーボールに関連した体力の高め方につ
いて、学習した具体例を挙げている
・競技会の仕方について学習した具体例を挙
げている。

①それぞれの技術には、技術の向上につながる重要な動きのポイン
トがあること、また、それらをゲーム中に適切に発揮することが攻
防のポイントとなること、それらを高めるための安全で合理的な練
習の仕方があることを理解している。
②目標の設定、目標を達成するための課題の設定、練習法などの選
択と実践、学習成果の確認、新たな目標といった過程を理解してい
る。
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 (2) 【実践事例２】 

    実践事例２では、最終学年において実社会や実生活の中で基礎的な知識･技能を活用し

ながら、自他の課題を発見し解決できるように、第１・２学年に学んだ知識・技能を活

用しながら他のグループを「分析」し、分析結果を相手に伝える協働的な学習場面を設

定した。この手法により根拠や理由を示しながら自分の考えを述べる力や課題を発見し

解決することのできる力を身につけることを可能であると考えた。  
 

ア 単元名 球技ネット型 「バレーボール」 「第３学年男子」 

 

イ 単元の目標 

 

 

ウ 学習に即した評価規準 

 

 

 

 

 

 

観点 単元の評価規準

技能
○勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能や仲
間と連携した動きを高めて、ゲームを展開できるようにする。

態度

○バレーボールに主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果た
そうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・
安全を確保することができるようにする。

知識、思考・判断
○技術などの名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技
会の仕方などを理解しチームや自己の課題に応じた運動を継続する
ための取り組み方を工夫できるようにする。

観点 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準

関心・意欲・態度

・バレーボールに主体的に取り組もうとして
いる。
・役割を積極的に引き受け自己の責任を果た
そうとしている

①ルールやマナーを大切にし、スポーツの価値を高めるとともに自
己形成を目指そうとしている。
②主体的な学習を成立させるために必要な役割を作り、責任をもっ
て分担しようとしている。また、果たすべき責任が生じた場合、積
極的に引き受けようとしている。

思考・判断

・作戦などの話合いの場面で、合意を形成す
るための調整の仕方を見付けている。
・バレーボールを生涯にわたって楽しむため
の自己に適した関わり方を見付けている。

①自他のチームの技術的な課題や有効な練習方法の選択について指
摘している。
②課題解決の過程を踏まえて、取り組んできたチームや自己の目標
と成果を検証し、課題を見直している。

運動の技能
・空間を作りだすなどの攻防を展開するため
の状況に応じたボール操作やボールを持って
いない人たちと連携した動きができる。

①サービスをねらった場所に打つことができる。
②ボールをコントロールして、ネットより高い位置から相手側の
コートに打ち込むことができる。
③チームの作戦に応じた守備位置から、拾ったりつないだり打ち返
したりすることができる。
④ラリーの中で、相手の攻撃や味方の移動で生じる空間をカバーし
て、守備のバランスを維持する動きができる。

知識・理解

・技術などの名称や行い方について、学習し
た具体例を挙げている。
・バレーボールに関連した体力の高め方につ
いて、学習した具体例を挙げている
・競技会の仕方について学習した具体例を挙
げている。

①それぞれの技術には、技術の向上につながる重要な動きのポイン
トがあること、また、それらをゲーム中に適切に発揮することが攻
防のポイントとなること、それらを高めるための安全で合理的な練
習の仕方があることを理解している。
②目標の設定、目標を達成するための課題の設定、練習法などの選
択と実践、学習成果の確認、新たな目標といった過程を理解してい
る。
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エ 単元計画（指導と評価の計画） 

 

1 2 3 4 5 6
・単元の見通しをもつ。 ・各自能について理解し身に付ける。 ・個人やチームの課題を理解して練習やゲームを行う。

・既習状況の確認。 ・学習した技能を用いてゲームを行う。 ・他のチームの分析を行い、個人やチームに助言する。

0

10

20

30

40

50

② ①
観察 観察

①②
学習ノート

①④ ② ③
観察 観察 観察 観察

① ②
観察 学習ノート

①ルールやマナーを大切にし、スポーツの価値を高めるとともに
自己形成を目指そうとしている。

評
価
の
機
会
・
方
法

関

思

技

知

知　識

①それぞれの技術には、技術の向上につな
がる重要な動きのポイントがあること、ま
た、それらをゲーム中に適切に発揮するこ
とが攻防のポイントとなること、それらを
高めるための安全で合理的な練習の仕方が
あることを理解している。

②目標の設定、目標を達成するための課題の設定、練習法などの
選択と実践、学習成果の確認、新たな目標といった過程を理解し
ている。

ねらい

時間

学
習
の
流
れ

指
導
内
容

技　　能

態　　度

思　考
判　断

②ボールをコント
ロールして、ネット
より高い位置から相
手側のコートに打ち
込むことができる。

①サービスをねらっ
た場所に打つことが
できる。
④ラリーの中で、相
手の攻撃や味方の移
動で生じる空間をカ
バーして、守備のバ
ランスを維持する動
きができる。

②主体的な学習を成
立させるために必要
な役割を作り、責任
をもって分担しよう
としている。また、
果たすべき責任が生
じた場合、積極的に
引き受けようとして
いる。

③チームの作戦に応じた守備位置から、拾ったりつないだり打ち
返したりすることができる。

①自他のチームの技術的な課題や有効な練習方法の選択について
指摘している。
②課題解決の過程を踏まえて、取り組んできたチームや自己の目
標と成果を検証し、課題を見直している。

１ ボール慣れ

・キャッチボール

・パス練習

２ サーブ練習

・オーバー

・アンダー

３ スパイク練習

・オープン攻撃

・Aクイック

４ タスクゲーム

・３段攻撃

☆チャンスボールから3

弾攻撃練習

５ ゲーム

オリエンテーション

１ 単元内容と単元目

標の確認

・単元の説明

・チーム決め

２ ボール慣れ

・キャッチボール

・パス練習

３ ゲーム

○用具の片づけ ○整理運動 ○まとめ ○挨拶

１ ボール慣れ

・キャッチボール

・パス練習

２ サーブ練習

・オーバー

・アンダー

３ タスクゲーム

・ラリーゲーム

☆アンダー、オーバ-パ

スのみを使ったゲーム

４ ゲーム

１ ボール慣れ

・キャッチボール

・サーブ練習

２ チーム練習・ゲーム・分析・審判

・分析シートを確認して、チームの課題練習を行う。

・担当チームの分析を分析シートを使って行う。

・審判、得点を行う。

本時のねらいや内容の確認

○整列・あいさつ ○準備運動や体ほぐしの運動 ○用具や場の準備

アクティブラーニング

【分析】分析シートを活用して、他チームに助言する
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オ 本時の学習（全６時間中の５時間目） 

(ァ) 目標 

【思考・判断】自他のチームの技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘してい

る。 

【運動の技能】チームの作戦に応じた守備位置から、拾ったりつないだり打ち返したりし

ている。 

【思考・判断】取り組んできたチームや自己の目標と成果を検証し課題を見直している。 

(ィ) 展開 

 

過

程

時

間 学習活動・学習内容 指導上の留意点 評価規準・方法

導

入

１

０

分

・準備
・準備運動、柔軟・補強運動
・整列、挨拶、出欠確認及び健康状
　態の確認。
・本時のねらいや学習内容を理解する。 ・本時の流れを示し、見

通しをもたせる。

○ボール慣れ
　・オーバーハンドパス
　・バウンドパス
　・キャッチボール
　・アンダー、オーバ-

○前時間の分析シートを見て課題の確認

・ボール慣れを行うコー
トを具体的に指示し、安
全に留意する。

・前回までの分析シート
を班員全員で確認・共有
できるようにする。

思-①観察

○チーム練習・ゲーム・分析・審判
　①1対4（分析3-5）（審判2）
　②2対6（分析1-4）（審判5）
　③3対5（分析2-6）（審判1）
　・分析シートはゲーム後それぞれのチームに渡
　　す。

・役割を声かけし活動を
促す。

技-③観察
思-②分析シート

ま

と

め

５
分

・整理運動を行う。
・本時のねらいを踏まえながら、チームや自分の
　活動を振り返る。
・挨拶、片づけ

・分析シートを班員全員
で確認し、本時の成果、
次回の課題を理解する。

展

開

３

５

分

・個人の課題、チームの課題について理解し、練習に取り組む。

・他チームの分析を行い、個人やチームの課題の一助とする。

・練習やゲームの中でのそれぞれの役割を果たす。

アクティブラーニング

【分析】分析シートを活用して、他チームに助言する

試合を分析している様子  

分析シートをグループで確認  

- 16 - 
 

オ 本時の学習（全６時間中の５時間目） 

(ァ) 目標 

【思考・判断】自他のチームの技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘してい

る。 

【運動の技能】チームの作戦に応じた守備位置から、拾ったりつないだり打ち返したりし

ている。 

【思考・判断】取り組んできたチームや自己の目標と成果を検証し課題を見直している。 

(ィ) 展開 

 

過

程

時

間 学習活動・学習内容 指導上の留意点 評価規準・方法

導

入

１

０

分

・準備
・準備運動、柔軟・補強運動
・整列、挨拶、出欠確認及び健康状
　態の確認
・本時のねらいや学習内容を理解する。 ・本時の流れを示し、見

通しをもたせる。

○ボール慣れ
　・オーバーハンドパス
　・バウンドパス
　・キャッチボール
　・アンダー、オーバ-

○前時間の分析シートを見て課題の確認

・ボール慣れを行うコー
トを具体的に指示し、安
全に留意する。

・前回までの分析シート
を班員全員で確認・共有
できるようにする。

思-①観察

○チーム練習・ゲーム・分析・審判
　①1対4（分析3-5）（審判2）
　②2対6（分析1-4）（審判5）
　③3対5（分析2-6）（審判1）
　・分析シートはゲーム後それぞれのチームに渡
　　す。

・役割を声掛けし活動を
促す。

技-③観察
思-②分析シート

ま

と

め

５
分

・整理運動を行う。
・本時のねらいを踏まえながら、チームや自分の
　活動を振り返る。
・挨拶、片づけ

・分析シートを班員全員
で確認し、本時の成果、
次回の課題を理解する。

展

開

３

５

分

・個人の課題、チームの課題について理解し、練習に取り組む。

・他チームの分析を行い、個人やチームの課題の一助とする。

・練習やゲームの中でのそれぞれの役割を果たす。

アクティブラーニング

【分析】分析シートを活用して、他チームに助言する

試合を分析している様子  

分析シートをグループで確認  
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カ 検証授業の成果と課題  
   今回の検証授業では、生徒のアンケート項目のＱ３「自分の役割を認識して活動に参加

できたと思いますか」では、授業前では「とてもそう思う」27％、「そう思う」58％だった

のが、授業後では「とてもそう思う」54％、「そう思う」41％で、「とてもそう思う」が増

加傾向にあった。また、Ｑ15「自分や他者の課題を見付けることができたと思いますか」

では、授業前では、「とてもそう思う」16％、「そう思う」57％だったのが、授業後では、

「とてもそう思う」43％、「そう思う」43％と増加傾向にあった。「分析」という場を設定

することでただ見ているだけではなく、分析するという新たな役割を認識し、分析シート

を介して自分やチーム、他者の課題を見付けることができたのではないかと考える。 

運動量の確保については、授業前のアンケートでは、「とてもそう思う」26％、「そう思

う」59％であったが、授業後のアンケートでは、「とてもそう思う」57％、「そう思う」36％

という結果で、グループ編成と単元中の授業の流れを変えずに行った結果、授業の見通し

をもって参加させることができたことが効果的だったように思われる。 

逆に、Ｑ２「コミュニケーションを図る力が身に付くと思いますか」では、授業前では

「とてもそう思う」26％、「そう思う」56％で、授業後は「とてもそう思う」45％、「そう

思う」48％で、Ｑ４「自己の意見を相手に伝えることができると思いますか」の項目につ

いても、授業前では「とてもそう思う」22％、「そう思う」60％で、授業後は「とてもそう

思う」45％、「そう思う」40％で、あまり変化が見られなかった。第３学年ということもあ

り、人間関係が既に構築されていることや、意見交換を行う機会が少なかったことなどが

要因だと思われる。 

 

キ 資料 

分析シート① 

 

授業では、試合の中で分析シートを使用し、各チームの振り返り活動に活用した。①サ

ーブ②パス（レシーブ・トス）③スパイクの 3 項目に分けて、成功したか失敗したかを一

１班

成功 失敗 成功 失敗 成功 失敗

① 11月6日 2
正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

44 22

トスで相手に返す
ことが多かったの
で、もう少しスパ
イクを多くした方
がよい。

② 11月13日 2
正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

18 25

スパイクは少な
かったがパスは
よく回ってい
た。

③ 11月20日 3
正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

13 14

全体的に安定して
いた。サーブの失
敗が少なくてよ
かった。成功が多
くて見ていて楽し
かった。

④ 11月20日 2
正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

正正正正
正正正正
正正正正
正正正正

14 17

ややパスのミス
が目立った。

分析シート

回
日
付

分
析

し
た
班

サーブ パス（レシーブ・トス） スパイク
取

っ
た
点

取
ら
れ
た
点

気づいたこと
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つの動作ずつ確認し、「正」の字を順番に付けていく。最後に「気づいたこと」の項目に課

題や改善策、良かった点などを記入し、分析した班に分析シートを返すという活動を行っ

た。 

 

３ 調査分析 

(1) 生徒用アンケート グループ学習について 授業前と授業後の比較  
ア 調査目的  

「アクティブ・ラーニング」を取り入れたグループ学習による人間関係形成力の高ま 

りの変化を調査することを目的とする。 

イ 調査対象者数  
    １年生女子 140 名 3 年生男子 81 名 計 221 名  

ウ 調査項目  
     他者や集団と効果的なコミュニケーションをとり、協力してより良い人間関係を創

る力を設定した。 

  エ 調査方法  
     授業前および授業後におけるアンケート調査によるものであり、各項目において「と

てもそう思う」、「そう思う」、「あまりそう思わない」、「そう思わない」の４択で解答

させた。  
オ 調査結果  

    生徒用アンケート結果【授業前と授業後の比較】  

※検証授業１及び検証授業２より調査、集計したものである。 

 

事前 事後
A B C D A B C D

Q1 8% 51% 36% 4% 19% 45% 34% 2%
Q2 30% 59% 10% 1% 36% 49% 14% 1%
Q3 13% 65% 21% 1% 34% 54% 11% 1%
Q4 16% 56% 26% 2% 31% 57% 11% 1%
Q5 36% 61% 2% 1% 47% 50% 2% 0%
Q6 協力し合う 53% 44% 3% 1% 64% 31% 6% 0%
Q7 助け合う 46% 49% 4% 1% 58% 34% 9% 0%
Q8 支え合う 41% 50% 8% 1% 55% 37% 7% 1%
Q9 認め合う 39% 54% 6% 1% 51% 41% 7% 0%
Q10 励まし合う 44% 48% 6% 1% 51% 39% 9% 1%
Q11 我慢 30% 54% 13% 3% 39% 52% 6% 3%
Q12 寛容 30% 55% 13% 2% 36% 54% 7% 2%
Q13 謙虚 30% 51% 15% 4% 40% 48% 11% 1%
Q14 12% 59% 26% 3% 26% 52% 21% 1%
Q15 12% 61% 24% 3% 22% 55% 22% 1%
Q16 20% 59% 17% 3% 34% 54% 11% 1%

事前 事後
A B C D A B C D

Q1 19% 60% 17% 4% 45% 46% 6% 4%
Q2 26% 56% 14% 5% 45% 48% 7% 0%
Q3 27% 58% 14% 1% 54% 41% 5% 0%
Q4 22% 60% 14% 4% 45% 40% 14% 1%
Q5 32% 62% 6% 0% 48% 47% 4% 1%
Q6 協力し合う 44% 43% 9% 4% 59% 36% 5% 0%
Q7 助け合う 41% 46% 9% 5% 60% 31% 8% 0%
Q8 支え合う 41% 47% 9% 4% 59% 33% 8% 0%
Q9 認め合う 38% 47% 12% 2% 58% 36% 6% 0%
Q10 励まし合う 37% 47% 14% 2% 58% 35% 7% 0%
Q11 我慢 35% 46% 15% 5% 59% 36% 5% 0%
Q12 寛容 33% 46% 17% 4% 58% 40% 2% 0%
Q13 謙虚 28% 50% 18% 5% 57% 37% 6% 0%
Q14 30% 48% 20% 2% 52% 35% 11% 2%
Q15 16% 57% 23% 4% 43% 43% 11% 2%
Q16 26% 59% 12% 2% 57% 36% 6% 1%

右の態度が身に付いたと思いますか。

自分や他人の課題を見つけることができたと思いますか。
Q14で見つけることができた課題や目標を解決することができたと思いますか。

運動時間は適切に確保できたと思いますか。

第1学年　　【A：とてもそう思う　B：まあそう思う　C：あまり思わない　D：そう思わない】

第3学年　　　【A：とてもそう思う　B：まあそう思う　C：あまり思わない　D：そう思わない】

自分の技能が伸びたと思いますか。
コミュニケーションを図る力が身に付いたと思いますか。
自己の役割を認識して活動に参加できたと思いますか。
自己の意見を相手に伝えることができたと思いますか。
他者の意見を聞くことができたと思いますか。

右の行動ができたと思いますか。

右の行動ができたと思いますか。

右の態度が身に付いたと思いますか。

自分や他人の課題を見つけることができたと思いますか。
Q14で見つけることができた課題や目標を解決することができたと思いますか。

運動時間は適切に確保できたと思いますか。

アンケート項目

アンケート項目

自分の技能が伸びたと思いますか。
コミュニケーションを図る力が身に付いたと思いますか。
自己の役割を認識して活動に参加できたと思いますか。
自己の意見を相手に伝えることができたと思いますか。
他者の意見を聞くことができたと思いますか。
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【第１学年 授業前】 

   （ア）１年生・授業前 

 

 

 

 

 

【１年生 授業後】 

 

【第１学年 授業後】 

 

 

 

 

 

 

【３年生 授業前】 

 

【第３学年 授業前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第３学年 授業後】 
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※３－１

※３－２

※４－１

※４－２
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事前事後のアンケート結果からは、表内の第１学年では、※１－１と※１－２のグラ

フ変化よりＱ３「自己の役割を認識して活動に参加できた」の「とてもそう思う」「まあ

そう思う」が 78％から 88％、Ｑ４「自分の意見を相手に伝える」の「とてもそう思う」

「まあそう思う」が 72％から 88％、また、※２－１と※２－２のグラフ変化よりＱ８「支

え合うことができた」の「とてもそう思う」が 41%から 55％に増加し、※３－１と※３

－２のグラフの変化よりＱ14「自分や他人の課題を見つけることができる」の「とても

そう思う」が 12%から 26%に増加したことが見られた。 

第３学年では※４－１と※４－２のグラフ変化よりＱ14「自分や他人の課題を見つけ

ることができた」の「とてもそう思う」が 30％から 52％、Ｑ15「Ｑ14 で見つけた課題

や目標を解決することができた」の「とてもそう思う」が 16％から 43％に増加が見られ

た。 

 

Ⅳ 研究の成果 

体育授業におけるグループ学習の取組についてのアンケート調査の結果から、「グループに

よって効果の出方に差がある。」が 28％との回答があった。このことが、グループ学習を行

う上での課題だと多くの学校で認識している現状が分かった。 

そこで、これらを解決させるために基礎・基本段階での協働的な学習場面、発展的な段階

での協働的な学習場面を提案し、入学年次の第１学年と、その次の年次以降の第３学年とで

検証授業を行った。 

第１学年では協働的な学習の場面に「ジグソー」、「ラーニングセル」という手法を用いた

が、これらに共通する学習のねらいは「自分の意見や知識を相手に伝える力を身に付ける」

というものである。伝える側には他者に働き掛ける力、聴く側には他者の個性を理解する力、

いわゆるコミュニケーションスキルが求められる。「ジグソー」の場面では、グループ内の一

人一人が、自分が得た知識を他者に正確に伝えるという役割を果たしつつ、他者と協力・協

働してダンスの動きを工夫する活動となっており、また、「ラーニングセル」では、入学年次

で必要な基礎基本的な知識を質問すること、説明することを通して、学習内容の修得による

フィードバックを与えたり、相互の課題を支援したりできる活動になっており、「ジグソー」、

「ラーニングセル」を活用することにより、人間関係形成力に必要なコミュニケーション力、

リーダーシップ、尊重する態度を身に付けさせることができた 。 

  第３学年では分析シートを用いて他のチームの課題を見付けさせることを協働的な学習の

場面に取り入れた。自分だけでなく他人の課題にも気付き、アドバイスし合うことでお互い

が個人やチームの課題解決につながったと考える。 

  今回検証授業で取り入れた基礎・基本段階での協働的な学習場面、発展的な段階での協働

的な学習場面を各領域で３年間実践することにより、他者や集団と効果的なコミュニケーシ

ョンを図ることができる力や、協力してより良い人間関係を創る力を養うことができ、     

科目「体育」を通じて、21 世紀型能力の中で着目した人間関係形成力を高めることができる。 
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Ⅴ 研究の課題 

  成果で述べたように、検証授業で取り入れた第１学年という基礎・基本段階と、第３学年

という発展的な段階とで行い、これら３年間を通じて段階を追って継続的・意図的に協働的

な学習の場面を取り入れることが、コミュニケーション能力の向上を図り、人間関係形成力

を育むと考える。そのためには教科として一貫した指導を実施するための年間指導計画の検

討が必要になることはもちろん、教科の枠を超えた学校全体としての指導体制を考えていく

必要がある。 

また、今回はどの領域でも活用できると仮定してダンスとバレーボールで検証を行ったが、

他の領域での検証も必要であると考える。 
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１ 高等学校学習指導要領 保健体育編・体育編  文部科学省 平成 21 年３月告示 
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４ 新たな学びを支える教科等指導の工夫～「21 世紀型能力」を育むための様々な言語活動や 

協働的な学習活動～ 東京都教職員研修センター 

５ 「社会の変化に対応する資質や能力を育成する教育課程編成の基本原理」国立教育政策研
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平成２７年度 研究開発委員会 委員名簿 

 

 

＜高等学校保健体育研究開発委員＞ 

 

 学 校 名 職名 氏 名 

委員長 東 京 都 立 王 子 総 合 高 等 学 校 校  長 庄司 一也 

委 員 東 京 都 立 東 高 等 学 校 主任教諭 小池 秀朋 

委 員 東 京 都 立 飛 鳥 高 等 学 校 教  諭 木下 理恵 

委 員 東京都立立川国際中等教育学校 主任教諭 西村 英毅 

委 員 東 京 都 立 東 大 和 南 高 等 学 校 主任教諭 髙田 敏之 

 

〔担当〕東京都教育庁指導部指導企画課 指導主事 大村 賢治 
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